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ミツカン水の文化センターは「水の文化」に関わる多面的な研究活動を行い、その成果を広

く公開し、活動を展開することで、水に関する意識の向上を図ると共に、新しい“人と水との

つきあい方”の提案を通して、人々の豊かなくらしの創造に貢献していくことを目的に、1999

年１月に設立されました。

昨年は、富山和子氏（立正大学教授・日本福祉大学客員教授）と共に「水の文化とは何か」

を問う研究取材を連続実施し、既に「ため池文化（香川）融通の智恵」「日本の浦島、中国の

浦島（丹後半島）」「有明海とアオ（淡水）の世界（佐賀）」を公開して、各地域の水の文化に

関わる興味深い歴史、事実、智恵、考え方、などを紹介して参りました。

さらに、陣内秀信氏（法政大学教授）とは「舟運から都市の水の文化を探る」をテーマに、

日本および海外各地域でのフィールドワークを展開中です。こちらは、郷土史、建築史、物流

史、都市史、河川史、などの領域を越え、「水の文化」をキーワードとした都市の特性を描き

出し、さらに新たな提案を行おうとするものです。

そして今回の特集は、当センターとして実施した「くらしと水の多様な関係」調査結果の一

端です。

わたしたちのねらいは、日本各地での生活における“人と水とのつきあい方”に関する“知

恵”を調べ、公開し、共有していくことで、皆様のくらしのお役に立てていただくことにあり

ます。そのために、現在、何が議論され、何が注目され、何が求められているのかを体系的に

整理していくことが必要だと考えました。とくに今回は“生活者の身近なくらし”を通して、

昨今の「水」に関わるさまざまな話題が新聞記事上でどのように扱われ、どのようなテーマに

基づいて紹介されているのか体系的に整理しました。さらにその上で、どのような活動が成さ

れてきたのか、いろいろな事例を紹介したいと思います。

水とつきあっていくための「レシピ集」として、本特集におつきあい下さい。
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調査の方法
■過去5年間の新聞記事の傾向をデータベース化
1995年12月～1999年4月までの主要新聞（朝日、毎日、

読売、日経、日経産業の各紙）から、「水に関わる記事」を

抽出しました。

記事は全部で7,644件。その中から、“身近な水とくらし”

に関わる記事のみを選り分け、3,560件（記事総数）に集約

しました。

次に、それらの記事にキーワードをつけ、分類しデータ

ベース化しました。そしてこのキーワード毎におおよその

傾向を読みとり、いくつかのトピックスをご紹介しようと

いうのが、今回の調査です。

■主要テーマは“身近な水とくらし”
今回は、“身近な水とくらし”にスポットを当ててみまし

た。水に関わる記事は数え切れないほどあります。しかし、

水とのつきあいは、人・場所・目的などでそれぞれ異なり

ます。個人・集団でも、もちろん異なります。水とのつき

あいとは、結局、水が様々な局面で果たしている、人々に

とっての役割ともいえるでしょう。

「水」についての大きな問題－誰にとっても重要な問題

は、連日紙面を賑わせます。ダイオキシンや環境ホルモン、

酸性雨…。河口堰や干拓地埋め立てなどの公共事業…。こ

うした“当然考えねばならない問題”の一方で、個々人や

ある集団などにとって“水の役割”が、どのように広がっ

ているのかを明らかにしたい。この点を重視して記事を選

んでみました。主要新聞から選んでいますので、主に都市

部の人々に軸足を置いて、くらしにとっての身近な水の役

割を描く結果となっています。

■分類のためのキーワード
左の表は、記事の分類に使用したキーワードの一覧表で

す。ある１ヶ月間をサンプルにとり、おおよその作業用の

分類キーワードを設定して、それに、修正を加えていきま

した。

このキーワードは、「図書館十進分類法」のように、整然

と階層的に整理されているわけではありません。むしろ、

いろいろなキーワードの“重なり”が出やすいように設定

したものです。このキーワードの重なり具合全体を見ると、

新聞報道におけるキーワードのもつ意味の重層性や、キー

ワード同士のつながりが浮かび上がってきます。



キーワード（五十音順） 記事の掲載内容例

ウォーターフロントのくらし 臨海都市、海岸

くらしと川 川、流域

くらしと漁業 漁業、養殖、漁村保全、漁師

くらしと水道 上下水道、井戸、水源涵養林、雨水利用

くらしと治水 ダム、堰、河川修復

くらしと飲み水 浄水器、水質浄化、魔法瓶、雨水利用、ミネラルウォーター

くらしと港 港町、ヒットソング

多様な水 深層水、イオン水、水の栄養

水がとりもつ縁 漂流物、雪などを通しての交流

水と遊び 釣り、ヨット･カヌー等、海水浴、潮干狩り、スポーツ、テーマパーク、水遊び

水とエネルギー 発電、節電

水と生き物 魚、昆虫など水と生き物、水と生き物によるまちづくり

水と飲食 酢、酒、寿司、茶、ミネラルウォーター

水と音 水琴窟、漏水、鳴き砂

水と音楽 ヒットソング、音楽

水と海外協力 水質浄化・淡水化等産業協力、ＮＰＯなど多様な団体の海外協力

水と観光 流氷、潮干狩り、温泉、川床、クルーズ、水晶の洞窟、氷筍、雪の大谷

水と教育 自然の教育力、環境教育、資格（ビオトープ管理士、気象予報士）、マナー教育

水と景観 親水空間、景観、公園、景勝地、噴水

水と芸術 絵画、写真、水中写真、演劇、彫刻、オブジェ、染め物

水と健康 温泉、治療、癒し、プール、スポーツ

水と建築 庭園、都市空間、噴水、雨水利用、実験住宅、橋

水と交通 くらしと舟運、河川舟運、災害時の代替輸送、船、運河、航路

水と催事 イベント、シンポジウム、祭礼、スポーツイベント、懸賞催事

水と社会規範 マナー、慣行、法律

水と自然 環境保護一般、森林保全

水と信仰・伝統 宗教行事、祭礼、婚礼、沐浴

水道と情報化 下水道管の利用、2000年問題

水と生活習慣 入浴、トイレ、洗濯、銭湯

水と清潔意識 トイレ（蛇口、洗浄便座）

水と地域振興 水を利用した地域おこし、まちづくり

水とビジネス 商品、開発、サービス業（銭湯など）

水と風物詩 灯篭流し、笹舟、祭、川床、ひな流し、山開き、漁解禁

水と文化遺産 建築遺産、遺構、史料、無形文化財、自然遺産

水と文学 文学、俳句、川柳、活字資料

水とファッション 容器のデザイン（飲料水、酒）、つけ涙、化粧

水と冒険 雪原、カヌー、ヨット、丸木船、水泳、海底調査

水とミュージアム 水族館、様々な水を題材にした博物館

水とロマン 探検、文学、旅行、漂流物

4

キーワード一覧
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�
環境に対する配慮�

�
環境に優しい製品利用�

整理のための 3つの視点

新聞記事とキーワードを眺めてみると、記事の書き手・

読み手はおおよそ三つの視点から情報を解釈していること

がわかります。

第一は、生態学的（Ecology）な視点から水を見る見方で

す。人を含めたすべての動植物の生態上のバランスを重視

し、生物多様性を損なわない環境を第一に考える視点です。

本特集では“『Ｅ』の視点”と呼びます。

第二は、ビジネス機会として水を捉える見方です。生産

者としての利益追求、消費者としての満足感充足を第一に

考える立場です。この見方を市場（Market）からの立場と

して“『Ｍ』の視点”と呼びます。

そして、第三は、地域にとって水が果たす役割を重視す

る見方です。地域全体の福利等を第一に考える視点です。

これをコミュニティ（Community）重視の立場として“『Ｃ』

の視点”と呼びます。

新聞記事は“くらしを支える水利のしくみ”を前提に置

きながら、これら三つの視点をミックスさせながら書かれ、

読まれているようです。

ーー＜ 例えば、次の記事はどうでしょうか。＞ーー

「水環境関心あるが‥‥」

87％合成洗剤使う／都民アンケート

川や海は汚したくないが、便利な合成洗剤はやめられない？－「水環境と消

費生活」をテーマにした東京都消費者生活センターの都民アンケートで、こ

んな消費者像が明らかになった。東京の川や海の水質について、九割以上の

人が「大変関心がある」「少しは関心がある」と答えた。半面、ほとんどの

人が、天然の石けんに比べて分解が遅い合成洗剤を使っていると回答。理由

（複数回答）はいずれも「使いやすい」が八割弱。（96/9/28 日経）

■ Ecology・Market・Community－「水」は三つの視点からとらえられている

『Ｅ』の視点では、川や海の水質に配

慮すべきことを、十分にわかっています。

でも一方で、消費者としての『Ｍ』の視

点に従って、「使いやすさ」を優先して

いる消費者の姿があります。こうしたこ

とを減らすためにも、「地域ぐるみでの

活動が必要」と、『Ｃ』の視点からの活

動が数多く展開されたり、『Ｍ』の視点

から生まれた環境に優しい製品を利用し

たりしているわけです。
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『E』『M』『C』― 3つの視点から整理されたキーワード
～ 3つの視点を通して、水とわたしたちの多種多様な関わりが見えてきます ～



● 記事の内容から、それぞれ記事ごとにキーワード

をつけました。一つの記事で一つのキーワードの

ものもあれば、三つも四つもキーワードがつけら

れた記事もあります。左表は各キーワードにあて

はまる記事の件数を表した、クロス集計表です。

「水と自然」というキーワードを例にとると

「総件数875」とあります。この「総件数」は、

記事総数3,560件の内、「水と自然」というキ

ーワードが含まれている記事が875件あった

ことを示しています。この875件の中には

「水と自然」というキーワード一つしかつけ

られていない場合もあれば、それ以外のキー

ワードもつけられている場合もあります。

各キーワードは、総件数の多い順に上から下

に並べられています。

「単独件数」は、「水と自然」というキーワー

ドのみに分類された記事の件数です。

「クロス件数」は、一つの記事の中で他のキ

ーワードをあわせ持つ記事の件数です。各キ

ーワードの行の件数の合計から単独件数を引

いたものです。

「キーワード重複率」は、「クロス件数÷単独

件数」です。率が高い程、いろいろな記事に

盛り込まれているキーワードであることを表

しています。

例えば、縦軸No.10の「くらしと治水」と、横軸

No.20の「水と景観」、両方のキーワードをあわせ

持った記事は６件あったということになります。

7

新聞記事検索で
わかる傾向

～過去５年間の新聞記事から ～

D

C

B

A
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キーワードの重なりを示すクロス集計表　（対称行列）

総件数A
記事総数3,560の内、そのキーワードが含まれてい
る記事の件数です。一つの記事で一つのキーワー
ドのものもあれば、複数あるものもあります。

単独件数B
記事総数3,560の内、そのキー
ワード一つしか含まれていな
い記事の件数です。

クロス件数C
他のキーワードをあわせ持つ
記事の件数です。

キーワード重複率D
「Ｃクロス件数÷Ｂ単独件数」の値です。この
値が高い程、多種多彩な記事に盛り込まれて
いるキーワードであることを表しています。

「
水
と
自
然
」
と
ク
ロ
ス
す
る
記
事
が
19
件
、「
水
と
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
ク
ロ
ス
す
る
記

事
が
０
件
、「
水
と
生
き
物
」
と
ク
ロ
ス
す
る
記
事
が
９
件
…
と
続
い
て
い
き
ま
す
。

こ
の
ク
ロ
ス
件
数
が
幅
広
く
他
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
場
合
も
あ
れ

ば
、
い
く
つ
か
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
集
中
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

例えば
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調査結果概要
クロス集計表から、

いろいろなことが分かります。

■「水と自然」が圧倒的
単独件数・クロス件数共に群を抜いた高さで

す。それだけ環境問題に対する、一般的な意識

が定着してきている証拠といえるでしょう。と

同時に、他のキーワードと重なりながら、様々な

エコロジカルな意味を派生させているようです。

■「水とビジネス」の意外な件数の多さ
「水と自然」「水と生き物」といった内容の記事とともに、「水とビジネ

ス」に関する記事が第二位となっています。中でも「くらしと飲み水」

「水と生活習慣」とのクロス数が高くなっています。水に対する様々な

リスク意識（防災、健康、環境…）がビジネスチャンスを生み、それ

に対する商品・サービス開発がニュースとなっているようです。

■「水」は地域づくり・まちづくりの貴重なツール
「水と自然」「水と地域振興」など、水が地域づくりやまちづくりの上で、様々なツー

ルとして人々を結びつける役割を果たしていることがわかります。水に関係する催事、

遊び、環境教育などの記事を追うと、さらにそれがよく分かります。

左のグラフは、縦軸がキーワード重

複率、横軸が総件数を表しています。

そして、それぞれの平均値から点線を

引き、グラフをＡＢＣＤの四つのブロ

ックに分けたものです。

Ａブロック：総件数、キーワード重複

率共に高い→そのキーワードに当て

はまる記事件数が多く、多くの記事

にそのキーワ－ドが盛り込まれてい

る。

Ｂブロック：総件数は低いがキーワー

ド重複率が高い→当てはまる記事件

数は少ないが、そのキーワードはい

ろいろな記事に盛り込まれている。

Ｃブロック：総件数は高いが、キーワ

ード重複率が低い→当てはまる記事

の件数は多いが、それ単独で使われ

る場合が多い。

Ｄブロック：総件数、キーワード重複

率共に低い→当てはまる記事の件数

が少なく、他のキーワードとの結び

つきもあまりない。

■キーワード重複率と総件数でグラフをつくる

記事総数3,560の内、そのキーワードが含まれている記事件数です。

「
ク
ロ
ス
件
数
÷
単
独
件
数
」
の
値
で
す
。
こ
の
値
が

高
い
程
、
多
種
多
彩
な
記
事
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る

キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。
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まちづくり、地域振興
ツールとしての「水」
まちづくり、地域振興
ツールとしての「水」

■浮かび上がる６つのキーワード

右下のグラフを見ると、たとえば「水と自然」という

キーワードは圧倒的に総件数が多いのですが、キーワー

ド重複率はそれほど大きくないためＣブロックに位置し

ています。総件数が多ければキーワード重複率がある程

度低くなるのはやむをえませんが、やはり他のキーワー

ドとあまり結びつかずに単独で、多数の記事が書かれて

いることをうかがわせます。

一方、「水と社会規範」というキーワードはＢブロッ

クに位置しています。キーワード重複率が高く、様々な

キーワードと結びつきながら多種多彩な記事があるので

すが、その件数は少ないのです。

そこで、記事の件数が多く、しかも様々な記事に盛り

込まれているキーワード。ここに注目することができる

でしょう。Ａブロックに位置する６つのキーワード

―「水とビジネス」「水と催事」「くらしと川」「水と健

康」「水と教育」「水と地域振興」― です。これらのキ

ーワードは多層的な意味をもち、社会からも注目されて

いるといえそうです。

■ ６つのテーマに注目！

「水とビジネス」「水と催事」「くらしと川」「水と健

康」「水と教育」「水と地域振興」の記事全体を眺めてみ

ると、それぞれよく取り上げられるテーマがあることが

わかります。

例えば、「水とビジネス」や「水と健康」では、飲料

水に関するビジネスの記事が目立ちます。また、「水と

催事」「くらしと川」「水と教育」「水と地域振興」等で

は、水を活用した様々な地域振興の取り組みや、環境教

育、水に関するレジャーに関する記事が目をひきます。

一方、これらキーワードの周辺にも、失われていく

“水に関する伝統”を現在に甦らせたり受け継いだりす

ることで、まちづくりに活かしていくという「水都の過

去」に関する記事や、下水道や河川を新時代の都市基盤

として活用しようという、「都市の未来」をうかがわせ

る記事も注目されました。

そこで今回は、左記の六つのテーマを選んで、関係者

のインタビューや過去の記事の趨勢を集めてみました。

消えゆく水都と伝統消えゆく水都と伝統

進化する下水と河川進化する下水と河川

水から見る遊び
教育の風景

水から見る遊び
教育の風景

雨水利用の展開雨水利用の展開

水と食文化
飲料水の変遷
水と食文化
飲料水の変遷

テーマ3

テーマ4

テーマ1

テーマ5

テーマ6
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interview
水のもつ“交流力”を活用した地域づくり・まちづくりツールとして、

「Ｅボート」と呼ばれる簡易組立式ボートを用いた交流プログラムが、新聞

紙上で紹介されています。水がもつ魅力を、どのように活かしているのでし

ょうか。このプログラムを開発した「地域交流センター」を訪ねました。

水の力を地域づくり・まちづくりにつなげる

社会実験―ＥＥＥＥボート

坂本貴昭氏
地域交流センター研究員
全国Ｅボート連絡協会の全体調整事務局としてＥボー
ト活動の全国展開を進めている。
地域交流センターは、全国Ｅボート連絡協会、全国水
環境交流会、ダム水源地交流協議会、日本トイレ協会
の事務局にもなっている。

テーマ 1 まちづくり、地域振興ツールとしての「水」

Ｅ
ボ
ー
ト
と
は
…

―
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
活
動
は
一
九
七
六

（
昭
和
五
十
一
）
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
わ
け
で

す
が
、
Ｅ
ボ
ー
ト
の
活
動
を
始
め
ら
れ
た
き
っ
か

け
を
う
か
が
え
ま
す
か
。

坂
本

そ
う
で
す
ね
。「
良
い
町
に
は
、
良
い
川

が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
は
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
で

も
、
近
年
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
ら
れ
た
川
に

汚
い
水
が
流
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
川
を
見
直
し
て

み
よ
う
と
い
う
運
動
が
各
地
で
起
き
て
い
ま
し

た
。
そ
う
し
た
運
動
の
一
つ
と
し
て
、
ダ
ム
湖
を

ど
う
活
用
す
る
か
、
と
い
う
課
題
が
生
ま
れ
て
き

た
の
で
す
。

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
「
社
会
実
験
」
を
重
視

し
て
い
ま
す
。「
交
流
」
を
考
え
る
際
、
学
問
追

及
や
研
究
も
大
切
で
す
が
、
机
上
の
数
値
か
ら
だ

け
の
検
証
で
は
現
場
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
い
、

物
事
の
真
の
姿
が
見
え
て
こ
な
い
。
で
す
か
ら
、

我
々
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、「
シ
ン
ク
タ
ン
ク
」

で
は
な
く
て
「
ド
ゥ
ー
タ
ン
クD

o
tank

」
と
い
う

考
え
方
で
「
交
流
」
を
考
え
て
い
き
た
い
。
そ
う

し
た
考
え
方
か
ら
も
、
ダ
ム
湖
の
活
用
は
、
人
が

水
辺
に
近
づ
く
た
め
の
良
い
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
だ

ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、「
う
ま
く
道
具
を
使
っ
て
、

水
に
親
し
む
機
会
を
作
ろ
う
」
と
、
い
ろ
い
ろ
と

検
討
し
て
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
際
、
ダ
ム
湖

で
カ
ヌ
ー
な
ど
を
浮
か
べ
て
試
し
て
み
る
と
、
道

具
の
操
作
が
難
し
い
た
め
気
軽
に
人
を
呼
ん
で
水

に
親
し
む
、
と
い
う
状
態
に
は
な
り
に
く
か
っ
た
。

操
作
に
は
熟
練
を
要
す
る
し
、
単
独
競
技
で
あ
る

こ
と
な
ど
が
、
障
害
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

そ
こ
で
「
誰
で
も
」「
簡
単
に
」「
楽
し
め
る
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
十
人
乗
り
の
手
漕
ぎ
ボ
ー
ト
と

い
う
条
件
で
、
ボ
ー
ト
メ
ー
カ
ー
の
協
力
を
得
て

開
発
し
た
の
が
Ｅ
ボ
ー
ト
で
す
。
一
九
九
四
（
平

成
六
）
年
の
こ
と
で
す
。
発
想
の
元
に
な
っ
た
の

は
中
国
の
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
で
す
よ
。
そ
こ
か
ら

ス
ポ
ー
ツ
の
要
素
を
弱
め
て
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

の
あ
る
道
具
を
作
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の

で
す
。

―
Ｅ
ボ
ー
ト
の
Ｅ
は
、
何
を
意
味
し
て
い
る
の

で
す
か
。

坂
本

最
初
は
「
交
流
ボ
ー
ト
」
と
呼
ん
で
い
た

の
で
、
《E

xchange

（
交
流
）
》
の
Ｅ
で
し
た
。

そ
れ
が
、「
待
て
よ
、
環
境
問
題
に
も
取
り
組
ん
で

誰でも、簡単に楽しめるがキーワードのＥボート。10人乗りの手漕ぎボートだ。
写真のＥボートは、リサイクルペットボトルが原料。



い
く
の
だ
か
ら
《E

co-life

（
環
境
に
優
し
い
生

活
）
》
も
あ
る
よ
ね
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
Ｅ

で
調
べ
て
み
た
ら
「E

cology

（
生
態
学
）」、

「E
nvi-ronm

ent

（
環
境
）」、「Education

（
教
育
）」、

「Epoch-m
aking

（
新
時
代
の
創
造
）」、「E

arth

（
地
球
）」、
と
い
っ
ぱ
い
あ
る
ん
で
す
よ
。
コ
ン

セ
プ
ト
は
そ
う
い
う
こ
と
で
、「
誰
で
も
気
軽
に

水
辺
に
来
て
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
い
う
こ
と
を

基
調
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
高
齢
者
や
身
体
の
不

自
由
な
方
な
ど
、
普
段
水
辺
に
来
ら
れ
な
い
人
に

も
来
て
ほ
し
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
う
し
た
人
た
ち

を
含
ん
だ
社
会
全
体
と
し
て
水
に
親
し
ん
で
い
か

な
い
と
、
な
か
な
か
人
々
の
意
識
は
変
わ
っ
て
い

か
な
い
か
ら
で
す
。
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

そ
し
て
そ
の
中
に
は
身
体
が
不
自
由
な
方
も
含
ま

れ
て
い
て
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
ボ
ー
ト
を
漕
ぐ

と
こ
ろ
に
意
味
が
あ
る
。
Ｅ
ボ
ー
ト
は
、
何
社
も

の
メ
ー
カ
ー
が
協
力
し
て
開
発
し
て
下
さ
り
、
搬

送
式
か
ら
組
立
式
ま
で
い
く
つ
か
の
種
類
が
あ
り

ま
す
。
で
も
、
今
で
は
組
立
式
の
も
の
が
、「
運

搬
費
が
安
く
済
む
」
と
い
う
理
由
で
主
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

艇

艇
に

ス
ト
ー
リ
ー
が
生
ま
れ
る

Ｅ
ボ
ー
ト
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
大
事
な
こ
と

は
、
こ
ち
ら
で
全
部
準
備
し
て
「
は
い
、
ど
う
ぞ
」

と
お
膳
立
て
し
て
は
駄
目
な
ん
で
す
。
そ
れ
で
は
、

参
加
者
は
お
客
さ
ん
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
は

絶
対
避
け
た
い
の
で
、
参
加
者
に
運
搬
、
組
立
て

準
備
か
ら
や
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
う
す
る
と

お
も
し
ろ
い
こ
と
に
、
部
品
を
組
み
立
て
る
段
階

か
ら
、
そ
の
チ
ー
ム
の
物
語
、
ド
ラ
マ
が
始
ま
る

の
で
す
。
一
艇
、
一
艇
の
チ
ー
ム
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ス
ト
ー
リ
ー
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
こ
で
芽
生
え

た
共
同
体
意
識
が
、
ク
ラ
ブ
に
な
っ
て
、
ま
ち
づ

く
り
の
核
に
な
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
こ
ち
ら
と
し

て
も
こ
れ
ほ
ど
う
れ
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

―
Ｅ
ボ
ー
ト
を
使
っ
た
交
流
行
事
は
、
何
カ
所

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

約
五
十
カ
所
で
す
。
川
の
大
き
さ
よ
り
も
、

や
は
り
舟
の
操
作
の
特
性
で
、
静
水
域
の
ほ
う
が

や
り
や
す
い
。
い
ろ
い
ろ
な
所
で
行
っ
て
み
る
と
、

エ
ピ
ソ
ー
ド
も
た
く
さ
ん
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
先

ほ
ど
、
ス
ト
ー
リ
ー
と
言
い
ま
し
た
が
、
エ
ピ
ソ

ー
ド
も
あ
る
の
で
す
。

熊
本
県
の
球
磨
川
で
は
、
初
め
て
全
盲
の
方
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。
最
初
は
怖
が
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
そ
の
う
ち
に
、
風
を
感
じ
て
楽
し
ん
で
く

れ
た
。
そ
の
方
は
「
川
は
風
の
通
り
道
」
と
言
う

ん
で
す
ね
。
漕
い
で
い
て
何
が
楽
し
い
か
と
い
う

と
、
風
に
よ
っ
て
川
を
感
じ
る
こ
と
だ
と
言
う
の

で
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
例
で
い
う
と
、
静
岡
県
の
富

士
川
で
や
っ
た
交
流
会
の
時
に
、
芋
煮
会
の
準
備

に
追
わ
れ
て
い
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
も
乗
っ
て
も

ら
っ
た
。
も
う
八
十
歳
ぐ
ら
い
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

で
し
た
が
「
も
う
い
つ
死
ん
で
も
い
い
」
と
言
っ

て
ほ
ん
と
う
に
感
激
し
て
く
れ
ま
し
た
。

北
海
道
の
千
歳
川
で
は
河
川
清
掃
を
ず
っ
と
行

っ
て
い
る
の
で
す
が
、
鮭
の
密
猟
が
減
っ
た
と
い

う
報
告
が
あ
り
ま
す
。

山
形
県
の
長
井
市
の
中
学
生
が
東
京
に
修
学
旅

行
に
来
た
時
に
、
Ｅ
ボ
ー
ト
を
利
用
し
て
く
れ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
日
本
橋
川
と
亀
島
川
が
交

差
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
隅
田
川
ま
で
出
て
、
佃

島
ま
で
行
っ
た
ん
で
す
。
佃
島
で
は
一
人
が
ボ
ー

ト
を
降
り
て
佃
煮
を
買
い
に
行
き
、
そ
の
後
、
東

京
都
の
河
川
課
の
人
に
東
京
の
川
の
お
話
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
彼
ら
は
、
前
日
に
下
水
処
理

セ
ン
タ
ー
の
見
学
も
し
た
、
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
う
し
た
一
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
に
、
Ｅ
ボ
ー

ト
を
取
り
入
れ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

川
の
水
面
・
水
際
・
上
空
を

ト
ー
タ
ル
で
活
用
し
て
み
る

こ
う
し
て
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
出
て
き
て
活
動

し
て
い
る
う
ち
に
、「
そ
れ
な
ら
、
横
の
連
絡
組

織
を
作
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
話
が
持
ち
上

が
り
、
一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
十
二
月
か
ら
情

報
交
換
の
場
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
年
に
一
回
集
ま
っ
て
意
見
交
換
す
る
と
い
う
こ

12

運搬、組み立てから始めて、チームごとのストーリーが生まれる。部材を
確認→枠組み作り→布張りまで約四十分の作業を行ううちに、連帯感が芽
生えてくるから不思議だ。
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と
で
、「
全
国
Ｅ
ボ
ー
ト
大
会
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

―
こ
の
大
会
で
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ

た
の
で
す
か
。

Ｅ
ボ
ー
ト
に
乗
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
水
辺
の
使
い
方
を
実
験
し
て
み
よ
う
と
い
う

趣
旨
か
ら
、「
水
面
」「
水
際
（
陸
、
河
川
敷
）」

「
水
面
の
上
空
」
と
い
う
三
つ
の
空
間
を
ト
ー
タ

ル
で
使
う
方
法
を
考
え
て
実
践
し
て
い
ま
す
。
こ

の
三
つ
の
空
間
を
活
用
す
る
た
め
に
、
Ｅ
ボ
ー
ト

と
同
様
に
機
会

●

●

と
道
具

●

●

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
水

面
は
、
Ｅ
ボ
ー
ト
で
す
よ
ね
。
水
際
で
は
、
馬
に

乗
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
空
は
、
パ
ラ

グ
ラ
イ
ダ
ー
で
楽
し
ん
で
も
ら
う
。
一
九
九
九
年

に
第
三
回
全
国
大
会
が
、
北
上
川
で
行
わ
れ
ま
し

た
。―

今
、
全
国
で
何
名
ぐ
ら
い
の
人
が
所
属

し
て
お
ら
れ
る
の
で
す
か
。

把
握
し
て
い
ま
せ
ん
（
笑
）。
実
は
、
そ

こ
を
こ
れ
か
ら
や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。

関
わ
っ
て
き
た
人
が
全
部
仲
間
だ
よ
、
と
勝
手
に

言
っ
て
い
る
だ
け
で
、
会
員
登
録
を
し
て
会
費
を

取
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
で
す
か
ら
、
正
確
な

数
を
把
握
で
き
な
い
の
で
す
。
我
々
の
組
織
運
営

の
考
え
方
が
、「
コ
ン
セ
プ
ト
は
共
有
し
て
、
後

は
地
元
の
方
に
任
せ
る
」
と
い
う
も
の
な
の
で
。

し
か
し
、
そ
う
も
言
っ
て
い
ら
れ
な
い
規
模
に
な

っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
そ
ろ
そ
ろ
き
ち
ん
と
整
備

す
る
予
定
で
は
お
り
ま
す
。
Ｅ
ボ
ー
ト
自
体
は
、現

在
全
国
に
九
十
〜
百
艇
ぐ
ら
い
あ
る
と
思
い
ま
す
。

Ｅ
ボ
ー
ト
は
地
域
お
こ
し

ま
ち
お
こ
し
の
道
具

―
Ｅ
ボ
ー
ト
の
活
動
が
、
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
と

な
っ
て
地
域
お
こ
し
、
ま
ち
お
こ
し
に
つ
な
が
る

と
よ
い
わ
け
で
す
ね
。

え
え
、
そ
こ
が
本
来
の
目
的
で
す
か
ら
。

Ｅ
ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
楽
し
ん
だ
経
験
を
、
次
の
ス

テ
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
の
で
す
。
し
か
し
、

そ
の
こ
と
は
本
当
に
難
し
い
で
す
ね
。
我
々
は
Ｅ

ボ
ー
ト
の
位
置
づ
け
を
、
流
域
連
携
事
業
の
中
で

五
項
目
に
分
け
て
と
ら
え
て
い
ま
す
。

一
　
流
域
を
知
る
た
め
の
活
動

二
　
流
域
を
守
り
な
が
ら
使
う
た
め
の
活
動

三
　
流
域
を
考
え
、
川
に
親
し
む
た
め
の
活
動

四
　
環
境
保
全
型
生
活
を
誘
導
す
る
た
め
の
活
動

五
　
合
意
形
成
の
た
め
の
活
動

の
、
五
つ
で
す
。
要
す
る
に
、
イ
ベ
ン
ト
性
が

最
終
目
的
で
は
な
い
の
で
す
。

社
会
実
験
の
結
果
は
…

―
Ｅ
ボ
ー
ト
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
社
会
実

験
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
結
果
は
当
初
の
予

想
通
り
で
す
か
。

そ
う
で
す
ね
、
当
初
の
大
き
な
目
的
は
、

水
辺
に
も
っ
と
人
を
来
さ
せ
よ
う
、
ダ
ム
湖
を
ど

う
利
用
す
る
か
、
と
い
う
二
点
だ
っ
た
の
で
す
。

特
に
、
ダ
ム
湖
の
利
用
が
優
先
課
題
で
あ
っ
た
の

に
、
そ
の
部
分
は
ま
だ
未
整
理
の
状
態
で
す
。
む

し
ろ
派
生
的
に
分
か
っ
て
き
た
の
が
「
教
育

（Education

）」
の
側
面
で
、
こ
ち
ら
の
効
果
が
絶

大
に
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

―
今
後
、
教
育
的
側
面
で
は
、
ど
の
よ
う
な
展

開
を
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

既
に
効
果
は
あ
る
程
度
上
が
っ
て
き
て
い

る
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
ポ
イ
ン
ト
を
絞
る
こ
と
と
、

い
つ
で
も
こ
の
ボ
ー
ト
が
置
い
て
あ
る
と
い
う

「
常
設
化
」「
日
常
化
」
を
図
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

い
わ
ば
、
拠
点
づ
く
り
に
あ
た
り
ま
す
。
手
始
め

に
、
茨
城
県
藤
代
町
で
拠
点
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。
こ
こ
を
水
面
、
水
辺
、
空
の
三
つ
の
空
間

を
、
三
次
元
で
使
え
る
水
辺
空
間
の
拠
点
に
し
て

い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
拠
点
を
作
る
と
い
う

こ
と
は
、
人
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
育
て
る
と
い
う
こ

と
で
す
か
ら
、
そ
の
方
面
で
今
実
験
段
階
を
経
て

実
施
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

―
父
母
や
学
校
の
教
師
の
反
応
は
い
か
が
で
す

か
。

ま
あ
、
温
度
差
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
ね
。

子
供
は
す
ご
く
喜
び
ま
す
。
で
も
、
責
任
問
題
な

ど
が
絡
ん
で
く
る
の
で
、
今
は
賛
同
者
と
ゲ
リ
ラ

的
に
や
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。
水
辺

の
利
用
と
い
う
こ
と
で
は
建
設
省
、
教
育
に
的
を

絞
っ
た
場
合
は
文
部
省
と
い
う
風
に
、
縦
割
り
行

政
の
問
題
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
と
し
て
は
省
庁
と
の
連
携
を
高
め
、
理
解
を
深

め
る
た
め
の
勉
強
会
な
ど
も
催
し
て
い
ま
す
。
た

と
え
ば
藤
代
町
を
例
に
と
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
高
速

道
路
が
開
通
す
る
の
で
す
が
、
北
関
東
三
県
で
連

携
し
て
高
速
道
路
を
ど
う
使
え
ば
地
域
が
良
く
な

る
か
、
と
い
う
こ
と
に
具
体
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
医
療
、
河
川
、
物
流
と
い
っ
た
事
柄
を
切

り
口
に
し
て
、
ど
う
い
う
地
域
連
携
を
し
て
い
こ

う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

―
Ｅ
ボ
ー
ト
に
乗
っ
た
後
の
ま
ち
づ
く
り
効
果

の
方
は
い
か
が
で
す
か
。

こ
れ
ば
か
り
は
、
追
跡
調
査
が
非
常
に
難

し
い
の
で
す
。
し
か
し
、
最
終
的
に
Ｅ
ボ
ー
ト
フ

ァ
ン
ク
ラ
ブ
を
作
っ
て
、
意
見
や
案
件
を
監
督
官

庁
に
持
っ
て
い
く
ま
で
に
育
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い

で
す
。

―
Ｅ
ボ
ー
ト
に
一
度
乗
っ
た
人
は
、
そ
の
後
ス

ト
ー
リ
ー
を
ど
う
発
展
さ
せ
て
い
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

二
回
目
も
乗
る
と
い
う
リ
ピ
ー
タ
ー
は
、

と
て
も
多
い
で
す
。
た
だ
、
そ
の
人
達
の
ス
ト
ー

リ
ー
が
発
展
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は
な
か
な
か
至
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
ま
で
の
自
立
意
識
、
活
力
は
や
は

高齢者も楽しめる、Ｅボート。全員が破顔一笑。
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り
希
薄
で
す
ね
。
ス
ト
ー
リ
ー
が
育
っ
て
い
く
に

は
、
や
は
り
よ
い
リ
ー
ダ
ー
の
存
在
が
不
可
欠
だ

と
思
い
ま
す
。

今
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

―
水
が
こ
れ
だ
け
、
人
を
惹
き
つ
け
る
の
は
、

な
ぜ
だ
と
思
い
ま
す
か
。

水
と
い
う
の
は
、
自
然
の
一
部
で
す
よ
ね
。

そ
れ
で
無
条
件
で
、
人
が
感
応
す
る
の
で
す
ね
。

水
辺
に
行
く
と
非
日
常
性
を
感
じ
ま
す
。
そ
し
て

同
時
に
、
身
近
な
自
然
の
象
徴
で
も
あ
る
。
特
に

都
市
部
で
は
、
ほ
か
の
自
然
が
身
近
に
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
、
水
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
加
え
て
、
危

険
を
伴
う
こ
と
も
含
め
て
、
畏
敬
の
念
を
抱
か
せ

る
存
在
で
あ
る
こ
と
。
そ
れ
ら
が
全
部
一
緒
に
な

っ
て
水
の
魅
力
と
し
て
、
人
を
引
き
つ
け
る
の
で

し
ょ
う
。
川
は
人
的
な
煩
わ
し
さ
、
行
政
区
分
な

ど
関
係
な
く
流
れ
て
い
き
ま
す
か
ら
。
山
と
海
を

つ
な
ぐ
の
が
、
川
で
す
。
昔
は
、
川
は
生
活
の
大

動
脈
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
徐
々
に
で
は
あ
り
ま

す
が
川
が
果
た
し
て
き
た
道
と
し
て
の
役
割
も
、

見
直
さ
れ
て
い
く
方
向
に
あ
り
ま
す
。
環
境
と
し

て
だ
け
水
辺
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
の
で
は
な

く
、
総
合
的
に
見
直
す
こ
と
で
、
現
代
の
ひ
ず
み

を
解
決
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。―

リ
ー
ダ
ー
の
養
成
方
法
は
い
か
が
で
す
か
。

水
辺
の
利
用
と
い
う
こ
と
で
、
危
険
が
な

い
よ
う
に
舟
の
操
作
と
水
の
事
故
に
対
応
で
き
る

人
を
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
実
際
に
は
、
日
本
ロ
イ
ヤ
ル
･
ラ
イ
フ

セ
ー
ヴ
ィ
ン
グ
協
会
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
い
ま

す
。
Ｅ
ボ
ー
ト
は
ス
ポ
ー
ツ
指
向
で
は
な
く
、
教

育
指
向
、
環
境
指
向
な
の
で
、
そ
こ
を
理
解
し
て

協
力
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
安
全
管

理
や
船
の
操
作
に
加
え
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に

求
め
ら
れ
る
本
来
の
資
質
と
し
て
は
、
地
域
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役
割
な
ん
で
す
ね
。
で

す
か
ら
、
全
国
大
会
の
と
き
に
、
講
習
会
や
技
術

交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
も

藤
代
町
を
拠
点
と
し
て
、
若
い
層
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
Ｅ
ボ
ー
ト
の
よ
う
に
、
人
と
水
と
の
間
に
道

具
を
介
在
さ
せ
て
地
域
お
こ
し
に
貢
献
し
よ
う
、

と
い
う
活
動
の
メ
リ
ッ
ト
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し

ょ
う
か
。

道
具
を
使
う
こ
と
で
、
継
続
性
が
生
ま
れ

や
す
く
な
る
の
で
す
。
い
っ
た
ん
水
か
ら
遠
ざ
か

っ
た
人
の
目
を
、
も
う
一
度
水
辺
に
向
け
さ
せ
る

に
は
、
わ
か
り
や
す
い
手
法
な
ん
で
す
ね
。
水
を

総
合
的
に
と
ら
え
る
、
と
い
う
点
か
ら
も
行
い
や

す
い
。
河
川
清
掃
や
水
質
調
査
と
い
っ
た
活
動
も

良
い
の
で
す
が
、
個
々
の
テ
ー
マ
だ
け
に
な
っ
て

し
ま
い
が
ち
で
す
か
ら
。
実
際
に
、
千
葉
県
市
川

市
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
は
、
河
川
清
掃
に
Ｅ
ボ
ー

ト
を
プ
ラ
ス
し
て
、
水
辺
の
活
動
を
喚
起
す
る
方

向
に
う
ま
く
つ
な
げ
て
い
っ
て
い
ま
す
。

―
当
初
、
ダ
ム
湖
利
用
か
ら
端
を
発
し
た
Ｅ
ボ

ー
ト
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
つ
い
て
教
え

て
下
さ
い
。

や
は
り
拠
点
づ
く
り
で
す
ね
。
ダ
ム
湖
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
す
が
、
都
市
部
に
も
目
を
向

け
て
い
き
た
い
。
先
日
、
夜
間
に
日
本
橋
川
で
Ｅ

ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
み
た
の
で
す
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト

で
護
岸
さ
れ
高
速
道
路
で
蓋
を
さ
れ
て
い
る
川
で

す
か
ら
、
昼
間
は
こ
ん
な
も
の
か
と
思
っ
て
し
ま

う
の
で
す
が
、
夜
乗
っ
て
み
て
、
す
ご
く
き
れ
い

で
感
動
し
ま
し
た
。
都
市
河
川
に
も
こ
う
い
っ
た

舟
を
置
い
て
お
い
て
、
気
軽
に
乗
れ
る
よ
う
に
し

た
り
、
川
岸
で
オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス
の
カ
フ
ェ
を
や

っ
て
み
た
り
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ビ
ル
の
谷
間
に
も
、

水
の
快
適
さ
を
残
し
て
い
き
た
い
。
で
す
か
ら
、

今
後
は
都
市
河
川
の
拠
点
も
必
要
で
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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技術的にはもちろん、その後の地域コーディネートの役割りが担える、イン
ストラクターを養成するのがこれからの課題。
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【
湧
き
水
】

◆
「
水
の
街
」
再
興
願
う
マ
ッ
プ
。「
銀
座

に
昔
の
よ
う
な
せ
せ
ら
ぎ
を
取
り
戻
し
た

い
」。
そ
ん
な
思
い
を
持
つ
中
央
区
銀
座
の

商
店
会
役
員
ら
が
集
ま
り
、
井
戸
の
位
置

な
ど
を
詳
細
に
記
し
た
「
銀
座
湧
水
の
マ

ッ
プ
」
を
作
成
し
た
。
二
年
間
に
わ
た
る

調
査
の
結
果
、
現
在
は
消
え
て
し
ま
っ
た

井
戸
の
場
所
も
記
し
た
力
作
。
役
員
ら
は

「
マ
ッ
プ
の
作
成
を
、
せ
せ
ら
ぎ
復
活
の
第

一
歩
に
し
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
の
は
、
銀
座
御
門
通

り
会
会
長
の
椎
葉
一
二
さ
ん
と
銀
座
金
春

通
り
会
名
誉
会
長
の
勝
又
康
雄
さ
ん
ら
約

二
十
人
。
二
年
前
、
椎
葉
さ
ん
ら
商
店
会

の
役
員
に
マ
ッ
プ
の
作
成
を
呼
び
か
け
た

と
こ
ろ
、「
せ
せ
ら
ぎ
を
復
活
さ
せ
る
た
め

に
も
、
湧
水
の
場
所
を
確
認
し
て
お
く
の

は
大
切
」
と
、
賛
成
し
て
く
れ
た
。

（
一
九
九
五
年
十
二
月
十
日
　
読
売
）

◆
ピ
ン
チ

柿
田
川
の
水
量
減
少
。
富
士

山
を
源
に
し
た
静
岡
県
清
水
町
の
柿
田
川

の
水
量
や
流
域
の
地
下
水
の
減
少
が
深
刻

化
し
て
い
る
。
中
で
も
、
柿
田
川
の
水
は

最
盛
期
に
比
べ
て
四
割
も
減
少
。
上
水
道

の
水
源
に
も
な
っ
て
い
る
だ
け
に
、「
こ
の

ま
ま
だ
と
、
飲
料
水
に
も
影
響
が
出
か
ね

な
い
」
と
、
柿
田
川
の
自
然
保
護
に
取
り

組
む
市
民
グ
ル
ー
プ
八
団
体
は
、
十
日
に

「
柿
田
川
・
東
富
士
の
地
下
水
を
守
る
連
絡

協
議
会
」
を
旗
揚
げ
す
る
。
同
じ
湧
水
が

わ
き
出
て
「
東
海
の
名
園
」
と
う
た
わ
れ

た
三
島
市
・
楽
寿
園
の
「
小
浜
池
」
は
、

水
深
二
メ
ー
ト
ル
あ
っ
た
水
が
六
十
年
代

か
ら
徐
々
に
枯
れ
、
今
春
に
は
、
水
位
は

地
下
五
メ
ー
ト
ル
余
ま
で
下
が
っ
た
。
連

絡
協
議
会
の
呼
び
掛
け
人
の
一
人
で
、
柿

田
川
み
ど
り
の
ト
ラ
ス
ト
会
長
の
漆
畑
信

昭
さ
ん
は
「
水
は
い
っ
そ
う
大
切
に
な
っ

て
い
く
。
百
年
の
計
を
た
て
て
取
り
組
ま

ね
ば
な
ら
な
い
」
と
話
し
て
い
る
。

（
一
九
九
六
年
八
月
六
日
　
読
売
）

◆
湧
き
水
が
呼
び
水
に
。
雇
用
確
保
に
期

待
。
熊
本
白
水
村
・
愛
媛
西
条
市
。
企
業

の
進
出
続
々
。
全
国
に
「
お
い
し
い
水
」

ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
た
環
境
庁
の
「
名

水
百
選
」
選
定
か
ら
十
年
余
り
が
た
っ
た
。

予
想
を
上
回
る
集
客
効
果
に
戸
惑
う
向
き

も
あ
っ
た
が
、
今
で
は
地
域
に
誇
り
と
活

性
化
を
も
た
ら
す
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
定
着

し
つ
つ
あ
る
。

（
一
九
九
七
年
二
月
十
九
日
　
読
売
）

◆
銀
座
に
せ
せ
ら
ぎ
を
。「
湧
水
の
会
」
具

体
案
を
提
示
。
銀
座
に
「
せ
せ
ら
ぎ
」
を

つ
く
り
た
い
と
動
い
て
い
る
、
中
央
区
銀

座
八
丁
目
の
洋
装
店
主
勝
又
康
雄
さ
ん
ら

が
、
今
月
初
旬
、
中
央
区
役
所
の
竹
内
荘

之
助
役
を
訪
問
。
具
体
案
を
描
い
た
ス
ケ

ッ
チ
三
枚
を
示
し
て
、
区
側
の
協
力
を
求

め
た
。
勝
又
さ
ん
ら
は
、
防
災
と
景
観
の

両
面
で
、
銀
座
に
水
を
確
保
す
る
必
要
性

を
痛
感
し
、
十
二
年
前
に
「
湧
水
の
会
」

を
つ
く
り
地
下
水
探
し
を
始
め
た
。
そ
の

結
果
、
こ
れ
ま
で
に
古
い
測
量
地
図
に
記

載
さ
れ
た
三
十
三
の
水
源
の
う
ち
十
五
地

点
を
確
認
し
、
古
地
図
に
は
載
っ
て
い
な

か
っ
た
五
つ
の
水
源
も
見
つ
け
た
。
一
九

九
五
年
十
一
月
に
は
、
十
二
色
刷
り
で
、

埋
め
立
て
ら
れ
た
水
路
や
、
橋
、
史
跡
、

そ
れ
に
現
存
の
通
り
、
有
名
な
建
物
な
ど

を
書
き
入
れ
た
「
湧
水
マ
ッ
プ
」
を
三
千

枚
作
り
、
関
心
の
あ
る
人
に
配
っ
た
。
中

央
区
も
こ
の
提
案
に
は
強
い
関
心
を
示
し

た
。

（
一
九
九
八
年
三
月
六
日
　
朝
日
）

【
川
】

◆
荒
川
か
ら
情
報
発
信
。
市
民
五
十
人
が

リ
ポ
ー
タ
ー
。
新
月
刊
誌
三
月
創
刊
。
荒

川
下
流
域
の
様
々
な
生
活
関
連
情
報
を
紹

介
す
る
月
刊
情
報
誌
「
ハ
ロ
ー
あ
ら
か
わ

生
活
情
報
Ｍ
Ａ
Ｐ
『
Ａ
Ｒ
Ａ
』」
の
創
刊
準

備
号
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
無
料
配
布
さ

れ
て
い
る
。
川
沿
い
の
八
区
二
市
の
住
民

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
情
報
を
紙
面
を
通
じ
て

積
極
的
に
発
信
し
、
交
流
の
輪
を
広
げ
て

い
く
の
が
狙
い
で
、
編
集
ス
タ
ッ
フ
は

「
荒
川
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
ほ
し
い
」
と

張
り
切
っ
て
い
る
。
情
報
誌
を
発
行
し
た

の
は
、「
あ
ら
か
わ
自
由
放
送
局
（
略
称
・

Ａ
Ｒ
Ａ
）」。
同
局
は
、
荒
川
放
水
路
通
水

七
十
周
年
を
記
念
し
て
建
設
省
荒
川
下
流

工
事
事
務
所
が
推
進
し
て
い
る
「
荒
川
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
事
業
の
一
環
と
し
て
、

昨
年
六
月
に
設
立
さ
れ
た
。
同
事
業
は
、

荒
川
の
歴
史
や
文
化
、
自
然
へ
の
認
識
を

深
め
る
と
と
も
に
、
二
十
一
世
紀
に
向
け

て
の
荒
川
の
未
来
像
を
描
こ
う
と
、
荒
川

下
流
域
の
八
区
二
市
（
墨
田
、
江
東
、
板

橋
、
北
、
荒
川
、
足
立
、
葛
飾
、
江
戸
川

区
、
埼
玉
県
戸
田
市
、
川
口
市
）
を
対
象

に
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
。

（
一
九
九
六
年
一
月
九
日
　
読
売
）

◆
災
害
時
、
ボ
ー
ト
で
物
資
を
運
搬
。
埼

玉
県
に
協
力
、
水
運
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
埼

玉
県
川
口
市
と
東
京
・
足
立
区
と
の
境
を

流
れ
る
新
芝
川
を
利
用
す
る
プ
レ
ジ
ャ
ー

ボ
ー
ト
愛
好
家
に
よ
る
「
新
芝
川
利
用
者

連
絡
協
議
会
」（
富
田
国
昭
会
長
、
会
員
約

百
人
）
が
、
大
災
害
発
生
時
に
自
分
た
ち

の
ボ
ー
ト
を
使
っ
て
救
援
物
資
を
輸
送
す

る
「
水
運
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
取
り
組
む

こ
と
に
な
っ
た
。
五
月
オ
ー
プ
ン
予
定
の

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
保
管
施
設
「
芝
川
マ

リ
ー
ナ
」（
川
口
市
弥
平
、
百
五
隻
収
容
）

に
、
同
県
が
「
総
合
水
防
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

を
併
設
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
を
補

完
す
る
活
動
と
し
て
乗
り
出
し
た
。

（
一
九
九
六
年
三
月
二
日
　
読
売
）

◆
多
摩
川
の
水
辺
。
野
草
や
微
生
物
、
理

解
を
深
め
る
。
世
田
谷
区
野
毛
の
多
摩
川

河
川
敷
で
十
三
日
、「
多
摩
川
の
自
然
を
考

え
る
。
水
辺
の
ネ
ー
チ
ャ
ー
ウ
オ
ッ
チ
ン

グ
を
楽
し
も
う
」
が
開
か
れ
た
。
区
民
講

座
「
せ
た
が
や
自
然
セ
ミ
ナ
ー
」
の
一
環

で
、
約
二
十
人
が
参
加
。
講
師
の
「
多
摩

川
の
蘇
生
を
考
え
る
会
」
代
表
敏
蔭
雅
さ

ん
か
ら
河
川
敷
に
生
息
す
る
野
草
に
つ
い

て
、
毒
性
を
持
つ
種
類
の
見
分
け
方
や
、

川
の
中
の
微
生
物
が
水
の
浄
化
に
つ
な
が

っ
て
い
る
実
態
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
。（
一
九
九
六
年
三
月
十
四
日
　
朝
日
）

◆
川
を
考
え
る
ビ
デ
オ
を
作
製
。
街
の
中

を
川
や
掘
割
が
め
ぐ
る
墨
田
区
が
、
住
民

一
人
一
人
に
身
近
な
川
と
の
か
か
わ
り
を

考
え
て
も
ら
お
う
、
と
ド
ラ
マ
仕
立
て
の

広
報
ビ
デ
オ
「
川
物
語
」
を
つ
く
っ
た
。

今
月
初
め
か
ら
区
内
の
図
書
館
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
会
館
で
ビ
デ
オ
の
無
料
貸
し
出
し

を
し
て
い
る
。
筋
立
て
は
、
明
治
時
代
の

船
頭
音
松
が
船
問
屋
の
娘
お
春
と
心
中
を

図
る
が
、
音
松
だ
け
が
現
代
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
、
お
春
と
生
き
写
し
の
ひ
孫
鮎

に
出
会
う
、
と
い
っ
た
内
容
。
制
作
費
は

四
百
五
十
万
円
か
か
っ
た
と
い
う
。

（
一
九
九
六
年
四
月
十
三
日
　
朝
日
）

◆
景
観
楽
し
み
川
の
将
来
考
え
よ
う
。
隅

田
川
の
清
流
化
運
動
を
し
て
い
る
「
隅
田

川
市
民
交
流
実
行
委
員
会
」
が
毎
月
一
回
、

川
沿
い
を
歩
い
て
景
観
を
楽
し
む
散
策
会

を
開
く
こ
と
に
し
た
。「
よ
り
多
く
の
仲
間

を
募
り
、
川
の
将
来
を
考
え
よ
う
」。
第
一

回
は
二
十
八
日
に
行
わ
れ
る
。
実
行
委
員

会
は
一
九
八
五
年
、
河
川
工
学
が
専
門
の

千
葉
工
業
大
助
教
授
、
島
正
之
さ
ん
が
中

心
に
な
っ
て
、「
シ
ラ
ウ
オ
が
す
み
、
子
供

た
ち
が
水
辺
で
遊
び
泳
げ
る
清
流
に
し
よ

う
」
を
合
言
葉
に
発
足
し
た
。
現
在
の
会

員
は
五
百
人
を
数
え
、
学
者
や
国
会
議
員
、

河
川
行
政
に
携
わ
る
公
務
員
も
い
て
、
勉

強
会
を
開
き
な
が
ら
隅
田
川
の
浄
化
を
考

え
て
き
た
。
発
足
十
一
年
目
を
迎
え
た
今

年
か
ら
は
、「
隅
田
川
大
学
」
と
銘
打
ち
、

川
を
通
し
て
歴
史
や
街
づ
く
り
を
考
え
て

い
く
こ
と
に
し
た
。
そ
の
第
一
弾
が
「
大

学
」
の
実
習
と
も
言
え
る
水
辺
の
視
察
会

だ
。（
一
九
九
六
年
四
月
二
十
四
日
　
読
売
）

◆
イ
ル
カ
丘
陵
を
行
く
。
首
都
圏
グ
リ
ー

news storys of water

※ご紹介するのは、データベース化した水に関する新聞記事より、朝日、読売、日経、日経産業の記事の一部分です。どの記事も要約されたものです。
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ン
ベ
ル
ト
の
提
案
。
都
市
の
中
に
「
原
風

景
」
復
元
。
市
民
の
湿
地
公
園
構
想
、
行

政
が
採
用
。
東
京
都
町
田
市
か
ら
横
浜
市

鶴
見
区
ま
で
流
れ
る
鶴
見
川
。
護
岸
整
備

の
進
ん
だ
流
れ
の
中
で
、
源
流
部
を
除
い

て
自
然
の
川
岸
が
豊
か
に
残
っ
て
い
る
の

が
、
横
浜
市
新
横
浜
の
少
し
上
手
の
流
域

だ
。
川
岸
に
茂
る
ア
シ
原
。
そ
の
向
こ
う

に
新
横
浜
の
ビ
ル
群
。
よ
く
調
和
し
て
い

る
。「
こ
こ
は
隠
れ
た
野
鳥
の
宝
庫
な
ん
で

す
」
と
、
案
内
役
の
「
ウ
ェ
ル
パ
ス
」
事

務
局
の
臼
井
義
幸
さ
ん
が
説
明
し
て
く
れ

た
。
こ
の
会
は
、
こ
の
一
帯
に
建
設
省
が

計
画
し
た
大
規
模
な
多
目
的
遊
水
池
の
中

に
、
新
横
浜
の
原
風
景
で
あ
る
湿
地
を
復

元
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て
よ
う
と

生
ま
れ
た
企
業
家
や
市
民
の
グ
ル
ー
プ
だ
。

名
前
は
「
ウ
ェ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
パ
ー
ク
新

横
浜
」
の
頭
文
字
を
と
っ
て
付
け
ら
れ
た
。

（
一
九
九
六
年
五
月
六
日
　
読
売
）

◆
江
東
区
が
、
直
営
す
る
水
上
バ
ス
を
都

民
に
も
っ
と
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、「
禁

酒
令
」
を
解
い
た
り
、
開
発
問
題
で
揺
れ

る
臨
海
副
都
心
を
め
ぐ
る
臨
時
便
を
計
画

し
た
り
す
る
な
ど
、
知
恵
を
絞
っ
た
人
気

回
復
策
に
乗
り
出
し
て
い
る
。
河
川
公
園

課
は
「
ど
ん
な
小
さ
な
旅
が
楽
し
め
る
の

か
広
く
ア
イ
デ
ア
を
募
っ
て
、
実
現
し
て

い
き
た
い
」
と
言
っ
て
い
る
。

（
一
九
九
六
年
五
月
十
五
日
　
朝
日
）

◆
荒
川
区
と
墨
田
区
を
結
ん
で
隅
田
川
に

架
か
る
水
神
大
橋
が
来
月
、
全
面
開
通
す

る
の
を
記
念
し
て
、
両
区
の
小
学
生
約
五

百
人
に
よ
る
大
綱
引
き
が
今
月
二
十
九
日
、

橋
の
上
で
行
わ
れ
る
。
昭
和
四
十
年
代
初

め
の
「
渡
し
舟
」
の
廃
止
で
疎
遠
に
な
っ

た
対
岸
同
士
が
、
新
た
に
行
き
来
し
合
え

る
架
け
橋
の
誕
生
。
町
の
人
た
ち
は
、「
綱

引
き
を
、
二
十
一
世
紀
を
担
う
子
供
た
ち

の
一
生
の
思
い
出
に
」
と
心
を
弾
ま
せ
て

い
る
。
南
千
住
八
丁
目
リ
バ
ー
パ
ー
ク
汐

入
町
会
長
で
記
念
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
長

の
富
岡
利
夫
さ
ん
は
、「
渡
し
舟
が
廃
止
さ

れ
て
以
降
、
と
か
く
疎
遠
だ
っ
た
両
地
区

の
交
流
を
、
橋
の
開
通
を
き
っ
か
け
に
し

て
ど
ん
ど
ん
進
め
て
い
き
た
い
。
子
供
た

ち
の
大
綱
引
き
が
、
そ
の
第
一
歩
に
な
れ

ば
」
と
期
待
し
て
い
る
。

（
一
九
九
六
年
六
月
二
十
七
日
　
読
売
）

◆
水
泳
マ
ラ
ソ
ン
大
盛
況
、
高
知
四
万
十

川
。「
日
本
最
後
の
清
流
」
を
泳
い
で
下
る

水
泳
マ
ラ
ソ
ン
が
今
年
も
、
高
知
県
中
村

市
の
四
万
十
川
で
行
な
わ
れ
た
。
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
自
然
保
護
を
訴
え
よ
う
と
始

ま
っ
た
こ
の
大
会
。「
ア
ユ
と
一
緒
に
泳
い

で
み
ま
せ
ん
か
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
、
参
加
者
の
輪
は
年
々
広
が
っ
て
い
る
。

北
は
北
海
道
か
ら
南
は
鹿
児
島
ま
で
全
国

か
ら
過
去
最
高
の
約
三
百
二
十
人
の
選
手

が
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
。
主
催
者
の
中
村
市

体
育
協
会
（
森
岡
邦
広
会
長
）
に
よ
る
と
、

出
場
希
望
者
は
五
百
人
を
超
え
た
が
、
運

営
上
の
都
合
で
絞
り
込
ん
だ
と
い
う
。

（
一
九
九
六
年
八
月
七
日
　
読
売
）

◆
墨
田
区
の
荒
川
河
川
敷
で
八
日
、「
光
と

水
と
音
の
祭
典
」
が
開
か
れ
る
。
地
元
の

十
五
町
会
と
六
つ
の
商
店
会
が
主
催
す
る

街
お
こ
し
の
一
策
で
、
名
付
け
て
「
エ

コ
・
ア
ッ
プ
・
フ
ェ
ス
タ
（
環
境
向
上
祭

典
）」。
荒
川
に
水
幕
で
巨
大
ス
ク
リ
ー
ン

を
作
り
、
レ
ー
ザ
ー
光
線
で
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
描
く
大
仕
掛
け
の
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
さ

れ
て
い
る
。
関
係
者
は
、
街
お
こ
し
と
と

も
に
、「
将
来
に
向
け
、
人
と
自
然
が
共
存

し
あ
え
る
河
川
敷
に
」
と
祭
典
に
期
待
を

寄
せ
て
い
る
。
京
成
「
八
広
駅
」
を
取
り

囲
む
八
広
連
合
十
五
町
会
と
墨
田
区
商
店

街
第
八
ブ
ロ
ッ
ク
の
六
商
店
会
で
「
エ

コ
・
ア
ッ
プ
・
フ
ェ
ス
タ
８
８
８
実
行
委

員
会
」（
委
員
長
・
山
本
政
一
　
八
広
連
合

町
会
長
）
を
結
成
し
墨
田
区
商
店
街
連
合

会
第
八
ブ
ロ
ッ
ク
や
国
際
ふ
れ
あ
い
ル
ネ

ッ
サ
ン
ス
有
志
の
会
も
協
力
し
た
。

（
一
九
九
六
年
八
月
八
日
　
朝
日
）

◆
自
然
の
力
で
環
境
再
生
、「
ビ
オ
ト
ー
プ
」

作
り
活
発
化
。「
ビ
オ
ト
ー
プ
」
と
い
う
名

の
自
然
保
護
の
手
法
が
注
目
を
浴
び
て
い

る
。
自
然
環
境
が
本
来
持
つ
回
復
力
を
利

用
し
な
が
ら
生
物
の
生
息
空
間
を
復
元
し

よ
う
と
い
う
試
み
だ
。
欧
州
で
七
十
年
代

に
盛
ん
に
な
り
、
日
本
に
は
九
十
年
代
に

入
っ
て
本
格
的
に
紹
介
さ
れ
た
。
そ
こ
に

は
生
態
系
を
深
く
理
解
し
自
然
の
営
み
を

最
大
限
尊
重
し
よ
う
と
い
う
哲
学
が
あ
る
。

東
京
湾
に
注
ぐ
荒
川
上
流
を
挟
ん
だ
埼
玉

県
北
本
市
と
川
島
町
。
河
川
敷
に
約
五
十

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
「
荒
川
ビ
オ
ト
ー
プ
パ
ー

ク
」
が
広
が
る
。
造
成
し
た
の
は
建
設
省

関
東
地
方
建
設
局
の
荒
川
上
流
工
事
事
務

所
。
周
囲
五
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
人
工
の

池
や
小
高
い
丘
な
ど
を
配
置
。
池
に
は
魚

や
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
が
泳
ぎ
回
り
、
ほ
と

り
で
は
カ
エ
ル
の
合
唱
が
響
く
。
現
在
ビ

オ
ト
ー
プ
は
各
地
で
個
別
に
作
っ
て
お
り
、

相
互
の
関
係
は
薄
い
。
限
ら
れ
た
空
間
に

動
植
物
を
押
し
込
め
る
形
に
な
っ
て
は
健

全
な
生
態
系
の
再
現
と
は
言
い
難
い
。
自

然
保
護
問
題
に
詳
し
い
桜
井
善
雄
・
信
州

大
学
名
誉
教
授
は
「
点
在
す
る
ビ
オ
ト
ー

プ
同
士
を
つ
な
げ
て
い
く
工
夫
が
必
要
」

と
話
す
。（
一
九
九
六
年
九
月
一
日
、
日
経
）

◆
人
と
川
と
の
関
係
　
一
緒
に
考
え
よ
う
、

郡
上
八
幡
・
清
流
カ
レ
ッ
ジ
。
豊
か
な
水

と
郡
上
踊
り
で
知
ら
れ
る
岐
阜
県
郡
上
郡

八
幡
町
の
市
民
大
学
「
郡
上
八
幡
・
清
流

カ
レ
ッ
ジ
」
が
、
九
六
年
度
の
受
講
生
を

募
集
し
て
い
る
。
過
去
三
年
間
に
全
国
か

ら
二
千
人
を
超
す
参
加
者
が
あ
っ
た
。
今

年
度
は
「
よ
み
が
え
れ
！
い
の
ち
の
川
、

暮
ら
し
の
川
」
を
テ
ー
マ
に
、
十
月
か
ら

来
年
六
月
ま
で
に
五
回
の
講
座
を
開
く
。

鳥
越
皓
之
・
関
西
学
院
大
教
授
の
「
お
地

蔵
さ
ん
の
環
境
論
。
環
境
民
俗
学
の
地
平

か
ら
」
を
皮
き
り
に
、
郡
上
竿
（
さ
お
）

作
り
職
人
の
福
手
福
夫
さ
ん
を
落
語
家
の

桂
小
米
朝
さ
ん
が
訪
ね
る
「
川
の
心
を
訪

ね
て
」
な
ど
。

（
一
九
九
六
年
九
月
二
十
七
日
　
朝
日
）

◆
多
摩
川
を
大
掃
除
。
世
田
谷
区
に
あ
る

国
士
舘
大
の
学
生
ら
で
作
る
組
織
「
国
際

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
協
会
」
と
、
住
民
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
ラ
ブ
リ
バ
ー

多
摩
川
を
愛
す
る
会
」
な
ど
の
呼
び
か
け

で
二
十
三
日
、
多
摩
川
流
域
の
大
が
か
り

な
清
掃
が
行
わ
れ
た
。

（
一
九
九
六
年
十
一
月
二
十
四
日
　
読
売
）

◆
新
潟
市
に
は
信
濃
川
、
阿
賀
野
川
の
二

つ
の
大
河
が
流
れ
る
が
、
実
は
こ
の
二
つ

の
川
を
結
ぶ
通
船
川
も
あ
る
。
生
活
排
水

が
流
れ
込
む
「
汚
い
川
」
だ
。
こ
の
川
を

よ
み
が
え
ら
せ
、
市
民
が
親
し
め
る
川
に

変
身
さ
せ
よ
う
と
立
ち
上
が
っ
た
市
民
グ

ル
ー
プ
、
通
船
川
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
２
１
は
、

こ
の
十
一
月
十
日
に
は
、「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
作
戦
」
を
展
開
し
た
。

（
一
九
九
六
年
十
二
月
一
日
　
日
経
）

◆
葛
飾
区
と
足
立
区
の
境
を
流
れ
る
古
隅

田
川
の
整
備
事
業
が
終
了
し
、
四
日
、
葛

飾
区
小
菅
四
丁
目
の
古
墨
田
川
沿
い
に
あ

る
区
立
白
鷺
公
園
で
「
さ
か
な
の
里
親
放

流
会
」
が
あ
っ
た
。

（
一
九
九
七
年
三
月
五
日
　
朝
日
）

◆
多
摩
川
に
ウ
グ
イ
の
稚
魚
放
流
、
世
田

谷
で
小
学
生
ら
四
百
二
十
人
。
世
田
谷
区

喜
多
見
の
多
摩
川
河
川
敷
で
地
元
の
小
学

生
や
家
族
連
れ
が
、
川
に
ウ
グ
イ
の
稚
魚

を
放
流
し
た
。「
自
然
を
大
切
に
す
る
気
持

ち
を
育
て
よ
う
」
と
、
地
元
の
住
民
グ
ル

ー
プ
が
毎
年
開
い
て
い
て
、
今
回
で
八
回

目
。

（
一
九
九
七
年
三
月
九
日
　
読
売
）

◆
東
京
・
墨
田
区
、
向
島
百
花
園
の
近
く

に
住
む
石
井
貞
光
は
、「
ミ
ス
タ
ー
隅
田
川
」

と
呼
ば
れ
る
名
物
男
だ
。
隅
田
川
に
魅
せ

ら
れ
て
四
十
年
、
浄
化
運
動
、
郷
土
史
研

究
、
文
化
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
隅
田
川
を
め

ぐ
る
あ
ら
ゆ
る
動
き
に
か
か
わ
り
続
け
て

き
た
。
七
九
年
、
石
井
は
仲
間
を
募
っ
て

隅
田
川
文
庫
を
お
こ
し
た
。
本
業
で
あ
る

フ
リ
ー
の
Ｐ
Ｒ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
稼
い
だ
金

を
つ
ぎ
込
み
、
ミ
ニ
コ
ミ
誌
「
季
刊
す
み

だ
が
わ
」
や
「
隅
田
川
絵
図
」、「
隅
田
川

の
橋
」
な
ど
を
次
々
と
出
版
、「
隅
田
川
を

東
京
の
象
徴
に
」
と
訴
え
た
。
ま
た
八
五

年
に
は
、
両
国
国
技
館
の
開
館
を
機
に
、

「
国
技
館
す
み
だ
第
九
を
歌
う
会
」
を
発
足

さ
せ
、
自
ら
事
務
局
長
と
な
っ
た
。

（
一
九
九
七
年
三
月
十
六
日
　
読
売
）

◆
ゴ
ム
ボ
ー
ト
で
利
根
川
下
り
、
町
民
が

乗
り
込
み
水
の
大
切
さ
Ｐ
Ｒ
。
群
馬
県
水

上
町
は
六
月
、
ゴ
ム
ボ
ー
ト
で
利
根
川
を

東
京
湾
ま
で
下
り
、
水
の
大
切
さ
と
同
町

を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
水
の
旅
人
」
事
業
を
実
施

す
る
。（
一
九
九
七
年
四
月
十
二
日
、
日
経
）

◆
高
知
県
の
清
流
、
四
万
十
川
中
流
の
十

和
村
の
住
民
ら
が
今
年
八
月
、
世
界
有
数

の
滝
で
知
ら
れ
る
米
国
、
カ
ナ
ダ
国
境
を

流
れ
る
ナ
イ
ア
ガ
ラ
川
の
上
に
五
百
本
の

こ
い
の
ぼ
り
を
な
び
か
せ
よ
う
と
計
画
し

て
い
る
。
国
際
交
流
で
同
村
役
場
に
勤
め

る
米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
バ
フ
ァ
ロ
ー
市
出

身
の
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
ボ
ベ
イ
さ
ん
が
四
万

十
川
の
こ
い
の
ぼ
り
渡
し
を
見
て
「
わ
た

し
の
故
郷
で
も
し
た
い
」
と
提
案
。

（
一
九
九
七
年
七
月
二
十
二
日
　
日
経
）

◆
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
た
「
荒
川
大
好
き
人

間
」
の
集
ま
り
と
し
て
昨
年
設
立
さ
れ
た

「
あ
ら
か
わ
学
会
」
が
十
四
日
、
初
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
足
立
区
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
で

開
く
。
荒
川
流
域
の
都
内
八
区
と
埼
玉
県

二
市
を
中
心
に
、
会
員
も
三
百
人
以
上
に

増
え
て
き
た
。
今
後
は
、
会
員
が
そ
れ
ぞ

れ
の
得
意
分
野
で
「
荒
川
の
楽
し
み
方
」

を
考
え
て
、
自
然
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
荒
川
の
魅

力
を
訴
え
て
い
く
。
会
員
は
得
意
分
野
ご

と
に
、「
自
然
環
境
」「
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」「
安
全
管
理
」
な
ど
七
つ

の
委
員
会
に
分
か
れ
、
今
後
ど
う
活
動
し

て
い
く
か
検
討
を
重
ね
て
き
た
。

（
一
九
九
七
年
六
月
十
四
日
　
読
売
）

◆
手
製
い
か
だ
、
多
摩
川
に
競
う
。
ス
タ

ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
象
…

ア
イ
デ
ア
様
々
五
十
三
チ
ー
ム
。
い
か
だ

下
り
の
速
さ
と
手
作
り
の
面
白
さ
を
競
う

「
狛
江
古
代
カ
ッ
プ
多
摩
川
い
か
だ
レ
ー

ス
」（
狛
江
市
観
光
協
会
主
催
、
読
売
新
聞

社
な
ど
後
援
）
が
二
十
日
、
同
市
内
の
多

摩
川
で
開
か
れ
た
。

こ
の
レ
ー
ス
は
一
九
九
十
年
に
市
制
二
十

周
年
を
記
念
し
て
始
め
ら
れ
た
も
の
で
、

市
民
の
憩
い
の
場
で
も
あ
る
多
摩
川
の
恵

み
を
見
つ
め
直
す
の
が
狙
い
。

（
一
九
九
七
年
七
月
二
十
一
日
　
読
売
）

（写真提供：地域交流センター）

（写真提供：地域交流センター）



◆
隅
田
川
と
周
辺
地
域
の
生
活
や
文
化
を

見
直
す
こ
と
で
、
地
元
意
識
を
高
め
、
街

づ
く
り
に
も
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
、
中
央

区
の
商
工
団
体
が
中
心
と
な
っ
て
実
現
し

た
イ
ベ
ン
ト
「
第
一
回
よ
み
が
え
れ
中
央

区
の
川
た
ち
」
が
九
日
、
同
区
明
石
町
の

聖
路
加
親
水
公
園
内
な
ど
で
開
か
れ
た
。

主
催
は
、
区
青
年
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

（
海
野
裕
二
議
長
）
な
ど
地
元
の
商
工
関
係

者
で
つ
く
る「
水
の
都
中
央
区
を
作
る
会
」。

（
一
九
九
七
年
八
月
十
日
　
読
売
）

◆
川
、
カ
ッ
パ
、
そ
し
て
町
。
い
き
な
り
、

川
の
話
か
ら
始
ま
る
町
誌
が
で
き
た
。
福

岡
県
・
田
主
丸
町
が
つ
く
っ
た
本
だ
。
コ

イ
捕
り
名
人
の
「
ま
あ
し
ゃ
ん
」
が
登
場

す
る
。
町
誌
編
集
部
の
事
務
局
長
は
、
元

べ
平
連
の
活
動
家
で
あ
る
日
野
文
雄
さ
ん
。

東
京
の
大
学
を
出
て
、
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
の

べ
平
連
活
動
に
加
わ
っ
た
。
一
九
七
五
年
、

故
郷
の
田
主
丸
に
帰
る
。
フ
リ
ー
カ
メ
ラ

マ
ン
と
し
て
筑
後
川
流
域
の
写
真
を
撮
る

か
た
わ
ら
、
地
域
活
動
に
か
か
わ
っ
て
き

た
。
集
ま
っ
た
編
集
委
員
は
、
郷
土
史
家

や
大
学
の
先
生
ら
十
二
人
。
日
野
さ
ん
た

ち
の
よ
う
な
、
低
い
目
線
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
必
要
な
の
だ
。

（
一
九
九
七
年
八
月
三
十
一
日
　
朝
日
）

◆
荒
川
の
自
然
守
ろ
う
。
荒
川
下
流
域
に

あ
る
東
京
、
埼
玉
の
九
区
二
市
の
住
民
や

自
治
体
、
企
業
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
河
川

敷
を
一
斉
清
掃
す
る
。「
荒
川
ク
リ
ー
ン
エ

イ
ド
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
９
７
」
が
、
来
月
十

二
日
か
ら
十
一
月
三
日
に
か
け
て
行
わ
れ

る
。
今
年
で
四
回
目
だ
が
、
昨
年
は
四
千

三
百
人
が
参
加
し
、
約
十
一
万
八
千
点
の

ご
み
を
拾
い
集
め
た
。
主
催
は
、「
荒
川
ク

リ
ー
ン
エ
イ
ド
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」。
建
設
省

荒
川
下
流
工
事
事
務
所
も
援
助
し
て
い
る
。

（
一
九
九
七
年
九
月
二
十
五
日
　
読
売
）

◆
「
ご
み
を
な
く
す
に
は
ご
み
を
知
る
こ

と
」
―
と
、
荒
川
支
流
の
河
川
敷
に
、
ど

ん
な
ご
み
が
ど
れ
だ
け
あ
る
か
を
、
市
民

ら
で
つ
く
る
「
み
ず
と
み
ど
り
研
究
会
」

が
調
べ
た
結
果
、
植
栽
な
ど
景
観
を
整
え

た
河
川
敷
で
は
少
な
く
、
雑
草
が
伸
び
た

架
橋
し
た
で
は
粗
大
ご
み
が
散
ら
か
っ
て

い
る
所
が
多
い
こ
と
な
ど
が
わ
か
っ
た
。

研
究
会
は
、
多
摩
地
域
東
京
都
移
管
百
年

記
念
事
業
「
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
ら
い
ふ
２
１
」
で
、

多
摩
の
湧
水
と
崖
線
の
保
全
を
研
究
し
た

市
民
や
行
政
職
員
ら
が
一
九
九
四
年
四
月

に
設
立
し
た
。

（
一
九
九
七
年
十
月
十
五
日
　
朝
日
）

◆
高
知
県
は
山
、
川
、
海
の
連
携
を
重
視

し
、
河
川
の
流
域
圏
を
総
合
的
に
学
問
・

研
究
す
る
学
会
「
四
万
十
川
学
会
」
を
今

年
夏
に
も
設
立
す
る
。
学
会
は
河
川
の
環

境
保
全
、
山
林
の
荒
廃
防
止
、
流
域
圏
の

過
疎
対
策
、
農
林
水
産
業
や
観
光
業
の
活

性
化
、
企
業
誘
致
な
ど
経
済
・
産
業
振
興
、

地
域
文
化
の
伝
承
、
地
域
お
こ
し
な
ど
流

域
に
か
か
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
一
体

的
に
研
究
す
る
。

（
一
九
九
八
年
一
月
十
三
日
　
日
経
産
業
）

◆
知
ら
ぬ
同
士
、
こ
げ
ば
仲
間
「
Ｅ
ボ
ー

ト
」。
水
ぬ
る
む
シ
ー
ズ
ン
。
ル
ア
ー
フ

ィ
ッ
シ
ン
グ
で
も
野
鳥
観
察
で
も
競
漕

（
き
ょ
う
そ
う
）
で
も
な
ん
で
も
こ
い
、
と

い
う
の
が
十
人
乗
り
、
手
こ
ぎ
の
「
Ｅ
ボ

ー
ト
」
だ
。
簡
単
な
乗
り
物
だ
か
ら
ち
び

っ
こ
か
ら
高
齢
者
ま
で
大
勢
で
わ
い
わ
い

が
や
が
や
言
い
な
が
ら
川
遊
び
を
楽
し
め

る
。
川
が
交
流
の
場
に
、
組
み
立
て
か
ら

力
合
わ
せ
て
。
生
み
の
親
は
地
域
づ
く
り

を
支
援
し
て
い
る
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
。
組
み
立
て
式
Ｅ
ボ
ー
ト

が
二
隻
常
備
し
て
あ
る
茨
城
県
御
前
山
村

の
「
な
か
よ
し
キ
ャ
ン
プ
グ
ラ
ウ
ン
ド
」

に
出
か
け
て
み
た
。
い
つ
で
も
誰
で
も
気

軽
に
乗
れ
る
よ
う
に
、
と
同
セ
ン
タ
ー
が

実
験
的
に
用
意
し
た
場
所
だ
。

（
一
九
九
八
年
三
月
二
十
日
　
日
経
）

◆
夏
の
夜
明
け
歩
こ
う
よ
、
秋
川
渓
谷
舞

台
に
。
朝
日
に
向
か
っ
て
夜
通
し
歩
く

「
秋
川
渓
谷
夜
明
け
歩
き
」
が
七
月
十
八
日

深
夜
か
ら
十
九
日
朝
に
か
け
て
、
あ
き
る

野
市
の
都
立
秋
留
台
公
園
を
ス
タ
ー
ト
・

ゴ
ー
ル
地
点
に
し
て
開
か
れ
る
。

（
一
九
九
八
年
六
月
二
十
八
日
　
朝
日
）

◆
伝
統
を
誇
る
岐
阜
市
の
長
良
川
鵜
飼
い

の
遊
覧
船
に
十
八
日
、
初
の
女
性
先
頭
さ

ん
が
登
場
し
た
。
鵜
飼
い
の
活
性
化
を
目

指
し
て
、
岐
阜
市
が
今
年
初
め
て
採
用
し

た
。（
一
九
九
八
年
七
月
十
九
日
、
朝
日
）

◆
太
平
洋
側
と
日
本
海
側
と
の
「
分
水
嶺
」

を
示
す
珍
し
い
広
告
塔
が
山
形
県
最
上
町

の
堺
田
駅
前
広
場
に
完
成
。
同
町
の
名
所

に
な
る
こ
と
を
期
待
。

（
一
九
九
九
年
三
月
二
十
三
日
　
日
経
）

◆
石
神
井
川
の
歴
史
の
わ
か
る
冊
子
、「
ふ

れ
あ
い
石
神
井
川
」
が
完
成
。
石
神
井
川

流
域
環
境
協
議
会
（
北
区
・
練
馬
区
・
板

橋
区
・
小
平
市
・
田
無
市
・
保
谷
市
）

（
一
九
九
九
年
三
月
三
十
日
　
読
売
）

【
用
水
・
掘
割
】

◆
金
沢
市
、
用
水
保
全
条
例
、
来
月
施
行
。

せ
せ
ら
ぎ
を
観
光
財
産
に
。
街
を
歩
い
て

い
て
も
何
げ
な
く
見
過
ご
し
が
ち
な
用
水
。

街
の
景
観
に
与
え
る
そ
の
意
義
を
再
確
認

し
よ
う
と
、
金
沢
市
が
全
国
に
も
例
を
見

な
い
「
用
水
保
全
条
例
」
を
四
月
一
日
か

ら
施
行
す
る
。
城
下
町
に
張
り
巡
ら
さ
れ

た
無
数
の
用
水
は
金
沢
の
一
つ
の
風
物
詩

だ
が
、
こ
れ
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
私
有
橋

な
ど
が
ふ
さ
い
で
し
ま
っ
て
水
辺
の
風
情

を
そ
ぐ
光
景
も
目
に
つ
く
。
市
側
は
用
水

を
周
囲
の
景
観
と
と
も
に
保
全
す
る
一
方
、

違
法
な
私
有
橋
の
架
け
替
え
を
推
進
す
る

構
え
だ
が
、
既
得
権
を
主
張
す
る
市
民
と

の
間
の
せ
め
ぎ
合
い
も
予
想
さ
れ
る
。

（
一
九
九
六
年
三
月
二
十
五
日
　
日
経
）

◆
ソ
ー
ラ
ー
ボ
ー
ト
水
郷
に
集
う
。
掘
割

を
、
ど
ん
こ
舟
と
ソ
ー
ラ
ー
ボ
ー
ト
が
行

き
交
う
。
水
郷
で
知
ら
れ
る
福
岡
県
柳
川

市
で
八
月
三
、
四
の
両
日
、
太
陽
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
使
っ
た
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
「
`96
柳
川

ソ
ー
ラ
ー
ボ
ー
ト
大
会
」
が
開
か
れ
る
。

日
本
で
は
浜
名
湖
に
続
い
て
二
番
目
、
九

州
で
は
初
の
「
地
球
に
優
し
い
レ
ー
ス
」。

関
東
以
西
か
ら
約
五
十
チ
ー
ム
が
参
加
す

る
。
ソ
ー
ラ
ー
ボ
ー
ト
大
会
の
話
し
が
持

ち
上
が
っ
た
の
は
二
年
前
。
佐
賀
大
の
池

上
康
之
・
助
教
授
の
提
案
に
「
自
然
に
優

し
い
ボ
ー
ト
。
水
の
街
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

に
は
ぴ
っ
た
り
」
と
、
柳
川
市
が
乗
り
出

し
た
。
昨
年
と
今
年
で
計
二
千
六
百
万
円

の
予
算
を
計
上
し
、
ボ
ー
ト
の
製
作
教
室

を
開
く
な
ど
し
て
準
備
し
た
。
優
勝
賞
金

三
十
万
―
五
十
万
円
の
大
会
だ
。

（
一
九
九
六
年
七
月
六
日
　
朝
日
）

◆
玉
川
上
水
を
歩
く
。
金
融
機
関
は
玉
川

上
水
が
お
好
き
な
よ
う
だ
。
上
水
の
写
真

を
集
め
て
い
る
の
は
「
た
ま
し
ん
地
域
文

化
財
団
」。
約
四
十
枚
フ
ァ
イ
ル
で
十
冊
を

数
え
た
。
年
四
回
発
行
し
て
い
る
「
多
摩

の
あ
ゆ
み
」
で
も
特
集
を
組
み
、
関
係
論

文
を
掲
載
す
る
。

（
一
九
九
七
年
九
月
十
日
　
朝
日
）

◆
水
上
交
通
ス
イ
ス
イ
復
活
。
よ
み
が
え

る
「
水
都
」
松
江
。
松
江
市
が
水
辺
を
生

か
し
た
観
光
の
魅
力
づ
く
り
に
動
き
出
し

た
。「
水
都
」
と
い
わ
れ
な
が
ら
今
ま
で
手

つ
か
ず
だ
っ
た
資
源
を
見
直
し
、
ま
ず
汚

れ
て
い
た
城
の
周
り
の
掘
に
水
を
引
い
て

遊
覧
船
を
航
行
。
こ
れ
が
半
年
間
で
乗
客

六
万
人
を
超
え
る
ヒ
ッ
ト
に
な
っ
た
。
勢

い
に
乗
っ
て
九
八
年
度
は
宍
道
湖
を
横
断

し
て
出
雲
空
港
（
斐
川
町
）
と
結
ぶ
水
上

交
通
を
稼
動
さ
せ
る
。
湖
北
に
新
設
す
る

観
光
施
設
な
ど
を
船
で
回
る
構
想
も
膨
ら

む
。
眠
れ
る
観
光
資
源
が
ソ
フ
ト
の
工
夫

で
よ
み
が
え
り
つ
つ
あ
る
。

（
一
九
九
八
年
二
月
十
五
日
　
日
経
）

【
公
園
緑
地
】

◆
二
十
三
区
が
ネ
ッ
ト
結
成
。
ビ
オ
ト
ー

プ
、
担
当
者
で
情
報
交
換
。「
都
市
に
鳥
や

虫
と
共
生
で
き
る
環
境
を
取
り
戻
そ
う
」

と
、
地
域
の
緑
化
や
自
然
環
境
の
保
全
に

取
り
組
ん
で
い
る
二
十
三
区
の
担
当
者
ら

が
「
生
き
物
と
共
生
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

を
め
ざ
す
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
結
成
し
た
。

江
東
区
の
職
員
が
呼
び
か
け
た
も
の
で
、

こ
の
ほ
ど
開
か
れ
た
初
の
意
見
交
換
会
に

は
十
七
区
か
ら
四
十
四
人
が
出
席
し
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
の
呼
び
か
け
を
し
た

江
東
区
環
境
整
備
課
の
清
田
秀
雄
さ
ん
は
、

八
八
年
ご
ろ
か
ら
実
験
的
に
ビ
オ
ト
ー
プ

作
り
を
始
め
た
。
九
一
年
に
は
区
の
事
業

化
に
こ
ぎ
つ
け
、
公
園
な
ど
に
池
を
掘
っ

て
周
囲
に
水
草
や
ハ
ー
ブ
な
ど
を
植
え
た

ビ
オ
ト
ー
プ
「
ポ
ケ
ッ
ト
エ
コ
ス
ペ
ー
ス
」

の
整
備
が
同
区
で
は
進
ん
で
い
る
。
し
か

し
、
ビ
オ
ト
ー
プ
作
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
確

立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
行
政
は
手
さ
ぐ
り
で

取
り
組
ん
で
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
そ
こ

で
、
清
田
さ
ん
ら
が
「
担
当
者
で
情
報
を

交
換
し
て
事
業
に
役
立
て
、
都
全
体
で
こ

の
問
題
を
と
ら
え
て
い
き
た
い
」
と
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
結
成
を
呼
び
か
け
た
。

（
一
九
九
六
年
一
月
二
十
八
日
　
読
売
）

◆
江
東
区
東
陽
七
丁
目
の
横
十
間
川
親
水

公
園
に
あ
る
菖
蒲
園
で
、
咲
く
花
の
数
が

少
な
く
な
っ
た
た
め
、
こ
れ
を
元
気
に
し

よ
う
と
、
区
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
除
草

や
苗
床
を
作
り
直
す
「
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
乗
り
出
し
た
。

（
一
九
九
七
年
十
一
月
二
十
日
　
朝
日
）

【
港
】

◆
国
際
水
中
映
像
祭
、
七
月
横
浜
で
開
催
。

海
洋
関
連
の
映
画
や
写
真
か
ら
優
秀
作
品

を
選
ぶ
「
第
一
回
ヨ
コ
ハ
マ
国
際
水
中
映

像
祭
」
の
開
催
が
決
ま
っ
た
。
パ
シ
フ
ィ

ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
水
中
映
像
協
会
（
早
川
信

久
代
表
）
が
七
月
、
み
な
と
み
ら
い
（
Ｍ

Ｍ
）
21
地
区
の
横
浜
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
タ
ワ

ー
で
開
く
。
横
浜
市
は
こ
れ
を
機
に
国
際

会
議
、
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
に
拍
車

を
か
け
、
市
内
関
連
産
業
の
振
興
を
目
指

す
。

（
一
九
九
六
年
四
月
九
日
　
日
経
）

◆
藤
沢
市
江
の
島
に
近
い
境
川
河
口
で
片

瀬
漁
港
建
設
の
あ
り
方
を
話
し
合
っ
て
き

た
「
片
瀬
漁
港
・
ま
ち
づ
く
り
会
議
」
は

二
十
四
日
、
山
本
捷
雄
市
長
に
提
出
す
る

提
言
を
求
め
た
。
漁
港
の
必
要
性
を
認
め

た
上
で
、
今
後
の
実
施
計
画
作
製
に
市
民

参
加
、
情
報
公
開
を
求
め
る
内
容
で
、
会

議
で
の
合
意
内
容
の
イ
メ
ー
ジ
を
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
（
Ｃ
Ｇ
）
で

表
現
し
た
の
が
特
徴
。

（
一
九
九
七
年
二
月
二
十
五
日
　
日
経
）

◆
漁
港
を
テ
ー
マ
パ
ー
ク
に
。
海
の
ル
ー

ル
学
ん
で
。
開
通
が
四
月
五
日
に
迫
っ
た

明
石
海
峡
大
橋
。
橋
脚
が
漁
礁
代
わ
り
と

な
っ
て
魚
が
群
れ
集
い
、
市
民
の
釣
り
船

が
一
段
と
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
お
ひ

ざ
元
の
神
戸
市
漁
業
協
同
組
合
で
は
漁
港

を
「
テ
ー
マ
パ
ー
ク
」
と
し
、
市
民
を
港

に
引
き
寄
せ
て
魚
の
フ
ァ
ン
を
増
や
し
な

が
ら
、
海
の
ル
ー
ル
を
学
ん
で
も
ら
う
試

み
を
展
開
し
て
い
る
。
漁
協
が
市
民
と
接
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点
作
り
。
「
漁
協
と
海
峡
と
大
橋
、
そ
れ

に
新
し
い
集
客
ゾ
ー
ン
の
組
み
合
わ
せ
は

漁
港
が
テ
ー
マ
パ
ー
ク
に
生
ま
れ
変
わ
る

実
験
的
な
試
み
と
い
え
る
。
海
と
人
の
関

係
も
変
わ
る
だ
ろ
う
が
、
カ
ギ
を
握
る
の

は
漁
業
者
と
市
民
の
交
流
」。
神
戸
市
産
業

振
興
局
の
平
尾
鉄
男
参
事
は
指
摘
す
る
。

課
題
は
魚
フ
ァ
ン
を
増
や
し
、
資
源
管
理

の
ル
ー
ル
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
。「
我
々
も

小
さ
な
魚
は
海
に
戻
す
な
ど
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
を
守
る
よ
う
呼
び
か
け
、
子
ど
も
釣

り
教
室
へ
の
講
師
派
遣
、
稚
魚
の
放
流
、

漁
港
の
清
掃
協
力
な
ど
に
力
を
入
れ
て
き

た
。
魚
の
学
校
な
ど
が
オ
ー
プ
ン
す
れ
ば

漁
業
者
と
の
交
流
も
深
ま
る
」。
兵
庫
県
釣

団
体
協
議
会
の
小
林
修
二
事
務
局
長
は
漁

港
テ
ー
マ
パ
ー
ク
へ
の
期
待
を
こ
う
語
る
。

（
一
九
九
八
年
三
月
十
五
日
　
日
経
）

【
温
泉
】

◆
こ
こ
数
年
、「
ふ
る
さ
と
創
生
」
の
一
億

円
を
元
手
に
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
市
町
村

が
ま
ち
お
こ
し
の
願
い
を
か
け
て
温
泉
掘

り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
。
う
ま
く
湯
脈
に

当
た
っ
た
と
こ
ろ
に
は
新
温
泉
が
続
々
と

誕
生
。
こ
う
し
た
施
設
は
、
低
料
金
に
加

え
て
、
真
新
し
さ
と
凝
っ
た
趣
向
で
人
気

を
呼
ん
で
い
る
。
格
安
で
楽
し
め
る
ニ
ュ

ー
フ
ェ
ー
ス
温
泉
を
紹
介
す
る
。

（
一
九
九
六
年
十
二
月
二
十
七
日
　
読
売
）

◆
奥
多
摩
で
温
泉
ラ
ッ
シ
ュ
。
健
康
ブ
ー

ム
で
脚
光
を
浴
び
る
西
多
摩
・
奥
多
摩
地

区
の
公
設
温
泉
。
一
昨
年
六
月
に
は
檜
原

村
が
、
同
十
一
月
に
は
日
の
出
町
が
、
そ

れ
ぞ
れ
独
自
に
温
泉
を
オ
ー
プ
ン
。
こ
れ

に
続
け
と
ば
か
り
、
今
年
七
月
に
は
奥
多

摩
町
が
、
同
町
氷
川
に
温
泉
館
の
開
館
を

予
定
し
て
い
る
。
名
称
も
「
奥
多
摩
温
泉

も
え
ぎ
の
湯
」
と
決
ま
っ
た
。

（
一
九
九
八
年
二
月
十
九
日
　
読
売
）

【
海
岸
・
海
】

◆
佐
渡
の
ダ
イ
ビ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

知
ら
れ
る
新
潟
県
両
津
市
北
小
浦
を
全
国

に
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
、
北
小
浦
郵
便
局

が
八
日
か
ら
「
風
景
入
通
信
日
付
印
」
を

使
い
始
め
る
。
日
付
印
は
地
元
の
名
所
な

ど
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
消
印
。
佐
渡
島
の
形

の
輪
郭
の
中
に
ダ
イ
バ
ー
や
コ
ブ
ダ
イ
、

小
魚
の
群
れ
な
ど
が
あ
し
ら
っ
て
あ
る
。

利
用
者
の
希
望
に
よ
り
郵
便
物
に
押
し
て

く
れ
る
。（
一
九
九
六
年
八
月
七
日
　
読
売
）

◆
大
田
区
大
森
地
区
の
街
づ
く
り
を
研
究

し
て
い
る
「
大
森
発
見
塾
」
が
二
十
四
日
、

水
辺
を
巡
る
観
察
会
を
開
き
、
住
民
ら
四

十
二
人
が
参
加
し
た
。
四
年
目
に
入
っ
た

塾
の
活
動
だ
が
、
今
年
度
は
「
情
報
マ
ッ

プ
」
の
原
案
作
り
を
目
指
し
て
い
る
。
一

回
目
の
集
ま
り
と
な
っ
た
こ
の
日
、
一
行

は
「
海
と
文
化
の
か
お
る
ま
ち
大
森
」
を

テ
ー
マ
に
、
区
立
郷
土
博
物
館
で
特
産
だ

っ
た
海
苔
の
歴
史
を
学
び
、
水
上
バ
ス
で

城
南
島
海
浜
公
園
や
東
京
港
野
鳥
公
園
な

ど
を
巡
っ
た
。

（
一
九
九
六
年
八
月
二
十
五
日
　
読
売
）

◆
ダ
イ
ビ
ン
グ
と
漁
業
共
存
へ
。
漁
業
と

ダ
イ
ビ
ン
グ
。
か
つ
て
、
一
つ
の
海
を
め

ぐ
っ
て
、
あ
れ
ほ
ど
対
立
し
て
い
た
ダ
イ

バ
ー
と
漁
業
従
事
者
が
、
い
ま
や
共
存
に

向
か
っ
て
が
っ
ち
り
と
手
を
組
み
始
め
て

い
る
。
漁
獲
高
の
減
少
、
後
継
者
不
足
。

背
景
に
様
々
な
理
由
は
あ
る
が
、
こ
の
十

年
で
三
十
倍
の
六
十
万
人
に
ま
で
膨
れ
上

が
っ
た
ダ
イ
ビ
ン
グ
人
口
は
、
各
地
の
海

に
様
々
な
変
化
を
生
み
出
し
て
い
る
よ
う

だ
。
様
変
わ
り
す
る
ダ
イ
ビ
ン
グ
環
境
に

つ
い
て
、
音
響
機
器
メ
ー
カ
ー
を
脱
サ
ラ

し
て
、
伊
東
市
の
南
端
、
八
幡
野
漁
港
で

八
年
前
か
ら
ダ
イ
ビ
ン
グ
事
業
を
営
む
河

合
正
典
さ
ん
は
「
地
域
の
活
性
化
に
結
び

付
く
こ
と
が
、
漁
師
さ
ん
た
ち
に
理
解
さ

れ
た
こ
と
が
大
き
い
」
と
説
明
す
る
。

（
一
九
九
六
年
十
一
月
二
日
　
読
売
）

◆
「
よ
み
が
え
れ
ニ
シ
ン
」
北
海
道
の
日

本
海
側
か
ら
ニ
シ
ン
の
群
れ
が
消
え
て
半

世
紀
。
海
一
面
を
白
く
染
め
た
「
郡
来
」

（
く
き
）
と
呼
ば
れ
る
ニ
シ
ン
の
群
れ
を
復

活
さ
せ
よ
う
と
い
う
道
庁
の
資
源
増
大
策

が
昨
年
始
ま
っ
た
。
か
つ
て
ニ
シ
ン
豊
漁

で
栄
え
、
今
は
過
疎
に
悩
む
留
萌
市
、
江

差
町
な
ど
で
、「
ニ
シ
ン
を
町
お
こ
し
の
手

掛
か
り
に
し
よ
う
」
と
す
る
活
動
が
自
然

発
生
的
に
広
が
り
出
し
て
い
る
。
今
年
二

月
、
江
差
町
で
「
郡
来
る
会
」
が
旗
揚
げ

し
た
。
民
間
の
生
涯
学
習
団
体
「
江
差
地

域
大
学
」（
今
川
徳
郎
学
長
）
の
メ
ン
バ
ー

が
中
心
に
な
っ
た
町
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
だ
。

（
一
九
九
七
年
五
月
十
一
日
　
日
経
）

◆
「
海
の
日
」
の
制
定
に
ち
な
ん
で
昨
年
、

環
境
保
護
や
水
産
業
関
係
の
団
体
が
実
施

し
た
「
日
本
の
渚
（
な
ぎ
さ
）
・
百
選
」

に
選
ば
れ
た
自
治
体
が
七
日
、
千
葉
県
鴨

川
市
に
集
ま
り
、「
日
本
の
渚
全
国
協
議
会
」

を
設
立
し
た
。
美
し
い
海
岸
を
か
か
え
る

自
治
体
が
協
力
し
合
い
、
地
域
振
興
を
図

っ
て
い
く
の
が
狙
い
。「
渚
環
境
の
保
全
を

重
視
し
、
災
害
時
に
物
資
援
助
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
派
遣
な
ど
で
協
力
し
合
い
、
豊
か

な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
目
指
す
」
と
す
る

「
鴨
川
渚
宣
言
」
を
採
択
し
た
。

（
一
九
九
七
年
六
月
八
日
　
朝
日
）

◆
有
明
海
に
面
し
た
佐
賀
県
芦
刈
町
は
、

世
界
で
唯
一
と
い
う
「
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
保
護

区
」
を
持
ち
、
町
お
こ
し
に
活
用
中
。

（
一
九
九
七
年
七
月
十
五
日
　
朝
日
）

◆
世
界
三
大
珍
味
の
ひ
と
つ
、
キ
ャ
ビ
ア

を
産
む
チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
養
殖
で
町
お
こ
し

に
乗
り
出
す
自
治
体
が
相
次
い
で
い
る
。

キ
ャ
ビ
ア
生
産
を
め
ざ
し
な
が
ら
、
本
格

的
な
養
殖
に
成
功
す
る
ま
で
親
魚
を
食
肉

と
し
て
販
売
し
、
食
い
つ
な
ぐ
算
段
だ
。

岩
手
県
釜
石
市
や
宮
崎
県
小
林
市
な
ど
で

先
陣
を
切
り
、
各
地
で
料
理
法
を
研
究
中
。

（
一
九
九
八
年
二
月
八
日
　
日
経
）

◆
全
国
の
海
岸
の
ご
み
を
定
期
的
に
調
べ

て
い
る
市
民
団
体
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
全
国

事
務
局(

略
称
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｎ)

が
十
九
日
、
神
奈

川
県
藤
沢
市
の
鵠
沼
海
岸
で
、
砂
浜
に
漂

着
し
た
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
的
を
絞
っ
た

ご
み
拾
い
を
す
る
。
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
一
九
九

十
年
か
ら
春
と
秋
の
年
二
回
、
全
国
一
斉

の
海
岸
ご
み
拾
い
を
呼
び
か
け
て
き
た
。

（
一
九
九
八
年
四
月
十
七
日
　
朝
日
）

◆
知
床
の
夜
空
を
レ
ー
ザ
ー
光
線
で
彩
る

「
オ
ー
ロ
ラ
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」
が
、
六
日
か

ら
始
ま
る
。
流
氷
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
ウ

ト
ロ
の
海
辺
で
人
工
的
な
天
文
シ
ョ
ー
が

繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

（
一
九
九
九
年
二
月
六
日
　
朝
日
）

【
銭
湯
】

◆
着
替
え
の
服
を
銭
湯
の
ロ
ッ
カ
ー
に
預

け
、
周
辺
の
名
所
・
旧
跡
を
巡
り
な
が
ら

予
定
さ
れ
た
十
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
歩
い
た

後
は
、
最
初
の
銭
湯
に
戻
っ
て
汗
を
流
す

「
銭
湯
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
は
い
か
が
。「
日

本
歩
け
歩
け
協
会
」
が
事
務
局
を
務
め
る

「
日
本
市
民
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
」
が
、
都
公
衆

浴
場
業
環
境
衛
生
同
業
組
合
の
協
力
で
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
新
種
の
「
歩
け
歩
け
運

動
」
を
、
来
年
一
月
二
十
六
日
か
ら
ス
タ

ー
ト
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
連
盟
は
、

ド
イ
ツ
に
本
部
を
置
く
「
国
際
市
民
ス
ポ

ー
ツ
連
盟
」
の
下
部
団
体
で
、
勝
敗
を
競

わ
な
く
て
も
良
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
サ
イ

ク
リ
ン
グ
、
水
泳
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

の
四
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
を
奨
励
し
て
い
る
。

「
銭
湯
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
は
、
協
会
専
務
理

事
の
木
谷
道
宣
さ
ん
と
、
浴
場
組
合
副
理

事
長
の
高
橋
元
彰
さ
ん
と
の
話
が
発
端
。

（
一
九
九
六
年
十
二
月
二
十
四
日
　
読
売
）

◆
墨
田
区
で
約
百
年
続
い
た
銭
湯
が
私
設

美
術
館
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
壁
に

は
ペ
ン
キ
絵
に
代
わ
っ
て
油
絵
が
か
か
る
。

利
用
者
の
減
少
に
よ
り
駐
車
場
や
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
に
代
わ
る
銭
湯
が
多
い
中
で
、
ユ

ニ
ー
ク
な
商
売
替
え
。

（
一
九
九
八
年
四
月
三
十
日
　
読
売
）

【
島
】

◆
伊
豆
諸
島

水
の
浄
化
に
役
立
つ
特
産
。
村
お
こ
し
の

「
目
玉
」
に
。
島
内
で
の
商
品
化
め
ざ
す
。

抗
火
石
は
新
島
特
産
の
石
で
、
活
性
炭
の

よ
う
に
小
さ
な
穴
が
一
面
に
あ
い
て
お
り
、

汚
れ
を
吸
い
取
り
や
す
い
。

（
一
九
九
七
年
四
月
五
日
　
朝
日
）

◆
お
が
さ
わ
ら
新
時
代
。
最
近
、
海
水
を

利
用
し
た
自
然
塩
作
り
が
全
国
の
離
島
な

ど
で
ブ
ー
ム
と
い
う
。

（
一
九
九
八
年
六
月
二
十
四
日
　
読
売
）

◆
お
が
さ
わ
ら
新
時
代
。
観
光
と
環
境
、

共
存
目
指
す
。
今
年
四
月
、
返
還
三
十
年

を
記
念
し
た
「
ア
イ
ラ
ン
ド
・
エ
コ
・
サ

ミ
ッ
ト
」
が
島
で
開
か
れ
た
。
テ
ー
マ
は
、

環
境
へ
の
影
響
を
抑
え
な
が
ら
観
光
を
促

進
し
よ
う
と
い
う
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」。

（
一
九
九
八
年
六
月
二
十
七
日
　
読
売
）

◆
「
離
島
」「
孤
島
」
と
、
ひ
と
く
く
り
に

さ
れ
が
ち
だ
っ
た
島
の
個
性
を
見
直
し
、

「
い
や
し
」
や
健
康
づ
く
り
の
場
と
し
て
と

ら
え
な
お
す
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。

（
一
九
九
八
年
十
一
月
三
日
　
朝
日
）

◆
西
瀬
戸
自
動
車
道
（
愛
称
・
瀬
戸
内
し

ま
な
み
海
道
）
が
五
月
一
日
に
開
通
す
る

の
に
合
わ
せ
、
同
ル
ー
ト
上
の
六
つ
の

島
々
を
歩
く
「
瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
国

際
ス
リ
ー
デ
ー
ウ
ォ
ー
ク
」
が
四
月
二
十

二
日
か
ら
三
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
る
。

（
一
九
九
九
年
二
月
三
日
　
朝
日
）

【
滝
】

◆
桧
原
村
の
名
勝
「
払
沢
の
滝
」
が
全
面

結
氷
す
る
日
を
当
て
る
「
氷
瀑
ク
イ
ズ
」

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。「
新
東
京
百
景
」
に

も
指
定
さ
れ
た
こ
の
滝
は
、
山
間
部
に
あ

る
が
、
村
は
夏
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
な

ど
し
て
観
光
の
売
り
物
に
し
て
い
る
。

（
一
九
九
八
年
十
二
月
二
十
一
日
　
朝
日
）

【
雪
・
氷
】

◆
雪
下
ろ
し
ツ
ア
ー
で
交
流

東
京
の
学
生
グ
ル
ー
プ
が
短
期
の
ツ
ア
ー

を
組
み
、
独
居
の
高
齢
者
宅
な
ど
の
雪
下

ろ
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
。

（
一
九
九
九
年
一
月
三
十
一
日
　
日
経
）

◆
雪
を
伝
統
的
な
雪
室
の
技
術
を
使
っ
て

夏
の
冷
房
に
活
用
、
電
力
消
費
を
節
減
し

よ
う
と
い
う
計
画
が
新
潟
県
安
塚
町
で
進

ん
で
い
る
。
雪
室
は
町
役
場
の
隣
に
ほ
ぼ

完
成
し
た
「
雪
の
ま
ち
み
ら
い
館
」
に
併

設
さ
れ
て
い
る
。「
雪
冷
房
で
、
み
ら
い
館

の
夏
場
の
電
力
消
費
を
六
割
は
減
ら
せ
る
」

と
試
算
し
て
い
る
。

（
一
九
九
九
年
二
月
二
十
四
日
　
読
売
）
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interview

川並鳶特有の細い股引きと、七枚小鉤（こはぜ）足袋
をはき、腹がけ半纏姿のいなせな川藤会長。
昭和十八年、東京木場で生まれる。幼少の頃より父の
家業である川並の修行を始め、昭和三十六年から、本
格的に川並の世界に。現在、（株）川勝代表取締役会長。
「東京木場角乗り保存会」会長。

東京江東区内の木場公園のイベント池で、日頃の成果を披露する「角乗り保存会」の皆さん。多くの若者が、江戸の伝統を継承しようと集まってくる。

消えゆく水都と伝統

木
場
に
受
け
継
が
れ
る
川川川川
並並並並
のののの
心心心心
意意意意
気気気気



木
場
は
木
材
を
中
心
に

つ
く
ら
れ
た
町

―
川
藤
さ
ん
は
、
現
在
「
角
乗
り
保
存
会
」
の

会
長
を
し
て
お
ら
れ
る
わ
け
で
す
が
、
ご
自
身
も

川
並
で
い
ら
し
た
と
う
か
が
い
ま
し
た
。
ど
の
よ

う
な
経
緯
で
こ
の
道
に
入
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

私
の
親
父
が
川
並
（
注
1
）
で
、
こ
の
木
場

で
生
ま
れ
育
っ
た
人
間
で
し
て
、
親
父
が
初
代
、

私
が
二
代
目
と
い
う
こ
と
で
す
。
親
父
は
明
治
生

ま
れ
の
い
わ
ゆ
る
頑
固
親
父
、
竹
を
割
っ
た
よ
う

な
性
格
の
人
で
し
た
ね
。
ま
あ
、
物
心
つ
い
て
十

歳
ぐ
ら
い
か
ら
夏
休
み
や
春
休
み
と
い
っ
た
学
校

が
休
み
の
度
に
、
遊
び
が
て
ら
に
親
父
の
手
伝
い

を
や
ら
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
経
験
が
川
並
の
第
一

歩
で
し
た
ね
。
本
格
的
に
親
父
の
跡
を
継
い
だ
の

が
、
一
九
六
一
（
昭
和
三
十
六
）
年
。
こ
の
年
か

ら
川
並
の
世
界
に
入
る
わ
け
で
す
が
、
角
乗
り
と

の
つ
き
あ
い
も
こ
の
時
か
ら
で
す
。

―
角
乗
り
に
つ
い
て
う
か
が
う
前
に
、
川
並
が

ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

川
並
を
語
る
に
は
、
木
場
と
い
う
場
所
が

ど
ん
な
所
だ
っ
た
の
か
を
抜
き
に
し
て
は
語
れ
ま

せ
ん
。
小
唄
の
文
句
に
あ
り
ま
す
が
、
木
場
は
橋

と
堀
の
町
、「
木
の
香
ゆ
か
し
き
深
川
の
」
と
続

く
ん
で
す
ね
。
橋
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、
川
が
た
く
さ
ん
あ
る
か
ら
。
橋
を
渡
っ
て
木

場
、
深
川
に
入
る
と
、
木
の
香
り
が
プ
ー
ン
と
す

る
。
そ
の
も
の
ず
ば
り
、
も
く
（
木
）
の
場
所
「
木

場
」
な
ん
で
す
。

そ
の
木
場
は
、
材
木
屋
、
川
並
、
筏
い
か
だ

師し

（
注
2
）
、

木
挽
き
（
注
3
）
、
荷
揚
げ
人
足
（
注
4
）
の
町
で
も

あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
荷
揚
げ
人
足
。
伝
馬
船

で
材
木
（
製
品
に
な
っ
た
も
の
）
を
運
ん
で
く
る

と
、
堀
に
面
し
た
岸
壁
に
横
付
け
に
す
る
。
各
材

木
屋
の
堀
に
面
し
た
所
に
は
、
荷
揚
げ
用
の
取
り

入
れ
口
が
切
っ
て
あ
り
ま
す
。
伝
馬
船
か
ら
そ
こ

へ
「
あ
い
び
板
」
と
呼
ぶ
足
場
板
を
渡
す
ん
で
す

が
、
幅
一
尺
、
長
さ
三
尺
三
寸
の
板
を
ま
と
も
に

渡
す
と
坂
に
な
っ
ち
ゃ
う
で
し
ょ
（
注
5
）
。
人
力

で
運
び
上
げ
る
わ
け
だ
か
ら
、
あ
ん
ま
り
坂
に
な

っ
ち
ゃ
う
と
き
つ
い
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
、
岸
壁

の
取
り
入
れ
口
を
荷
揚
げ
用
に
、
伝
馬
船
よ
り
も

少
し
低
く
し
た
場
所
を
作
っ
て
お
く
ん
で
す
。
そ

う
す
れ
ば
勾
配
が
で
き
て
材
木
が
取
り
入
れ
や
す

く
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
木
場
の
町
は
す
べ
て
木

材
の
商
い
を
中
心
に
し
て
、
考
え
抜
い
て
作
ら
れ

て
い
た
ん
で
す
。

川
並
の
仕
事
は

木
材
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
師

川
並
の
仕
事
と
筏
師
の
仕
事
と
の
違
い
を
お
話

し
し
ま
し
ょ
う
。
本
船
や
帆
船
で
運
ば
れ
て
き
た

原
木
が
東
京
湾
に
着
く
と
、
荷
主
が
自
分
の
買
っ

た
原
木
を
筏
に
組
ん
で
貯
木
場
に
持
っ
て
く
る
ん

で
す
が
、
そ
の
仕
事
を
す
る
の
が
筏
師
。
筏
師
は

貯
木
場
で
大
ま
か
な
仕
分
け
を
し
て
、
原
木
を
再

び
筏
に
組
み
直
し
ま
す
。
東
京
湾
に
着
く
原
木
は
、

商
社
や
木
場
の
大
問
屋
が
山
で
買
い
入
れ
た
も

の
。
原
木
は
そ
の
後
、
一
次
問
屋
、
二
次
問
屋
を

渡
っ
て
、
製
材
所
で
製
品
に
な
り
ま
す
が
、
川
並

は
製
品
に
な
る
ま
で
の
道
筋
で
発
生
す
る
、
細
々
こ
ま
ご
ま

し
た
仕
事
を
受
け
持
ち
ま
す
。

―
具
体
的
に
は
、
ど
の
よ
う
な
作
業
な
の
で
し

ょ
う
か
。簡

単
に
言
え
ば
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
仕
事

か
な
あ
。
き
れ
い
に
陳
列
し
て
見
栄
え
を
良
く
し

た
り
、
検
尺
と
い
っ
て
石
数
こ
く
す
う

（
注
6
）
を
確
認
し
た

り
、
等
級
（
質
）
を
整
え
た
り
。
要
す
る
に
、
手

間
を
か
け
る
こ
と
で
付
加
価
値
を
付
け
て
高
く
売

れ
る
よ
う
に
し
た
ん
で
す
。
靴
屋
で
言
え
ば
、
筏

師
は
で
き
た
靴
を
ま
と
め
て
何
足
も
売
る
卸
売
り

業
。
川
並
は
一
足
づ
つ
売
る
小
売
業
に
あ
た
り
ま

す
ね
。
た
だ
小
売
り
と
言
っ
て
も
、
二
次
問
屋
か

ら
三
次
問
屋
へ
と
い
う
よ
う
に
ど
ん
ど
ん
細
か
い

商
い
に
な
っ
て
い
く
ん
で
す
。

例
え
ば
私
が
、
Ａ
と
い
う
二
次
問
屋
の
出
入
り

の
川
並
だ
っ
た
と
し
ま
す
。
原
木
問
屋
か
ら
仕
入

れ
た
丸
太
は
、
石
数
で
買
い
上
げ
て
堀
ま
で
運
ん

で
き
ま
す
。
そ
れ
を
一
本
一
本
測
り
直
し
て
、
浮

か
ん
で
い
る
丸
太
に
ガ
リ
引
き
（
注
7
）
で
正
し
い

寸
法
を
印
つ
け
し
て
や
る
。
お
も
し
ろ
い
こ
と
に

一
〜
三
寸
は
一
〜
三
本
引
っ
掻
く
ん
で
す
が
、
四

寸
は
四
か
４
と
書
き
、
五
寸
は
×
（
バ
ツ
）、
六

寸
は
一
寸
と
同
じ
で
一
本
な
ん
で
す
ね
。
見
り
ゃ

わ
か
る
と
い
う
か
、
一
寸
と
六
寸
を
間
違
え
る
わ

け
が
な
い
ん
で
す
よ
。
一
尺
も
一
本
で
す
。

同
じ
よ
う
な
こ
と
で
す
が
、
よ
く
親
父
か
ら

「
サ
シ
は
杖
に
し
と
け
よ
」
と
言
わ
れ
た
も
の
で

す
。
検
尺
は
差
し
金
を
使
っ
て
測
る
ん
で
す
が
、

目
で
測
れ
と
い
う
こ
と
で
す
。
目
で
間
違
い
な
く

測
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
差
し
金
を
当
て
る
の
は

た
だ
確
認
だ
け
に
な
る
ん
で
す
ね
。
そ
れ
を
差
し

金
に
頼
る
か
ら
数
字
を
読
み
違
え
る
こ
と
に
な

る
。
要
は
、
そ
れ
を
戒
め
る
言
葉
で
す
。

検
尺
す
る
の
は
確
認
の
意
味
も
あ
り
ま
す
が
、

ま
と
め
買
い
を
し
た
丸
太
は
、
細
か
く
測
る
と
合

計
し
た
石
数
が
上
が
る
ん
で
す
ね
。
そ
う
す
る
と

例
え
ば
百
万
円
で
仕
入
れ
た
も
の
が
百
十
万
円
に

な
っ
て
、
我
々
の
手
間
賃
が
出
る
。
出
入
り
の
川

並
と
し
て
Ａ
の
旦
那
の
役
に
立
つ
と
い
う
わ
け
で

す
。
さ
て
検
尺
が
終
わ
る
と
、
次
の
買
い
手
に
渡

20

ガリ引きという、丸太に文字を書く道具で
寸法を表示する。
1寸は1本、2寸は2本、6寸も1尺も1本。
「1寸と6寸と1尺は、見りゃわかる」からと
川藤会長。
イラストは、川藤会長の直筆。

2 寸

1 寸 6 寸 1 尺

かつては丸太の運搬、貯木に使われていた堀が、親水公園に生まれ
変わっている。
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す
の
に
き
れ
い
に
並
べ
変
え
て
や
る
。
太
い
の
と

細
い
の
が
ば
ら
ば
ら
に
並
ん
で
い
る
筏
っ
て
い
う

の
は
見
栄
え
が
悪
い
っ
て
ん
で
、
両
端
に
細
い
丸

太
を
、
中
央
に
太
い
丸
太
を
並
べ
て
蒲
鉾
型
に
作

る
ん
で
す
。
そ
う
し
て
で
き
た
筏
を
、
今
度
は
Ｂ

と
い
う
三
次
問
屋
の
川
並
が
検
品
す
る
ん
で
す
。

丸
太
の
直
径
が
百
分ぶ

（
一
尺
）
で
長
さ
十
尺
が
一

石
。
丸
太
の
状
態
で
そ
の
見
当
を
つ
け
る
ん
で
す

が
、
そ
れ
が
九
十
七
分
し
か
な
か
っ
た
と
す
る
。

分
切
れ
（
ぶ
ぎ
れ
）
と
言
う
ん
で
す
が
、
そ
う
い

う
の
を
見
つ
け
る
と
「
お
い
、
こ
れ
は
切
れ
る
じ

ゃ
ね
え
か
」
と
指
摘
さ
れ
る
ん
で
す
。
Ａ
の
川
並

と
し
て
は
、
危
な
い
の
を
覚
悟
の
上
で
目
一
杯
測

る
わ
け
で
す
よ
。
あ
る
程
度
利
益
は
出
て
い
る
の

で
す
か
ら
、
そ
こ
で
赤
伝
が
切
ら
れ
て
も
Ａ
の
旦

那
の
損
に
は
な
ら
な
い
。
か
え
っ
て
「
う
ち
の
川

並
は
、
俺
の
た
め
に
頑
張
っ
て
く
れ
た
」
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
顔
が
立
つ
と
い
う
こ
と
で
す
。
逆

に
Ｂ
の
川
並
が
分
切
れ
に
気
付
け
ば
「
さ
す
が
う

ち
の
川
並
だ
」
と
い
う
こ
と
で
Ｂ
の
旦
那
に
顔
が

立
つ
。
だ
か
ら
、
ど
の
川
並
も
目
一
杯
で
木
を
測

る
。
当
然
、
川
並
同
士
で
、
分
切
れ
で
言
い
争
い

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
。

わ
た
し
ゃ
健
司
で
す
か
ら
「
ケ
ン
ぼ
う
」
と
呼

ば
れ
て
た
ん
で
す
け
ど
、「
お
い
ケ
ン
ぼ
う
。
切

れ
る
（
分
切
れ
て
い
る
）
じ
ゃ
な
い
か
」
と
言
わ

れ
る
。「
お
じ
さ
ん
、
ど
こ
が
切
れ
る
ん
だ
よ
」

と
い
う
と
、「
お
ま
え
強
情
は
る
ん
じ
ゃ
な
い
よ
。

切
れ
て
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
か
。」
こ
っ
ち
は
、
差
し
金

を
引
っ
か
け
る
所
に
ゴ
ミ
で
厚
み
を
の
せ
て
木
を

ひ
っ
か
け
て
る
か
ら
「
切
れ
て
な
い
じ
ゃ
な
い
か
」

と
。
す
る
と
「
お
い
ケ
ン
ち
ゃ
ん
よ
ー
。
俺
は
何

十
年
も
や
っ
て
る
ん
だ
よ
。
こ
の
仕
事
を
よ
ー
。」

俺
も
強
情
だ
か
ら
「
お
じ
さ
ん
何
言
っ
て
ん
だ
よ
。

年
の
こ
と
言
う
な
ら
、
お
じ
さ
ん
、
俺
は
お
袋
の

股
か
ら
差
し
金
も
っ
て
オ
ギ
ャ
ー
と
生
ま
れ
て
き

た
ん
だ
よ
」
っ
て
言
う
と
お
じ
さ
ん
が
、「
い
や
。

参
っ
た
。
お
前
に
は
参
っ
た
」
と
な
る
わ
け
で
す

よ
（
笑
）。
そ
し
て
「
お
じ
さ
ん
、
借
り
と
く
よ
。

次
の
時
返
す
よ
」
と
な
る
わ
け
。
そ
し
て
、
今
度

相
手
が
そ
の
お
じ
さ
ん
の
時
は
、
逆
に
う
ん
と
甘

く
測
っ
て
や
る
わ
け
で
す
よ
。「
今
日
の
と
こ
ろ

は
、
貸
し
と
い
て
や
る
ぜ
」
と
言
い
、
受
け
る
ほ

う
も
「
こ
の
借
り
は
、
次
に
返
す
よ
」
っ
て
い
う

ん
で
、
持
ち
つ
持
た
れ
つ
だ
っ
た
ん
で
す
。

川
並
は
水
都
江
戸

・

・

・

・

に
し
か

い
な
か
っ
た

―
江
戸
に
限
ら
ず
、
木
場
の
よ
う
に
木
材
を
商

っ
て
い
た
地
方
都
市
に
も
、
川
並
と
い
う
職
業
は

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
が
江
戸
だ
け
な
ん
で
す
ね
。
不
思
議

な
こ
と
に
。
木
場
と
い
う
の
は
、
も
く
（
木
）
の
場

所
「
木
場
」
だ
か
ら
、
江
戸
に
限
ら
な
い
わ
け
で

す
。
江
戸
深
川
の
木
場
は
、
徳
川
幕
府
に
よ
る
築

城
を
中
心
と
し
た
町
作
り
か
ら
、
木
材
市
場
が
活

況
を
呈
し
た
の
が
始
ま
り
。
だ
か
ら
木
場
も
川
並

も
、
寛
永
年
間
か
ら
約
四
百
年
の
歴
史
が
あ
り
ま

す
。
木
場
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
深
川
は
、
深
川

と
い
う
人
が
埋
め
立
て
た
干
拓
地
。
寛
永
十
八

（
一
六
四
一
）
年
の
大
火
の
後
、
材
木
置
き
場
は

火
災
を
お
こ
す
恐
れ
が
あ
る
か
ら
と
、
御
用
材
木

商
人
を
移
転
さ
せ
た
町
外
れ
の
河
口
が
今
の
深
川

で
す
。
こ
こ
に
独
自
の
情
緒
や
人
情
が
発
達
し
て
、

他
の
地
域
に
は
見
ら
れ
な
い
川
並
と
い
う
仕
事
の

需
要
を
生
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。

―
川
藤
さ
ん
が
本
格
的
に
川
並
と
な
ら
れ
た
、

昭
和
三
十
六
年
頃
に
は
、
川
並
の
親
方
の
は
何
人

ぐ
ら
い
い
ら
し
た
ん
で
し
ょ
う
か
。

確
か
な
数
字
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
親
方

は
二
十
人
ぐ
ら
い
い
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
下
に

そ
れ
ぞ
れ
十
人
ぐ
ら
い
の
若
い
衆
が
つ
い
て
い
ま

し
た
か
ら
、
全
部
で
二
百
人
は
い
た
の
で
し
ょ
う
。

ま
あ
、
丸
太
を
川
に
並
べ
て
点
呼
取
っ
た
か
ら
川

並
な
ん
だ
よ
。

角
乗
り

川
並
の
「
遊
び
」
が

「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
場

粋
の
見
せ
場
」
に

―
川
並
と
角
乗
り
と
は
ど
う
い
う
経
緯
で
つ
な

が
っ
て
く
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

慶
長
年
間
か
ら
、
約
四
百
年
に
な
ろ
う
か

と
い
う
の
が
角
乗
り
の
歴
史
で
す
。
江
戸
と
い
う

所
は
、
江
戸
城
の
築
城
の
た
め
に
、
全
国
か
ら
い

ろ
い
ろ
な
職
人
が
集
ま
っ
て
き
た
場
所
で
す
。
当

時
は
遊
び
が
あ
ま
り
な
い
時
代
で
す
よ
ね
。
職
人

に
は
娯
楽
と
い
う
も
の
が
な
か
っ
た
。
角
乗
り
と

い
う
の
は
、
川
並
と
い
う
職
業
の
人
間
が
、
余
技
、

娯
楽
と
し
て
編
み
出
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
仕

事
の
合
間
に
、
丸
太
を
回
し
て
み
る
。
と
こ
ろ
が
、

丸
太
じ
ゃ
簡
単
で
お
も
し
ろ
く
な
い
。
こ
う
い
う

余
技
と
い
う
の
は
難
し
い
ほ
う
が
楽
し
い
ん
で

す
。
ツ
ガ
材
は
角
材
で
来
ま
し
た
か
ら
、
今
度
は

角
材
を
回
し
て
み
る
。
角
材
と
い
う
の
は
、
水
面

に
対
し
て
斜
め
に
な
っ
て
浮
く
ん
で
す
。
そ
れ
を

回
す
に
は
、
角
材
の
角
の
所
に
足
の
土
踏
ま
ず
を

引
っ
か
け
て
い
く
。
足
の
裏
を
載
せ
る
の
だ
っ
て
、

新木場に材木屋が移転して跡地には、「都立木場公園」として憩いの空間
が提供されている。

富岡八幡宮の境内にある「木場の角乗り」碑
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面
が
四
つ
し
か
な
い
ん
で
す
。
そ
れ
に
比
べ
る
と

丸
太
は
、
足
を
引
っ
か
け
る
所
も
載
せ
る
所
も
無

数
に
あ
る
。
そ
れ
で
、
難
し
い
角
乗
り
を
夢
中
に

な
っ
て
練
習
し
て
、
回
せ
る
よ
う
に
な
る
と
下
駄

を
履
い
て
み
た
り
、
身
近
に
あ
る
扇
子
や
番
傘
を

持
っ
て
み
た
り
と
、
次
々
に
難
し
い
技
に
挑
戦
し

て
い
っ
た
ん
で
す
。
角
乗
り
と
い
う
の
は
、
川
並

の
余
技
、
娯
楽
で
あ
る
と
同
時
に
、
身
の
こ
な
し

を
洗
練
さ
せ
て
、
身
軽
に
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ

で
そ
れ
ら
の
す
べ
て
の
技
を
結
集
し
た
の
が
、
三

宝
乗
り
で
す
。

―
こ
こ
に
川
藤
さ
ん
が
、
三
宝
乗
り
を
披
露
さ

れ
て
い
る
写
真
が
あ
り
ま
す
が
。

あ
あ
、
こ
れ
は
明
治
百
年
の
記
念
の
時
の

写
真
だ
か
ら
、
一
九
六
八
（
昭
和
四
十
三
）
年
か

な
。
角
材
の
上
に
三
宝
を
三
段
重
ね
に
し
て
、
高

い
下
駄
を
履
き
、
扇
子
を
持
っ
て
演
じ
る
。
し
か

も
、
登
場
の
と
き
に
は
、
三
宝
の
上
に
あ
ぐ
ら
を

か
い
て
突
き
出
し
て
も
ら
っ
て
出
て
く
る
ん
で

す
。
あ
ぐ
ら
か
ら
ス
ッ
と
立
つ
と
、
野
原
に
一
本

の
杉
が
立
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
ん
で
す
ね
。

そ
こ
で
や
は
り
深
川
ら
し
く
、
粋
な
口
上
が
入
る
。

「
野
中
の
一
本
杉
で
ご
ざ
い
」
と
言
う
と
、
パ
ッ

と
立
つ
わ
け
で
す
。
そ
れ
か
ら
義
経
の
八
艘
飛
び
、

鵜
の
餌
拾
い
と
続
い
て
、
三
宝
を
ば
ら
し
て
角
材

の
上
に
飛
び
降
り
て
回
す
ん
で
す
が
、
そ
こ
で
も

「
こ
れ
よ
り
器
ば
ら
し
で
ご
ざ
い
ま
す
。
通
称
獅

子
の
子
落
と
し
、
親
獅
子
が
子
獅
子
を
谷
底
に
突

き
落
と
す
よ
う
に
見
え
ま
し
た
ら
ご
喝
采
」
と
口

上
が
入
り
ま
す
。
今
も
、
三
宝
乗
り
が
で
き
る
よ

う
に
、
会
員
に
は
、
全
部
教
え
て
い
ま
す
。

『
木
場
角
乗
り
保
存
会
』

―
現
在
、
東
京
木
場
角
乗
り
保
存
会
に
は
、
何

人
ぐ
ら
い
所
属
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
か
。

会
員
は
二
十
五
名
で
す
。
木
場
の
角
乗
り

は
、
一
九
五
二
（
昭
和
二
十
七
）
年
に
東
京
都
指

定
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
新
木

場
へ
の
移
転
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
こ
が
木

場
だ
っ
た
と
い
う
も
の
が
何
も
残
っ
て
い
な
い
。

そ
ん
な
状
況
に
義
憤
を
感
じ
て
、
保
存
会
に
入
る

深
川
生
ま
れ
の
若
者
も
多
い
ん
で
す
。
木
場
の
情

緒
が
な
く
な
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
は
、
川
が
な

く
な
り
、
堀
も
な
く
な
り
、
橋
も
な
く
な
っ
て
、

筏
も
浮
い
て
い
な
い
状
況
に
な
り
、
こ
こ
が
木
場

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
表
す
も
の
が
一
つ
も
な

い
。
角
乗
り
は
、
そ
う
い
う
意
味
か
ら
江
戸
文
化
、

江
戸
の
水
の
文
化
の
継
承
で
も
あ
り
ま
す
。

―
川
藤
さ
ん
が
川
並
に
な
ら
れ
た
頃
は
、
ま
だ

ま
だ
盛
ん
な
時
代
だ
っ
た
。

え
え
。
こ
の
写
真
で
私
の
後
ろ
に
座
っ
て

い
る
人
は
、
副
会
長
の
中
村
喜
三
郎
さ
ん
と
い
う

人
で
、
私
に
と
っ
て
お
師
匠
さ
ん
で
す
よ
。
私
が

角
乗
り
の
世
界
に
入
っ
た
時
に
、
こ
の
中
村
さ
ん

か
ら
「
お
前
は
川
並
の
伜
だ
し
、
お
前
の
親
父
に

俺
は
世
話
に
な
っ
て
い
る
。
お
前
は
将
来
、
角
乗

り
保
存
会
の
会
長
に
な
ら
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
人

間
な
ん
だ
か
ら
、
し
っ
か
り
や
っ
て
く
れ
」
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
中
村
さ
ん
は
そ
の
時
分
、
こ
の
三

宝
乗
り
を
や
っ
て
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
「
お
前

も
こ
れ
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
い
ず
れ
会
長

に
な
っ
て
く
れ
よ
」
と
ず
い
ぶ
ん
叩
き
込
ま
れ
ま

し
た
。

―
最
近
の
保
存
会
の
様
子
は
、
い
か
が
で
す
か
。

乗
る
の
は
速
く
上
達
す
る
け
れ
ど
、
色
気

が
な
い
ね
。
先
程
の
服
装
だ
っ
て
、
そ
ん
な
細
い

股
引
き
を
穿
く
の
は
粋
を
気
取
っ
て
の
こ
と
で
し

ょ
う
。
や
は
り
昔
は
遊
ぶ
所
で
も
色
街
が
あ
っ
て
、

自
然
と
身
に
つ
い
た
も
の
な
ん
だ
け
れ
ど
、
だ
ん

だ
ん
そ
う
い
う
わ
け
に
も
い
か
な
い
も
の
ね
。
本

来
、
芸
を
磨
い
て
、
木
の
知
識
も
あ
っ
て
、
色
気

も
な
く
ち
ゃ
川
並
は
一
人
前
じ
ゃ
な
か
っ
た
ん
だ

か
ら
。
鳶
口
（
注
8
）
を
使
え
る
人
も
い
な
く
な
っ

た
し
ね
。
筏
を
重
ね
て
置
く
と
場
所
を
取
ら
な
い

か
ら
、
組
ん
だ
筏
の
上
に
丸
太
を
引
き
上
げ
て
二

重
、
三
重
に
す
る
ん
だ
け
れ
ど
、
丸
太
に
鳶
口
を

打
た
な
い
で
人
が
打
っ
た
鳶
口
の
鉤か
ぎ

の
上
に
誤
っ

て
鳶
口
を
打
っ
ち
ゃ
う
。
す
る
と
す
か
さ
ず
「
バ

カ
ヤ
ロ
ー
、
お
灸
据
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
よ
」
と
怒

鳴
ら
れ
た
も
ん
で
す
。
昔
は
、
二
言
目
に
は
バ
カ

ヤ
ロ
ー
。
で
も
そ
れ
が
愛
情
表
現
だ
っ
た
ん
だ
よ
。

木
場
、
深
川
、
川
並
と
い
え
ば
、
や
は
り
八
幡
様

の
お
祭
り
。
富
岡
八
幡
の
お
祭
り
が
な
け
れ
ば
、

話
が
始
ま
ら
な
い
ん
だ
よ
。
そ
し
て
八
幡
様
の
お

祭
り
は
、
水
掛
け
祭
り
。
こ
こ
で
も
や
は
り
、
木

場
は
水
と
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
縁
が
あ
る
ん

だ
。

（1）
川
並
　
木
場
で
原
木
を
仕
分
け
、
検
品
す
る
川
並
鳶
の
こ
と
。

（2）
筏
師
　
原
木
を
ま
と
め
て
筏
に
組
み
、
運
ぶ
職
業
。

（3）
木
挽
き
　
製
材
職
人
。
今
で
も
最
高
級
の
丸
太
は
、
手
作
業

で
挽
く
と
い
う
。

（4）
荷
揚
げ
人
足
　
堀
に
面
し
た
材
木
倉
庫
に
横
付
け
さ
れ
た
舟

か
ら
、
人
力
で
材
木
を
運
び
上
げ
る
人
足
。

（5）
一
尺
は
約
三
十．

三
セ
ン
チ
。
一
寸
は
一
尺
の
十
分
の
一
。

（6）
石
数
　
体
積
の
単
位
。
材
木
の
場
合
、
一
石
は
十
立
方
尺
を

表
し
、
約
○．

二
八
立
法
メ
ー
ト
ル
。

（7）
ガ
リ
引
き
　
丸
太
を
引
っ
掻
い
て
、
字
を
書
く
道
具
。
彫
刻

刀
の
よ
う
な
形
状
を
し
て
い
る
。

（8）
鳶
口
　
丸
太
を
引
き
寄
せ
る
の
に
使
わ
れ
る
、
竹
竿
の
先
に

鉤
の
手
が
付
い
た
道
具
。

角
乗
り
の
技
の
最
高
峰
、「
三
宝
乗
り
」
を
披
露
す
る
若
き
日
の

川
藤
会
長
。
後
ろ
で
し
ゃ
が
ん
で
い
る
の
は
川
藤
会
長
の
師
匠

中
村
喜
三
郎
さ
ん
。

水掛け祭りで有名な富岡八幡宮。
木場、深川の心意気は、ここから発信する。
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【
銭
湯
】

◆
銭
湯
の
あ
る
街
、
見
直
そ
う
。
減
る
一

方
の
銭
湯
を
元
気
づ
け
、
ふ
れ
あ
い
の
あ

る
街
づ
く
り
を
考
え
よ
う
と
、
豊
島
区
街

づ
く
り
公
社
と
区
内
の
浴
場
組
合
が
手
を

組
ん
だ
「
と
し
ま
銭
湯
博
覧
会
」
が
、
あ

す
七
日
か
ら
開
か
れ
る
。
番
台
や
洗
い
場

な
ど
銭
湯
仕
立
て
に
し
た
会
場
で
の
展
示
、

講
演
に
、
ペ
ン
キ
絵
描
き
の
公
開
な
ど
を

通
じ
て
、「
風
呂
上
が
り
に
気
軽
に
そ
ぞ
ろ

歩
け
る
町
」
を
作
り
た
い
と
い
う
。
博
覧

会
は
、
池
袋
駅
に
近
い
区
民
セ
ン
タ
ー
が

主
会
場
。（
一
九
九
六
年
三
月
六
日
　
朝
日
）

◆
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
建
て
ら
れ
、

今
は
姿
を
消
し
た
銭
湯
の
写
真
な
ど
を
集

め
た
展
覧
会
が
目
黒
区
原
町
二
丁
目
の
永

生
湯
で
開
か
れ
て
い
る
。
永
生
湯
も
今
月

二
十
七
日
で
閉
店
す
る
。「
庶
民
文
化
探
究

家
」
町
田
忍
さ
ん
が
、
永
生
湯
を
は
じ
め
、

全
国
を
歩
い
て
撮
り
た
め
た
作
品
を
展
示

し
て
い
る
。

（
一
九
九
七
年
八
月
二
十
三
日
　
朝
日
）

【
和
船
・
船
】

◆
船
大
工
の
八
代
目
で
江
東
区
の
無
形
文

化
財
（
工
芸
技
術
）
に
登
録
さ
れ
て
い
る

佐
野
一
郎
さ
ん
が
、
区
教
委
の
依
頼
で
三

十
八
年
ぶ
り
に
製
作
し
た
和
船
が
完
成
、

作
業
場
の
そ
ば
の
砂
町
運
河
で
無
事
進
水

し
た
。
和
船
は
、
全
長
十
メ
ー
ト
ル
、
幅

一
・
八
メ
ー
ト
ル
。
ス
ギ
と
ヒ
ノ
キ
を
使

い
、
川
遊
び
用
の
船
を
モ
デ
ル
に
し
て
い

る
。
進
水
式
で
は
、
佐
野
さ
ん
が
船
首
に

コ
メ
と
塩
を
盛
り
、
酒
を
船
内
に
ま
い
た

あ
と
、
船
を
川
面
に
下
ろ
し
た
。
和
船
は

区
教
委
に
寄
贈
さ
れ
る
。

（
一
九
九
六
年
三
月
二
十
三
日
　
朝
日
）

◆
江
東
の
船
頭
さ
ん
の
会
が
江
戸
時
代
の

渡
し
再
現
。
川
と
の
暮
ら
し
伝
え
る
橋
渡

し
役
に
。
江
東
区
が
所
有
す
る
伝
統
的
な

木
造
船
を
操
る
船
頭
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ

「
和
船
友
の
会
」
が
、
江
戸
時
代
に
あ
っ
た

小
名
木
川
の
渡
し
を
再
現
し
よ
う
と
毎
週

水
曜
日
に
操
船
の
練
習
に
励
ん
で
い
る
。

「
水
の
街
に
育
っ
た
子
供
た
ち
に
も
っ
と
川

に
親
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
意
気
込
む
の
は

事
務
局
長
を
務
め
る
河
合
末
二
さ
ん
。
江

東
区
は
横
十
間
川
親
水
公
園
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
、
伝
馬
船
と
網
船
を
公
園
内
に
係

留
し
て
い
る
。
昨
年
三
月
、
こ
の
和
船
の

こ
ぎ
手
を
区
が
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
四
十

年
も
前
に
漁
師
を
し
て
い
た
人
な
ど
、
腕

に
覚
え
の
あ
る
五
十
代
か
ら
七
十
代
の
男

性
二
十
二
人
が
江
東
、
墨
田
、
足
立
区
か

ら
集
ま
っ
た
。
こ
の
時
の
メ
ン
バ
ー
を
中

心
に
和
船
友
の
会
が
で
き
た
。

（
一
九
九
六
年
四
月
六
日
　
朝
日
）

◆
江
戸
の
昔
か
ら
伝
わ
る
舟
遊
び
を
楽
し

ん
で
下
さ
い
、
と
江
戸
川
区
内
に
あ
る
十

八
軒
の
船
宿
で
組
織
し
て
い
る
「
江
戸
川

遊
漁
船
組
合
」
が
、
五
月
一
日
か
ら
屋
形

船
の
紹
介
月
間
と
し
て
割
引
料
金
で
奉
仕

す
る
。
川
の
浄
化
が
進
み
、
自
然
と
親
し

め
る
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
と
し
て
人
気
の
出

て
き
た
屋
形
船
の
よ
さ
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
企
画
し
た
。

（
一
九
九
六
年
五
月
一
日
　
朝
日
）

◆
和
船
、「
最
後
の
船
」
再
生
に
腕
振
る
う
。

船
大
工
の
技
術
を
何
と
か
伝
え
た
い
と
藤

原
さ
ん
は
考
え
て
い
る
。
二
十
二
年
ぶ
り

に
戻
っ
て
き
た
「
わ
が
子
」
は
、
思
い
の

ほ
か
元
気
だ
っ
た
。
船
大
工
の
藤
原
一
善

さ
ん
（
墨
田
区
江
東
橋
）
は
、
目
を
細
め

る
。
船
遊
び
の
一
番
楽
し
い
季
節
に
間
に

合
う
よ
う
、
立
派
な
姿
に
し
て
や
ろ
う
。

杉
材
の
そ
の
和
船
は
、
江
東
区
に
あ
る
横

十
間
川
親
水
公
園
の
一
角
に
、
十
㍍
近
い

身
を
横
た
え
て
い
る
。
藤
原
さ
ん
が
、
江

東
橋
の
酒
店
主
、
藤
倉
隆
三
さ
ん
の
注
文

で
一
九
七
四
年
に
造
っ
た
、
江
戸
前
の
荷

足
船
だ
。

（
一
九
九
六
年
六
月
十
三
日
　
読
売
）

◆
東
京
湾
の
養
殖
海
苔
の
採
取
に
使
わ
れ

た
和
船
を
造
る
技
術
を
紹
介
す
る
特
別
展

が
、
き
ょ
う
二
十
九
日
か
ら
、
大
田
区
立

郷
土
博
物
館
で
始
ま
る
。
館
内
で
実
際
に
、

和
船
の
「
釣
り
舟
」
の
復
元
作
業
が
行
わ

れ
る
。
請
け
負
っ
た
地
元
の
四
人
兄
弟
は
、

か
つ
て
船
大
工
と
し
て
な
ら
し
た
人
た
ち

ば
か
り
で
、「
い
い
仕
事
を
お
見
せ
し
た
い
」

と
張
り
切
っ
て
い
る
。

（
一
九
九
六
年
九
月
二
十
九
日
　
読
売
）

◆
か
つ
て
日
本
一
の
海
苔
生
産
地
だ
っ
た

大
田
区
大
森
地
区
に
残
っ
て
い
た
最
後
の

海
苔
船
が
、
廃
船
と
な
っ
て
同
区
南
馬
込

の
区
立
郷
土
博
物
館
に
保
存
さ
れ
る
事
に

な
り
、
七
日
、
引
上
げ
作
業
が
行
わ
れ
た
。

（
一
九
九
八
年
八
月
八
日
　
読
売
）

【
水
運
の
興
亡
】

◆
多
摩
川
水
上
バ
ス
、
九
七
年
度
に
も
免

許
申
請
、
川
崎
市
、
発
着
場
建
設
へ
協
議
。

川
崎
市
は
多
摩
川
で
水
上
バ
ス
を
運
航
す

る
計
画
に
つ
い
て
、
九
七
年
度
に
も
運
輸

省
に
運
航
免
許
を
申
請
す
る
方
針
を
固
め

た
。
今
年
九
月
を
め
ど
にJR

川
崎
駅
付
近

に
発
着
場
を
建
設
す
る
手
続
き
に
入
り
、

併
せ
て
運
航
計
画
を
策
定
す
る
。
早
け
れ

ば
九
八
年
度
に
も
運
行
を
開
始
す
る
見
通

し
。
船
上
か
ら
眺
め
る
都
市
景
観
や
野
鳥

な
ど
、
新
し
い
観
光
資
源
と
し
て
売
り
込

み
、
市
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
狙
う
。

（
一
九
九
六
年
三
月
八
日
　
日
経
）

◆
明
治
以
降
の
近
代
化
で
、
い
っ
た
ん
は

廃
れ
た
船
に
よ
る
河
川
輸
送
の
「
舟
運
」

を
復
活
さ
せ
よ
う
と
、
建
設
省
が
検
討
を

進
め
て
い
る
。
都
市
の
交
通
渋
滞
や
排
ガ

ス
問
題
の
解
消
に
加
え
て
、
災
害
時
に
強

い
輸
送
手
段
と
し
て
も
見
直
す
意
義
が
あ

る
と
し
て
、
現
代
版
「
高
瀬
舟
」
構
想
が

浮
上
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
で
も
同
様
の
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
い
、
建
設

省
は
今
年
策
定
す
る
「
第
九
次
治
水
事
業

五
カ
年
計
画
」
に
盛
り
込
む
方
針
だ
。
河

川
舟
運
や
「
内
陸
水
運
」
へ
の
取
り
組
み

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
一
九
八
十
年
代
か

ら
本
格
化
。
欧
州
共
同
体
（
Ｅ
Ｃ
）
は

「
環
境
に
や
さ
し
い
輸
送
手
段
」
と
し
て
重

視
す
る
一
方
、
ラ
イ
ン
川
の
支
流
の
マ
イ

ン
川
と
ド
ナ
ウ
川
を
運
河
で
結
ぶ
「
マ
イ

ン
・
ド
ナ
ウ
運
河
」
が
開
通
し
た
こ
と
に

象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
、
内
陸
水
運
の
新
設

や
増
深
・
拡
幅
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
る

と
い
う
。

（
一
九
九
六
年
五
月
三
十
日
　
朝
日
）

◆
東
京
伝
説
。
東
京
は
、
江
戸
の
昔
か
ら

「
水
の
都
」
だ
っ
た
。
運
河
や
掘
割
が
縦
横

に
走
り
、
米
や
塩
、
木
材
、
薪
炭
な
ど
全

国
か
ら
の
物
資
が
舟
で
上
が
っ
た
。
か
っ

て
は
物
流
の
大
動
脈
。
江
戸
期
に
完
成
の

「
水
の
都
」。
埋
め
立
て
進
み
情
緒
薄
れ
る
。

（
一
九
九
七
年
一
月
二
十
七
日
　
読
売
）

◆
江
東
区
直
営
・
水
上
バ
ス
。
時
代
の
荒

波
高
く
新
年
度
廃
止
検
討
。
江
東
区
の
水

上
バ
ス
船
長
、
小
泉
二
治
夫
さ
ん
の
元
に
、

横
浜
市
内
の
ド
ッ
ク
で
冬
場
の
検
査
を
終

え
た
愛
船
「
か
わ
な
み
」
が
戻
っ
て
き
た
。

水
上
バ
ス
の
船
長
に
な
る
以
前
、
材
木
を

い
か
だ
に
し
て
下
町
の
運
河
を
往
復
す
る

「
引
き
船
」
の
船
長
を
二
十
三
年
間
も
続
け

て
い
た
。
浅
瀬
の
位
置
や
波
の
高
さ
を
知

り
尽
く
し
て
い
る
小
泉
さ
ん
の
経
験
は
、

安
全
運
転
を
求
め
ら
れ
る
水
上
バ
ス
に
必

要
不
可
欠
。

（
一
九
九
七
年
二
月
二
十
五
日
　
読
売
）

◆
隅
田
川
最
後
の
渡
し
船
で
、
昭
和
の
初

め
ま
で
運
航
さ
れ
て
い
た
「
竹
屋
の
渡
し
」

が
三
日
、
再
現
さ
れ
た
。
台
東
区
制
五
十

年
を
記
念
し
た
催
し
の
ひ
と
つ
で
、
同
区

や
、
職
員
ら
で
つ
く
る
「
東
京
・
下
町
ラ

イ
ブ
計
画
実
行
委
員
会
」
が
企
画
し
た
。

（
一
九
九
七
年
五
月
四
日
　
朝
日
）

news storys of water

※ご紹介するのは、データベース化した水に関する新聞記事より、朝日、読売、日経、日経産業の記事の一部分です。どの記事も要約されたものです。



◆
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
を
含
む
島
々
と
半
島
か

ら
成
る
巨
大
都
市
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
近
年
、

通
勤
な
ど
市
民
の
足
と
し
て
フ
ェ
リ
ー
交

通
網
が
急
成
長
、「
水
の
都
・
ベ
ネ
チ
ア
化
」

が
進
ん
で
い
る
。
渋
滞
に
あ
え
ぐ
陸
を
嫌

い
、
川
面
を
揺
ら
れ
往
来
す
る
人
々
の
数

は
ま
す
ま
す
増
え
そ
う
だ
。

（
一
九
九
七
年
五
月
二
十
二
日
　
読
売
）

◆
震
災
に
備
え
「
舟
運
」
整
備
。
江
戸
、

明
治
時
代
に
栄
え
た
「
舟
運
」
を
復
活
さ

せ
よ
う
と
、
建
設
省
は
来
年
度
か
ら
荒
川
、

江
戸
川
、
淀
川
の
三
河
川
で
航
路
の
整
備

に
乗
り
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

（
一
九
九
七
年
十
月
六
日
　
読
売
）

◆
河
川
舟
運
を
都
心
で
活
用
。
物
流
効
率

化
へ
建
設
省
。
建
設
省
は
都
心
の
物
流
効

率
化
を
進
め
よ
う
と
、
河
川
舟
運
を
活
用

す
る
基
盤
整
備
に
乗
り
出
す
。

（
一
九
九
八
年
一
月
三
日
　
日
経
）

◆
伊
勢
神
宮
の
「
ご
神
木
」
な
ど
を
宮
川

を
下
っ
て
伊
勢
ま
で
運
ん
だ
筏
（
い
か
だ
）

師
が
、
三
重
県
宮
川
村
で
半
世
紀
ぶ
り
に

復
活
し
た
。
消
え
行
く
技
を
記
録
に
残
そ

う
と
、
村
が
地
元
の
最
後
の
筏
師
、
熊
野

金
三
さ
ん
に
依
頼
し
た
。

（
一
九
九
八
年
三
月
二
十
日
　
朝
日
）

◆
新
た
に
標
識
を
設
置
。
建
設
省
は
二
十

八
日
、
河
川
で
の
船
舶
通
航
の
基
本
ル
ー

ル
を
新
た
に
策
定
す
る
方
針
を
固
め
た
。

建
設
省
は
、
道
路
渋
滞
の
緩
和
や
災
害
時

の
物
資
輸
送
で
河
川
舟
運
が
有
効
と
判
断

し
、
そ
の
た
め
に
は
全
国
の
河
川
で
統
一

さ
れ
た
ル
ー
ル
が
不
可
欠
と
判
断
し
た
。

（
一
九
九
八
年
三
月
二
十
九
日
　
読
売
）

◆
上
水
の
通
船
。
玉
川
浄
水
に
船
が
通
っ

て
い
た
。
大
量
物
流
を
先
取
り
。「
飲
み
水

汚
す
」
と
二
年
で
幕
。

（
一
九
九
八
年
五
月
二
十
五
日
　
読
売
）

◆
川
崎
市
が
幸
区
幸
町
の
多
摩
川
河
川
敷

に
整
備
し
て
き
た
水
上
バ
ス
発
着
場
が
完

成
し
た
。
災
害
時
の
緊
急
物
資
荷
揚
げ
施

設
も
兼
ね
る
発
着
場
か
ら
は
臨
海
副
都
心

を
巡
る
水
上
バ
ス
が
運
行
新
し
い
観
光
コ

ー
ス
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。

（
一
九
九
八
年
五
月
三
十
日
　
日
経
）

◆
陸
上
交
通
の
発
達
に
伴
い
衰
退
し
た
河

川
舟
運
の
復
活
を
提
言
す
る
報
告
書
を
、

建
設
省
河
川
局
長
の
私
的
諮
問
機
関
「
河

川
舟
運
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」
が
ま
と

め
た
。
今
年
度
か
ら
、
荒
川
、
江
戸
川
、

淀
川
で
船
着
き
場
整
備
や
川
底
の
掘
削
な

ど
に
着
手
す
る
。
し
か
し
、
河
川
管
理
者

が
条
件
整
備
を
進
め
て
も
、
問
題
は
ど
れ

だ
け
需
要
を
喚
起
で
き
る
か
だ
。

（
一
九
九
八
年
六
月
二
日
　
読
売
）

◆
川
崎
市
の
多
摩
川
河
口
と
東
京
・
お
台

場
を
結
ぶ
、
同
市
の
観
光
水
上
バ
ス
が
初

出
航
し
た
。
水
上
バ
ス
は
、
建
設
省
が
同

市
と
進
め
た
治
水
事
業
の
「
ス
ー
パ
ー
堤

防
」
に
合
わ
せ
て
建
設
し
た
、
多
目
的
桟

橋
を
利
用
し
た
も
の
。

（
一
九
九
八
年
七
月
一
日
　
読
売
）

◆
江
東
区
は
十
日
、
区
営
の
水
上
バ
ス
事

業
を
九
九
年
四
月
に
客
船
運
航
を
手
掛
け

る
民
間
企
業
の
海
洋
商
船
へ
譲
渡
す
る
と

発
表
し
た
。
休
止
を
決
定
し
て
い
た
が
、

同
社
か
ら
事
業
譲
渡
の
申
し
出
が
あ
っ
た

た
め
事
業
を
継
承
す
る
。

（
一
九
九
八
年
九
月
十
一
日
　
日
経
）

◆
東
京
都
内
の
荒
川
流
域
で
、
全
国
初
と

な
る
河
川
通
航
標
識
の
設
置
作
業
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

（
一
九
九
八
年
十
一
月
五
日
　
読
売
）

◆
水
の
都
・
新
潟
に
舟
運
を
復
活
さ
せ
よ

う
と
、
地
元
有
志
が
市
民
か
ら
出
資
を
募

り
船
会
社
を
設
立
し
た
。
そ
の
名
も
「
信

濃
川
ウ
ォ
ー
タ
ー
シ
ャ
ト
ル
」。
河
口
か
ら

中
流
部
ま
で
水
上
バ
ス
を
十
五
〜
二
十
分

間
隔
で
走
ら
せ
、
日
常
生
活
の
足
に
す
る
。

（
一
九
九
八
年
十
一
月
十
八
日
　
日
経
）

◆
よ
み
が
え
る
下
町
の
舟
運
。
荒
川
と
隅

田
川
。
東
京
の
下
町
を
南
北
に
貫
く
二
つ

の
川
が
、
そ
の
間
を
流
れ
る
内
部
河
川
を

通
じ
て
結
ば
れ
る
事
に
な
っ
た
。
建
設
省

が
、
約
二
十
年
前
に
撤
去
さ
れ
た
荒
川
と

内
部
河
川
を
つ
な
ぐ
水
位
調
節
の
た
め
の

「
閘
門
」
を
復
活
さ
せ
る
も
の
で
、
年
度
内

に
も
着
工
、
五
年
後
の
完
成
を
目
指
す
。

（
一
九
九
九
年
二
月
二
十
五
日
　
読
売
）

◆
荒
川
使
い
物
流
効
率
化
。
河
川
で
の
舟

の
運
航
を
活
用
し
て
都
心
部
の
物
流
を
効

率
化
す
る
試
み
が
進
ん
で
い
る
。
建
設
省

を
中
心
に
学
識
経
験
者
や
民
間
事
業
者
、

自
治
体
関
係
者
ら
が
荒
川
下
流
部
の
舟
運

を
検
討
す
る
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
十
日

に
土
砂
を
運
搬
す
る
実
験
を
し
た
。

（
一
九
九
九
年
三
月
十
一
日
　
日
経
）

◆
川
を
行
き
来
す
る
船
に
も
交
通
標
識
を

と
、
建
設
省
が
全
国
に
先
駆
け
て
荒
川
に

試
験
的
に
設
置
し
た
「
河
川
通
航
標
識
」

が
好
評
だ
。
同
川
を
運
航
す
る
船
会
社
か

ら
は
「
川
の
状
況
が
分
か
っ
て
便
利
」、
付

近
の
住
民
か
ら
は
「
川
の
風
景
と
し
て
も

楽
し
い
」
と
い
っ
た
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

（
一
九
九
九
年
四
月
十
四
日
　
読
売
）

【
水
都
の
伝
統
と
智
恵
】

◆
水
郷
の
町
・
千
葉
県
佐
倉
市
の
市
立
水

生
植
物
園
で
八
日
、
花
嫁
が
小
舟
に
乗
っ

て
嫁
ぎ
先
に
向
か
う
「
嫁
入
り
舟
」
の
風

習
が
再
現
さ
れ
た
。
嫁
入
り
舟
は
、
昭
和

四
十
年
ご
ろ
ま
で
水
郷
地
区
で
よ
く
見
か

け
ら
れ
た
結
婚
風
景
。
同
園
で
開
催
中
の

「
あ
や
め
祭
り
」
に
合
わ
せ
、
記
念
行
事
と

し
て
実
現
し
た
。

（
一
九
九
六
年
六
月
九
日
　
読
売
）

◆
「
大
垣
は
水
の
都
で
し
ょ
。
川
が
多
く
、

か
っ
て
自
噴
水
と
い
う
井
戸
水
が
ど
こ
で

も
わ
き
出
て
い
た
。
昔
は
そ
の
水
を
井
戸

槽
（
ぶ
ね
）
に
た
め
、
夏
に
は
野
菜
や
果

物
の
他
、
ま
ん
じ
ゅ
う
ま
で
冷
や
し
て
売

っ
て
い
た
。
そ
れ
を
二
十
年
前
に
復
活
さ

せ
た
ん
で
す
」
そ
う
教
え
て
く
れ
た
の
は

「
金
蝶
園
総
本
家
」
の
女
将
（
お
か
み
）、

北
野
和
子
さ
ん
。
ア
ン
玉
を
、
ク
ズ
、
ワ

ラ
ビ
粉
を
練
っ
て
、
た
い
た
も
の
で
包
ん

で
あ
り
、
つ
る
っ
と
し
た
口
当
た
り
。
こ

の
ま
ん
じ
ゅ
う
を
売
る
店
が
増
え
、
夏
の

風
物
詩
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

（
一
九
九
六
年
八
月
八
日
　
読
売
）

◆
水
郷
の
街
か
ら
。
葛
飾
・
水
元
地
区
。

軒
下
の
小
舟
、
水
害
の
記
憶
。
消
え
行
く

「
水
塚
」。
葛
飾
地
区
東
水
元
。
こ
こ
で
農

業
を
営
む
大
須
賀
達
雄
さ
ん
の
敷
地
に
は
、

「
水
塚
」（
み
つ
か
）
と
呼
ば
れ
る
水
害
避

難
用
の
小
屋
が
、
今
も
残
っ
て
い
る
。
か

っ
て
水
田
地
帯
だ
っ
た
水
元
は
、「
水
害
地

帯
」
で
も
あ
っ
た
。
か
っ
て
利
根
川
流
域

に
残
る
水
塚
を
調
査
し
た
埼
玉
県
岩
槻
市

立
慈
恩
寺
小
の
小
林
文
男
教
諭
が
語
る
。

「
治
水
行
政
だ
け
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、

水
塚
の
よ
う
な
、
伝
統
と
歴
史
が
あ
る
先

人
の
知
恵
を
水
害
対
策
に
ど
う
生
か
し
て

い
く
か
が
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
は
な
い

か
」

（
一
九
九
七
年
十
月
十
日
　
読
売
）

◆
大
雨
の
時
は
水
面
下
。「
沈
下
橋
」
を
ご

存
知
だ
ろ
う
か
。
昭
和
初
期
の
財
政
難
下

に
考
え
出
さ
れ
、
以
来
、
高
知
県
内
を
中

心
に
造
ら
れ
て
き
た
簡
易
な
コ
ン
ク
リ
ー

ト
橋
だ
。
土
手
か
ら
土
手
で
は
な
く
水
際

か
ら
水
際
の
最
短
を
結
び
、
橋
脚
も
低
く
、

大
水
の
際
に
は
水
面
下
に
沈
む
こ
と
か
ら

そ
の
名
が
つ
い
た
。
日
本
最
後
の
清
流
、

四
万
十
川
に
は
、
本
支
流
合
わ
せ
て
約
五

十
も
の
沈
下
橋
が
残
っ
て
い
る
が
、
欄
干

も
な
い
一
車
線
の
橋
だ
け
に
、
次
々
と
架

け
替
え
ら
れ
、
数
を
減
ら
し
て
き
た
。
そ

の
四
万
十
川
の
沈
下
橋
が
、
公
共
工
事
の

発
想
の
転
換
と
と
も
に
全
面
保
存
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

（
一
九
九
七
年
十
月
十
六
日
　
読
売
）
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江東区の水上バス。全国初の自治体直営水上バスとして1985（昭和60）年に登場した。新た
な下町の足として当初脚光を浴びたが、92（平成４）年度の年間乗降客33,000人をピーク
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き継がれ近く再出発の予定。（写真提供：江東区）

四万十川にかかる沈下橋（高知）



三
％
、
都
心
部
で
は
八
割
以
上
の
地
域
も
あ
り
ま

す
。
で
す
か
ら
こ
れ
か
ら
は
、
古
い
下
水
道
管
の

交
換
と
能
力
ア
ッ
プ
を
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

ま
た
下
水
道
管
に
限
ら
ず
、
処
理
場
な
ど
の
基

幹
施
設
の
老
朽
化
も
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
汚

水
の
量
は
、
戦
前
の
四
倍
、
昭
和
三
十
年
代
の
二

倍
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
が
現
状
で
す
か
ら
、
基

礎
的
水
準
を
向
上
さ
せ
る
の
は
急
務
で
す
。

―
老
朽
化
し
た
下
水
道
の
再
構
築
。
具
体
的
に

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
う
の
で
す
か
。

下
水
道
局

も
ち
ろ
ん
、
五
十
年
経
っ
た
か
ら
す

ぐ
に
交
換
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
で
管
の
中
を
調
査
し
、
問
題
の
あ

る
箇
所
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
今
はSPR

工
法
と

い
っ
て
、
地
面
を
掘
り
返
さ
ず
に
管
の
内
部
を
被

覆
し
て
、
管
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
方
法
が
開
発

さ
れ
て
き
ま
し
て
、
低
コ
ス
ト
で
の
作
業
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
能
力
ア
ッ
プ
に
つ
き
ま
し

て
は
、
雨
水
流
出
係
数
（
下
水
道
管
に
流
れ
込
む

雨
水
の
割
合
）
の
増
加
に
追
い
つ
か
な
い
地
域
で
、

下
水
道
の
新
設
、
取
り
替
え
に
よ
り
能
力
増
強
を

図
る
こ
と
な
ど
で
対
応
し
て
い
ま
す
。「
維
持
管

理
し
や
す
い
下
水
道
」
と
い
う
目
標
も
挙
げ
て
い

ま
す
が
、
具
体
的
な
例
を
挙
げ
ま
す
と
、
《
伏
せ

越
し
管
》
と
い
う
の
は
ご
存
知
で
す
か
。
た
と
え

ば
地
下
鉄
の
様
な
障
害
物
が
あ
る
箇
所
を
下
水
道

が
ま
た
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
場
合
、
ク
ラ
ン
ク

状
に
管
を
い
っ
た
ん
下
げ
て
、
ま
た
元
の
水
準
ま

で
戻
す
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
《
伏
せ
越
し
管
》
で
す
。
水
道
管
の
よ
う
に
水

に
圧
力
が
か
か
っ
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
低
く
な
っ

た
箇
所
に
汚
泥
な
ど
が
溜
ま
り
、
詰
ま
っ
て
き
て

し
ま
う
の
で
す
。
そ
こ
で
《
伏
せ
越
し
》
を
解
消

し
、
詰
ま
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
特
に
阪

神
大
震
災
で
は
、
マ
ン
ホ
ー
ル
と
管
と
の
継
ぎ
目

が
一
番
弱
く
そ
の
教
訓
を
生
か
し
、
管
と
の
継
ぎ

目
が
動
く
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
対
策
を
講
じ
る

予
定
で
す
。

情
報
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
活
用

―
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
が
下
水
道
管
に
敷

設
さ
れ
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
が
。

下
水
道
局

下
水
道
管
理
用
に
利
用
さ
れ
て
い
る

部
分
が
多
い
の
が
、
現
状
で
す
。
私
た
ち
で
は

「
ソ
フ
ト
プ
ラ
ン
―Sew

er
O
pticalFiber

Telew
ay

N
etw
ork
P
lan

―
」
と
い
っ
て
い
ま
す
。
下
水
道

の
管
理
施
設
な
ど
が
百
六
十
カ
所
ほ
ど
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
れ
ら
を
光
フ
ァ
イ
バ
ー
で
つ
な
い
で
業

務
に
活
用
し
て
い
こ
う
と
い
う
の
が
当
初
の
目
的

で
し
た
。
ま
た
地
域
防
災
機
関
な
ど
を
つ
な
げ
る

こ
と
で
、
将
来
的
に
は
そ
の
先
の
一
般
家
庭
に
ま

で
、
利
用
を
広
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

―
二
十
三
区
の
下
水
道
総
延
長
が
、
一
万
五
千

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
い
う
お
話
で
し
た
が
、
そ
の
う

ち
光
フ
ァ
イ
バ
ー
が
敷
設
さ
れ
て
い
る
の
は
ど
れ

ぐ
ら
い
に
な
り
ま
す
か
。

下
水
道
局

計
画
で
は
八
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
現

在
は
四
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
敷
設
済
み
で
す
。
残

り
も
十
年
程
度
で
敷
設
す
る
予
定
で
す
。
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ここ数年の新聞記事を見ると、「マンホールをアンテナ

にして通信に利用する」「下水道に光ファイバーが張り巡

らされる」といった見出しが目に付きます。下水道が排水

処理という本来の目的と共に、新たな都市インフラとして

利用されるようになってきていることがわかります。しか

し、私たちにはなかなか家庭の排水口の向こう側が見えな

いものです。そこで、いま何が下水道に起こっているのか

東京都下水道局を訪ねてみました。

下水道整備の考え方

テーマ 3 進化する下水と河川

光ファイバー敷設ロボット（写真提供：東京都下水道局）

下
水
道
管
の
老
朽
化

―
下
水
道
管
老
朽
化
の
進
む
ス
ピ
ー
ド
が
早
い

よ
う
で
す
ね
。

下
水
道
局

そ
れ
に
は
、
今
ま
で
普
及
を
最
優
先

に
し
て
き
た
と
い
う
背
景
が
あ
り
ま
す
。
一
九
九

四
（
平
成
六
）
年
に
二
十
三
区
内
で
約
一
万
五
千

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
お
お
む
ね
百
％
の
普
及
率
に
達

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
老
朽
化
対
策
の
方
は
手
つ

か
ず
で
き
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
下
水
道
百
年
の

歴
史
で
、
下
水
道
の
普
及
に
全
精
力
を
注
い
で
き

た
わ
け
で
す
。
下
水
道
管
の
耐
用
年
数
は
五
十
年

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
耐
用
年
数
を
越
え

た
も
の
が
一
万
五
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、
二

千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
全
体
の
十

interview
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―
暮
ら
し
を
変
え
る
具
体
的
な
利
用
構
想
は
進

ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

今
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て

は
、
防
災
、
医
療
、
教
育
な
ど
へ
の
活
用
が
あ
り

ま
す
。
実
は
、
一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
十
二
月

に
下
水
道
法
が
改
正
に
な
り
ま
し
て
、
下
水
道
空

間
を
電
気
通
信
事
業
者
な
ど
に
利
用
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
三

十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
使
用
許
可
を
出
し
て

い
ま
す
。

―
一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
に
「
マ
ン
ホ
ー
ル
に

ア
ン
テ
ナ
」
と
い
う
新
聞
記
事
が
あ
り
ま
し
た
が
。

実
験
を
終
了
し
て
、
開
発
が
終
わ
っ

た
段
階
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。
マ
ン
ホ
ー
ル
は
、

約
三
十
メ
ー
ト
ル
に
一
個
、
一
九
九
八
（
平
成
十
）

年
度
末
で
二
十
三
区
内
に
四
十
六
万
七
千
個
あ
り

ま
す
か
ら
、
う
ま
く
利
用
す
れ
ば
大
き
な
力
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
電
気
通
信
事
業
者
な
ど
と
の
連

携
が
で
き
れ
ば
、
す
ぐ
に
実
現
す
る
と
思
い
ま
す
。

下
水
道
に
対
す
る
意
識

水
に
流
し
て
も
ら
っ
て
は

困
り
ま
す

―
お
話
を
う
か
が
う
と
、
下
水
道
は
、
上
水
道

と
比
べ
て
も
話
が
多
方
面
に
渡
り
、
配
慮
す
べ
き

点
も
非
常
に
複
雑
で
す
ね
。

そ
の
通
り
で
す
。
利
用
法
が
多
方
面

な
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
他
地
域
と
の
調
整
が
必

要
に
な
る
と
い
う
面
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
一

番
問
題
な
の
は
、
廃
棄
物
は
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
一

番
後
回
し
に
な
る
と
い
う
点
、
人
の
目
に
触
れ
に

く
い
と
い
う
点
で
す
。
昔
で
し
た
ら
、
汲
み
取
り

式
の
ト
イ
レ
か
ら
水
洗
ト
イ
レ
に
な
っ
た
と
き
は
、

非
常
に
う
れ
し
か
っ
た
わ
け
で
す
。
こ
れ
も
下
水

道
が
普
及
し
た
お
か
げ
だ
と
。
し
か
し
、
今
で
は

水
洗
ト
イ
レ
で
あ
る
こ
と
が
当
た
り
前
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
で
す
か
ら
、
下
水
道
の
再
構
築
と
言
っ

て
も
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
に
く
い
の
で
す
。

で
す
か
ら
今
後
は
、
い
か
に
再
構
築
の
必
要
性
を

訴
え
て
い
く
の
か
が
問
わ
れ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

―
確
か
に
気
持
ち
の
中
で
は
、
下
水
道
の
問
題

は
も
う
終
了
し
た
も
の
と
思
い
が
ち
で
す
ね
。

え
え
。
都
民
が
水
環
境
か
ら
遮
断
さ

れ
た
こ
と
が
、
そ
の
風
潮
に
拍
車
を
か
け
た
と
思

い
ま
す
。
臭
い
小
さ
い
川
は
蓋
を
し
て
暗
渠
に
し
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
に
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
か

ら
、
水
環
境
が
目
に
見
え
な
く
な
り
、
無
関
心
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。
現
在
、
都
民
の
目
に
触

れ
る
の
は
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
だ
け
で
す
。
し
か
し

例
え
ば
、
東
京
湾
の
富
栄
養
化
と
い
う
問
題
は
、

危
機
的
状
況
に
あ
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
一
九
七

〇
（
昭
和
四
十
五
）
年
の
公
害
が
社
会
問
題
化
し

た
頃
と
比
べ
れ
ば
格
段
に
良
く
な
っ
て
、
隅
田
川

に
も
快
適
に
舟
な
ど
浮
か
べ
ら
れ
る
よ
う
に
は
な

っ
て
い
る
の
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
現
状
で
は
だ
め

な
の
で
す
ね
。

―
こ
れ
ら
問
題
の
解
決
に
は
、
下
水
道
局
だ
け

で
は
な
く
、
河
川
管
理
者
や
上
流
部
と
の
連
携
も

必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
ね
。

そ
の
通
り
で
す
。
新
宿
副
都
心
の
高

層
ビ
ル
街
で
は
、
ト
イ
レ
用
水
の
三
分
の
一
を
中

水
（
処
理
水
）
で
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

用
途
に
応
じ
た
無
駄
の
な
い
水
利
用
シ
ス
テ
ム
を

構
築
す
る
こ
と
で
、
ダ
ム
か
ら
の
取
水
量
を
少
し

で
も
減
ら
そ
う
と
い
う
発
想
か
ら
き
て
い
ま
す
。

ダ
ム
か
ら
取
水
す
る
こ
と
で
、
下
流
の
水
量
が
当

然
減
っ
て
く
る
。
水
を
大
量
消
費
す
る
都
市
部
へ
、

持
っ
て
き
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
都
市
部
で
使
わ

れ
た
水
は
、
直
接
海
に
流
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、

結
果
的
に
河
川
の
中
間
部
の
生
態
系
を
変
え
て
し

ま
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
持
続
的
発
展
が
可
能
な

「
循
環
型
都
市
」
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
二
十
三
区
部
の
処
理
場
に
入
っ
て
く
る
汚

水
は
一
日
に
約
五
百
万
ト
ン
で
す
が
、
下
水
処
理

水
の
再
利
用
率
は
平
成
十
年
度
末
で
七.

五
％
の
実

績
が
あ
り
ま
す
。
下
水
処
理
水
の
利
用
は
ト
イ
レ

用
水
に
留
ま
ら
ず
、
源
流
に
戻
す
こ
と
で
「
清
流

復
活
」
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

―
最
後
に
、
下
水
道
の
未
来
に
つ
い
て
、
一
言

お
願
い
し
ま
す
。

管
理
事
務
所
の
出
張
所
に
勤
務
し
て

い
た
時
の
経
験
か
ら
申
し
上
げ
る
と
、
都
民
の
み

な
さ
ん
が
「
都
の
下
水
道
事
業
は
、
も
う
完
了
し

た
」
と
思
っ
て
い
る
こ
と
を
、
実
感
と
し
て
感
じ

て
い
ま
す
。
交
通
量
の
多
い
地
域
で
の
工
事
は
ど

う
し
て
も
夜
間
に
な
り
ま
す
が
、「
下
水
道
は

百
％
完
備
し
た
の
に
、
な
ん
で
工
事
な
ん
か
し
て

い
る
ん
だ
」
と
い
う
苦
情
に
、
そ
の
こ
と
は
よ
く

表
れ
て
い
ま
す
。
普
及
を
第
一
に
考
え
て
推
進
し

た
た
め
に
、
老
朽
化
し
た
下
水
道
の
再
構
築
が
後

回
し
に
な
っ
た
わ
け
で
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
必
要
、

事
故
へ
の
対
応
も
必
要
な
ん
で
す
ね
。
台
所
や
厨

房
か
ら
油
や
ス
ー
プ
な
ど
を
そ
の
ま
ま
流
し
た

り
、
工
事
が
終
わ
っ
て
余
っ
て
し
ま
っ
た
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
そ
の
ま
ま
流
し
て
し
ま
う
な
ど
、
下
水

道
管
を
詰
ま
ら
せ
て
し
ま
う
要
因
は
、
結
構
身
近

に
あ
る
の
で
す
。
日
本
人
は
よ
く
「
汚
い
も
の
に

は
蓋
」
と
か
「
嫌
な
こ
と
は
水
に
流
す
」
と
言
い

ま
す
が
、
流
し
て
も
ら
っ
て
は
困
る
も
の
も
た
く

さ
ん
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
私
た

ち
下
水
道
局
員
は
自
分
達
で
で
き
る
こ
と
と
し

て
、
ま
ず
自
分
の
家
の
流
し
か
ら
下
水
道
に
負
荷

が
か
か
る
も
の
を
流
さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

て
、
工
夫
し
て
生
活
し
て
い
ま
す
。
今
は
も
う
少

な
く
な
り
ま
し
た
が
、
リ
ン
を
含
む
洗
濯
洗
剤
は

も
の
す
ご
く
水
を
汚
し
た
も
の
で
す
。
こ
う
し
た

小
さ
な
こ
と
の
積
み
重
ね
が
必
要
な
こ
と
を
、
も

っ
と
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
他
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
環
境
保
全
の
動
き
は
市

民
レ
ベ
ル
で
活
性
化
し
て
い
ま
す
が
、
下
水
道
の

こ
と
は
ど
う
し
て
も
目
に
付
き
に
く
い
た
め
に
、

立
ち
後
れ
て
い
る
よ
う
で
残
念
で
す
。

アンテナを機能させるために、マンホールにソーラー
パネルが埋め込まれた。（写真提供：東京都下水道局）
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【
下
水
道
】

◆
東
京
都
は
下
水
を
高
度
処
理
し
た
再
生

水
の
供
給
を
拡
大
す
る
。
こ
れ
ま
で
西
新

宿
で
ビ
ル
の
ト
イ
レ
用
な
ど
に
供
給
し
て

い
た
が
、
七
月
に
臨
海
副
都
心
で
下
水
処

理
・
再
生
水
を
供
給
す
る
有
明
処
理
場
が

稼
働
す
る
ほ
か
、
秋
に
は
中
野
坂
上
で
も

本
格
供
給
す
る
。
九
七
年
度
以
降
、
東
品

川
や
大
崎
な
ど
に
順
次
拡
大
し
て
い
く
。

再
開
発
地
域
に
完
成
す
る
ビ
ル
に
再
生
水

の
利
用
を
促
す
。
首
都
圏
で
も
た
び
た
び

水
不
足
に
見
舞
わ
れ
る
な
か
、
水
資
源
の

有
効
利
用
を
進
め
る
。

（
一
九
九
六
年
五
月
二
十
二
日
　
日
経
）

◆
高
知
県
は
生
活
排
水
浄
化
シ
ス
テ
ム

「
四
万
十
川
方
式
」
を
育
成
す
る
た
め
、

「
四
万
十
川
方
式
水
処
理
技
術
研
究
会
」

（
仮
称
）
を
月
内
に
も
設
立
す
る
。
産
学
官

に
幅
広
く
参
加
を
要
請
し
、
技
術
向
上
、

用
途
開
拓
を
目
指
す
。
同
シ
ス
テ
ム
は
自

然
の
浄
化
機
能
を
活
用
し
、
県
内
外
か
ら

の
関
心
が
高
い
。
商
品
機
能
を
充
実
さ
せ
、

全
国
の
自
治
体
、
企
業
に
採
用
を
呼
び
掛

け
る
。
四
万
十
川
方
式
は
、
松
本
聡
・
東

京
大
学
教
授
の
理
論
を
基
本
に
、
四
万
十

川
流
域
の
十
和
村
を
中
心
に
開
発
し
た
。

山
、
川
、
水
田
の
自
浄
作
用
を
手
本
に
、

木
炭
、
枯
れ
木
、
石
な
ど
の
自
然
の
素
材

を
独
自
に
加
工
し
、
有
機
汚
濁
物
質
、
窒

素
、
リ
ン
な
ど
を
吸
着
、
分
解
処
理
す
る
。

（
一
九
九
六
年
八
月
九
日
　
日
経
産
業
）

◆
下
水
処
理
の
効
果
と
限
界
、
悪
臭
消
え
、

戻
っ
た
風
物
詩
。
改
善
さ
れ
た
が
、
清
流

は
昔
話
。
抹
茶
色
を
し
た
水
に
、
大
き
な

ご
み
が
我
が
物
顔
に
流
れ
る
隅
田
川
。
そ

れ
で
も
墨
田
区
東
向
島
の
友
禅
染
絵
師
・

井
浦
深
泉
さ
ん
に
言
わ
せ
る
と
、
こ
の
川

も
ひ
と
こ
ろ
に
比
べ
て
は
る
か
に
き
れ
い

に
な
っ
た
。
井
浦
さ
ん
は
、
こ
の
仕
事
に

取
り
組
ん
で
六
十
年
に
な
る
。
だ
が
二
十

年
前
ま
で
、
洗
い
水
に
隅
田
川
の
水
は
使

え
な
か
っ
た
。
隅
田
川
に
反
物
を
さ
ら
し

て
洗
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
九
七
五
年

か
ら
。（
一
九
九
六
年
九
月
十
七
日
　
読
売
）

◆
下
水
汚
泥
で
花
瓶
製
作
。
東
京
都
は
下

水
の
処
理
工
程
で
発
生
す
る
汚
泥
を
使
っ

た
花
瓶
を
製
品
化
、
都
庁
内
の
売
店
で
記

念
品
と
し
て
販
売
し
始
め
た
。
環
境
問
題

へ
の
関
心
が
高
ま
る
な
か
、
家
庭
に
な
じ

み
や
す
い
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
を
開
発
し
下

水
道
事
業
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
を
狙
う
。
大

堀
相
馬
焼
協
同
組
合
（
福
島
県
浪
江
町
）

に
委
託
し
て
つ
く
っ
た
。

（
一
九
九
六
年
十
月
十
五
日
　
日
経
）

◆
高
層
ビ
ル
の
汚
水
処
理
　
バ
キ
ュ
ー
ム

カ
ー
活
躍
。
地
下
漕
の
汚
泥
く
み
取
る
。

下
水
道
の
普
及
で
、
住
宅
街
か
ら
バ
キ
ュ

ー
ム
カ
ー
が
消
え
て
久
し
い
。
だ
が
、
ビ

ル
が
林
立
す
る
都
心
で
は
、
実
は
今
も

「
く
み
取
り
」
に
走
り
回
っ
て
い
る
。
汚
水

処
理
の
最
終
段
階
を
バ
キ
ュ
ー
ム
カ
ー
に

頼
る
ビ
ル
は
、
む
し
ろ
最
近
増
え
て
い
る
。

（
一
九
九
七
年
五
月
十
二
日
　
朝
日
）

◆
日
本
水
道
協
会
の
今
井
裕
隆
専
務
理
事

「
台
所
か
ら
一
杯
の
み
そ
汁
を
捨
て
た
場

合
、
魚
が
す
め
る
ほ
ど
の
水
に
戻
す
に
は
、

お
ふ
ろ
五
杯
分
の
水
が
必
要
で
す
」

（
一
九
九
七
年
六
月
六
日
　
朝
日
）

◆
東
京
湾
の
赤
潮
防
げ
。
都
、
下
水
の
高

度
処
理
増
強
。
東
京
都
は
河
川
の
水
質
を

改
善
す
る
た
め
、
高
度
処
理
が
で
き
る
下

水
処
理
場
を
増
や
す
。
現
在
は
高
度
処
理

が
で
き
る
の
は
新
宿
区
の
落
合
処
理
場
な

ど
三
ヵ
所
だ
け
だ
が
、
今
後
、
親
切
、
更

新
す
る
処
理
場
に
は
す
べ
て
高
度
設
備
を

設
け
る
。
流
入
河
川
の
水
質
の
悪
さ
は
東

京
湾
の
赤
潮
の
原
因
と
い
わ
れ
て
お
り
、

問
題
と
な
っ
て
い
た
。

（
一
九
九
八
年
四
月
二
十
一
日
　
日
経
）

◆
東
京
都
は
七
月
一
日
か
ら
、
建
設
現
場

や
イ
ベ
ン
ト
会
場
の
仮
設
便
所
か
ら
出
る

事
業
系
の
し
尿
処
理
を
有
料
化
す
る
。

（
一
九
九
八
年
六
月
十
三
日
　
日
経
）

【
下
水
と
情
報
化
】

◆
広
が
る
地
下
利
用
。
情
報
も
流
れ
る
下

水
管
。
生
活
排
水
の
水
位
が
め
っ
き
り
下

が
っ
た
深
夜
の
下
水
管
。
丸
い
目
玉
と
丸

い
口
を
持
っ
た
モ
グ
ラ
の
よ
う
な
ロ
ボ
ッ

ト
が
滑
ら
か
に
進
ん
で
行
く
。
ロ
ボ
ッ
ト

は
一
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
ス
ト
ッ
プ
し
、
下

水
管
の
天
井
に
ド
リ
ル
で
穴
を
開
け
、
黒

い
ホ
ー
ス
を
Ｌ
字
型
の
留
め
具
で
固
定
す

る
。
こ
の
光
景
は
、
都
下
水
道
局
の
光
フ

ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
作
業
。
二
○
○

○
年
に
は
八
百
キ
ロ
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網

を
築
く
計
画
だ
。

（
一
九
九
六
年
二
月
二
十
三
日
　
日
経
）

◆
都
市
の
地
下
を
走
る
下
水
道
が
に
わ
か

に
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。
も
と
も
と
施
設

の
保
守
管
理
用
に
敷
設
し
て
い
る
光
フ
ァ

イ
バ
ー
網
を
活
用
す
れ
ば
、
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
時
代
の
通
信
イ
ン
フ
ラ
が
安
く
で
き

あ
が
る
と
い
う
算
段
だ
。
東
京
都
で
は
今

後
二
年
間
か
け
、
下
水
道
の
光
フ
ァ
イ
バ

ー
網
を
利
用
し
た
デ
ー
タ
送
受
信
や
テ
レ

ビ
会
議
な
ど
様
々
な
実
験
を
行
う
。
下
水

道
の
担
当
者
の
も
と
に
は
通
信
事
業
者
な

ど
か
ら
下
水
道
利
用
に
つ
い
て
の
問
い
合

わ
せ
が
早
く
も
殺
到
し
て
い
る
と
い
う
。

（
一
九
九
六
年
四
月
十
二
日
　
日
経
）

◆
東
京
都
は
下
水
道
の
降
雨
情
報
シ
ス
テ

ム
「
ア
メ
ッ
シ
ュ
５
０
０
」
を
使
っ
た
防

災
機
能
の
向
上
に
乗
り
出
す
。
処
理
場
や

ポ
ン
プ
所
な
ど
へ
の
情
報
の
伝
達
時
間
の

短
縮
化
を
進
め
る
ほ
か
、
九
八
年
度
か
ら

一
部
の
区
役
所
に
も
情
報
端
末
を
設
置
す

る
。
降
雨
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
把
握

し
、
道
路
冠
水
や
住
宅
浸
水
な
ど
都
市
型

水
害
を
防
ぐ
の
が
狙
い
だ
。

（
一
九
九
六
年
六
月
二
十
八
日
　
日
経
）

◆
マ
ン
ホ
ー
ル
に
ア
ン
テ
ナ
。
東
京
都
は

下
水
道
の
マ
ン
ホ
ー
ル
を
使
っ
た
無
線
通

信
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。
マ
ン
ホ
ー
ル

に
ア
ン
テ
ナ
と
通
信
装
置
を
組
み
込
み
、

下
水
管
内
に
設
置
さ
れ
た
光
フ
ァ
イ
バ
ー

網
と
地
上
の
ビ
ル
と
の
間
で
情
報
を
や
り

取
り
す
る
仕
組
み
。
新
宿
区
内
に
試
験
シ

ス
テ
ム
を
設
置
、
下
水
道
再
生
水
の
利
用

量
を
自
動
管
理
す
る
実
験
を
始
め
た
。
下

水
管
内
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
は
新
し
い
通
信

網
と
し
て
期
待
が
高
ま
っ
て
お
り
、
Ｐ
Ｈ

Ｓ
な
ど
の
ア
ン
テ
ナ
と
し
て
も
注
目
さ
れ

そ
う
だ
。
都
が
管
理
す
る
二
十
三
区
内
の

下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
は
約
四
十
六
万
個
。

平
均
五
十
メ
ー
ト
ル
間
隔
で
マ
ン
ホ
ー
ル

が
あ
る
た
め
、
ア
ン
テ
ナ
が
普
及
す
れ
ば

か
な
り
広
い
範
囲
の
建
物
と
の
通
信
が
可

能
に
な
り
そ
う
だ
。

（
一
九
九
六
年
十
二
月
十
二
日
　
日
経
）

◆
東
京
都
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
に
下

水
道
設
備
関
連
の
二
十
九
社
で
組
織
す
る

下
水
道
光
フ
ァ
イ
バ
ー
技
術
協
会
（
東

京
・
千
代
田
）
は
、
全
国
の
自
治
体
向
け

に
下
水
道
を
利
用
し
た
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の

普
及
事
業
に
乗
り
出
す
。
フ
ァ
イ
バ
ー
を

敷
設
す
る
総
合
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る

ほ
か
、
都
な
ど
が
開
発
し
た
敷
設
ロ
ボ
ッ

ト
の
改
良
に
も
着
手
す
る
。
マ
ン
ホ
ー
ル

を
使
っ
た
無
線
通
信
シ
ス
テ
ム
の
研
究
も

始
め
る
予
定
で
、
通
信
網
と
し
て
期
待
さ

れ
る
下
水
管
内
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
設
備

を
促
す
。

（
一
九
九
七
年
一
月
二
十
二
日
　
日
経
）

◆
首
都
圏
で
下
水
道
の
高
度
利
用
進
む
。

東
京
都
は
九
七
年
か
ら
管
の
上
部
に
新
電

電
各
社
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
敷
設
で
き

る
よ
う
解
放
。
横
浜
市
は
九
九
年
度
か
ら

下
水
道
と
市
営
地
下
鉄
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー

網
を
敷
設
し
、
市
役
所
や
区
役
所
、
小
中

学
校
を
結
ん
で
災
害
時
の
防
災
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
構
築
実
験
を
始
め
る
。

（
一
九
九
九
年
三
月
四
日
　
日
経
）

news storys of water

※ご紹介するのは、データベース化した水に関する新聞記事より、朝日、読売、日経、日経産業の記事の一部分です。どの記事も要約されたものです。
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【
川
と
情
報
化
】

◆
荒
川
下
流
域
の
自
治
体
、
企
業
、
市
民

団
体
な
ど
が
連
携
、
河
川
管
理
用
光
フ
ァ

イ
バ
ー
を
軸
に
し
た
高
度
情
報
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
作
り
に
乗
り
出
す
。
こ
の
「
河
川
が

情
報
を
運
ぶ
」
計
画
は
、
建
設
省
荒
川
下

流
工
事
事
務
所
之
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
事
業

計
画
地
元
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
結
び
、
多
角
的
な
情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
を
図
る
の
が
狙
い
。

（
一
九
九
八
年
七
月
一
日
　
読
売
）

◆
荒
川
下
流
域
の
河
川
管
理
用
光
フ
ァ
イ

バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
を
活
用
し
た
情
報
化
に
取

り
組
む
「
荒
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
･
ネ
ッ
ト

推
進
協
議
会
」
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に

電
子
地
図
を
作
る
た
め
情
報
を
集
め
る
市

民
メ
ン
バ
ー
募
集
を
始
め
た
。

（
一
九
九
八
年
十
月
二
十
日
　
日
経
）

◆
東
京
の
下
町
を
流
れ
る
荒
川
。
両
岸
に

は
約
六
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
光
ケ
ー
ブ
ル

が
敷
い
て
あ
る
。
下
流
域
二
市
七
区
の
自

治
体
、
企
業
や
住
民
間
の
情
報
通
信
に
利

用
し
て
も
ら
う
実
験
を
始
め
た
。

（
一
九
九
八
年
十
一
月
十
七
日
　
日
経
）

【
多
自
然
型河

川
な
ど
】

◆
生
き
物
に
優
し
い
工
法
で
。
葛
飾
区
は
、

区
内
の
北
部
を
流
れ
る
大
場
川
の
護
岸
工

事
を
続
け
て
い
る
が
、
同
区
立
石
五
丁
目

の
一
部
で
二
十
六
日
、
自
然
や
生
き
物
に

優
し
い
多
自
然
型
河
川
工
法
の
連
柴
柵
工

（
れ
ん
さ
い
さ
く
こ
う
）
を
実
施
し
た
。
都

内
で
施
工
さ
れ
る
の
は
珍
し
い
。
新
潟
県

か
ら
技
術
者
を
呼
び
、
広
葉
樹
の
細
い
木

の
枝
先
を
長
さ
三
ｾ
ﾝ
ﾁ
直
系
十
五
ｾ
ﾝ

ﾁ
ほ
ど
に
針
金
で
束
ね
て
土
手
と
木
く
い

の
間
に
連
柴
を
は
さ
み
こ
む
。
い
ず
れ
は

朽
ち
る
が
、
木
が
成
長
し
て
細
か
い
根
を

張
っ
て
水
辺
を
守
る
と
い
う
。

（
一
九
九
六
年
二
月
二
十
七
日
　
朝
日
）

◆
多
自
然
型
川
づ
く
り
。
河
川
に
生
息
し

て
い
る
魚
類
や
植
物
、
鳥
類
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
生
態
を
保
全
し
つ
く
り
出
す
た
め

に
、
瀬
や
ふ
ち
を
作
る
な
ど
、
変
化
の
あ

る
水
際
環
境
を
創
出
す
る
こ
と
を
重
視
し

た
河
川
工
法
。
日
本
の
河
川
は
、
ど
こ
も

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
三
面
張
り
と
い
わ
れ
る

ほ
ど
人
工
化
し
自
然
が
著
し
く
損
な
わ
れ

た
反
省
か
ら
、
建
設
省
が
一
九
九
一
年
度

か
ら
始
め
た
。

（
一
九
九
七
年
一
月
二
十
九
日
　
読
売
）

◆
運
河
を
埋
め
川
の
蛇
行
を
戻
す
。
日
本

国
内
で
は
自
然
環
境
を
壊
す
開
発
ば
か
り

が
目
立
つ
。
欧
米
で
は
逆
に
、
直
線
化
し

た
川
を
蛇
行
す
る
流
れ
に
戻
す
な
ど
、
自

然
環
境
の
復
元
が
新
し
い
潮
流
に
な
っ
て

い
る
。
と
く
に
米
国
で
は
、
か
っ
て
の
生

態
系
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
ダ
ム
の
撤
去

を
計
画
し
た
り
、
人
工
洪
水
を
起
こ
し
た

り
し
て
い
る
。
日
本
生
態
系
協
会
の
調
査

団
に
同
行
し
、
こ
の
夏
に
見
た
環
境
復
元

の
現
況
を
報
告
す
る
。
ダ
ム
の
撤
去
や
人

工
洪
水
も
。

（
一
九
九
七
年
八
月
二
十
六
日
　
朝
日
）

◆
世
界
最
長
の
実
験
河
川
。「
形
と
環
境
」

研
究
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
た
高
い
堤

防
を
持
つ
川
は
、
殺
伐
と
し
て
景
観
と
し

て
魅
力
が
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
自
然
の

も
つ
力
も
殺
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
答
え
を
科
学
的
に
導
き
出
そ
う
と
、

建
設
省
は
岐
阜
県
川
島
町
に
造
っ
た
世
界

最
長
の
実
験
河
川
で
研
究
を
開
始
し
た
。

新
境
川
の
左
岸
に
昨
年
十
一
月
、
建
設
省

が
約
十
四
億
円
か
け
て
「
自
然
共
生
研
究

セ
ン
タ
ー
」(

田
中
隆
セ
ン
タ
ー
長
）
を
つ

く
っ
た
。
主
任
研
究
員
の
萱
場
祐
一
さ
ん

は
「
川
を
直
線
に
す
る
の
は
時
代
遅
れ
。

自
然
と
安
全
性
を
ど
う
共
存
さ
せ
る
か
、

そ
の
答
え
を
探
し
た
い
」
と
話
す
。

（
一
九
九
九
年
三
月
十
日
　
読
売
）

【
水
の
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ス
テ
ム
】

◆
東
京
湾
岸
の
臨
海
副
都
心
で
、
下
水
を

処
理
場
で
高
度
処
理
し
て
ト
イ
レ
用
水
に

使
う
「
中
水
道
」
シ
ス
テ
ム
が
全
面
稼
働

で
き
な
い
ま
ま
、
東
京
都
が
水
道
水
を
中

水
道
管
に
送
り
込
ん
で
い
る
。
高
層
ビ
ル

の
テ
ナ
ン
ト
入
居
が
予
想
以
上
に
少
な
い

た
め
下
水
量
が
確
保
で
き
ず
、
処
理
場
を

動
か
せ
な
い
で
い
る
た
め
の
窮
余
の
一
策

だ
。
都
下
水
局
の
担
当
者
は
「
処
理
場
は

夏
に
は
稼
働
で
き
そ
う
な
の
で
、
そ
れ
ま

で
の
つ
な
ぎ
」
と
話
し
て
い
る
。

（
一
九
九
六
年
五
月
十
二
日
　
朝
日
）

◆
東
京
都
は
下
水
を
高
度
処
理
し
た
再
生

水
の
供
給
を
拡
大
す
る
。
こ
れ
ま
で
西
新

宿
で
ビ
ル
の
ト
イ
レ
用
な
ど
に
供
給
し
て

い
た
が
、
七
月
に
臨
海
副
都
心
で
下
水
処

理
・
再
生
水
を
供
給
す
る
有
明
処
理
場
が

稼
働
す
る
ほ
か
、
秋
に
は
中
野
坂
上
で
も

本
格
供
給
す
る
。
九
七
年
度
以
降
、
東
品

川
や
大
崎
な
ど
に
順
次
拡
大
し
て
い
く
。

再
開
発
地
域
に
完
成
す
る
ビ
ル
に
再
生
水

の
利
用
を
促
す
。
首
都
圏
で
も
た
び
た
び

水
不
足
に
見
舞
わ
れ
る
な
か
、
水
資
源
の

有
効
利
用
を
進
め
る
。

（
一
九
九
六
年
五
月
二
十
二
日
　
日
経
）

◆
墨
田
公
園
　
下
水
処
理
水
で
水
ま
き
。

墨
田
公
園
の
サ
ツ
キ
や
ツ
ツ
ジ
の
緑
が
、

直
径
五
セ
ン
チ
も
あ
る
太
い
ホ
ー
ス
か
ら

ふ
ん
だ
ん
に
飛
び
出
す
水
に
生
き
返
っ
て

い
く
よ
う
だ
。
散
歩
を
す
る
市
民
の
中
に

は
「
水
不
足
の
深
刻
な
時
期
に
、
水
道
水

が
も
っ
た
い
な
い
」
と
表
情
を
曇
ら
す
人

も
い
る
が
、
水
の
正
体
は
、
下
水
処
理
水
。

墨
田
区
は
同
公
園
の
植
栽
へ
の
散
水
に
は

水
道
水
を
使
っ
て
い
た
が
、
先
月
下
旬
か

ら
下
水
処
理
水
に
切
り
替
え
て
い
る
。

（
一
九
九
六
年
九
月
七
日
　
朝
日
）

◆
下
水
に
見
い
だ
す
「
価
値
」。
中
水
。
浄

化
処
理
後
に
ト
イ
レ
で
活
用
。
こ
の
と
こ

ろ
毎
年
の
よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
る
活
水
騒

ぎ
を
よ
そ
に
、
下
水
か
ら
作
り
出
さ
れ
た

清
流
は
、
今
年
も
「
節
水
知
ら
ず
」
で
通

し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
水
の
リ
サ
イ
ク
ル
」

と
い
う
考
え
方
が
注
目
さ
れ
始
め
た
。
落

合
処
理
場
の
野
田
功
さ
ん
は
、「
下
水
道
の

普
及
率
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
、
集
ま
っ
て

来
る
汚
水
の
量
も
年
々
増
え
る
。
こ
の
豊

富
な
水
を
、
資
源
と
し
て
活
用
し
な
い
手

は
な
い
」
と
言
う
。
都
心
の
大
き
な
ビ
ル

の
ほ
と
ん
ど
が
、
独
自
の
水
再
生
シ
ス
テ

ム
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
数
は
、

建
築
中
も
含
め
て
今
春
時
点
で
四
百
二
十

九
棟
。
総
床
面
積
三
万
平
方
メ
ー
ト
ル
、

一
日
に
百
ト
ン
以
上
の
水
を
使
う
ビ
ル
を

建
て
る
場
合
、
必
ず
設
置
す
る
よ
う
都
が

指
導
し
て
い
る
。
港
区
虎
ノ
門
に
あ
る
三

十
五
階
建
て
の
Ｊ
Ｔ
ビ
ル
で
は
、
一
日
に

使
う
約
百
五
十
ト
ン
の
上
水
の
う
ち
、
九

割
近
い
約
百
三
十
ト
ン
を
同
ビ
ル
内
で
再

生
・
循
環
さ
せ
て
い
る
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
新
本
社

ビ
ル
で
も
、
給
湯
排
水
や
洗
面
所
か
ら
出

る
毎
日
百
二
十
三
ト
ン
の
雑
排
水
を
浄
化

し
て
、
ト
イ
レ
の
水
に
回
し
て
い
る
。

（
一
九
九
六
年
九
月
十
八
日
　
読
売
）

◆
水
資
源
は
い
ま
。
下
水
も
リ
サ
イ
ク
ル

の
時
代
。
処
理
水
を
枯
れ
川
に
放
流
。「
最

大
」
か
つ
「
最
後
」
の
資
源
。
河
川
工
学

の
高
橋
裕
・
芝
浦
工
大
教
授
は
、「
こ
の
豊

富
な
下
水
処
理
水
は
、
こ
れ
か
ら
の
最
大

の
資
源
。
河
川
へ
の
環
流
は
大
き
な
テ
ー

マ
に
な
る
」
と
指
摘
し
、
こ
う
し
た
試
み

に
注
目
す
る
。

（
一
九
九
六
年
九
月
十
九
日
　
読
売
）

◆
玉
川
上
水
を
歩
く

西
新
宿
。
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
地
下
五
階
全

体
に
約
三
千
ト
ン
の
水
が
満
ち
て
い
る
。

約
二
・
五
キ
ロ
北
西
の
落
合
処
理
場
で
下

水
を
高
度
処
理
し
た
「
再
生
水
」
だ
。「
水

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
」
と
い
い
、
国
の

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
一
九
八
四
年
か
ら

動
き
出
し
た
。

（
一
九
九
七
年
八
月
二
十
一
日
　
朝
日
）

◆
レ
ス
ト
ラ
ン
か
ら
出
る
排
水
を
バ
ク
テ

リ
ア
の
働
き
に
よ
っ
て
処
理
し
、
ト
イ
レ

の
洗
浄
水
な
ど
に
使
え
る
「
中
水
」
に
変

え
る
新
た
な
設
備
の
開
発
に
、
大
成
建
設

が
成
功
し
た
。
設
備
を
初
め
て
導
入
し
た

ホ
テ
ル
「
シ
ェ
ラ
ト
ン
・
グ
ラ
ン
デ
・
ト

ー
キ
ョ
ー
ベ
イ
・
ホ
テ
ル
＆
タ
ワ
ー
ズ
」

（
千
葉
県
浦
安
市
）
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
か
ら

毎
日
三
百
ト
ン
以
上
の
汚
水
が
出
る
が
、

中
水
に
よ
っ
て
ト
イ
レ
の
洗
浄
水
の
七
〜

八
割
を
現
在
ま
か
な
っ
て
い
る
。

（
一
九
九
七
年
十
一
月
十
一
日
　
読
売
）

【
下
水
・
河
川
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
】

◆
東
京
ガ
ス
は
東
京
・
墨
田
で
実
施
し
て

い
る
地
域
冷
暖
房
事
業
の
増
強
に
あ
た
り
、

新
た
に
河
川
水
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用

す
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
。
年
間
を
通

じ
て
温
度
変
化
が
小
さ
い
河
川
水
を
熱
交

換
の
対
象
に
用
い
、
冷
暖
房
の
効
率
を
上

げ
る
。
次
世
代
の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
（
熱
電
併
給
）
機
器
と
し
て
期
待
さ
れ

る
燃
料
電
池
も
設
置
し
、
高
効
率
の
地
域

冷
暖
房
の
モ
デ
ル
事
業
と
す
る
。

（
一
九
九
六
年
六
月
十
二
日
　
日
経
産
業
）

◆
東
京
下
水
道
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
商
業
ビ
ル

な
ど
建
設
遅
れ
で
、
熱
供
給
先
伸
び
悩
む
。

下
水
を
利
用
し
た
地
域
冷
暖
房
を
手
掛
け

る
東
京
都
の
第
三
セ
ク
タ
ー
、
東
京
下
水

道
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
東
京
・
千
代
田
）
の
熱

供
給
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
。
現
在
ビ
ル
四

棟
に
供
給
し
て
い
る
が
、
新
た
に
供
給
を

見
込
ん
で
い
た
業
務
・
商
業
ビ
ル
の
建
設

が
遅
れ
て
い
る
た
め
。
稼
働
率
は
約
四

五
％
と
余
力
が
あ
る
だ
け
に
、
同
社
は
既

存
ビ
ル
の
空
調
更
新
時
な
ど
に
も
売
り
込

ん
で
い
く
。
プ
ラ
ン
ト
は
新
宿
区
な
ど
の

下
水
が
集
ま
る
文
京
区
の
後
楽
ポ
ン
プ
所

内
に
あ
り
、
九
四
年
七
月
に
稼
働
し
た
。

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
を
使
っ
て
処
理
前
の
下
水

か
ら
熱
を
取
り
出
す
全
国
初
の
シ
ス
テ
ム

で
、
処
理
場
か
ら
離
れ
た
地
域
に
も
熱
供

給
で
き
る
。
延
べ
二
十
八
万
平
方
メ
ー
ト

ル
の
ビ
ル
の
冷
暖
房
用
の
熱
を
供
給
す
る

能
力
を
持
つ
。

（
一
九
九
六
年
九
月
六
日
　
日
経
）

◆
下
水
処
理
場
か
ら
発
生
す
る
汚
泥
ガ
ス

を
精
製
し
て
都
市
ガ
ス
に
利
用
し
よ
う
と
、

新
潟
県
長
岡
市
が
地
元
ガ
ス
会
社
へ
の
販

売
事
業
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
近
く

下
水
道
新
技
術
推
進
機
構
（
東
京
）
と
精

製
技
術
の
共
同
開
発
を
始
め
る
。

（
一
九
九
七
年
七
月
三
十
一
日
　
朝
日
）

◆
東
芝
は
下
水
汚
泥
か
ら
発
生
す
る
ガ
ス

（
消
化
ガ
ス
）
を
燃
料
と
し
た
燃
料
電
池
シ

ス
テ
ム
を
本
格
販
売
す
る
。
横
浜
市
と
共

同
開
発
し
た
一
号
機
を
今
秋
か
ら
稼
動
さ

せ
る
。

（
一
九
九
八
年
五
月
十
一
日
　
日
経
産
業
）
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水
は
ト
ー
タ
ル
に
と
ら
え
る
べ
き

―
以
前
か
ら
進
士
学
長
は
、
水
の
空
間
を
ス
ペ

ー
ス
で
は
な
く
プ
レ
イ
ス
と
し
て
と
ら
え
て
お
い

で
で
す（
注
1
）
。
特
に
、
よ
り
本
来
的
な
ア
メ
ニ
テ

ィ
環
境
を
実
現
の
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
、
Ｐ
（P

hysical：

実
用
性
）、
Ｖ
（V

isual：

視

覚
性
と
美
観
）、
Ｅ
（E

cological：

生
態
的
バ
ラ

ン
ス
）、
Ｓ
（Social：

社
会
性
・
地
域
性
）、
Ｍ

（M
ental：

精
神
性
）
を
八
十
年
代
か
ら
主
張
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
視
点
か
ら
見
た
水
の
機

能
を
踏
ま
え
て
、
水
の
体
験
・
水
の
学
習
の
意
義

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
造
園
学
が
、
水
の
文
化
や

環
境
教
育
に
ど
の
よ
う
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
こ
ら

れ
た
か
、
お
う
か
が
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

進
士

昭
和
五
十
四
年
に
『
水
の
造
園
デ
ザ
イ
ン
』

（
誠
文
堂
新
光
社
）
と
い
う
本
を
書
き
ま
し
て
ね
。

そ
れ
が
き
っ
か
け
で
い
ろ
い
ろ
な
、
お
も
し
ろ
い

ま
ち
づ
く
り
の
仕
事
に
出
会
い
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
今
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
三
島
グ
ラ
ン
ド
ワ
ー

ク
・
ト
ラ
ス
ト
と
の
ス
タ
ー
ト
に
つ
き
あ
い
、
地

域
や
風
土
と
の
関
係
で
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
き
っ

か
け
に
な
り
ま
し
た
。
世
田
谷
区
の
都
市
美
委
員

も
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
世
田
谷
区
民
は
約
八

十
万
人
。
ほ
と
ん
ど
が
新
住
民
で
、
地
元
の
こ
と

を
知
ら
な
い
。「
知
る
が
愛
す
る
始
め
な
り
」
と

い
う
基
本
的
な
考
え
で
し
た
の
で
、
世
田
谷
区
内

を
ず
い
ぶ
ん
と
歩
い
た
ん
で
す
。
そ
の
時
、
等
々

力
渓
谷
（
注
2
）
で
、
子
ど
も
が
遊
ん
で
い
る
の
を

見
ま
し
た
。
渓
谷
の
水
に
下
水
が
入
っ
て
き
て
い

る
か
ら
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
成
分
が
段
差

土
の
部
分
に
絡
み
つ
い
て
ヌ
ル
ヌ
ル
に
な
っ
て
い

る
。
そ
ん
な
所
で
子
ど
も
が
滑
っ
て
遊
ん
で
い
た

の
で
す
。
そ
れ
を
見
て
私
は
、
何
だ
か
哀
れ
に
な

っ
て
ね
。
私
が
小
学
校
の
頃
は
、
す
ご
く
き
れ
い

な
川
で
遊
ん
だ
記
憶
が
あ
る
も
ん
だ
か
ら
、
余
計

に
ね
。
で
も
、
そ
ん
な
汚
い
水
で
も
、
子
ど
も
た

ち
は
水
に
入
っ
て
喜
々
と
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

と
も
す
る
と
我
々
大
人
は
す
ぐ
に
「B

O
D

（
注
3
）

が
…
」
と
言
い
ま
す
。
日
本
で
水
に
親
し
む
た
め

に
は
、
ま
ず
第
一
に
水
質
改
善
が
不
可
欠
と
い
う

わ
け
で
す
ね
。
で
も
、
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
の
水
上

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行
っ
て
み
て
、
思
い
ま
し
た
よ
。

あ
ん
な
水
で
も
、
食
べ
物
を
洗
っ
た
り
、
沐
浴
し

た
り
し
て
い
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
我
々
日
本
人

は
あ
ま
り
に
も
水
に
は
贅
沢
で
、
水
質
に
対
し
て

絶
対
納
得
で
き
な
い
、
と
い
う
気
質
が
あ
る
よ
う

で
す
ね
。
そ
れ
も
大
事
だ
が
、
水
質
だ
け
で
な
く
、

水
辺
の
環
境
を
全
体
と
し
て
位
置
づ
け
、
都
市
砂

漠
の
中
に
少
し
で
も
水
景
と
水
系
、
水
と
の
体
験

を
回
復
す
る
こ
と
を
考
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

―
造
園
学
が
目
標
と
し
て
い
る
ア
メ
ニ
テ
ィ
の

豊
か
な
街
づ
く
り
と
、
環
境
教
育
が
目
指
す
と
こ

ろ
は
同
じ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
水
を
媒
介
と

interview

水に関する遊びが実に多様化しています。それと共に、「水」を

題材に環境教育を充実させていこうという動きも盛んです。「遊び」

と「教育」というキーワードの裏に共通する「人と水とのつきあい

方」－造園家として、以前から「環境学習」の重要さを指摘され

てきた、東京農業大学の進士五十八学長にお話をうかがいました。

水景と水系、そして
水辺の体験

造園と環境教育の目的は同じだ！

テーマ 4 水から見る遊びと教育の風景

進
し ん

士
じ

五十八
い そ や

氏
東京農業大学学長／同大地域環境科学部造園科学科教
授（農学博士／造園学・環境計画学・景観政策学）
1944年京都市生まれ。1969年東京農業大学農学部造
園学科卒業。1987年東京農業大学農学部教授　1988
年より地域環境科学部教授、現在に至る。1995年農
学部長　1998年地域環境科学部長　1999年東京農業
大学学長、現在に至る。日本造園学会会長、日本都市
計画学会理事、国土審特別委員、都市計画中央審専門
委員など。主な著書に『アメニティ・デザイン―ほん
とうの環境づくり』1992、『風景デザイン―感性とボ
ランティアのまちづくり』1999、（共に学芸出版社）
ほか多数

こどもたちが公園で水と親しんでいる。（ドイツ）
（写真提供：『水の造園デザイン』誠文堂　新光社）
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し
た
、
人
と
人
と
の
関
わ
り
方
を
わ
か
り
や
す
く

伝
え
て
い
く
た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か

う
か
が
え
ま
す
か
。

環
境
教
育
は
、
人
々
に
環
境
の
大
切
さ
、

本
当
の
環
境
と
は
何
か
を
学
ば
せ
よ
う
と
い
う
こ

と
で
す
。
で
す
か
ら
、
本
当
の
環
境
づ
く
り
を
目

指
す
造
園
学
と
、
同
じ
目
標
を
掲
げ
て
い
る
と
い

え
る
わ
け
で
す
。
造
園
学
は
、
主
に
視
覚
的
環
境

を
つ
く
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
し
か
し
風
景
と
い

う
の
は
、
実
は
全
体
環
境
な
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

昨
今
の
環
境
論
は
水
質
だ
け
を
問
題
に
し
た
り
、

大
気
中
のC

O
2

だ
け
を
問
題
に
し
た
り
し
て
、
部

分
し
か
押
さ
え
て
い
な
い
。
公
害
と
い
う
マ
イ
ナ

ス
の
部
分
的
環
境
を
、
何
と
か
し
よ
う
と
い
う
発

想
で
や
っ
て
き
た
た
め
で
し
ょ
う
。
地
球
規
模
で

も
ま
っ
た
く
同
様
で
、
相
変
わ
ら
ず
問
題
の
あ
る

部
分
だ
け
を
考
え
直
す
と
い
う
発
想
で
す
。
私
は
、

対
症
療
法
で
患
部
だ
け
を
直
す
と
い
う
発
想
よ
り

は
、「
本
物
の
環
境
と
は
何
か
」
と
い
う
目
標
を

掲
げ
て
、そ
れ
に
向
か
う
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
題
部
分
は
当
然
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

総
合
性
を
見
据
え
た
上
で
根
本
を
直
さ
ね
ば
な
ら

な
い
。
ト
ー
タ
ル
な
も
の
を
目
指
す
た
め
に
問
題

を
解
決
す
る
と
い
う
の
と
、
細
か
く
問
題
を
分
け

て
対
策
を
打
つ
の
と
で
は
、
全
然
違
う
ん
で
す
よ
。

な
ぜ
か
と
い
え
ば
、
個
別
問
題
に
対
し
て
対
策

を
打
つ
の
で
は
、
結
果
的
に
ま
た
次
の
マ
イ
ナ
ス

要
因
を
生
む
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。
た
と
え

ば
、
農
薬
を
使
い
す
ぎ
て
良
く
な
い
と
い
う
の
で
、

今
度
は
遺
伝
子
組
み
替
え
作
物
を
造
り
出
す
。
す

る
と
遺
伝
子
組
み
替
え
食
品
と
い
う
の
が
出
て
き

て
、
そ
れ
が
ま
た
別
の
問
題
と
な
っ
て
叫
ば
れ
る

よ
う
に
な
る
。

そ
の
原
因
は
、
狭
い
分
化
し
た
も
の
の
見
方
を

す
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
学
問
を
細
か
く
分
け
て
考

え
る
こ
と
の
弊
害
で
す
。
だ
か
ら
私
は
、
緑
も
水

も
歴
史
も
文
化
も
、
と
い
う
ベ
ク
ト
ル
で
環
境
全

体
を
捉
え
て
い
こ
う
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
ん
で

す
。
典
型
例
と
し
て
「
炎
」
の
魅
力
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
東
京
農
業
大
学
の
収
穫
祭
に
は
、
約
十
万

人
が
訪
れ
ま
す
。
そ
の
収
穫
祭
の
最
後
に
、
フ
ァ

イ
ヤ
ー
ス
ト
ー
ム
が
あ
る
。
直
径
十
メ
ー
ト
ル
近

い
大
き
な
フ
ァ
イ
ヤ
ー
プ
レ
イ
ス
を
組
ん
で
燃
や

す
ん
で
す
が
、
こ
れ
が
一
生
の
思
い
出
に
な
る
ん

で
す
よ
。
そ
れ
は
実
に
感
動
的
な
風
景
で
す
。
炎

と
い
う
も
の
が
、
感
動
を
与
え
る
ん
で
す
。
近
代

文
明
は
炎
を
、
熱
と
光
に
分
け
て
し
ま
っ
た
。
コ

ン
ロ
と
蛍
光
灯
に
分
け
て
操
作
し
や
す
く
な
っ
た

け
れ
ど
、
炎
の
持
つ
感
動
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

水
も
同
じ
で
す
。
デ
パ
ー
ト
や
ホ
テ
ル
に
行
く
と

水
を
風
景
要
素
と
し
て
見
せ
て
い
る
。
視
覚
的
に

だ
け
水
を
と
ら
え
る
た
め
、
プ
ー
ル
や
池
の
底
を

水
色
に
塗
る
。
動
き
だ
け
を
捉
え
て
噴
水
を
上
げ

る
。
し
か
し
、
水
が
我
々
に
与
え
て
く
れ
る
本
当

の
感
動
と
い
う
の
は
、
こ
ん
な
方
法
で
は
十
分
伝

わ
り
ま
せ
ん
。

子
供
た
ち
は

水
の
魅
力
を
素
直
に
感
じ
る

―
ト
ー
タ
ル
な
環
境
づ
く
り
と
し
て
の
水
辺
環

境
の
原
点
は
、ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。ど
う

す
れ
ば
水
を
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

水
か
ら
の
感
動
と
は
ど
ん
な
も
の
か
、
も

う
一
度
振
り
返
り
ま
し
ょ
う
。
人
間
に
と
っ
て
本

当
に
き
れ
い
な
水
は
、
す
く
っ
て
飲
み
た
く
な
る

ほ
ど
の
も
の
で
す
。
次
に
、
裸
足
で
入
っ
て
い
き

た
く
な
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
体
ご
と
浸
か
っ
て
、

沐
浴
し
た
く
な
る
ほ
ど
の
も
の
で
す
。
泳
ぎ
た
く

な
る
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
舟
を
浮
か
べ
た
く
な

る
、
カ
ヌ
ー
で
漕
ぎ
出
し
た
く
な
る
、
と
い
う
風

に
つ
な
が
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
一
番

の
原
点
は
掬
っ
て
飲
み
た
く
な
る
水
。
こ
れ
は
生

命
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
掬
っ
て
飲
み

た
く
な
る
た
め
に
は
、B

O
D

の
数
値
を
ク
リ
ア
ー

し
た
だ
け
で
は
だ
め
な
の
で
す
。
周
り
の
《
し
つ

ら
い
》
が
大
切
な
ん
で
す
。
た
と
え
ば
、
澄
ん
だ

水
の
底
に
は
き
れ
い
な
砂
利
が
あ
り
、
岸
辺
に
は

草
の
土
手
が
あ
る
と
か
、
岩
が
転
が
っ
て
い
る
と

か
、
滝
の
よ
う
に
水
が
落
ち
て
く
る
と
か
…
。
こ

う
い
っ
た
清
冽
な
水
環
境
が
、
水
を
飲
む
気
に
さ

せ
る
の
で
す
。
問
題
は
こ
こ
で
す
よ
。
水
の
デ
ザ

イ
ン
を
考
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
人
が
全
人
格
的

に
水
と
関
わ
れ
る
よ
う
な
環
境
条
件
を
、
大
切
に

す
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
素
直
に
受
け
と
れ
る
の

が
、
子
ど
も
な
ん
で
す
ね
。
子
ど
も
に
は
、
余
計

な
先
入
観
が
な
い
か
ら
で
す
。

―
子
ど
も
の
た
め
の
水
の
遊
び
場
は
、
日
本
で

ど
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

昭
和
の
初
め
の
児
童
公
園
に
は
、、
徒
渉

池
（
と
し
ょ
う
ち
）
と
い
う
も
の
を
設
け
ま
し
た
。

簡
単
に
言
う
と
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ

●

●

●

●

●

●

池
。
幼
児
が
転
ん

で
も
お
ぼ
れ
な
い
よ
う
に
、
非
常
に
浅
く
作
っ
て

あ
り
ま
す
。
池
が
な
い
と
き
は
、
水
を
貯
め
な
い

で
、
舗
装
広
場
に
集
ま
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に

ホ
ー
ス
の
水
を
ぱ
あ
ー
っ
と
掛
け
て
や
る
。
雨
が

降
る
み
た
い
で
、
も
う
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
で

す
。
大
正
十
二
年
に
関
東
大
震
災
が
あ
っ
た
。
日

比
谷
公
園
の
一
部
に
日
比
谷
児
童
遊
園
と
い
う
も

の
を
作
り
、
ネ
ー
チ
ャ
ー
・
ス
タ
デ
ィ
を
テ
ー
マ

と
し
た
児
童
指
導
が
始
ま
る
の
で
す
が
、
そ
こ
で

徒
渉
池
を
造
っ
た
。
他
に
有
栖
川
宮
記
念
公
園
な

ど
に
巡
回
指
導
を
行
い
、
そ
こ
で
は
、
ホ
ー
ス
で

子
供
達
に
水
を
掛
け
て
や
る
。
公
園
化
し
て
か
ら

子
ど
も
に
水
遊
び
を
与
え
た
の
は
こ
う
い
う
や
り

方
で
す
が
、
も
っ
と
昔
は
川
や
湖
で
遊
ん
で
い
た

は
ず
で
す
ね
。

古
代
日
本
人
に
は
豊
か
な
水
へ
の

イ
メ
ー
ジ
と
遊
び
心
が
あ
っ
た

少
し
、
日
本
の
水
の
文
化
史
を
振
り
返
っ

て
み
ま
し
ょ
う
か
。
日
本
で
水
を
使
っ
た
庭
園
の

記
録
の
最
古
の
も
の
が
、
日
本
書
紀
に
あ
り
ま
す
。

路
子
工
（
み
ち
の
こ
の
た
く
み
）
と
い
う
人
が
、

飛
鳥
時
代
に
皇
居
の
南
の
庭
に
須
弥
山
石
（
し
ゅ

み
せ
ん
せ
き
）
を
置
い
た
と
あ
り
ま
す
。
仏
教
の

世
界
観
を
表
し
た
石
造
物
で
す
が
、
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
か
ら
水
を
吹
き
出
す
穴
が
た
く
さ
ん
開
い
て
い

ま
す
。
ま
た
、
男
女
の
石
人
像
の
口
か
ら
水
が
出

る
と
い
う
、
噴
水
施
設
も
あ
り
ま
し
た
。
今
も
飛

鳥
資
料
館
に
行
く
と
あ
り
ま
す
。
皇
居
で
セ
レ
モ

ニ
ー
を
行
う
際
、
パ
ー
テ
ィ
会
場
の
デ
コ
レ
ー
シ

ョ
ン
と
し
て
使
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
次
に
出
て

く
る
の
は
、
蘇
我
馬
子
で
す
。
彼
は
嶋
大
臣
（
し

ま
の
お
お
お
み
）
と
呼
ば
れ
た
と
い
い
ま
す
。
嶋

と
い
う
の
は
庭
園
の
こ
と
で
、
テ
リ
ト
リ
ー
の
こ

と
。
よ
く
や
く
ざ
が
「
シ
マ
」
っ
て
い
う
で
し
ょ

う
、
あ
れ
と
同
じ
で
す
。
蘇
我
馬
子
の
屋
敷
に
は

池
と
島
が
造
ら
れ
て
い
た
の
で
、
そ
う
呼
ば
れ
た

ら
し
い
。
当
時
と
し
て
は
、
珍
し
か
っ
た
の
で
し

ょ
う
。
な
ぜ
島
と
池
か
と
い
う
と
、
一
説
に
は
こ
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う
い
う
考
え
方
も
あ
り
ま
す
。
日
本
人
は
南
方
か

ら
瀬
戸
内
海
を
通
り
、
多
島
海
風
景
を
見
て
大
和

盆
地
に
や
っ
て
来
た
。
そ
れ
を
表
現
し
た
の
が
日

本
の
庭
園
の
始
ま
り
だ
と
い
う
わ
け
で
す
。
私
の

考
え
は
少
し
違
っ
て
、
池
は
農
業
の
た
め
に
必
要

だ
っ
た
ん
で
す
。
水
が
な
く
て
は
だ
め
で
す
。
弥

生
時
代
の
稲
作
農
耕
に
と
っ
て
、
水
は
す
ご
く
大

切
な
存
在
だ
っ
た
。
だ
か
ら
池
を
造
っ
て
、
そ
の

あ
と
そ
こ
に
海
の
向
こ
う
の
島
を
築
い
た
、
と
い

う
ふ
う
に
私
は
推
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
の
曲

水
庭
園
は
、
飛
鳥
時
代
に
大
陸
か
ら
入
っ
て
き
た

も
の
で
す
。

―
飛
鳥
時
代
は
、
水
と
人
と
の
関
わ
り
が
密
だ

っ
た
の
で
す
ね
。

そ
う
で
す
。
日
本
人
の
心
象
風
景
に
あ
る

日
本
の
原
風
景
は
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
湿
地
帯
が

あ
っ
て
無
数
の
ア
カ
ト
ン
ボ
が
飛
ん
で
い
た
。
池

や
沼
も
多
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
そ
れ
か
ら
や
が
て

稲
作
が
盛
ん
に
な
っ
て
農
村
が
広
が
っ
て
い
く
。

だ
か
ら
水
は
生
活
用
水
と
し
て
、
ま
た
農
業
用
水

と
し
て
、
暮
ら
し
と
密
接
に
関
わ
る
身
近
な
存
在

だ
っ
た
。
そ
れ
が
、
神
社
の
中
に
象
徴
的
に
取
り

込
ま
れ
、
神
様
の
池
に
な
っ
て
い
く
。
上
高
地
と

い
う
の
は
、
も
と
は
神
池
（
こ
う
ち
）
だ
っ
た
。

当
時
の
人
は
神
様
は
垂
直
的
に
天
に
い
る
場
合

と
、
水
平
的
に
海
の
か
な
た
に
い
る
場
合
と
二
通

り
に
考
え
た
。
ま
ず
天
に
い
る
と
い
う
見
方
。
こ

れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、
神
霊
が
宿
る

と
考
え
ら
れ
た
森
や
山
を
、
神
籬
（
ひ
も
ろ
ぎ
）

と
い
っ
た
。
ご
神
木
も
そ
の
一
種
で
す
。
三
輪
山

の
よ
う
に
、
山
全
体
が
神
籬
と
捉
え
ら
れ
て
い
た

場
所
も
あ
っ
た
。
天
か
ら
神
様
が
降
り
て
く
る
と

い
う
考
え
方
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
遠
く
海
の
か

な
た
に
い
る
と
い
う
考
え
方
で
、
沖
縄
の
ニ
ラ
イ

カ
ナ
イ
（
注
4
）
の
よ
う
に
な
る
。
水
平
方
向
か
ら

神
様
が
渡
来
し
た
と
考
え
た
と
き
の
シ
ン
ボ
ル

が
、
池
で
す
。
実
用
的
な
農
業
の
た
め
の
池
が
、

神
社
に
取
り
込
ま
れ
て
神
性
を
帯
び
た
の
で
は
な

い
か
と
思
う
の
で
す
。

そ
れ
が
平
安
時
代
に
な
る
と
、
貴
族
の
遊
び
の

場
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
舟
遊
式
（
し

ゅ
う
ゆ
う
し
き
）
と
い
っ
て
、
竜
頭
鷁
首
（
り
ょ

う
と
う
げ
き
す
）
の
舟
を
浮
か
べ
、
鉦
（
か
ね
）

や
太
鼓
を
叩
き
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
を
乗
せ
て
舟
遊

び
を
す
る
ん
で
す
。
京
都
の
大
覚
寺
横
に
あ
る
嵯

峨
院
、
大
沢
池
な
ど
で
や
っ
た
。
夏
の
京
都
は
暑

い
か
ら
で
す
ね
。
そ
れ
を
こ
じ
ん
ま
り
さ
せ
て
町

の
中
に
作
っ
た
の
が
、
池
と
遣
水
（
や
り
み
ず
）

を
駆
使
し
た
、
寝
殿
造
り
庭
園
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
れ
が
宇
治
の
平
等
院
に
行
く
と
、
浄
土
曼
陀
羅

の
写
し
と
し
て
、
阿
弥
陀
様
の
前
に
あ
る
阿
字
池

の
形
に
な
る
ん
で
す
。
こ
の
と
き
も
舟
を
浮
か
べ

る
と
い
う
こ
と
は
、
あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
。

と
こ
ろ
が
京
都
で
も
水
に
恵
ま
れ
な
い
立
地
に

禅
寺
の
書
院
な
ど
が
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

枯
山
水
が
生
ま
れ
る
。
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
水
の
世

界
、
つ
ま
り
白
砂
敷
き
は
海
を
表
現
す
る
手
段
に

な
る
。
海
を
表
現
す
る
た
め
砂
を
敷
き
石
を
立
て

て
、
池
も
内
に
島
を
作
っ
て
、
こ
れ
が
須
弥
山
と

か
蓬
莱
と
か
方
丈
と
か
、
神
仙
島
を
表
現
す
る
。

神
仙
島
は
海
の
か
な
た
に
あ
る
仙
人
が
住
ん
で
い

る
島
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
不
老
長
寿
を
表
し
た
。

「
流
れ
に
棹
差
す
」
と
不
条
理
を
表
現
し
た
り
、

生
々
流
転
と
水
を
物
的
な
存
在
か
ら
擬
人
化
し
た

り
、
人
生
と
重
ね
た
り
し
な
が
ら
と
ら
え
る
よ
う

に
な
る
ん
で
す
。
西
洋
庭
園
に
あ
る
ジ
ョ
ー
ク

（
注
5
）
と
か
サ
プ
ラ
イ
ズ
・
フ
ァ
ウ
ン
テ
ン
（
注
6
）

と
い
っ
た
、
水
の
遊
び
や
水
の
造
園
デ
ザ
イ
ン
は

こ
れ
以
上
発
展
し
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
水
泳
だ

け
は
、
武
術
と
し
て
発
展
し
ま
す
が
、
こ
れ
は
戦

い
の
た
め
で
例
外
で
す
。
伊
勢
神
宮
の
五
十
鈴
川

も
、
手
水
（
ち
ょ
う
ず
）
や
蹲
踞
（
つ
く
ば
い
）

（
注
7
）
、
と
い
っ
た
身
を
清
め
る
も
の
と
し
て
機
能

さ
せ
た
の
で
あ
っ
て
、
遊
ぶ
も
の
で
は
な
い
。
せ

い
ぜ
い
京
都
の
詩
仙
堂
の
鹿
お
ど
し
の
よ
う
に
音

を
出
し
て
猪
や
鹿
を
脅
す
。
ま
た
、
筧
（
か
け
い
）

と
い
う
竹
筒
か
ら
水
を
落
と
し
て
、
手
水
に
受
け

る
水
の
点
景
づ
く
り
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
あ

と
は
庭
園
風
景
と
し
て
の
滝
の
よ
う
に
、
池
や
流

れ
を
作
っ
た
だ
け
で
す
。

水
の
遊
び
感
覚
が
復
活
す
る
の
は
、
明
治
以
降

で
す
。
先
ほ
ど
の
日
比
谷
公
園
の
例
を
は
じ
め
、

不
忍
池
の
ボ
ー
ト
場
も
早
く
か
ら
作
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
大
正
の
初
め
、
御
下
賜
に
な
っ
た
井
の
頭

公
園
で
は
、
池
に
飛
込
台
が
作
ら
れ
た
り
し
ま
し

た
。

遊
び
と
環
境
教
育
を
め
ぐ
る
社
会

景
観
―
造
園
家
と
し
て
の
解
釈

近
代
以
降
の
水
と
の
つ
き
あ
い
方
を
見
て

み
る
と
、
ボ
ー
ト
や
水
泳
の
よ
う
な
フ
ィ
ジ
カ
ル

な
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
水
、
次
に
噴
水
や
池
泉
な

ど
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
園
景
要
素
と
し
て
の
水
、
そ
れ

が
近
年
は
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
生
命
の
源
泉
と
し
て

の
水
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
環
境
教

育
の
視
点
か
ら
見
た
水
と
い
う
と
、
こ
こ
に
行
き

着
く
わ
け
で
す
。
水
は
生
命
の
源
だ
か
ら
、
ビ
オ

ト
ー
プ
の
発
想
が
生
ま
れ
る
。
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
水

で
は
プ
ー
ル
に
貯
ま
っ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
で
人
は

泳
げ
る
。
死
ん
で
い
る
水
で
も
構
わ
な
い
。
で
は
、

水
景
、
す
な
わ
ち
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
水
は
ど
う
か
。

も
ち
ろ
ん
き
れ
い
な
こ
と
に
越
し
た
こ
と
は
な
い

の
で
す
が
、
底
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
水
色
の
ペ
ン

キ
で
塗
っ
て
あ
っ
て
も
、
別
に
問
題
は
あ
り
ま
せ

ん
。
見
た
目
は
涼
し
げ
で
す
。
と
こ
ろ
が
エ
コ
ロ

ジ
カ
ル
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
生
き
物
が
生
き

て
初
め
て
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

生
き
た
水
で
な
い
と
機
能
を
果
た
さ
な
い
の
で

す
。
生
物
を
生
息
さ
せ
る
水
で
な
い
と
ダ
メ
で
す
。

よ
く
考
え
て
み
る
と
、
日
本
庭
園
は
す
べ
て
そ
う

造
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。
城
下
町
を
流
れ
る
上
水

も
ま
た
生
活
用
水
で
あ
り
、
農
業
用
水
で
あ
っ
た
。

川
は
低
い
所
を
流
れ
ま
す
が
、
上
水
は
分
水
を
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
、
高
い
所
（
馬
の
背
）
を
流
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し
ま
す
。
玉
川
上
水
や
野
火
止
用
水
を
、
ご
存
知

で
し
ょ
う
。
川
と
上
水
は
風
景
が
違
い
ま
す
。
た

だ
、
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
水
源
か
ら
下
流
ま
で

一
貫
し
て
き
れ
い
な
水
だ
っ
た
。
生
き
物
が
棲
め

る
水
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
現
代
に
な
る
と
、

水
を
資
源
と
し
て
管
理
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
こ

か
ら
問
題
に
な
る
の
で
す
。
資
源
と
い
う
こ
と
に

な
る
と
、
一
滴
の
無
駄
も
な
く
管
理
し
よ
う
と
す

る
よ
う
に
な
る
。
農
業
用
水
を
工
業
用
水
に
転
換

す
べ
く
、
農
業
用
水
の
水
利
権
を
工
業
用
水
と
し

て
売
ろ
う
と
す
る
。
水
が
蒸
発
し
た
り
地
中
に
染

み
込
ん
だ
り
す
る
こ
と
を
、
も
っ
た
い
な
い
と
考

え
る
よ
う
に
な
っ
て
、
水
を
パ
イ
プ
を
通
す
暗
渠

に
し
た
。
こ
れ
は
、
生
命
を
追
い
出
す
こ
と
で
す
。

こ
の
こ
と
が
環
境
破
壊
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。

昔
の
用
水
は
素
堀
り
で
す
か
ら
、
周
囲
に
漏
れ
た

水
が
田
ん
ぼ
に
入
っ
た
り
、
ま
わ
り
に
樹
木
を
育

て
た
り
し
た
の
で
す
。
だ
か
ら
、
玉
川
上
水
は
あ

れ
だ
け
の
雑
木
林
を
育
て
ら
れ
た
の
で
す
ね
。
樹

冠
が
で
き
、
鳥
が
集
ま
り
、
生
命
の
回
廊
へ
と
発

展
し
た
の
で
す
。
だ
か
ら
、
ま
さ
に
環
境
保
全
緑

地
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

―
水
と
の
つ
き
あ
い
を
環
境
教
育
の
観
点
か
ら

と
ら
え
直
す
た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し

ょ
う
か
。水

質
だ
け
を
問
題
に
す
る
の
を
、
そ
ろ
そ

ろ
や
め
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
濁
っ
た
水
で
も
、
生

物
は
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
ド
イ
ツ
。

ア
ウ
ト
バ
ー
ン
の
例
を
言
う
と
、
高
速
道
路
の
路

面
排
水
を
、
土
手
の
脇
の
下
に
落
と
し
て
池
を
造

っ
て
い
ま
す
。
道
路
の
法
面
（
の
り
め
ん
）
の
下

に
水
た
ま
り
が
で
き
る
の
で
す
。
そ
こ
に
蛙
と
お

た
ま
じ
ゃ
く
し
が
棲
む
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
を
狙

っ
て
捕
食
者
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
場
所
に

食
物
連
鎖
が
生
ま
れ
る
の
で
す
。
ア
ウ
ト
バ
ー
ン

沿
い
の
こ
ん
な
森
や
池
が
つ
な
が
っ
て
、
国
全
体

に
ビ
オ
ト
ー
プ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
ま
す
。
日

本
で
も
、
近
年
こ
れ
を
や
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

生
き
物
を
育
む
水
を
取
り
入
れ
て
い
こ
う
と
い
う

こ
と
で
す
。
や
っ
か
い
な
の
は
、
こ
こ
で
、
ア
メ

ニ
テ
ィ
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
問
題
が
発
生
す
る
わ

け
で
す
。
ア
メ
ニ
テ
ィ
か
ら
い
う
と
、
水
景
は
絶

対
必
要
だ
。
し
か
し
、
現
代
の
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
は
、
あ
る
程
度
深
い
水
は
危
険
で
す
。
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
が
大
事
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
ア
メ
ニ
テ

ィ
を
排
除
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
た
と
え

ば
、
日
本
庭
園
で
は
沢
跳
び
と
い
う
も
の
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
水
に
親
し
む
し
つ
ら
え
の
一
つ
で

す
が
、
池
の
中
の
飛
び
石
が
危
な
い
と
い
っ
て
、

近
年
で
は
柵
を
つ
け
て
い
る
の
で
す
。
こ
ん
な
馬

鹿
な
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
庭
園
の
風
景
と
し

て
の
飛
び
石
は
、
そ
こ
を
渡
る
こ
と
で
水
の
中
に

入
っ
た
よ
う
な
気
分
に
さ
せ
る
た
め
に
あ
る
の
で

す
。
飛
び
石
は
、
そ
れ
に
載
っ
て
一
歩
ず
つ
歩
み

を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
気
分
に

さ
せ
て
い
く
の
で
す
。
ぽ
ん
ぽ
ん
飛
ん
で
歩
く
た

め
の
も
の
で
は
な
い
。
歩
く
だ
け
な
ら
、
舗
装
道

路
で
い
い
の
で
す
。
そ
ん
な
文
化
の
基
本
さ
え
も
、

忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
で
は
、
池
の
そ
ば
に
浮
輪
を

置
い
て
落
ち
た
ら
拾
え
と
い
う
考
え
方
で
す
。
環

境
教
育
は
、
自
分
の
身
の
安
全
は
、
自
分
で
守
る

と
い
う
発
想
を
教
え
る
こ
と
で
す
。
安
全
、
安
全

と
い
っ
て
、
な
ん
で
も
柵
を
付
け
れ
ば
い
い
と
い

う
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
か
ら
の
課
題
は
、
水
と

つ
き
あ
う
と
い
う
こ
と
を
、
日
本
の
文
化
と
し
て

考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
し
、
そ
の
前
段
で
環
境

教
育
と
し
て
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
。
人
間
が

生
き
る
こ
と
と
水
と
の
関
わ
り
と
は
何
か
、
私
の

い
う
ト
ー
タ
ル
環
境
空
間
に
、
本
当
の
水
を
取
り

入
れ
て
い
く
た
め
に
、
い
か
に
取
り
組
む
べ
き
か

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
最
後
は
今
の
都

市
構
造
を
問
わ
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
る
。

―
そ
う
し
た
観
点
か
ら
す
る
と
、
今
の
ビ
オ
ト

ー
プ
は
生
態
学
的
な
視
点
に
偏
っ
て
い
る
よ
う
に

も
思
え
ま
す
ね
。

そ
の
通
り
で
す
。
低
温
、
低
湿
の
ド
イ
ツ

な
ど
の
ビ
オ
ト
ー
プ
の
や
り
方
を
、
そ
の
ま
ま
持

っ
て
き
た
の
で
は
薮
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
自
然
を
生
か
し
つ
つ
も
手
を
入
れ
な
が

ら
、
美
し
く
自
然
を
維
持
し
た
伝
統
的
日
本
庭
園

こ
そ
、
ま
さ
に
日
本
型
ビ
オ
ト
ー
プ
で
す
ね
。

―
過
去
五
年
間
の
新
聞
記
事
に
あ
る
、「
遊
び
」

に
関
連
す
る
記
事
を
ご
覧
に
な
っ
て
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
。一

見
、
遊
び
の
種
類
が
多
彩
に
広
が
っ
て

い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
結
局
は
、
道
具
を
介

し
て
の
遊
び
で
し
ょ
う
。
多
様
化
し
つ
つ
も
、
ど

ん
ど
ん
人
為
的
な
狭
い
も
の
に
向
か
っ
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。
む
し
ろ
行
為
だ
け
楽
し
む
の
で

は
な
く
、
風
景
を
含
め
て
環
境
を
楽
し
ん
で
ほ
し

い
で
す
ね
。
た
と
え
ば
、
釣
り
だ
っ
て
昔
の
中
国

の
文
人
画
に
描
か
れ
た
よ
う
に
、
詩
を
詠
み
、
画

に
描
く
と
い
っ
た
具
合
の
、
環
境
そ
の
も
の
を
味

わ
う
よ
う
な
釣
り
文
化
に
発
展
で
き
れ
ば
、
余
裕

が
あ
っ
て
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
ど
ん
な
大
物
が

釣
れ
る
か
と
か
、
何
匹
釣
れ
る
か
と
い
う
、
ス
ポ

ー
ツ
的
な
釣
り
で
は
な
く
て
で
す
よ
。

ト
ー
タ
ル
な
環
境
観
な
ん
て
、
も
う
誰
も
持
っ

て
い
な
い
よ
う
で
す
ね
。
海
水
浴
場
だ
っ
て
、
昔

は
砂
浜
、
松
原
が
セ
ッ
ト
で
し
た
よ
ね
。
今
は
、

海
の
横
に
プ
ー
ル
を
造
っ
て
そ
こ
で
泳
ぐ
。
目
的

的
に
し
か
感
じ
な
い
、
感
度
の
悪
い
人
間
が
増
え

て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
機
能
と
し
て
特
化

し
た
水
環
境
を
考
え
る
の
で
は
だ
め
な
ん
で
す
。

人
間
が
生
き
る
こ
と
と
関
連
し
て
水
に
敬
意
を
表

し
、
多
様
な
要
素
を
持
っ
た
水
の
空
間
を
ト
ー
タ

ル
に
感
じ
な
い
と
、
人
と
水
と
の
多
様
な
関
係
は

広
が
っ
て
い
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

（1）
ス
ペ
ー
ス
と
プ
レ
イ
ス
　
場
所
を
単
な
る
空
間
（
ス
ペ
ー
ス
）

で
は
な
く
、
そ
こ
に
生
き
て
き
た
人
の
経
験
や
歴
史
が
つ
ま

っ
た
「
生
き
ら
れ
る
場
所
」（
プ
レ
イ
ス
）
と
し
て
と
ら
え
よ

う
と
す
る
見
方
。

（2）
等
々
力
渓
谷
　
東
京
二
十
三
区
内
で
、
唯
一
の
渓
谷
と
言
わ
れ

て
い
る
。
世
田
谷
区
内
、
国
分
寺
崖
線
の
南
端
に
当
た
り
、

滝
、
湧
水
も
あ
る
。

（3）
Ｂ
Ｏ
Ｄ
　B

iochem
icalO

xygen
D
em
and

生
物
化
学
的

酸
素
要
求
量
の
略
。
水
が
ど
れ
だ
け
汚
染
さ
れ
て
い
る
か
を

表
す
指
標
で
、
微
生
物
が
水
中
有
機
物
を
き
れ
い
に
す
る
ま

で
酸
化
分
解
す
る
際
に
必
要
と
さ
れ
る
酸
素
の
量
。

（4）
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
　
奄
美
、
沖
縄
で
、
海
の
か
な
た
や
地
底
に
あ

る
常
世
国
（
と
こ
よ
の
く
に
）
と
、
信
じ
ら
れ
て
い
る
聖
な

る
他
界
。

（5）
ジ
ョ
ー
ク
　
西
洋
庭
園
で
行
わ
れ
た
、
水
の
造
園
デ
ザ
イ
ン
の

一
様
式
。
座
る
と
水
が
吹
き
出
す
な
ど
し
て
、
人
を
驚
か
せ

る
。

（6）
サ
プ
ラ
イ
ズ
・
フ
ァ
ウ
ン
テ
ン
　
同
じ
く
、
人
工
的
に
雷
の
音

を
た
て
た
り
し
て
、
人
を
驚
か
せ
る
噴
水
の
様
式
。

（7）
蹲
踞
（
つ
く
ば
い
）

身
体
を
つ
く
ば
っ
て
手
水
を
使
う
た
め

の
、
自
然
石
製
の
水
鉢
。
低
い
位
置
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。
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【
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と

学
習
体
験
】

◆
発
想
の
転
換
で
集
客
。「
水
辺
再
現
型
」

地
方
に
浸
透
。
水
族
館
で
展
示
内
容
や
見

せ
方
に
工
夫
を
凝
ら
す
動
き
が
広
が
っ
て

き
た
。
鳥
類
や
爬
虫
類
な
ど
、
こ
れ
ま
で

の
水
族
館
の
領
域
を
超
え
た
生
物
を
展
示

す
る
ケ
ー
ス
が
増
加
。
魚
の
生
息
を
す
る

環
境
を
そ
の
ま
ま
見
せ
る
「
生
態
展
示
」

も
各
地
で
導
入
が
進
み
、
地
域
の
特
徴
あ

る
水
辺
の
様
子
を
再
現
し
て
い
る
。
大
都

市
の
大
型
館
が
リ
ー
ド
し
て
始
ま
っ
た
水

族
館
ブ
ー
ム
が
一
段
落
す
る
中
、
各
施
設

は
よ
り
個
性
的
な
展
示
で
入
館
者
に
ア
ピ

ー
ル
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
神
戸
市
立
須

磨
海
浜
水
族
園
で
十
一
月
下
旬
、
水
族
館

に
は
珍
し
い
イ
ン
ド
ク
ジ
ャ
ク
の
ペ
ア
が

お
目
見
え
し
た
。
同
市
立
王
子
動
物
園
か

ら
譲
り
受
け
た
も
の
で
、
リ
ス
や
ス
ズ
メ

の
い
る
バ
ー
ド
ケ
ー
ジ
に
仲
間
入
り
。『
な

ん
で
水
族
館
に
ク
ジ
ャ
ク
が
』
と
客
に
意

外
性
を
持
た
せ
る
こ
と
と
、
展
示
効
果
を

狙
っ
た
」
と
展
示
部
長
の
房
安
昌
志
さ
ん
。

今
年
四
月
に
改
装
オ
ー
プ
ン
し
た
東
京
・

東
池
袋
の
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
国
際
水
族
館
は
、

水
族
と
植
物
、
鳥
類
、
爬
虫
類
と
の
「
混

合
飼
育
」
に
よ
る
展
示
を
新
た
な
売
り
物

に
し
て
い
る
。
大
都
市
の
大
型
水
族
館
な

ど
が
先
駆
け
と
な
っ
た
生
態
展
示
が
、
地

方
の
施
設
に
も
浸
透
し
て
い
る
。
今
年
七

月
、
福
岡
・
大
牟
田
市
に
オ
ー
プ
ン
し
た

テ
ー
マ
パ
ー
ク
、
ネ
イ
ブ
ル
ラ
ン
ド
の
水

族
館
は
、
隣
接
す
る
有
明
海
を
テ
ー
マ
に

し
た
コ
ー
ナ
ー
が
目
玉
だ
。「
魚
を
水
槽
に

泳
が
せ
て
お
け
ば
い
い
」
と
の
発
想
を
変

え
、
生
態
展
示
や
動
物
園
と
の
展
示
物
の

ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
を
進
め
て
き
た
水
族
館
。

今
後
も
、「
何
を
ど
う
見
せ
る
か
」
と
い
う

工
夫
が
集
客
の
カ
ギ
に
な
り
そ
う
だ
。

（
一
九
九
五
年
十
二
月
二
十
日
　
日
経
）

◆
水
族
館
の
裏
側
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う
。

横
浜
市
に
あ
る
八
景
島
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス

で
、
学
校
の
休
み
を
利
用
し
て
「
水
族
館

の
裏
側
探
検
」
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

海
の
生
き
物
を
飼
育
す
る
大
切
な
仕
組
み

を
、
機
械
室
や
治
療
室
、
エ
サ
の
調
理
室

な
ど
、
ふ
だ
ん
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
裏

側
を
探
検
。
実
際
に
エ
サ
を
や
っ
た
り
し

て
、
水
族
館
の
仕
事
も
体
験
し
て
い
ま
す
。

（
一
九
九
六
年
二
月
十
八
日
　
読
売
）

◆
江
戸
川
が
流
れ
込
む
東
京
湾
の
三
日
月

干
潟
で
二
十
四
日
、
生
物
観
察
会
が
開
か

れ
た
。
葛
西
臨
海
水
族
園
に
よ
る
。

（
一
九
九
七
年
五
月
二
十
五
日
　
朝
日
）

◆
干
潟
は
天
然
の
浄
水
場
。
東
京
湾
で
一

九
九
五
年
か
ら
年
一
回
の
ペ
ー
ス
で
干
潟

観
察
会
を
開
い
て
い
る
葛
西
臨
海
水
族
園

（
東
京
都
江
戸
川
区
）
は
、「
干
潟
に
す
む

生
物
た
ち
は
、
よ
ご
れ
た
水
や
有
機
物
を

こ
し
取
る
浄
化
槽
の
役
割
が
あ
り
ま
す
」

と
、
干
潟
の
大
切
さ
を
市
民
に
訴
え
て
き

た
。
（
一
九
九
七
年
六
月
十
一
日
　
朝
日
）

◆
ぼ
く
た
ち
の
水
族
館
だ
―
。
首
都
圏
の

子
供
た
ち
が
、
神
奈
川
県
三
浦
半
島
の
海

岸
で
磯
の
生
き
物
を
採
集
、
東
京
・
池
袋

の
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
国
際
水
族
館
に
、
手
づ

く
り
の
水
族
館
を
作
り
ま
し
た
。
水
槽
づ

く
り
、
説
明
板
製
作
、
飼
育
ま
で
、
作
業

は
み
ん
な
子
供
た
ち
で
す
。
キ
ッ
ズ
・
ア

ク
ア
リ
ウ
ム
（
子
供
水
族
館
）
は
、
三
十

一
日
ま
で
無
料
で
開
い
て
い
ま
す
。

（
一
九
九
七
年
八
月
十
七
日
　
読
売
）

◆
ス
コ
ー
ル
体
験
。
千
種
類
約
四
千
五
百

本
の
熱
帯
植
物
が
茂
る
「
夢
の
島
熱
帯
植

物
館
」
で
は
、
夏
休
み
期
間
中
の
土
、
日

曜
日
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
で
の
ス
コ
ー
ル
体
験

を
し
て
も
ら
お
う
と
、
温
室
内
に
散
水
機

を
使
っ
て
雨
を
降
ら
せ
て
い
る
。

（
一
九
九
七
年
八
月
三
十
日
　
朝
日
）

◆
ス
リ
ル
満
点
！
サ
メ
と
遊
泳
。
ギ
ョ

ッ
！
　
サ
メ
だ
。
で
も
、
ご
心
配
な
く
。

こ
れ
は
、
南
ア
フ
リ
カ
・
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン

に
あ
る
「
ツ
ー
・
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
水
族
館
」

が
、
一
般
ダ
イ
バ
ー
を
対
象
に
始
め
た
企

画
で
、
場
所
は
同
水
族
館
の
大
型
水
槽
の

中
。
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
資
格
さ

え
あ
れ
ば
、
だ
れ
で
も
体
験
で
き
、
怖
い

も
の
見
た
さ
も
手
伝
っ
て
、
静
か
な
ブ
ー

ム
を
呼
ん
で
い
る
。

（
一
九
九
八
年
二
月
二
十
八
日
　
読
売
）

【
釣
り
】

◆
ス
ポ
ー
ツ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
派
急
増
、
え

さ
釣
り
と
共
存
が
課
題
に
。
箱
根
・
芦
ノ

湖
、
場
所
分
離
で
摩
擦
防
止
。
急
速
に
愛

好
者
を
増
や
し
て
い
る
「
ス
ポ
ー
ツ
フ
ィ

ッ
シ
ン
グ
」
の
釣
り
場
を
、
従
来
の
「
え

さ
釣
り
」
の
場
と
区
分
け
す
る
制
度
が
今

春
か
ら
、
神
奈
川
県
箱
根
町
の
芦
ノ
湖
で

導
入
さ
れ
る
。
釣
り
客
同
士
の
ト
ラ
ブ
ル

を
防
ぐ
苦
肉
の
策
だ
。
し
か
し
、
ス
ポ
ー

ツ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
と
え
さ
釣
り
の
間
に
は
、

根
底
に
、
釣
り
に
対
す
る
「
思
想
」
の
違

い
が
あ
る
。
釣
り
評
論
家
の
服
部
善
郎
さ

ん
は
言
う
。「
日
本
人
に
と
っ
て
魚
は
食
文

化
の
象
徴
。
多
く
の
魚
を
釣
っ
て
、
食
べ

る
と
い
う
の
が
伝
統
的
な
え
さ
釣
り
の
発

想
だ
。
一
方
疑
似
餌
釣
り
は
、
魚
を
あ
ま

り
食
べ
る
思
想
の
な
い
欧
米
流
の
釣
り
。

何
を
ど
れ
だ
け
釣
る
か
よ
り
も
、
い
か
に

し
て
釣
る
か
と
い
う
経
過
を
楽
し
む
こ
と

に
目
的
が
あ
る
」
実
際
、
ル
ア
ー
釣
り
に

は
、
釣
っ
た
魚
は
そ
の
場
で
放
し
、
何
回

も
釣
る
こ
と
を
楽
し
む
「
キ
ャ
ッ
チ
・
ア

ン
ド
・
リ
リ
ー
ス
」
が
定
着
し
て
い
る
。

日
本
釣
振
興
会
の
二
川
原
酬
二
事
務
局
長

も
「
釣
り
の
発
想
が
全
く
違
う
の
だ
か
ら
、

混
み
合
う
釣
り
場
を
分
け
る
の
は
あ
る
程

度
仕
方
の
な
い
こ
と
」
と
理
解
を
示
す
が
、

「
こ
れ
は
互
い
の
ル
ー
ル
作
り
の
第
一
歩
。

ま
だ
ま
だ
改
善
す
べ
き
点
は
多
い
」
と
提

言
す
る
。（

一
九
九
六
年
一
月
七
日
　
読
売
）

◆
東
京
・
東
上
野
に
「
釣
具
の
あ
ゆ
み
資

料
館
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
国
内
だ
け
で

な
く
外
国
か
ら
も
集
め
た
さ
お
、
糸
、
リ

ー
ル
、
針
な
ど
千
点
の
釣
り
具
を
展
示
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
変
遷
を
た
ど
る
こ
と
が
出
来

る
。
蚕
糸
で
作
っ
た
釣
り
糸
、
鯨
の
ひ
げ

で
作
っ
た
釣
り
ざ
お
な
ど
、
珍
し
い
道
具

に
は
手
づ
く
り
の
温
か
み
が
感
じ
ら
れ
る
。

創
設
者
の
一
人
で
東
京
釣
用
品
協
同
組
合

特
別
顧
問
の
常
見
保
彦
さ
ん
は
「
大
量
生

産
の
現
代
の
釣
り
具
に
よ
っ
て
滅
び
つ
つ

あ
る
伝
統
的
な
釣
り
文
化
を
後
世
に
伝
え

た
い
」
と
話
す
。

（
一
九
九
六
年
四
月
一
日
　
日
経
）

◆
海
に
も
ブ
ー
ム
の
波
。
釣
り
場
・
魚
種

幅
広
く
。
初
心
者
多
く
マ
ナ
ー
課
題
。
ル

ア
ー
（
擬
似
餌
）
や
フ
ラ
イ
（
毛
ば
り
）

釣
り
と
い
え
ば
渓
流
や
湖
が
通
り
相
場
だ

が
、
最
近
、
海
で
楽
し
む
人
が
増
え
て
き

た
。
東
京
・
臨
海
副
都
心
で
ス
ズ
キ
や
ボ

ラ
を
釣
っ
た
り
、
伊
豆
で
カ
ン
パ
チ
を
狙

っ
た
り
と
、
釣
り
場
も
魚
種
も
幅
広
い
。

釣
り
具
メ
ー
カ
ー
や
専
門
店
も
ブ
ー
ム
到

来
を
見
込
み
、
海
用
ル
ア
ー
・
フ
ラ
イ
用

品
の
取
り
扱
い
を
増
や
し
て
い
る
。

（
一
九
九
六
年
五
月
二
十
五
日
　
日
経
）

◆
世
界
ア
ユ
友
釣
り
大
会
。
清
流
の
多
い

岐
阜
県
は
、
年
間
六
十
万
余
の
フ
ァ
ン
が

訪
れ
る
ア
ユ
釣
り
の
本
場
で
も
あ
る
。
そ

こ
で
日
本
古
来
の
伝
統
漁
法
「
友
釣
り
技

術
」
の
伝
承
と
、
釣
り
人
の
マ
ナ
ー
向
上

を
図
ろ
う
と
、
岐
阜
県
漁
業
協
同
組
合
連

合
会
が
音
頭
を
取
っ
て
始
め
た
。
八
回
目

の
今
年
は
、
七
月
二
十
四
日
に
飛
騨
川
支

流
の
白
川
で
開
か
れ
る
。

（
一
九
九
六
年
六
月
十
四
日
　
朝
日
）

◆
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
の
一
種
で
、
北
米
産
の

コ
ク
チ
バ
ス
が
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
、
長

野
、
滋
賀
な
ど
五
県
、
十
ヵ
所
の
湖
沼
に

生
息
圏
を
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
、
水
産

庁
の
聞
き
取
り
調
査
で
分
か
っ
た
。
す
で

news storys of water

※ご紹介するのは、データベース化した水に関する新聞記事より、朝日、読売、日経、日経産業の記事の一部分です。どの記事も要約されたものです。
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に
日
本
に
定
着
し
た
オ
オ
ク
チ
バ
ス
よ
り

機
敏
で
、
冷
水
域
で
も
生
息
で
き
る
こ
と

か
ら
、
湖
沼
だ
け
で
な
く
、
渓
流
の
生
態

系
に
も
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
恐
れ
が
あ

る
。
三
十
三
県
が
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
な
ど
の

外
来
魚
の
放
流
を
禁
止
し
て
お
り
、
水
産

庁
は
、
違
法
放
流
は
摘
発
す
る
よ
う
都
道

府
県
に
求
め
て
い
る
。

（
一
九
九
六
年
六
月
十
七
日
　
朝
日
）

◆
首
都
圏
の
水
が
め
、
群
馬
県
水
上
町
の

矢
木
沢
ダ
ム
で
、
渇
水
で
干
上
が
っ
た
貯

水
池
（
奥
利
根
湖
）
の
湖
底
に
若
者
や
家

族
連
れ
が
Ｒ
Ｖ
車
で
続
々
と
乗
り
こ
み

「
違
法
駐
車
」
し
て
い
る
。
奥
利
根
の
秘
境

の
釣
り
の
穴
場
と
し
て
そ
の
魅
力
が
口
コ

ミ
で
広
が
っ
た
た
め
で
、
同
ダ
ム
を
管
理

す
る
水
資
源
開
発
公
団
沼
田
総
合
管
理
所

が
禁
止
し
て
い
る
キ
ャ
ン
プ
や
モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
ま
で
楽
し
む
ケ
ー
ス
も
。
同
管
理

所
は
「
何
か
事
故
が
起
き
た
ら
…
」「
ご
み

で
ダ
ム
が
汚
さ
れ
る
」
と
心
配
し
な
が
ら

も
、「
親
水
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て

い
る
手
前
、
強
行
措
置
を
取
れ
ず
、
対
応

に
苦
慮
し
て
い
る
。
奥
利
根
湖
に
コ
ン
ビ

ニ
の
袋
が
浮
か
び
、
空
き
缶
も
捨
て
ら
れ

る
な
ど
、
ご
み
公
害
の
被
害
が
じ
わ
じ
わ

と
出
始
め
て
い
る
。

（
一
九
九
六
年
八
月
十
七
日
　
読
売
）

◆
海
と
川
の
マ
ナ
ー
向
上
へ
新
制
度
。
釣

り
指
導
員
に
上
級
コ
ー
ス
。
技
術
や
環
境

保
全
を
伝
授
。「
名
人
級
」
は
試
験
敬
遠
。

名
人
と
上
級
者
、
ど
ち
ら
が
釣
り
上
手
？

ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム
で
釣
り
フ
ァ
ン
が
増

え
る
中
、
釣
り
団
体
が
主
催
す
る
指
導
員

の
資
格
制
度
に
、
新
た
に
上
級
コ
ー
ス
が

加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
海
川
で
ご
み
捨

て
な
ど
の
苦
情
が
絶
え
な
い
た
め
、
釣
り

人
へ
の
マ
ナ
ー
指
導
を
強
化
す
る
の
が
目

的
だ
。
補
助
金
を
出
す
農
水
省
は
五
年
間

で
五
百
人
の
育
成
を
期
待
し
て
い
る
が
、

「
名
人
級
」
た
ち
の
間
で
は
「
も
し
落
ち
た

ら
メ
ン
ツ
が
丸
つ
ぶ
れ
だ
」
と
、
試
験
そ

の
も
の
を
敬
遠
す
る
向
き
も
あ
る
。「
釣
り

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
」
の
資
格
制
度
は
、

約
十
六
万
人
の
釣
り
人
が
加
盟
す
る
全
日

本
釣
り
団
体
協
議
会
（
東
京
都
千
代
田
区
）

が
「
釣
り
の
健
全
な
発
展
と
自
然
環
境
の

保
全
」
な
ど
を
目
的
に
掲
げ
て
い
る
。
釣

り
技
術
と
理
論
、
漁
業
関
連
法
令
や
気
象
、

マ
ナ
ー
指
導
の
手
引
き
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
講
習
と
、
筆
記
と
実
技
、
面
接
の
試
験

を
受
け
る
。
合
格
す
る
と
、
釣
り
の
技
術

や
、
針
や
糸
に
よ
る
野
鳥
の
被
害
防
止
の

マ
ナ
ー
、
環
境
保
全
の
指
導
な
ど
を
す
る
。

（
一
九
九
六
年
九
月
七
日
　
朝
日
）

◆
東
京
都
と
埼
玉
県
の
境
に
広
が
る
都
水

道
局
村
山
貯
水
池
と
山
口
貯
水
池
。
水
道

水
の
安
全
と
水
質
を
確
保
す
る
た
め
、
周

辺
の
保
水
林
を
含
め
て
立
ち
入
り
禁
止
に

な
っ
て
い
る
が
、
フ
ェ
ン
ス
を
乗
り
越
え

た
り
ペ
ン
チ
で
穴
を
開
け
た
り
し
て
湖
畔

に
侵
入
し
、
釣
り
糸
を
垂
れ
る
釣
り
人
が

後
を
絶
た
な
い
。
都
も
有
効
な
対
策
が
な

く
、
釣
り
人
の
マ
ナ
ー
に
頼
る
し
か
な
い

の
が
現
状
だ
。

（
一
九
九
六
年
九
月
二
十
八
日
　
朝
日
）

◆
釣
り
・
料
理
で
観
光
Ｐ
Ｒ
。
桧
原
漁
協
。

退
治
で
き
ぬ
な
ら
利
用
。
県
水
産
課
・
他

の
漁
協
、
川
伝
い
の
拡
散
懸
念
。「
湖
の
ギ

ャ
ン
グ
」
と
悪
名
高
い
外
来
魚
ブ
ラ
ッ
ク

バ
ス
。
ワ
カ
サ
ギ
や
エ
ビ
な
ど
を
食
べ
る

た
め
害
魚
の
代
表
格
に
さ
れ
て
い
る
が
、

東
北
の
景
勝
地
、
裏
磐
梯
の
桧
原
湖
（
福

島
県
）
で
は
、
駆
除
を
検
討
し
て
い
た
は

ず
の
地
元
漁
協
が
「
も
っ
と
増
や
し
た
い
」

と
方
向
転
換
し
た
。
渋
い
顔
の
行
政
側
に

対
し
て
、
漁
協
は
「
釣
り
と
料
理
を
売
り

物
に
地
域
お
こ
し
を
」
と
熱
い
視
線
を
注

ぐ
。
当
の
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
も
目
を
白
黒
さ

せ
そ
う
な
人
間
界
の
バ
ス
騒
動
を
追
っ
た
。

全
国
で
は
駆
除
派
が
主
流
。
放
流
の
稚
魚

に
被
害
。

（
一
九
九
六
年
十
月
十
三
日
　
日
経
）

◆
ル
ア
ー
釣
り
用
品
。
若
者
を
中
心
に
流

行
っ
て
い
る
ル
ア
ー
釣
り
に
、
水
中
で
微

生
物
に
よ
っ
て
分
解
さ
れ
る
ル
ア
ー
や
釣

り
糸
が
登
場
し
た
。
ブ
ー
ム
の
過
熱
で
、

使
い
捨
て
の
ル
ア
ー
が
魚
の
体
内
に
残
っ

た
り
、
釣
り
糸
が
水
取
り
に
絡
ま
っ
た
り

す
る
事
故
が
相
次
い
だ
こ
と
が
き
っ
か
け
。

ル
ア
ー
釣
り
の
環
境
へ
の
悪
影
響
に
手
を

焼
い
て
い
た
釣
り
場
側
も
こ
う
し
た
動
き

を
歓
迎
し
、
漁
協
が
商
品
の
改
善
に
協
力

す
る
な
ど
の
動
き
が
出
始
め
て
い
る
。
発

売
し
た
の
は
服
飾
・
履
物
資
材
会
社
の
モ

リ
ト
（
大
阪
市
中
央
区
）。
水
と
食
品
添
加

物
を
素
材
に
し
て
作
り
上
げ
た
。
東
レ
は

生
分
解
性
の
「
脂
肪
族
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
」

製
の
釣
り
糸
「
フ
ィ
ー
ル
ド
メ
イ
ト
」
を

発
売
し
た
。
バ
ク
テ
リ
ア
が
糸
を
分
解
す

る
仕
組
み
。

（
一
九
九
六
年
十
二
月
三
日
　
日
経
）

◆
冬
場
は
も
ち
ろ
ん
、
一
年
中
ル
ア
ー
・

フ
ラ
イ
で
釣
り
が
楽
し
め
る
「
管
理
釣
り

場
」
が
、
自
然
の
渓
流
の
釣
り
解
禁
日
を

待
ち
わ
び
る
釣
り
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
る
。
人
工
の
湖
沼
や
川
の
一
部
を
区
切

っ
た
エ
リ
ア
に
マ
ス
類
を
定
期
的
に
放
流

し
て
お
り
、
自
然
の
渓
流
に
比
べ
る
と
魚

影
が
格
段
に
濃
い
。
女
性
客
も
増
え
て
い

る
。
神
奈
川
県
津
久
井
町
の
「
リ
ヴ
ァ
ス

ポ
ッ
ト
早
戸
」。
相
模
川
水
系
の
早
戸
川
の

一
部
を
区
切
っ
た
ル
ア
ー
・
フ
ラ
イ
専
用

の
管
理
釣
り
場
だ
。
専
門
誌
「
ア
ン
グ
リ

ン
グ
」（
広
済
堂
出
版
）
編
集
部
に
よ
る
と
、

自
然
の
渓
流
を
利
用
し
た
管
理
釣
り
場
は

少
数
派
で
、
人
工
の
池
や
湖
を
使
っ
た
釣

り
場
が
、
近
年
急
増
し
て
い
る
。

（
一
九
九
七
年
二
月
七
日
　
読
売
）

◆
湖
や
沼
に
生
息
す
る
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
を

小
魚
の
形
を
ま
ね
て
作
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
ル
ア
ー
を
使
っ
て
釣
る
「
バ
ス
釣
り
」

が
若
者
に
大
人
気
だ
。「
カ
ッ
コ
い
い
」
と

女
性
に
も
注
目
さ
れ
、
ル
ア
ー
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
や
海
で
の
ル
ア
ー
釣
り
に
ま
で
広

が
り
を
見
せ
始
め
た
。
一
方
で
、
捨
て
ら

れ
た
釣
り
糸
が
水
鳥
に
絡
ま
る
と
い
っ
た

環
境
問
題
へ
の
対
応
も
迫
ら
れ
て
い
る
。

昨
年
十
一
月
山
梨
県
の
河
口
湖
で
開
か
れ

た
バ
ス
釣
り
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
。
全
国
か
ら

集
ま
っ
た
約
二
万
三
千
人
が
一
メ
ー
ト
ル

間
隔
で
並
ん
だ
と
こ
ろ
、
湖
畔
を
ぐ
る
り

と
一
周
し
て
し
ま
っ
た
。

（
一
九
九
七
年
三
月
十
五
日
　
日
経
）

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
人
気
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
釣
り
場
の
情
報
を
提
供

す
る
サ
ー
ビ
ス
が
人
気
を
集
め
て
い
る
。

事
後
報
告
に
な
り
が
ち
な
専
門
雑
誌
と
異

な
り
、
い
き
の
良
い
情
報
が
売
り
物
だ
。

過
去
の
実
績
と
最
新
の
気
象
情
報
を
分
析

し
、「
大
漁
日
」
を
ズ
バ
リ
予
測
す
る
サ
ー

ビ
ス
も
登
場
し
た
。
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の

ナ
ン
バ
ー
ア
イ
（
神
戸
市
）
が
運
営
す
る

釣
り
情
報
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｂ

Ｏ
Ｏ
（
マ
ン
ボ
ー
）」。
既
に
ア
ク
セ
ス
件

数
は
七
万
件
。
約
六
千
人
の
会
員
数
を
誇

る
日
本
最
大
の
釣
り
競
技
者
団
体
、
全
日

本
サ
ー
フ
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
連
盟
に
協
力

を
要
請
。
年
間
約
六
万
匹
の
デ
ー
タ
が
集

ま
る
予
定
だ
。
気
象
情
報
サ
ー
ビ
ス
会
社

の
ウ
ェ
ザ
ー
ニ
ュ
ー
ズ
は
、
得
意
と
す
る

地
域
を
絞
っ
た
天
気
予
報
や
衛
星
を
使
っ

た
海
流
の
温
度
変
化
地
図
を
武
器
に
、
ネ

ッ
ト
上
で
釣
り
雑
誌
を
創
刊
し
た
。

（
一
九
九
七
年
七
月
十
九
日
　
日
経
）

◆
釣
り
、
女
性
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
ら
え
る
。

た
だ
、
捨
て
ら
れ
る
釣
り
糸
で
け
が
を
す

る
鳥
が
後
を
絶
た
な
い
な
ど
、
新
米
太
公

望
の
マ
ナ
ー
も
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
釣

り
は
、
ゲ
ー
ム
の
分
野
で
も
ブ
ー
ム
に
な

っ
て
い
る
。
マ
ナ
ー
問
題
、
鳥
傷
つ
け
る

釣
り
糸
放
置
。

（
一
九
九
八
年
六
月
三
十
日
　
読
売
）

◆
「
ス
ポ
ー
ツ
」
と
し
て
の
釣
り
が
、
定

着
し
つ
つ
あ
る
。
釣
り
上
げ
た
魚
に
舌
鼓

を
打
っ
た
り
、
隣
近
所
に
お
す
そ
分
け
し

た
り
、
と
い
っ
た
今
ま
で
の
釣
り
と
は
違

っ
た
ス
タ
イ
ル
の
釣
り
だ
。
釣
り
人
は
ル

ー
ル
に
従
い
、
戦
略
を
立
て
、
魚
と
の
戦

い
を
楽
し
み
、
魚
は
放
流
す
る
。

（
一
九
九
八
年
八
月
二
十
九
日
　
読
売
）

◆
東
京
大
学
で
今
月
か
ら
、
ヘ
ラ
ブ
ナ
釣

り
を
学
問
と
し
て
研
究
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
開
講
し
た
。
ゼ
ミ
の
名
称

は
「
へ
ら
鮒
釣
り
―
日
本
独
自
の
ス
ポ
ー

ツ
・
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
」。
教
養
学
部
の
一,

二
年
生
を
対
象
に
し
た
全
学
自
由
研
究
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
開
か
れ
て
お
り
、

釣
り
の
初
心
者
を
中
心
に
二
十
人
の
学
生

が
受
講
し
て
い
る
。

（
一
九
九
八
年
九
月
二
十
一
日
　
読
売
）

【
ダ
イ
ビ
ン
グ
】

◆
や
っ
て
ま
す
　
面
白
ス
ポ
ー
ツ
。
ネ
ー

チ
ャ
ー
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
、
静
岡
・
南

伊
豆
町
。
ボ
ン
ベ
不
要
の
海
中
散
歩
。
シ

ュ
ノ
ー
ケ
ル
を
使
っ
て
浅
い
海
を
泳
ぎ
な

が
ら
、
海
中
の
生
物
や
岩
な
ど
の
自
然
を

観
察
、
探
検
す
る
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
。
夏

向
き
の
、
海
の
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
と
い
っ

た
と
こ
ろ
か
。
ウ
エ
ッ
ト
ス
ー
ツ
と
フ
ィ

ン
、
水
中
マ
ス
ク
を
つ
け
、
シ
ュ
ノ
ー
ケ

ル
で
息
を
し
な
が
ら
海
中
を
散
歩
す
る
。

（
一
九
九
六
年
六
月
七
日
　
朝
日
）

◆
ダ
イ
バ
ー
の
入
海
料
。
漁
業
不
振
、
レ

ジ
ャ
ー
に
「
網
」。
あ
い
ま
い
な
「
権
利
」、

法
的
に
は
任
意
の
支
払
い
。「
海
は
み
ん
な

の
も
の
。
潜
る
の
に
な
ぜ
お
金
を
払
わ
な

く
ち
ゃ
な
ら
な
い
の
」。
伊
豆
半
島
の
沖
で

ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
し
て
き
た
と

い
う
探
偵
見
習
の
高
井
円
子
は
、
有
料
な

の
が
納
得
で
き
な
い
。
調
べ
て
み
る
と
、

複
雑
な
権
利
関
係
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き

た
。「
入
海
料
？
ウ
チ
は
徴
収
代
行
し
て
い

る
だ
け
。
お
金
は
漁
業
権
を
持
つ
地
元
の

漁
協
に
そ
の
ま
ま
渡
す
ん
だ
よ
」。「
漁
業

権
は
、
漁
業
法
に
基
づ
き
漁
業
を
営
む
権

利
の
こ
と
で
す
」。「
ダ
イ
バ
ー
を
積
極
的

に
受
け
入
れ
て
い
る
漁
協
も
あ
る
ら
し

い
」。
ダ
イ
ビ
ン
グ
で
漁
村
を
振
興
し
よ
う

と
、
会
社
を
設
立
し
た
り
、
自
ら
ダ
イ
ビ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
開
業
す
る
漁
協
が
出
て

き
た
。（
一
九
九
六
年
六
月
十
五
日
　
日
経
）

◆
海
底
遺
跡
守
る
ダ
イ
バ
ー
の
輪
。
佐
賀

県
唐
津
市
の
景
勝
地
「
七
ツ
釜
」。
そ
の
海

底
に
は
弥
生
時
代
か
ら
江
戸
時
代
の
土
器

や
陶
磁
器
が
散
乱
す
る
。
大
陸
と
の
交
流

に
か
か
わ
る
物
も
あ
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
水
中
の
遺
物
を
守
る
た
め
、
ダ
イ
バ

ー
た
ち
が
活
動
を
始
め
た
。
地
元
で
ダ
イ

ビ
ン
グ
の
ガ
イ
ド
を
す
る
浪
口
志
郎
さ
ん

は
六
年
前
に
初
め
て
白
磁
わ
ん
を
発
見
し
、

こ
れ
ま
で
に
二
十
五
点
を
引
き
揚
げ
た
。

保
存
の
必
要
性
を
感
じ
、
市
教
育
委
員
会

に
働
き
か
け
、
今
年
一
月
、
こ
の
場
所
は

遺
跡
埋
蔵
地
「
七
ツ
釜
海
底
遺
跡
」
と
し

て
認
め
ら
れ
た
。
福
岡
市
の
海
底
遺
跡
を

調
査
し
た
「
九
州
・
沖
縄
水
中
考
古
学
協

会
」
の
林
田
憲
三
会
長
は
「
も
っ
と
海
の

中
の
遺
跡
に
目
を
向
け
て
ほ
し
い
」
と
訴

え
る
。（
一
九
九
六
年
十
月
十
二
日
　
日
経
）

◆
ボ
ン
ベ
を
背
負
っ
て
潜
水
す
る
ス
ポ
ー

ツ
、
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
。
日
本
で



の
愛
好
者
数
が
七
十
万
人
に
達
し
た
模
様

だ
。
二
十
代
が
新
規
ダ
イ
バ
ー
の
中
核
と

な
り
、
な
か
で
も
女
性
の
増
加
が
目
立
つ
。

海
中
開
発
技
術
協
会
の
調
査
に
よ
る
と
、

八
六
年
末
に
六
万
一
千
人
に
過
ぎ
な
か
っ

た
ダ
イ
ビ
ン
グ
ラ
イ
セ
ン
ス
（
エ
ン
ト
リ

ー
レ
ベ
ル
Ｃ
カ
ー
ド
）
保
持
者
数
は
九
五

年
末
に
は
六
十
二
万
七
千
人
に
ま
で
急
伸

し
た
。
海
外
取
得
者
も
加
え
た
日
本
の
ダ

イ
バ
ー
人
口
は
六
十
五
万
人
と
推
定
さ
れ
、

昨
年
末
に
は
七
十
万
人
に
達
し
た
模
様
だ
。

（
一
九
九
七
年
二
月
六
日
、
日
経
）

◆
ダ
イ
バ
ー
五
千
人
が
海
中
の
ご
み
拾
い
。

二
十
日
「
海
の
日
」
に
。
ダ
イ
バ
ー
が
全

国
規
模
で
海
岸
清
掃
に
取
り
組
む
の
は
今

回
が
初
め
て
と
い
う
。
こ
の
水
中
海
岸
環

境
保
護
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
ダ
イ
ビ
ン
グ

教
育
・
指
導
を
手
が
け
る
パ
デ
ィ
ジ
ャ
パ

ン
が
全
国
の
ダ
イ
ビ
ン
グ
シ
ョ
ッ
プ
、
観

光
協
会
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
機
材
メ
ー
カ
ー
な

ど
に
呼
び
か
け
て
実
施
す
る
。

（
一
九
九
七
年
七
月
十
七
日
、
日
経
）

◆
二
十
日
の
海
の
日
を
前
に
千
葉
県
館
山

市
の
漁
協
な
ど
が
同
市
佐
間
沖
の
海
底
に

鳥
居
や
さ
い
銭
箱
を
設
置
、
十
九
日
に
海

難
事
故
防
止
を
祈
願
し
て
お
は
ら
い
を
し

た
。「
海
底
神
社
は
日
本
で
初
め
て
。
ダ
イ

バ
ー
の
新
し
い
名
所
に
な
れ
ば
」
と
期
待

し
て
い
た
。

（
一
九
九
七
年
七
月
二
十
日
、
日
経
）

◆
肺
は
圧
縮
、
心
拍
数
も
激
減
。
海
底
の

心
地
よ
さ
、
魅
力
的
。
素
潜
り
世
界
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
の
ウ
ン
ベ
ル
ト
・
ペ
リ
ッ
ツ
ァ

ー
リ
さ
ん
。
息
を
止
め
自
力
で
潜
っ
て
浮

上
す
る
素
潜
り
競
技
「
コ
ン
ス
タ
ン
ト
」

の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
。
九
月
十
三
日
、
地
中

海
は
イ
タ
リ
ア
・
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
島
の
沖

合
で
自
分
の
持
つ
世
界
記
録
を
更
新
し
た
。

水
深
七
五
メ
ー
ト
ル
。
海
に
入
っ
て
二
分

十
一
秒
後
、
そ
の
深
さ
を
証
明
す
る
札
を

手
に
戻
っ
て
き
た
。

（
一
九
九
七
年
十
一
月
十
三
日
、
朝
日
）

◆
全
国
の
水
産
高
校
生
が
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ

イ
ビ
ン
グ
の
技
能
を
競
う
初
め
て
の
コ
ン

テ
ス
ト
が
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
の
同
県

立
海
洋
高
校
で
始
ま
っ
た
。

（
一
九
九
八
年
八
月
二
十
一
日
、
朝
日
）

◆
氷
の
下
は
潜
水
ラ
ッ
シ
ュ
。
知
床
半
島

に
ダ
イ
バ
ー
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
る
。
平

ら
な
流
氷
原
に
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
穴
を
開

け
る
。
寒
冷
地
用
の
装
備
を
身
に
つ
け
、

零
下
二
度
の
海
水
に
、
ロ
ー
プ
を
つ
け
て

入
っ
て
行
く
。

（
一
九
九
九
年
二
月
二
十
八
日
、
朝
日
）

◆
新
学
習
指
導
要
領
案
の
中
の
専
門
教
科

に
関
す
る
水
産
の
部
門
で
海
を
取
り
巻
く

変
化
に
対
応
す
る
た
め
「
ダ
イ
ビ
ン
グ
」

の
科
目
を
設
置
。

（
一
九
九
九
年
三
月
二
日
、
朝
日
）

【
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
】

◆
水
辺
を
歩
く
こ
と
が
、
人
気
だ
。
水
の

文
化
に
触
れ
る
機
会
に
と
、
建
設
省
も
く

つ
ろ
げ
る
水
辺
づ
く
り
に
取
り
組
む
。
四

月
に
は
学
会
が
発
足
す
る
。「
み
ず
ウ
ォ
ー

ク
`97
」
の
季
節
の
到
来
だ
。
河
川
の
浄
化

意
識
高
揚
も
。
歩
く
こ
と
に
こ
だ
わ
る

「
日
本
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
学
会
」が
誕
生
す
る
。

初
代
会
長
は
四
月
か
ら
東
洋
英
和
女
学
院

大
教
授
に
就
く
宮
下
充
正
さ
ん
。
事
務
局

の
日
本
歩
け
歩
け
協
会
（
東
京
・
千
代
田

区
）
の
飯
島
巌
・
常
務
理
事
は
「
学
会
の

設
立
を
き
っ
か
け
に
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が

国
民
運
動
に
ま
で
広
が
れ
ば
」
と
期
待
し

て
い
る
。

（
一
九
九
七
年
三
月
二
十
六
日
、
読
売
）

◆
西
多
摩
の
豊
か
な
自
然
に
ふ
れ
な
が
ら
、

夜
を
徹
し
て
歩
く
「
秋
川
渓
谷
夜
明
け
歩

き
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
、
朝
日
新
聞
社

な
ど
後
援
）
が
、
七
月
十
九
日
夜
か
ら
二

十
日
朝
に
か
け
て
、
あ
き
る
野
市
な
ど
で

開
か
れ
る
。。

（
一
九
九
七
年
六
月
二
十
四
日
、
朝
日
）

【
鯨
・
イ
ル
カ

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
】

◆
く
じ
ら
人
気
再
び
…
。
高
知
県
大
方
町

の
遊
漁
船
主
会
は
、
今
年
の
ホ
エ
ー
ル
ウ

オ
ッ
チ
ン
グ
の
参
加
客
数
（
シ
ー
ズ
ン
は

三
〜
十
月
）
の
目
標
を
、
前
年
比
三
五
％

増
の
二
万
五
千
人
に
決
め
た
。
阪
神
大
震

災
の
影
響
で
九
五
年
は
同
十
三
％
増
と
、

八
九
年
の
事
業
開
始
以
来
、
最
低
の
伸
び

率
だ
っ
た
。
鯨
を
楽
し
く
、
安
全
に
見
る

た
め
の
入
門
講
座
え
を
開
催
す
る
な
ど
集

客
力
向
上
に
全
力
を
挙
げ
る
。

（
一
九
九
六
年
二
月
十
六
日
、
日
経
産
業
）

◆
野
生
の
イ
ル
カ
が
見
え
る
。
ウ
オ
ッ
チ

ン
グ
船
あ
す
か
ら
運
航
。
千
葉
県
・
犬
吠

埼
の
港
を
出
て
一
時
間
半
。
犬
吠
埼
鯨
類

資
源
研
究
会
の
代
表
、
宮
内
幸
雄
さ
ん
が

海
を
指
し
な
が
ら
、「
右
、
右
。
ほ
ら
後
ろ

だ
」
と
大
声
を
あ
げ
た
。
跳
び
は
ね
る
イ

ル
カ
の
群
れ
だ
。
イ
ワ
シ
漁
な
ど
の
漁
港

と
し
て
有
名
な
銚
子
市
の
沖
合
。
野
生
の

イ
ル
カ
を
紹
介
し
た
い
と
い
う
男
の
夢
が

こ
の
春
、
か
な
っ
た
。
時
に
は
数
百
頭
に

も
上
る
イ
ル
カ
の
大
群
は
、
首
都
圏
に
も

雄
大
な
自
然
が
あ
る
こ
と
を
教
え
る
。
そ

の
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
船
が
、
あ
す
六
日
か
ら

運
航
を
始
め
る
。
宮
内
さ
ん
は
灯
台
近
く

に
あ
る
水
族
館
「
犬
吠
埼
マ
リ
ン
パ
ー
ク
」

で
、
飼
育
す
る
イ
ル
カ
を
調
教
し
て
い
る
。

六
日
か
ら
始
ま
る
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
・
ツ
ア

ー
は
、
十
月
末
ま
で
の
予
定
。
水
族
館
が

今
年
購
入
し
た
十
二
ト
ン
の
旅
客
仕
様
の

船
（
十
二
人
乗
り
）
で
銚
子
市
の
外
川
港

を
出
て
、
約
二
十
〜
三
十
二
キ
ロ
の
海
域

で
イ
ル
カ
や
ク
ジ
ラ
を
追
う
。
所
要
時
間

は
四
時
間
で
、
イ
ル
カ
遭
遇
率
を
七
割
と

見
込
む
。（
一
九
九
六
年
四
月
五
日
　
読
売
）

◆
ク
ジ
ラ
と
過
ご
す
夏
、
南
紀
海
岸
。
和

歌
山
県
那
智
勝
浦
町
の
沿
岸
で
、
全
国
か

ら
訪
れ
た
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ャ
ー
た
ち

は
、
尾
び
れ
を
振
り
上
げ
て
潜
る
姿
を
見

た
り
、
海
中
で
の
鳴
き
声
を
水
中
マ
イ
ク

で
聞
い
た
り
し
て
ク
ジ
ラ
と
の
触
れ
合
い

を
楽
し
ん
で
い
る
。

（
一
九
九
七
年
七
月
二
十
四
日
　
朝
日
）

◆
船
の
接
近
百
メ
ー
ト
ル
ま
で
。
小
笠
原

の
海
で
は
今
、
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

が
真
っ
盛
り
だ
。
商
業
捕
鯨
の
全
面
禁
止

を
受
け
て
ス
タ
ー
ト
し
た
観
光
事
業
も
十

年
目
を
向
か
え
、
年
間
三
千
人
を
超
す
ウ

ォ
ッ
チ
ャ
ー
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。
同
時

に
、
ク
ジ
ラ
の
生
態
系
へ
の
影
響
に
配
慮

し
、
ク
ジ
ラ
と
観
光
船
と
の
距
離
を
従
来

の
二
倍
に
す
る
新
し
い
自
主
ル
ー
ル
も
つ

く
ら
れ
る
な
ど
、「
主
役
と
の
末
永
い
共
存
」

を
目
指
し
た
取
り
組
み
も
進
ん
で
い
る
。

（
一
九
九
八
年
四
月
九
日
　
読
売
）

◆
鯨
が
見
ら
れ
な
い
場
合
に
は
帰
国
後
に

六
千
円
を
返
金
し
ま
す
。
日
本
旅
行
は
ホ

エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
付
き
の
ハ
ワ
イ
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
旅
行
に
「
ク
ジ
ラ
補
償
」
制

度
を
導
入
す
る
。

（
一
九
九
九
年
一
月
十
二
日
　
日
経
産
業
）

【
環
境
教
育
】

◆
雪
の
多
摩
川
、
サ
ケ
稚
魚
放
流
。
世
田

谷
区
玉
川
の
多
摩
川
河
川
敷
で
十
八
日
、

サ
ケ
の
稚
魚
放
流
が
行
な
わ
れ
た
。「
多
摩

川
サ
ケ
の
会
」（
倉
橋
良
雄
会
長
）
が
一
九

八
一
年
か
ら
行
っ
て
い
る
恒
例
の
行
事
。

（
一
九
九
六
年
二
月
十
九
日
　
読
売
）

◆
足
立
区
の
四
つ
の
小
学
校
の
児
童
た
ち

五
十
人
が
、
荒
川
の
生
き
物
の
「
里
親
」

に
な
っ
た
。「
荒
川
の
自
然
を
守
る
気
持
ち

を
育
て
た
い
」
と
い
う
同
区
水
と
緑
の
公

社
の
企
画
で
、
十
六
日
、
荒
川
千
手
新
橋

緑
地
に
集
ま
り
、
投
網
で
エ
ビ
や
ボ
ラ
、

ハ
ゼ
な
ど
を
捕
ま
え
る
様
子
を
観
察
。
そ

の
う
ち
約
五
十
匹
の
テ
ナ
ガ
エ
ビ
を
各
学

校
に
持
ち
帰
っ
て
み
ん
な
で
育
て
て
荒
川

に
放
流
す
る
予
定
だ
。
こ
の
場
所
に
は
、

ワ
ン
ド
（
生
物
が
育
つ
の
に
適
し
た
入
り

江
）
を
中
心
に
、
ヨ
シ
原
を
復
活
さ
せ
た

多
自
然
型
公
園
が
完
成
し
て
い
る
。

（
一
九
九
六
年
三
月
十
七
日
　
朝
日
）

◆
隅
田
川
の
流
域
九
区
で
つ
く
る
浄
化
対

策
連
絡
協
議
会
が
、
川
の
環
境
を
テ
ー
マ

に
し
た
小
学
生
向
け
の
冊
子
「
川
の
て
っ

て
い
研
究
」
を
作
成
、
無
料
で
配
布
を
始

め
た
。
同
協
議
会
は
、
中
央
、
台
東
、
墨

田
、
江
東
、
北
、
荒
川
、
板
橋
、
練
馬
、

足
立
の
九
区
を
メ
ン
バ
ー
に
、
各
区
内
を

流
れ
る
隅
田
川
や
支
流
の
新
河
岸
川
、
石

神
井
川
、
白
子
川
の
水
質
浄
化
に
協
力
し

て
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
一
九
七
八
年
に

設
立
さ
れ
た
。
毎
年
、
合
同
で
水
質
調
査

を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
川
へ
の
関
心
を

喚
起
す
る
た
め
の
冊
子
を
作
っ
て
お
り
、

今
回
は
、
小
学
校
高
学
年
を
対
象
に
一
万

四
千
四
百
部
を
発
行
し
た
。

（
一
九
九
六
年
五
月
十
四
日
　
読
売
）

◆
川
村
学
園
女
子
大
の
斉
藤
哲
瑯
教
授
ら

が
昨
年
、
関
東
や
東
北
の
二
千
二
百
余
人

を
調
査
し
て
分
か
っ
た
。
海
や
川
で
魚
釣

り
を
し
た
こ
と
の
な
い
子
供
は
二
十
％
か

ら
三
十
六
％
に
。
子
供
ら
に
も
う
一
度
、

水
遊
び
の
楽
し
さ
を
、
建
設
省
が
水
辺
の

「
学
校
」
な
ら
ぬ
「
楽
校
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
発
足
さ
せ
た
。
地
元
と
協
力
し
、
水
遊

び
の
で
き
る
川
作
り
を
目
指
そ
う
と
い
う

の
だ
。
と
は
い
え
、
怖
い
の
は
や
っ
ぱ
り

事
故
。
基
本
は
、
子
供
た
ち
を
危
険
か
ら

守
る
地
域
住
民
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
輪
だ
。
経
験

豊
か
な
〈
川
の
達
人
〉
を
、
遊
び
の
指
導

者
に
委
嘱
す
る
計
画
も
あ
る
。

（
一
九
九
六
年
八
月
二
十
日
　
読
売
）

◆
海
や
川
を
浄
化
す
る
に
は
住
民
一
人
一

人
の
心
掛
け
か
ら
と
、
あ
ち
こ
ち
で
、
活

動
が
始
ま
っ
て
い
る
。
神
戸
市
に
あ
る
第

五
管
区
海
上
保
安
本
部
で
は
紙
芝
居
な
ど

を
使
っ
て
、
子
供
た
ち
へ
の
環
境
教
育
に

乗
り
出
し
た
。
紙
芝
居
で
、
海
の
浄
化
を

呼
び
か
け
て
い
る
の
は
、
大
阪
海
上
保
安

監
部
警
備
救
難
課
の
大
待
雄
治
郎
さ
ん
。

大
阪
湾
に
注
ぐ
川
の
上
流
に
住
む
一
郎
く

ん
が
、
遊
び
で
川
に
向
か
っ
て
投
げ
た
空

き
缶
が
、
海
に
流
れ
つ
い
て
、
清
掃
船
に

拾
わ
れ
る
ま
で
を
描
い
た
物
語
。

（
一
九
九
六
年
九
月
二
十
八
日
　
朝
日
）

◆
コ
ー
ラ
使
え
ば
川
や
池
の
汚
れ
わ
か
る
。

小
中
学
校
の
教
材
に
も
。
簡
単
な
装
置
で

測
定
。
高
価
な
調
査
液
の
代
用
に
。
川
や

池
の
水
の
色
を
、
コ
ー
ラ
を
使
っ
た
簡
単

な
装
置
で
測
れ
る
方
法
を
、
都
武
蔵
調
布

保
健
所
の
人
見
達
雄
さ
ん
が
開
発
し
た
。

き
っ
か
け
は
、
昨
年
夏
に
狛
江
市
で
開
催

し
た
子
ど
も
た
ち
の
サ
バ
イ
バ
ル
キ
ャ
ン

プ
で
、「
目
の
前
に
あ
る
多
摩
川
の
水
を
飲

め
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
、
相
談
を
受
け

た
こ
と
だ
っ
た
。
そ
こ
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
上
部
と
、
底
の
部
分
を
切
り
、
口
の
つ

い
た
部
分
に
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
を
巻

い
て
逆
さ
に
し
、
上
か
ら
水
を
注
い
で
濾
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過
す
る
「
簡
易
浄
水
装
置
」
を
考
え
つ
い

た
。
こ
の
装
置
で
多
摩
川
の
水
を
こ
す
と
、

黄
ば
ん
だ
色
が
残
る
。
都
市
河
川
水
に
共

通
の
現
象
だ
。
水
道
水
の
色
度
調
査
に
必

要
な
標
準
液
は
入
手
し
に
く
い
う
え
に
高

価
な
た
め
、
小
、
中
学
生
で
も
簡
単
に
使

え
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
環
境
教
育
に
も
な

る
と
検
討
を
始
め
た
。
し
ょ
う
ゆ
や
コ
ー

ヒ
ー
な
ど
身
近
に
あ
る
も
の
を
次
々
に
テ

ス
ト
し
た
結
果
、
コ
ー
ラ
に
行
き
着
い
た
。

（
一
九
九
六
年
十
一
月
七
日
　
朝
日
）

◆
山
林
や
河
川
な
ど
自
然
に
触
れ
る
機
会

の
少
な
い
都
会
の
小
中
学
生
に
水
の
旅
を

体
験
し
て
も
ら
お
う
と
、
建
設
省
は
、
水

源
地
か
ら
家
庭
の
蛇
口
ま
で
の
水
道
水
の

流
れ
を
た
ど
る
旅
行
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
同
省
で
は
今
年
度
か
ら
、
全
国

の
河
川
敷
を
水
と
の
触
れ
合
い
が
楽
し
め

る
親
水
空
間
と
す
る
「
水
辺
の
楽
校
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
。
さ
ら
に
文
部

省
と
共
同
で
、
河
川
や
海
で
水
遊
び
を
す

る
時
の
注
意
点
や
遊
び
方
の
事
例
紹
介
な

ど
水
辺
の
体
験
学
習
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ま
と

め
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
今
年
度
中
に
作
成

す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。「
水
の
旅
」
も
こ

う
し
た
取
り
組
み
の
一
環
で
、
家
庭
の
蛇

口
か
ら
水
の
流
れ
を
さ
か
の
ぼ
り
、
浄
水

場
や
河
口
堰
、
ダ
ム
、
水
源
地
な
ど
を
見

学
す
る
。
来
年
度
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
を
目

指
し
て
、
モ
デ
ル
校
や
旅
行
コ
ー
ス
な
ど

を
詰
め
、
順
次
拡
大
し
て
い
き
た
い
と
し

て
い
る
。

（
一
九
九
六
年
十
一
月
三
十
日
　
読
売
）

◆
「
朝
日
・
海
へ
の
貢
献
賞
」
を
受
け
た

米
の
海
洋
生
態
学
者
ジ
ャ
ッ
ク
・
モ
イ
ヤ

ー
さ
ん
。
米
国
・
カ
ン
ザ
ス
州
の
生
ま
れ

だ
が
、
豊
か
な
自
然
に
魅
せ
ら
れ
て
三
宅

島
に
住
み
着
い
た
。
今
年
、
創
設
さ
れ
た

「
朝
日
・
海
へ
の
貢
献
賞
」（
朝
日
新
聞
社

主
催
）
の
「
ふ
れ
あ
い
学
習
賞
」
を
受
賞

し
た
。
島
を
足
場
に
し
た
海
の
生
き
物
の

研
究
は
四
十
年
以
上
。
三
宅
島
自
然
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
の
環
境
教
育
顧
問
を
務
め

る
。
（
一
九
九
六
年
十
二
月
八
日
　
朝
日
）

◆
シ
ギ
や
チ
ド
リ
な
ど
の
野
鳥
を
観
察
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
鳥
た
ち
の
え
さ
場
や

休
息
所
に
な
っ
て
い
る
干
潟
や
湿
地
の
保

護
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
都
立
東
京
港
野

鳥
公
園
（
大
田
区
東
海
）
は
、
園
内
の
干

潟
や
湿
地
で
観
察
や
草
刈
り
を
す
る
「
干

潟
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」
の
会
員
を
募
集
し
て

い
る
。

（
一
九
九
七
年
五
月
二
十
三
日
　
朝
日
）

◆
隅
田
川
下
流
の
東
京
商
船
大
学
構
内

（
江
東
区
越
中
島
）
で
十
四
日
、
地
元
の
子

ど
も
た
ち
約
百
三
十
人
が
サ
ケ
の
稚
魚
五

千
匹
を
放
流
し
た
。
サ
ケ
の
放
流
は
今
年

で
十
四
回
目
。
子
ど
も
た
ち
の
環
境
教
育

の
た
め
に
、
区
内
で
結
成
さ
れ
た
「
隅
田

川
鮭
の
会
」（
柳
沢
弘
道
会
長
）
が
、
一
九

八
五
年
か
ら
毎
年
こ
の
時
期
に
実
施
し
て

い
る
。（
一
九
九
八
年
二
月
十
五
日
　
読
売
）

◆
自
然
の
営
み
子
ど
も
と
共
に
。「
森
の
中

で
は
豪
雨
で
も
濡
れ
な
い
。
木
々
は
光
も

求
め
て
枝
を
伸
ば
し
て
い
る
ん
だ
」。
都
立

隅
田
川
高
の
永
宮
友
子
さ
ん
は
二
年
生
だ

っ
た
昨
年
七
月
、
同
級
生
と
埼
玉
県
大
滝

村
の
演
習
林
で
の
合
宿
に
参
加
し
て
感
じ

た
。
近
く
に
荒
川
な
ど
河
川
が
多
い
同
校

は
水
質
調
査
を
授
業
に
取
り
入
れ
て
い
る
。

合
宿
は
そ
の
仕
上
げ
だ
っ
た
。「
森
が
水
を

守
り
、
水
が
森
を
育
て
る
こ
と
を
実
感
さ

せ
た
い
」
と
引
率
し
た
早
崎
博
之
教
諭
は
、

そ
の
思
い
が
伝
わ
り
始
め
た
と
感
じ
た
。

東
京
学
芸
大
の
大
学
サ
ー
ク
ル
か
ら
発
展

し
た
自
然
文
化
史
研
究
会
。
研
究
会
は
一

九
九
一
年
か
ら
活
動
の
場
所
を
大
滝
村
中

津
川
に
定
め
た
。
地
域
の
巨
樹
な
ど
を
展

示
品
に
見
立
て
、
地
区
は
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
と
考
え
て
い
る
。

（
一
九
九
八
年
四
月
九
日
　
朝
日
）

◆
目
黒
区
立
田
道
小
学
校
の
プ
ー
ル
で
十

六
日
、
子
供
た
ち
が
水
生
昆
虫
採
集
を
楽

し
ん
だ
。
区
内
に
は
こ
う
し
た
「
水
た
ま

り
」
が
少
な
い
た
め
、
身
近
な
自
然
を
学

ぶ
い
い
機
会
だ
と
、
昨
年
か
ら
生
活
科
の

授
業
に
組
み
込
ん
だ
。

（
一
九
九
八
年
六
月
十
七
日
　
読
売
）

◆
身
近
に
あ
る
海
と
も
っ
と
親
し
く
な
ろ

う
。
神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
の
市
立
東
海
岸

小
学
校
で
「
渚
の
集
会
」
が
開
か
れ
、
全

校
児
童
が
砂
浜
を
掃
除
し
、
砂
の
彫
刻
を

作
り
ま
し
た
。
集
会
は
、
環
境
を
守
る
こ

と
、
協
力
し
て
作
業
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
学
ぶ
た
め
に
、
毎
年
行
わ
れ
ま
す
。
十

年
以
上
続
く
伝
統
行
事
で
す
。

（
一
九
九
八
年
七
月
十
九
日
　
読
売
）

◆
宮
城
県
で
、
小
学
生
が
水
田
を
教
材
に

「
環
境
」
を
学
ん
で
い
る
。
稲
刈
り
な
ど
の

実
体
験
だ
け
で
な
く
、
遠
く
離
れ
た
学
校

か
ら
パ
ソ
コ
ン
通
信
で
「
き
ょ
う
の
田
ん

ぼ
」
を
観
察
。
刻
々
と
変
化
す
る
水
田
の

水
質
、
稲
の
育
ち
具
合
、
そ
し
て
ミ
ジ
ン

コ
な
ど
の
微
生
物
の
様
子
に
目
を
見
張
っ

た
。（
一
九
九
八
年
十
月
二
十
八
日
　
朝
日
）

◆
大
田
区
立
入
新
井
第
四
小
学
校
の
子
供

た
ち
が
自
宅
や
学
校
で
ふ
化
さ
せ
た
サ
ケ

の
稚
魚
約
三
千
匹
を
多
摩
川
に
放
流
し
た
。

環
境
保
全
と
自
然
と
の
共
生
の
大
切
さ
を

理
解
し
て
も
ら
お
う
と
、
昨
年
か
ら
取
り

組
ん
で
お
り
、
今
回
で
二
回
目
。

（
一
九
九
九
年
二
月
二
十
二
日
　
読
売
）

◆
生
物
の
す
み
か
、
復
元
に
挑
む
。
生
物

の
い
る
池
や
川
を
守
り
、
失
わ
れ
た
自
然

環
境
を
取
り
戻
す
運
動
を
す
る
人
の
資
格

「
ビ
オ
ト
ー
プ
管
理
士
」
が
一
昨
年
、
誕
生

し
た
。
ビ
オ
ト
ー
プ
の
意
味
は
、
ド
イ
ツ

語
で
「
地
域
の
野
生
生
物
が
生
息
・
生
育

す
る
空
間
」。
環
境
保
護
を
目
的
と
す
る
非

政
府
組
織
（N

G
O
)

、
日
本
生
態
系
協
会
が

認
定
す
る
民
間
資
格
だ
。

（
一
九
九
九
年
三
月
十
六
日
　
日
経
）

【
プ
レ
ジ
ャ
ーボ

ー
ト
】

◆
不
法
係
留
ボ
ー
ト
、
都
、
強
制
撤
去
を

中
止
。「
受
け
皿
の
整
備
が
必
要
」。
埼
玉

県
境
の
足
立
区
を
流
れ
る
新
芝
川
に
不
法

係
留
し
て
い
る
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
強

制
撤
去
を
予
定
し
て
い
た
都
は
十
四
日
、

す
べ
て
の
船
が
自
主
的
に
移
動
し
た
と
し

て
「
強
制
撤
去
は
中
止
す
る
」
と
発
表
し

た
。
（
一
九
九
六
年
五
月
十
五
日
　
朝
日
）

◆
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
、「
遊
び
方
」
が
い

っ
ぱ
い
。
水
上
キ
ャ
ン
プ
・
ス
キ
ー
け
ん

引
・
釣
り
…
。
三
十
〜
四
十
代
が
主
流
。

係
留
問
題
も
浮
上
。
マ
イ
カ
ー
感
覚
で
モ

ー
タ
ー
ボ
ー
ト
な
ど
を
購
入
し
、
ク
ル
ー

ジ
ン
グ
を
楽
し
む
人
た
ち
の
す
そ
野
が
こ

こ
数
年
、
広
が
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
プ

レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
で
の
遊
び
方
も
多
様
化
。

水
上
ス
キ
ー
や
ダ
イ
ビ
ン
グ
な
ど
本
格
的

な
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
派
も
い
れ
ば
、
水
上

キ
ャ
ン
プ
と
し
ゃ
れ
こ
む
家
族
も
い
る
。

た
だ
不
法
係
留
も
大
き
な
社
会
問
題
と
な

っ
て
き
て
お
り
、
使
う
側
の
モ
ラ
ル
が
問

わ
れ
て
い
る
。
消
費
・
生
活
行
動
に
詳
し

い
三
菱
総
合
研
究
所
主
任
研
究
員
・
三
浦

展
氏
は
、
特
に
四
十
代
で
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ

ー
ト
人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
語
る
。「
彼
ら
の
少
年
期
だ

っ
た
一
九
六
〇
年
代
の
あ
こ
が
れ
と
い
え

ば
米
国
西
海
岸
で
あ
り
、
加
山
雄
三
の

『
若
大
将
』。
人
気
の
裏
に
は
、
当
時
抱
い

て
い
た
夢
を
や
っ
と
実
現
さ
せ
よ
う
と
し

て
い
る
人
も
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
か
」

（
一
九
九
六
年
六
月
十
日
　
日
経
）

◆
不
法
係
留
七
五
％
。
都
内
河
川
、
ル
ー

ル
無
視
野
放
し
。
中
で
も
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ

ー
ト
が
目
に
余
る
。
都
建
設
局
が
初
め
て

ま
と
め
た
「
係
留
船
白
書
」
で
、
そ
ん
な

ル
ー
ル
無
視
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

（
一
九
九
七
年
四
月
十
八
日
　
読
売
）

◆
河
川
や
港
へ
の
船
の
放
置
は
許
し
ま
せ

ん
。
横
浜
市
は
全
国
に
先
駆
け
て
制
定
し

た
「
船
舶
放
置
防
止
条
例
」
に
基
づ
き
、

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
な
ど
の
放
置
船
の
初

の
強
制
移
動
を
二
十
二
日
に
、
同
市
金
沢

区
の
富
岡
川
で
始
め
た
。

（
一
九
九
八
年
一
月
二
十
二
日
　
日
経
）

◆
新
車
販
売
の
不
振
に
苦
し
む
自
動
車
メ

ー
カ
ー
が
、
新
た
な
多
角
化
の
柱
と
し
て

ヨ
ッ
ト
や
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
な
ど
の
マ
リ

ン
事
業
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
二
月
十
一

日
に
開
幕
す
る
「
東
京
国
際
ボ
ー
ト
シ
ョ

ー
」
に
は
、
い
す
ゞ
自
動
車
が
十
三
年
ぶ

り
に
出
展
す
る
ほ
か
、
昨
年
初
め
て
出
品

し
た
ト
ヨ
タ
自
動
車
も
し
な
ぞ
ろ
え
を
大

幅
に
強
化
す
る
。
国
内
マ
リ
ン
市
場
は
年

間
四
千
億
円
の
規
模
だ
が
、
近
い
将
来
に

は
一
兆
円
に
拡
大
す
る
と
期
待
さ
れ
て
い

る
。

（
一
九
九
八
年
二
月
六
日
　
読
売
）

【
カ
ヌ
ー
・

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
】

◆
「
ボ
ー
ト
遊
び
は
ア
ユ
漁
の
じ
ゃ
ま
」

「
い
や
川
は
皆
の
も
の
」。
徳
島
県
山
城
町

の
大
歩
危
・
小
歩
危
渓
谷
に
緊
張
気
味
の

夏
が
や
っ
て
き
た
。
ゴ
ム
ボ
ー
ト
（
ラ
フ

ト
）
で
激
流
を
下
る
新
ス
ポ
ー
ツ
の
愛
好

家
が
殺
到
し
た
た
め
、
地
元
漁
協
と
対
立
。

見
か
ね
た
町
の
仲
介
で
今
シ
ー
ズ
ン
、
川

下
り
の
回
数
な
ど
を
制
限
す
る
協
定
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。
ア
ウ
ト
ド
ア
全
盛
の
昨
今
、

騒
動
の
下
地
は
各
地
に
チ
ラ
ホ
ラ
。
ど
う

や
ら
ブ
ー
ム
に
浮
か
れ
て
ば
か
り
は
い
ら

れ
な
い
。（
一
九
九
六
年
七
月
七
日
　
日
経
）

◆
霞
ヶ
浦
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
、
茨
城

県
玉
造
町
で
、
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
地
球
と
話
そ
う
！
霞
ヶ
浦
カ
ヌ
ー
ク
ル
ー

ジ
ン
グ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た

三
百
五
十
人
の
小
、
中
学
生
は
、
湖
岸
を

清
掃
し
た
り
、
水
質
検
査
を
し
た
り
。
カ

ヌ
ー
に
乗
っ
て
湖
を
渡
り
、
岸
か
ら
離
れ

た
湖
の
様
子
を
観
察
す
る
こ
と
も
で
き
ま

し
た
。
霞
ヶ
浦
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
呼
び
か

け
た
の
は
「
青
い
海
と
緑
の
大
地
（
ブ
ル

ー
シ
ー
・
ア
ン
ド
・
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
）

運
動
」
を
進
め
る
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
地
域
海
洋

セ
ン
タ
ー
の
茨
城
連
絡
協
議
会
で
す
。

（
一
九
九
六
年
十
月
十
三
日
　
読
売
）

◆
荒
川
で
カ
ヌ
ー
。
多
く
の
カ
ヌ
ー
イ
ス

ト
が
集
う
荒
川
の
上
流
。
ダ
ム
で
せ
き
と

め
ら
れ
た
玉
淀
湖
で
九
月
初
め
、
日
本
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
カ
ヌ
ー
連
盟
の
ス
ク

ー
ル
に
参
加
し
た
。
カ
ヌ
ー
専
門
誌
「
カ

ヌ
ー
ラ
イ
フ
」
の
藤
原
尚
雄
編
集
長
は

「
バ
ブ
ル
の
後
、
自
然
志
向
の
高
ま
り
と
と

も
に
カ
ヌ
ー
人
口
も
増
え
て
い
る
よ
う
だ
。

特
に
こ
こ
数
年
は
若
い
世
代
が
多
く
な
っ

た
よ
う
に
感
じ
る
」
と
言
う
。

（
一
九
九
七
年
十
月
十
六
日
　
朝
日
）

◆
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
カ
ヌ
ー
を
作
り
、
速

さ
や
ユ
ニ
ー
ク
さ
を
競
う
「
コ
ン
ク
リ
ー

ト
カ
ヌ
ー
大
会
」
が
、
二
十
九
日
に
埼
玉

県
戸
田
市
の
荒
川
調
節
池
で
行
わ
れ
る
。

ね
ら
い
は
「
モ
ノ
作
り
の
楽
し
さ
を
体
験

し
な
が
ら
、
新
た
な
素
材
の
可
能
性
を
引

き
出
す
こ
と
。」

（
一
九
九
八
年
八
月
二
十
六
日
　
読
売
）
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◆
水
に
親
し
め
る
街
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
る
「
運
河
の
町
」
江
東
区
で
、
都
心
の

川
を
利
用
し
た
カ
ヌ
ー
教
室
が
開
か
れ
た
。

（
一
九
九
八
年
九
月
七
日
　
朝
日
）

【
サ
ー
フ
ィ
ン
】

◆
海
の
こ
と
は
漁
民
に
学
べ
。
鎌
倉
・
海

の
学
校
、
始
業
ベ
ル
。
本
格
的
な
海
の
シ

ー
ズ
ン
の
訪
れ
を
前
に
、
ウ
イ
ン
ド
サ
ー

フ
ィ
ン
な
ど
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
の
愛
好
者
で

つ
く
る
鎌
倉
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
（
中

村
省
司
会
長
）
が
十
九
日
、
鎌
倉
漁
業
協

同
組
合
（
三
留
和
雄
組
合
長
）
と
共
同
で

「
鎌
倉
の
海
を
知
る
会
」
を
開
く
。
漁
民
か

ら
、
漁
網
の
仕
掛
け
や
古
く
か
ら
伝
わ
る

天
気
予
知
の
方
法
な
ど
を
学
ぶ
海
の
学
校

の
開
校
だ
。
同
連
盟
の
松
田
穂
理
事
長
は

「
対
立
し
が
ち
な
漁
民
と
仲
良
く
す
る
こ
と

が
最
大
の
目
的
。
こ
の
あ
た
り
で
は
、
こ

ん
な
勉
強
会
は
初
め
て
で
し
ょ
う
」
と
話

す
。
（
一
九
九
六
年
五
月
十
七
日
　
朝
日
）

◆
「
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
」
全
国
に
拡
大
。

日
本
で
最
初
に
サ
ー
フ
ィ
ン
の
全
国
大
会

が
開
か
れ
た
千
葉
県
鴨
川
市
の
前
原
海
岸
。

こ
の
サ
ー
フ
ィ
ン
の
名
所
で
近
年
、
ご
み

集
め
を
す
る
若
い
サ
ー
フ
ァ
ー
た
ち
の
姿

が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。「
こ
の
海
で
自

分
を
見
つ
け
た
」
と
い
う
女
性
サ
ー
フ
ァ

ー
、
大
久
保
友
美
さ
ん
の
海
を
守
る
取
り

組
み
が
次
第
に
輪
を
広
げ
つ
つ
あ
る
。

（
一
九
九
七
年
五
月
三
十
一
日
　
読
売
）

【
海
辺
ア
ラ
カ
ル
ト
】

◆
水
難
事
故
に
備
え
「
着
衣
泳
」。
佐
渡
島

の
海
、
五
十
人
が
体
験
。
服
を
着
た
ま
ま

泳
ぐ
「
着
衣
泳
」
の
研
修
会
が
一
日
、
新

潟
県
佐
渡
島
の
相
川
町
鹿
伏
の
鹿
伏
海
岸

で
行
わ
れ
た
。
着
衣
泳
に
詳
し
い
荒
木
昭

好
・
都
立
科
学
技
術
大
名
誉
教
授
が
代
表

を
務
め
る
「
水
泳
指
導
法
研
究
会
」（
事
務

局
・
新
宿
区
）
の
主
催
で
、
同
研
究
会
や

地
元
水
泳
同
好
会
メ
ン
バ
ー
ら
約
五
十
人

が
参
加
し
た
。
水
難
事
故
防
止
を
目
的
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
盛
ん
に
な
っ
た
着
衣
泳
だ

が
、
国
内
で
の
普
及
は
ま
だ
ま
だ
で
、
魚

釣
り
な
ど
で
の
水
死
者
が
絶
え
な
い
。

（
一
九
九
六
年
六
月
二
日
　
読
売
）

◆
東
京
港
を
泳
げ
る
海
に

「
東
京
港
を
泳
げ
る
海
に
」
を
合
言
葉
に
、

海
洋
環
境
保
全
週
間
の
八
日
、
港
区
の
臨

海
副
都
心
に
あ
る
お
台
場
海
浜
公
園
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ダ
イ
バ
ー
や
新
し
く
近

く
に
移
り
住
ん
だ
ば
か
り
の
住
民
た
ち
が

出
て
、
同
公
園
と
し
て
は
初
め
て
の
海
岸

と
海
底
の
大
掃
除
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
日

の
清
掃
を
企
画
し
た
全
日
本
潜
水
連
盟
の

須
賀
次
郎
さ
ん
は
、「
お
台
場
を
潜
っ
て
み

た
い
ダ
イ
バ
ー
も
多
い
は
ず
で
、
今
後
も

海
底
清
掃
に
協
力
し
た
い
」
と
話
し
て
い

た
。

（
一
九
九
六
年
六
月
九
日
　
読
売
）

◆
普
及
急
速
、
二
万
五
千
人
が
資
格
。「
第

二
十
二
回
全
日
本
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
選

手
権
大
会
」（
日
本
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
協

会
主
催
）
が
、
二
十
一
日
か
ら
二
十
三
日

ま
で
、
神
奈
川
県
藤
沢
市
の
片
瀬
西
浜
海

岸
で
行
わ
れ
る
。
も
と
も
と
水
辺
で
の
監

視
活
動
や
水
難
救
助
か
ら
、
技
術
向
上
と

普
及
を
目
的
に
発
展
し
て
き
た
ス
ポ
ー
ツ
。

こ
と
し
は
六
十
五
チ
ー
ム
、
千
二
百
四
十

七
人
が
、
泳
ぎ
、
走
り
、
ボ
ー
ド
を
操
っ

て
、
十
二
種
目
に
日
ご
ろ
鍛
え
た
力
と
救

助
の
技
を
競
う
。

（
一
九
九
六
年
九
月
十
七
日
　
朝
日
）

◆
水
質
や
景
観
優
れ
た
「
快
適
水
浴
場
」

選
ぶ
。
環
境
庁
は
今
夏
ま
で
に
、
全
国
約

千
三
百
ヵ
所
の
海
水
浴
条
や
湖
・
河
川
の

水
浴
場
の
中
か
ら
、
水
質
や
自
然
環
境
が

優
れ
た
「
快
適
な
水
浴
場
」
五
十
ヵ
所
を

選
ぶ
。
利
用
者
が
安
心
し
て
水
に
親
し
め

る
よ
う
な
目
安
と
す
る
ほ
か
、
自
治
体
な

ど
に
よ
る
水
辺
の
環
境
保
全
を
促
す
の
が

狙
い
。
同
庁
は
「
快
適
さ
」
の
指
針
を
作

成
済
み
で
、
こ
ん
ご
都
道
府
県
か
ら
の
推

薦
を
求
め
る
方
針
だ
。

（
一
九
九
七
年
三
月
二
十
九
日
　
日
経
）

◆
命
を
守
る
《
海
の
鉄
人
》
。
日
本
ラ
イ

フ
セ
ー
ビ
ン
グ
協
会
（
Ｊ
Ｌ
Ａ
）
の
認
定

資
格
を
持
つ
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
だ
。
活
動

を
支
え
て
い
る
の
は
、
四
千
人
の
資
格
者

の
う
ち
、
大
学
生
中
心
の
八
百
人
。「
危
な

い
と
叫
ぶ
だ
け
の
存
在
に
は
な
り
た
く
な

い
。
海
水
浴
客
の
無
事
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

の
が
役
割
で
す
か
ら
」
と
小
林
雅
彦
・
Ｊ

Ｌ
Ａ
事
務
局
長
。「
た
だ
、
ル
ー
ル
だ
け
は

守
っ
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
る
。
ラ
イ

フ
セ
ー
ビ
ン
グ
は
、
市
民
の
間
で
海
水
浴

が
一
般
的
に
な
っ
た
約
百
年
前
、
英
、
仏

な
ど
の
欧
州
で
誕
生
し
た
。
数
年
後
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
競
技
や
文
化
活
動
を
取

り
入
れ
た
現
在
の
形
に
発
展
し
た
。
国
際

ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
連
盟
（
本
部
・
ベ
ル

ギ
ー
）
に
は
、
現
在
、
百
十
九
ヶ
国
、
地

域
の
組
織
が
参
加
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｌ
Ａ
は

九
一
年
の
発
足
。

（
一
九
九
七
年
八
月
二
十
日
　
読
売
）

◆
「
海
辺
の
物
語
展
〜
横
須
賀
・
ビ
ー
チ

コ
ー
ミ
ン
グ
〜
」。
海
洋
生
物
研
究
家
や
主

婦
な
ど
七
人
で
作
る
「
横
須
賀
横
ば
い
歩

き
の
会
」
が
、
横
須
賀
付
近
な
ど
の
海
岸

を
歩
き
な
が
ら
、
海
草
や
流
木
、
果
物
、

ヒ
ト
デ
、
サ
ン
ダ
ル
、
漁
船
用
の
電
球
、

塔
婆
な
ど
の
漂
流
物
を
収
集
し
た
。
パ
ネ

ル
な
ど
と
合
わ
せ
て
約
千
点
を
展
示
。
メ

ン
バ
ー
で
民
俗
学
研
究
家
の
京
馬
伸
子
さ

ん
は
「
海
で
の
新
し
い
遊
び
方
で
す
。
ど

こ
か
ら
流
れ
て
き
た
の
か
な
ど
、
み
ん
な

で
推
測
し
た
り
、
調
べ
て
み
る
の
が
面
白

い
」
と
魅
力
を
話
す
。

（
一
九
九
七
年
十
一
月
二
十
日
　
読
売
）

◆
市
民
の
夏
の
憩
い
の
場
に
な
る
海
や
川
、

湖
沼
な
ど
、
全
国
の
水
浴
場
を
よ
り
快
適

に
利
用
し
て
も
ら
お
う
と
、
環
境
庁
は
十

二
日
、「
日
本
の
水
浴
場
五
十
五
選
」
を
発

表
し
た
。
選
定
基
準
は
、
水
質
や
、
監
視
、

救
護
な
ど
利
用
者
の
安
全
対
策
の
確
保
な

ど
五
項
目
。

（
一
九
九
八
年
三
月
十
三
日
　
朝
日
）

【
ス
イ
ミ
ン
グ
】

◆
泳
い
で
ぜ
ん
そ
く
を
克
服
。「
泳
ぎ
を
楽

し
み
な
が
ら
病
気
を
克
服
し
よ
う
」
と
二

十
七
日
、
墨
田
区
向
島
の
区
立
屋
内
プ
ー

ル
で
「
ぜ
ん
そ
く
児
の
た
め
の
水
泳
教
室
」

が
あ
り
、
夏
休
み
中
の
小
、
中
学
生
が
元

気
に
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
た
。
水
泳
が
、
気

管
支
の
病
気
を
持
つ
人
に
と
っ
て
、
体
力

や
抵
抗
力
を
つ
け
る
の
に
最
適
と
あ
っ
て
、

区
が
水
泳
連
盟
の
協
力
で
開
い
た
。

（
一
九
九
六
年
八
月
二
十
八
日
朝
日
）

◆
中
高
年
に
打
っ
て
つ
け
。
水
中
散
歩
の

す
す
め
。
年
を
取
る
と
運
動
か
ら
遠
ざ
か

り
が
ち
に
な
る
が
、
温
水
プ
ー
ル
で
の

「
水
中
散
歩
」
な
ら
高
齢
で
も
続
け
ら
れ
る

し
、
運
動
効
果
も
高
い
。
自
治
体
な
ど
に

よ
る
教
室
も
登
場
し
、
愛
好
者
も
広
が
っ

て
い
る
。
水
中
運
動
の
指
導
な
ど
を
行
う

ア
ク
ア
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
研
究
所
（
横
浜

市
）
所
長
の
今
野
純
さ
ん
は
「
水
中
散
歩

は
特
に
高
齢
者
に
と
っ
て
、
適
度
な
運
動

と
し
て
も
っ
て
こ
い
」
と
指
摘
す
る
。
高

齢
者
の
水
中
歩
行
の
効
果
を
調
べ
て
い
る

国
立
健
康
・
栄
養
研
究
所
（
東
京
）
の
吉

武
裕
さ
ん
は
「
筋
肉
を
保
ち
、
持
久
力
を

つ
け
る
の
に
役
立
つ
。
肥
満
の
解
消
、
腰

や
ひ
ざ
の
痛
み
の
予
防
に
も
つ
な
が
る
だ

ろ
う
」
と
話
す
。

（
一
九
九
七
年
一
月
八
日
読
売
）

◆
水
中
で
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、「
ア
ク
ア
サ

イ
ズ
」（
造
語
）。
こ
れ
が
今
、
水
泳
指
導

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
新
し
い
方
向
性
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
水
中
運
動
法

を
現
役
の
水
泳
指
導
者
向
け
に
紹
介
す
る

だ
け
で
な
く
、
専
門
の
指
導
者
を
一
か
ら

養
成
し
よ
う
と
い
う
講
座
が
開
講
さ
れ
て

い
る
。（
一
九
九
七
年
六
月
二
十
日
日
経
）

◆
「
重
た
ー
い
」「
動
き
に
く
い
」「
足
が

沈
ん
じ
ゃ
う
よ
」
―
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
ジ
ャ
ー

ジ
に
運
動
靴
な
ど
の
格
好
の
ま
ま
プ
ー
ル

に
飛
び
込
ん
だ
子
供
た
ち
か
ら
、
歓
声
と

も
悲
鳴
と
も
つ
か
ぬ
声
が
あ
が
っ
た
。
今

月
四
日
、
千
葉
県
松
戸
市
の
市
立
幸
谷
小

で
開
か
れ
た
着
衣
泳
教
室
。
参
加
し
た
の

は
、
同
小
児
童
ら
で
作
る
「
三
ヶ
月
（
み

こ
ぜ
）
子
供
会
」
の
メ
ン
バ
ー
五
十
九
人

と
そ
の
母
親
た
ち
だ
。「
着
衣
泳
」
と
は
、

服
を
着
た
ま
ま
お
ぼ
れ
た
場
合
に
備
え
、

着
衣
で
の
泳
ぎ
方
や
救
助
法
な
ど
を
覚
え

る
訓
練
。
こ
の
日
は
、
主
催
の
松
戸
青
少

年
会
館
が
日
本
の
着
衣
泳
研
究
の
草
分
け

で
あ
る
野
沢
巌
・
埼
玉
大
教
授
（
野
外
運

動
学
）
に
依
頼
し
た
も
の
で
、
教
え
子
の

大
学
院
生
三
人
が
講
師
役
と
し
て
招
か
れ

た
。
（
一
九
九
七
年
八
月
十
四
日
読
売
）

◆
主
流
は
シ
ェ
ー
プ
ア
ッ
プ
型
。
冬
場
の

水
着
の
売
上
が
伸
び
て
い
る
。
健
康
や
美

容
に
い
い
と
温
水
プ
ー
ル
で
水
泳
を
楽
し

む
女
性
が
多
く
な
っ
た
の
に
加
え
、
メ
ー

カ
ー
が
新
作
モ
デ
ル
の
投
入
を
早
め
た
り
、

冬
場
の
水
着
に
も
最
新
流
行
の
デ
ザ
イ
ン

や
柄
を
取
り
入
れ
た
り
す
る
こ
と
な
ど
が
、

重
要
を
増
や
し
て
い
る
理
由
の
よ
う
だ
。

（
一
九
九
八
年
一
月
七
日
読
売
）

【
ホ
ー
ム

ア
ク
ア
リ
ウ
ム
】

◆
海
水
魚
、
観
賞
向
け
に
人
気
浮
上
。
淡

水
産
の
熱
帯
魚
が
中
心
だ
っ
た
趣
味
の
観

賞
魚
の
世
界
に
、
ク
マ
ノ
ミ
な
ど
海
水
魚

が
目
立
ち
始
め
た
。
こ
れ
ま
で
「
飼
育
が

困
難
」
と
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
も
の

の
、
人
工
海
水
、
ろ
過
器
な
ど
関
連
用
品

の
改
良
や
低
価
格
化
も
手
伝
っ
て
、
挑
戦

す
る
人
が
増
加
。
色
が
よ
り
鮮
や
か
な
の

が
魅
力
だ
が
、
海
水
魚
は
天
然
物
が
ほ
と

ん
ど
だ
け
に
、
関
係
者
は
「
信
頼
で
き
る

販
売
店
か
ら
購
入
し
て
、
大
事
に
飼
育
を
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
る
。

（
一
九
九
六
年
九
月
五
日
日
経
）

◆
十
数
種
類
の
熱
帯
魚
が
泳
ぐ
水
槽
。
そ

の
ガ
ラ
ス
の
側
面
の
穴
か
ら
手
を
入
れ
て

魚
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
ん
な

不
思
議
な
ミ
ニ
水
族
館
が
、
東
京
・
銀
座

の
電
力
会
社
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
に
登
場
、
人

気
を
集
め
て
い
る
。

（
一
九
九
六
年
十
二
月
七
日
日
経
）

◆
ア
ク
ア
イ
ン
テ
リ
ア
。「
水
草
は
水
槽
の

環
境
を
浄
化
し
て
い
る
ん
で
す
。
森
林
が

大
気
を
き
れ
い
に
す
る
よ
う
に
ね
」。
東

京
・
練
馬
区
で
、
ア
ク
ア
イ
ン
テ
リ
ア
の

専
門
店
を
経
営
す
る
尾
崎
初
さ
ん
は
緑
深

い
水
中
の
森
を
い
と
お
し
む
。
熱
帯
魚
の

添
え
物
だ
っ
た
水
草
の
浄
化
能
力
に
早
く

か
ら
着
目
し
、
水
槽
の
中
に
生
態
系
を
作

り
上
げ
る
技
を
編
み
だ
し
た
パ
イ
オ
ニ
ア

の
一
人
だ
。

（
一
九
九
七
年
十
一
月
二
日
読
売
）

◆
水
質
浄
化
機
器
開
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
イ

ワ
モ
ト
理
研
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
不
要
の
熱

帯
魚
水
槽
「
マ
リ
ン
ク
リ
ス
タ
ー
」
を
開

発
、
全
国
で
発
売
し
た
。
下
部
に
埋
め
込

ん
だ
ろ
過
装
置
が
魚
の
ふ
ん
や
え
さ
を
分

解
し
て
水
を
浄
化
す
る
た
め
手
入
れ
の
必

要
が
な
い
。（

一
九
九
八
年
二
月
三
日
日
経
）
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雨
に
恵
ま
れ
た
国

日
本

―
村
瀬
さ
ん
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
会
議
や
海

外
活
動
を
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
海
外
と
の
交
流

の
中
か
ら
目
を
開
か
れ
た
も
の
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
す
か
。

村
瀬

私
は
現
在
、
国
際
雨
水
資
源
化
学
会
の
都

市
問
題
担
当
理
事
と
い
う
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
関
係
も
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
に
、
ア
ジ

ア
、
ア
フ
リ
カ
、
南
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な

ど
世
界
各
地
を
ま
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ど
こ
に
行

っ
て
も
「
た
く
さ
ん
雨
が
降
る
あ
な
た
の
国
は
羨

ま
し
い
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
本
当
に
、

「
日
本
っ
て
雨
に
恵
ま
れ
た
国
だ
な
ぁ
」
と
、
つ

く
づ
く
思
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
最
も
強
く
感
じ

た
の
が
、
ア
フ
リ
カ
南
部
の
ボ
ツ
ワ
ナ
で
し
た
。

こ
こ
の
年
間
平
均
降
水
量
は
、
約
二
百
五
十
ミ
リ
。

日
本
の
そ
れ
が
約
千
七
百
ミ
リ
で
す
か
ら
、
日
本

の
約
十
五
％
足
ら
ず
し
か
雨
が
降
り
ま
せ
ん
。
し

か
も
、
降
り
方
が
極
端
な
の
で
す
。
日
本
は
年
間

を
通
じ
て
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
雨
が
降
り
ま
す
が
、

こ
こ
で
は
、
一
年
の
う
ち
四
日
ぐ
ら
い
し
か
雨
が

降
ら
な
い
の
で
す
。

そ
の
こ
と
を
象
徴
す
る
よ
う
な
、
い
く
つ
か
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
雨
水
タ
ン
ク

の
蛇
口
に
、
鍵
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。「
雨
水
泥
棒
が
い
る
か
ら
」
と
言
う
ん
で
す

ね
。「
雨
水
泥
棒
だ
っ
て
！
」
と
目
を
白
黒
さ
せ

て
い
る
と
、「
雨
水
タ
ン
ク
の
盗
っ
人
も
い
る
」

と
聞
い
て
、
こ
れ
ま
た
び
っ
く
り
。

―
こ
の
国
で
は
、
雨
が
も
の
す
ご
く
貴
重
な
も

の
な
の
で
す
ね
。

村
瀬

も
う
一
つ
面
白
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま

す
。
ボ
ツ
ワ
ナ
は
以
前
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
だ
っ

た
の
で
す
が
、
一
九
七
○
年
代
に
独
立
し
た
際
に
、

貨
幣
の
単
位
を
シ
リ
ン
グ
か
ら
プ
ラ
（Pula

）
と

い
う
単
位
に
変
え
た
ん
で
す
。
イ
ギ
リ
ス
の
植
民

地
だ
っ
た
ケ
ニ
ア
や
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
は
、
今
で
も

貨
幣
の
単
位
は
シ
リ
ン
グ
で
す
か
ら
不
思
議
に
思

っ
て
訳
を
聞
き
、
こ
れ
ま
た
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

プ
ラ
と
い
う
の
は
こ
の
国
で
一
番
大
切
な
も
の
、

つ
ま
り
雨
水
／R

ain
w
ater

と
い
う
意
味
だ
と
い

う
の
で
す
。
ち
な
み
に
、
こ
れ
よ
り
小
さ
い
単
位
、

コ
イ
ン
の
単
位
テ
ー
べ
（Thebe

）
は
、
雨
粒
／

R
ain
drop

と
い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
。
こ
ん
な
や

り
と
り
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
は
る
ば
る
日
本
か

ら
ボ
ツ
ワ
ナ
ま
で
、
な
ぜ
雨
水
利
用
の
調
査
に
来

た
の
か
と
聞
か
れ
た
の
で
、
東
京
は
毎
年
の
よ
う

に
夏
に
な
る
と
渇
水
の
心
配
を
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
か
ら
だ
、
と
答
え
る
と
「
う
ち
の
よ
う
に
雨

が
少
な
い
と
こ
ろ
な
ら
ま
だ
し
も
、
東
京
は
た
く

さ
ん
雨
が
降
る
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
の
東
京
が
渇
水

に
な
る
な
ん
て
、
何
か
お
か
し
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
？
」
と
言
わ
れ
、
こ
れ
ま
た
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ

ッ
ク
を
受
け
た
わ
け
で
す
。
六
年
前
で
す
か
ら
、

一
九
九
三
年
の
こ
と
で
す
。

生
命
を
育
む
雨

村
瀬

今
年
の
八
月
に
は
、「
究
極
の
雨
水
利
用
」

と
で
も
言
い
ま
し
ょ
う
か
、
霧
利
用
の
調
査
の
た

め
に
ペ
ル
ー
に
出
か
け
ま
し
た
。
ペ
ル
ー
の
リ
マ

に
は
、
一
年
間
で
雨
が
二
ミ
リ
し
か
降
ら
な
い
ん

interview

身近な「水」について考える時、雨水のことを避けて通ることはできませ

ん。新聞記事にも繰り返しこのことが話題になっています。そこで、区役所

に勤務しながらも「雨水博士」として話題になった村瀬誠さんに、雨の暮ら

しと文化についてうかがいました。

雨水利用の夢
「生命と文化を育む雨をもっと大切に、

もっと有効に利用したい」

テーマ 5 雨水利用の展開

村瀬 誠氏
墨田区環境清掃部環境保全課環境推進係長
1976年千葉大学薬学部大学院製薬化学科修士課程修
了。1996年薬学博士。墨田区本所保健所衛生課、向
島保健所衛生課などを経て現職。自治体職員有志等か
ら成る、エネルギー問題、水問題及びゴミ問題に関す
る自主研究グループ、ソーラーシステム研究グループ
の代表や、国際雨水資源化学会都市担当理事など多方
面に活動している。主な著書に『都市の水循環』
1982、『都市のゴミ循環』1985（共にNHKブックス
共著）、『環境シグナル』1996  北斗出版、他多数。
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で
す
。
で
も
近
年
は
雨
が
よ
く
降
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
の
で
、「
何
ミ
リ
だ
い
」
と
聞
く
と
、

「
十
ミ
リ
だ
」
と
い
う
の
で
す
。
こ
れ
で
は
生
き

て
い
け
な
い
で
は
な
い
か
。
水
は
一
体
ど
う
や
っ

て
確
保
す
る
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
「
水
源
は
ど

こ
？
」
と
聞
く
と
、
一
つ
は
川
と
い
う
答
え
が
返

っ
て
き
ま
し
た
。
ペ
ル
ー
は
ア
マ
ゾ
ン
川
の
源
流

が
あ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
川
は
ブ
ラ

ジ
ル
側
に
流
れ
て
行
き
ま
す
。
し
か
し
、
一
部
は

ペ
ル
ー
側
に
も
流
れ
る
の
で
す
。
リ
マ
な
ど
の
都

市
で
は
、
そ
の
水
を
利
用
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

も
う
一
つ
は
霧
利
用
／
フ
ォ
グ
・
キ
ャ
ッ
チ
メ
ン

ト
・
シ
ス
テ
ム
（Fog

Catchm
ent

System

）
だ

と
い
う
の
で
す
。
山
の
谷
あ
い
に
ネ
ッ
ト
を
張
っ

て
、
ネ
ッ
ト
の
網
の
目
を
通
っ
た
霧
を
水
滴
に
し

て
捕
え
ま
す
。
一
平
方
メ
ー
ト
ル
の
ネ
ッ
ト
当
た

り
、
一
日
三
〜
十
二
リ
ッ
ト
ル
の
水
が
得
ら
れ
ま

す
。
つ
ま
り
世
界
で
は
、
一
粒
の
雨
で
命
を
つ
な

い
で
い
る
人
た
ち
が
い
る
の
で
す
ね
。
そ
の
人
た

ち
か
ら
見
れ
ば
、
日
本
は
天
国
の
よ
う
に
見
え
る

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

二
年
前
に
は
イ
ラ
ン
の
砂
漠
地
帯
に
あ
る
カ
ナ

ー
ト
（
地
下
水
路
）
の
調
査
に
で
か
け
た
の
で
す

が
、
そ
こ
は
信
じ
ら
れ
な
い
光
景
で
し
た
。
オ
ア

シ
ス
の
町
以
外
は
、
行
っ
て
も
行
っ
て
も
草
木
が

一
本
も
生
え
て
い
な
い
の
で
す
。
降
水
量
が
わ
ず

か
な
上
に
、
年
間
の
蒸
発
量
が
降
水
量
を
は
る
か

に
上
回
る
の
で
、
植
物
が
育
つ
こ
と
が
で
き
な
い

の
で
す
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
砂
漠
の
表
面
に
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
を
撒
く
こ
と
で
蒸
発
を
抑
え
て
、
植

物
を
生
や
す
実
験
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
日
本

で
は
、
雑
草
が
生
え
る
の
は
当
た
り
前
で
、
抜
い

て
も
抜
い
て
も
出
て
く
る
と
邪
魔
者
扱
い
さ
れ
る

の
が
普
通
で
す
が
、
考
え
て
み
れ
ば
こ
れ
は
と
て

も
有
り
難
い
こ
と
な
ん
で
す
ね
。
日
本
は
、
生
き

物
が
再
生
可
能
な
場
所
、
つ
ま
り
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
／Sustainability

（
持
続
可
能
性
）
が
高
い
地

域
な
ん
で
す
ね
。
私
た
ち
は
、
こ
の
生
命
育
む
雨

を
も
っ
と
大
切
に
し
な
く
て
は
と
、
そ
の
と
き
、

つ
く
づ
く
思
い
ま
し
た
。
和
辻
哲
郎
が
『
風
土
』

の
中
で
言
っ
て
い
ま
す
が
、「
日
本
の
文
化
は
、

湿
気
の
文
化
だ
」
と
い
う
の
は
そ
の
通
り
で
す
。

吉
田
兼
好
も
「
住
ま
い
は
夏
を
旨
と
す
べ
し
」
と

書
い
て
い
ま
す
ね
。
湿
気
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

雨
が
降
る
と
い
う
こ
と
。
そ
の
雨
が
生
命
を
育
ん

で
い
ま
す
。
だ
か
ら
ア
ジ
ア
は
、
人
口
も
多
い
。

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
み
た
い
に
狭
い
所
に
、
日
本
と

同
数
の
人
口
が
住
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
稲
作
が

二
期
作
も
三
期
作
も
で
き
る
か
ら
に
他
な
り
ま
せ

ん
。国

際
会
議
で
気
が
つ
い
た

文
化
を
育
む
雨

―
五
年
前
に
墨
田
区
で
行
わ
れ
た
雨
水
利
用
東

京
国
際
会
議
は
、
市
民
参
加
型
の
会
議
だ
っ
た
よ

う
で
す
ね
。

え
え
、
で
も
当
初
は
国
際
雨
水
資
源
化
学

会
の
会
長
か
ら
私
の
事
務
所
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
が
入

っ
て
、
雨
水
利
用
の
国
際
会
議
を
墨
田
区
で
や
ら

な
い
か
と
。
と
言
っ
て
も
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、

国
際
学
会
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
で
も
、
市
民
が
集
ま
っ
て
わ
い
わ
い
や
っ
て

い
る
う
ち
に
、「
自
分
達
の
国
際
会
議
を
や
ろ
う
」

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
雨
水
利
用
の
技
術
、
政
策

の
国
際
交
流
だ
け
で
な
く
、
雨
の
環
境
教
育
や
雨

の
文
化
な
ど
、
国
際
交
流
も
や
ろ
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
市
民
な
ら
で
は
の
ユ
ニ
ー
ク
な
企
画
が

た
く
さ
ん
出
ま
し
た
。
雨
の
音
楽
祭
も
企
画
さ
れ

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
雨
の
歌
な
ん
て
世
界
中
に

い
く
ら
で
も
あ
る
と
思
っ
た
ら
、
意
外
と
こ
れ
が

少
な
い
ん
で
す
ね
。
確
か
に
「
シ
ェ
ル
ブ
ー
ル
の

雨
傘
」
や
「
雨
に
歌
え
ば
」
な
ど
海
外
に
も
あ
る

こ
と
は
あ
る
の
で
す
が
、
歌
詞
の
中
に
雨
が
出
て

く
る
の
は
、
日
本
が
ダ
ン
ト
ツ
な
ん
で
す
。
早
い

話
が
、
演
歌
な
ん
て
雨
と
涙
無
し
に
は
語
れ
ま
せ

ん
。
歌
に
限
ら
ず
、
日
本
に
は
雨
を
表
わ
す
言
葉

も
、
時
雨
、
五
月
雨
、
氷
雨
、
肘
傘
雨
な
ど
、
何

通
り
も
の
表
現
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
雨
こ
そ

日
本
の
精
神
文
化
の
根
底
を
表
現
し
て
い
る
、
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

時
代
劇
な
ん
か
で
の
幽
霊
は
、
必
ず
と
言
っ
て

い
い
ほ
ど
雨
の
夜
に
出
て
き
ま
す
ね
。
こ
れ
は
き

っ
と
、
周
り
の
音
が
雨
音
で
打
ち
消
さ
れ
る
た
め

に
、
殺
人
者
が
人
殺
し
を
し
て
し
ま
っ
た
自
分
と

否
応
な
く
対
峙
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
か
ら
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
す
る
と
、
何
で
も
幽
霊
に
見

え
て
き
て
し
ま
う
ん
で
し
ょ
う
ね
。
ち
な
み
に
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
幽
霊
は
、
霧
の
と
き
に
出
て
く
る
こ

と
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ド
ラ
キ
ュ
ラ
な
ど

も
、
そ
う
で
す
よ
ね
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
多
く
の
地

域
は
、
日
本
の
半
分
ぐ
ら
い
し
か
雨
が
降
り
ま
せ

ん
か
ら
。

雨
の
音
を
楽
し
む
こ
と
も
、
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
ね
。
我
々
の
世
代
は
「
雨
、
雨
、
降
れ

降
れ
、
母
さ
ん
と
、
蛇
の
目
で
お
迎
え
う
れ
し
い

な
。
ピ
チ
ピ
チ
、
チ
ャ
プ
チ
ャ
プ
、
ら
ん
ら
ん
ら

ん
」
を
歌
っ
た
世
代
で
す
が
、
子
ど
も
の
頃
、
水

た
ま
り
に
で
き
た
波
紋
と
音
を
楽
し
ん
だ
も
の
で

し
た
。
真
夏
の
夕
立
の
後
は
、「
い
い
お
湿
り
で

す
ね
」
な
ん
て
声
を
掛
け
合
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

今
は
ど
こ
も
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ジ

ャ
ン
グ
ル
で
す
。
夕
立
の
後
は
か
え
っ
て
蒸
し
暑

く
な
り
、
す
ぐ
に
「
ク
ー
ラ
ー
で
除
湿
し
よ
う
」

と
な
っ
ち
ゃ
う
。
雨
を
楽
し
み
、
雨
に
親
し
み
、

雨
を
恐
れ
、
雨
を
敬
う
、
と
い
っ
た
雨
と
の
多
様

な
つ
き
あ
い
方
を
通
じ
て
、
日
本
人
特
有
の
感
性

が
育
ま
れ
て
き
た
と
思
う
の
で
す
が
、
ど
う
も
日

本
人
は
、
戦
後
こ
の
大
切
な
も
の
を
な
く
し
て
し

ま
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

同
じ
よ
う
に
、
雨
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
食
文
化

も
、
失
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

お
い
し
い
酒
も
、
酢
も
豆
腐
も
、
食
は
す
べ
て
水

次
第
で
す
よ
ね
。
で
も
い
つ
か
ら
こ
う
な
っ
た
の

か
、
現
代
人
はH

2O

と
し
て
の
水
に
し
か
関
心
を

持
た
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
お
い
し
い
水
が
飲
み

た
い
の
な
ら
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入
り
の
水
を
買
え
ば

い
い
と
い
う
の
が
、
当
た
り
前
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
で
も
お
い
し
い
水
の
元
は
、
雨
水
な
ん
で
す

ね
。
雨
水
が
地
下
に
浸
透
し
て
、
大
地
の
フ
ィ
ル

タ
ー
を
通
し
て
、
長
い
時
間
を
経
て
お
い
し
い
水

が
生
ま
れ
ま
す
。
水
道
水
だ
っ
て
、
元
を
た
ど
れ

ば
雨
水
で
す
。
だ
か
ら
「
あ
な
た
の
体
に
も
、
あ

る
ゆ
る
生
き
物
の
体
に
も
、
雨
が
流
れ
て
い
る
よ
」

と
よ
く
言
う
の
で
す
。
雨
は
循
環
し
て
い
る
。
雨

は
循
環
し
な
が
ら
、
生
命
と
文
化
を
育
ん
で
き
た

の
で
す
。

失
わ
れ
た
雨
の
文
化

・

・

・

・
そ
の
結
果
は
…

―
こ
う
し
た
雨
の
文
化
が
失
わ
れ
て
き
た
の

は
、
や
は
り
、
戦
後
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

戦
後
、
高
度
経
済
成
長
期
に
効
率
優
先
主
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義
に
陥
っ
た
こ
と
が
問
題
で
し
ょ
う
。
そ
の
象
徴

が
都
市
で
、
雨
と
い
う
の
は
排
除
す
べ
き
存
在
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
。
例
え
ば
、
東
京
の

人
の
考
え
方
は
、
足
元
に
降
る
雨
は
迷
惑
だ
け
れ

ど
、
水
源
地
で
あ
る
群
馬
に
は
降
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
も
の
で
し
ょ
う
。
こ
ん
な
天
の
邪
鬼
な
人
種

は
、
世
界
中
に
い
な
い
で
し
ょ
う
ね
。
東
京
で
は

ト
イ
レ
が
水
洗
化
さ
れ
、
降
っ
た
雨
も
速
や
か
に

下
水
道
で
排
除
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
人
々
は

と
て
も
便
利
で
快
適
な
暮
ら
し
を
手
に
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
十
八

年
前
頃
か
ら
、
都
市
型
洪
水
が
た
び
た
び
起
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
東
京
で
は
一
時
間
に
五

十
ミ
リ
の
大
雨
が
降
っ
て
も
大
丈
夫
な
よ
う
に
、

下
水
道
が
設
計
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
あ

く
ま
で
降
っ
た
雨
の
お
よ
そ
五
十
％
近
く
が
、
地

下
に
浸
透
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
ま
し
た
。

で
す
か
ら
、
都
市
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
化
、
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
化
が
進
ん
だ
こ
と
で
、
雨
を
排
除
す
る
下

水
道
の
能
力
を
越
え
て
一
挙
に
雨
水
が
集
中
す
れ

ば
、
下
水
道
か
ら
下
水
が
逆
流
す
る
の
は
当
然
の

結
果
だ
っ
た
の
で
す
。
十
八
年
前
頃
と
い
え
ば
、

東
京
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
覆
わ

れ
た
面
積
の
割
合
（
不
浸
透
域
率
）
が
、
ち
ょ
う

ど
五
十
％
を
越
え
た
頃
と
一
致
し
ま
す
。
今
で
は
、

東
京
の
町
の
不
浸
透
域
率
は
、
八
十
二
％
に
も
達

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
年
の
七
月
、
新
宿
区
内
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
お

い
て
都
市
型
洪
水
で
地
下
室
が
水
没
し
、
様
子
を

見
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
地
下
に
降
り
た
人
が
水
死

す
る
と
い
う
、
痛
ま
し
い
事
故
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

十
八
年
ほ
ど
前
に
も
、
死
亡
事
故
に
は
な
ら
な
か

っ
た
も
の
の
、
墨
田
区
で
同
様
の
事
故
が
あ
り
ま

し
た
。
ビ
ル
の
地
下
の
飲
食
店
が
、
逆
流
し
た
下

水
で
天
上
ま
で
水
没
し
た
の
で
す
。
私
は
、
現
場

で
立
ち
す
く
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
私
が
雨
水
利

用
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
直
接
の
き
っ
か
け

は
こ
の
都
市
型
洪
水
だ
っ
た
の
で
す
。

と
言
っ
て
も
、
私
の
専
門
は
薬
学
で
す
か
ら
土

木
学
や
建
築
学
は
門
外
漢
で
す
し
、
当
時
は
保
健

所
に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
土
木
や
建
築
の

部
局
と
は
無
縁
で
し
た
。
そ
こ
で
、
専
門
、
部
局

を
越
え
て
、
都
区
の
職
員
に
呼
び
か
け
て
、
都
市

型
洪
水
の
処
方
箋
を
、
共
同
で
自
主
研
究
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
現
場
主
義
を
貫
き
、
フ
ラ
ン
ク

に
話
し
合
う
中
で
見
え
て
き
た
も
の
は
、
都
市
型

洪
水
の
本
質
は
、
地
域
水
循
環
の
破
壊
の
産
物
だ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

流
せ
ば
洪
水
、
溜
め
れ
ば
資
源

と
こ
ろ
で
東
京
に
は
、
一
年
間
に
二
十
五

億
ト
ン
も
の
雨
が
降
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
東

京
で
消
費
さ
れ
る
水
道
水
は
、
二
十
億
ト
ン
で
す
。

し
か
し
、
東
京
で
は
ほ
と
ん
ど
の
雨
が
下
水
に
流

さ
れ
捨
て
去
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
捨
て
て
き
た

雨
を
、
資
源
と
し
て
積
極
的
に
利
用
し
て
み
た
ら

ど
う
で
し
ょ
う
。
東
京
は
水
が
足
り
な
い
か
ら
と

い
っ
て
、
利
根
川
上
流
に
た
く
さ
ん
ダ
ム
を
建
設

し
て
き
ま
し
た
が
、
ダ
ム
を
造
る
と
い
う
こ
と
は
、

上
流
の
村
や
谷
が
水
没
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
大

変
な
犠
牲
を
伴
う
ん
で
す
ね
。「
ダ
ム
の
水
の
一

滴
は
、
水
没
し
た
村
人
た
ち
の
涙
の
一
滴
」
で
も

あ
る
の
で
す
。
利
根
川
上
流
で
の
巨
大
な
ダ
ム
は

も
う
限
界
に
き
て
い
ま
す
し
、
こ
れ
ま
で
建
設
し

て
き
た
ダ
ム
も
長
い
年
月
の
間
に
は
、
徐
々
に
堆

砂
で
埋
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
で
す
か
ら
こ
れ
か
ら

の
東
京
は
、
こ
れ
以
上
上
流
の
ダ
ム
に
頼
る
の
で

は
な
く
、
自
ら
の
水
は
で
き
る
だ
け
自
前
で
確
保

し
て
い
く
と
い
っ
た
、
水
源
自
立
の
道
を
目
指
す

べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
東
京
に
一
年
間
に

降
る
雨
を
七
％
溜
め
た
と
し
ま
す
と
、
そ
れ
は
利

根
川
上
流
の
最
大
の
ダ
ム
、
八
木
沢
ダ
ム
の
総
貯

水
量
で
あ
る
一
・
七
五
億
ト
ン
に
匹
敵
す
る
の
で

す
。「
水
源
地
、
遠
く
の
ダ
ム
よ
り
軒
の
雨
」
と

い
う
わ
け
で
す
ね
。

雨
水
を
溜
め
て
み
る
と

楽
し
く
な
っ
て
く
る

一
九
八
二
年
に
、
国
技
館
が
蔵
前
か
ら
両

国
に
帰
っ
て
く
る
話
が
持
ち
上
が
り
ま
し
た
。
で

も
、
当
時
両
国
駅
周
辺
で
は
都
市
型
洪
水
が
た
び

た
び
起
き
て
い
ま
し
た
。
私
は
そ
の
頃
保
健
所
で

相
撲
の
営
業
を
許
可
す
る
立
場
に
あ
り
ま
し
た
の

で
、
許
可
に
あ
た
っ
て
日
本
相
撲
協
会
に
雨
水
利

用
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
国
技
館
の
大

屋
根
に
降
っ
た
雨
水
を
溜
め
て
洪
水
を
防
ぎ
、
溜

め
た
雨
水
は
興
行
の
と
き
の
ト
イ
レ
や
冷
房
の
水

に
使
い
、
非
常
時
に
は
防
災
用
水
と
し
て
役
立
て

よ
う
と
い
う
わ
け
で
す
。
で
も
当
初
相
撲
協
会
は
、

あ
ま
り
乗
り
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ

で
上
司
の
助
言
も
あ
り
、
私
は
多
く
の
区
の
仲
間

と
と
も
に
区
の
職
員
提
案
制
度
を
活
用
し
て
、
雨

水
利
用
の
提
案
を
ま
と
め
、
墨
田
区
か
ら
日
本
相

撲
協
会
に
雨
水
利
用
を
申
し
入
れ
て
も
ら
お
う
と

考
え
ま
し
た
。
幸
い
、
こ
の
提
案
が
山

榮
次
郎

墨
田
区
長
の
目
に
留
ま
り
ま
し
た
。
最
終
的
に
は

山

区
長
が
日
本
相
撲
協
会
の
春
日
野
理
事
長
に

雨
水
利
用
を
申
し
入
れ
、
結
果
は
設
計
が
変
更
さ

れ
、
日
本
屈
指
の
雨
水
利
用
施
設
が
誕
生
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
。

以
来
墨
田
区
は
、
区
の
施
設
の
ほ
と
ん
ど
に
雨

水
利
用
を
取
り
入
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
、

東
京
都
庁
、
東
京
ド
ー
ム
な
ど
、
区
外
で
も
官
民

合
わ
せ
て
七
百
以
上
の
施
設
が
、
雨
水
利
用
を
導

入
し
て
い
ま
す
。
今
か
ら
考
え
れ
ば
、
国
技
館
の

雨
水
利
用
が
、
そ
の
先
鞭
を
つ
け
た
と
い
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

墨
田
区
の
雨
水
利
用
で
、
何
と
い
っ
て
も
ユ
ニ

ー
ク
な
の
は
、
向
島
地
区
か
ら
始
ま
っ
た
、
住
民

主
体
の
雨
水
利
用
へ
の
取
り
組
み
で
し
ょ
う
。
そ

れ
が
「
路
地
尊
」（
写
真
）
で
あ
り
「
天
水
尊
」

で
す
。
路
地
尊
と
は
、
も
と
も
と
は
防
災
の
シ
ン

ボ
ル
の
こ
と
で
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
え
て

き
た
路
地
を
尊
び
、
町
を
災
害
か
ら
守
ろ
う
と
い

う
、
住
民
主
体
の
防
災
ま
ち
づ
く
り
の
中
か
ら
生

ま
れ
ま
し
た
。
向
島
地
区
で
は
五
基
の
路
地
尊
に
、

雨
水
利
用
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
初
の
路
地

尊
雨
水
利
用
は
今
か
ら
十
二
年
前
、
私
と
、
地
元

で
防
災
ま
ち
づ
く
り
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
徳
永
さ

雨水貯水井戸“路地尊”（写真提供：墨田区）
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ん
と
の
出
会
い
が
、
き
っ
か
け
と
な
っ
て
実
現
し

ま
し
た
。
仕
組
み
は
い
た
っ
て
簡
単
で
、
路
地
の

一
角
に
雨
水
タ
ン
ク
を
埋
め
込
み
、
隣
接
す
る
屋

根
か
ら
雨
水
を
集
め
、
手
押
し
ポ
ン
プ
で
押
し
出

す
と
い
う
も
の
。
普
段
は
そ
の
水
で
町
の
緑
を
育

て
、
非
常
時
に
は
消
火
や
飲
料
水
に
活
用
し
ま
す
。

徳
永
さ
ん
は
こ
の
路
地
尊
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、

家
庭
用
の
雨
水
タ
ン
ク
を
開
発
、
と
う
と
う
「
水

商
売
の
道
」
に
入
り
込
ん
じ
ゃ
い
ま
し
た
（
笑
）。

私
自
身
、
自
宅
で
雨
水
利
用
を
や
っ
て
み
て
実
感

す
る
こ
と
で
す
が
、
雨
水
を
溜
め
て
利
用
し
て
い

く
う
ち
に
、
そ
れ
ま
で
雨
が
降
る
と
嫌
だ
な
あ
と

思
っ
て
い
た
の
が
、
恵
み
の
雨
だ
と
思
う
よ
う
に

意
識
が
変
わ
る
こ
と
に
驚
い
て
い
ま
す
！
な
ん
だ

か
楽
し
く
な
る
。
節
水
と
い
う
と
、
何
だ
か
ケ
チ

ケ
チ
気
分
で
す
が
、
雨
を
溜
め
る
の
は
貯
金
み
た

い
で
豊
か
な
気
持
ち
に
な
る
。
こ
れ
は
、
雨
水
利

用
の
と
て
も
大
切
な
効
用
だ
と
思
い
ま
す
。

―
国
際
会
議
の
結
果
は
い
か
が
で
し
た
か
。

結
局
、
国
際
会
議
が
終
わ
っ
て
、「
雨
水

利
用
東
京
宣
言
」
を
出
し
、
会
議
の
テ
ー
マ
だ
っ

た
「
雨
水
利
用
で
地
球
を
救
う
」
を
進
め
て
い
く

た
め
に
、
雨
水
利
用
の
運
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広

げ
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
初

は
六
十
名
ぐ
ら
い
で
、「
雨
水
利
用
を
進
め
る
市

民
の
会
」（http://w

w
w
.n
etw
ork
.su
m
ida.

tokyo.jp/
am
am
izu/

）
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

が
で
き
た
の
が
、
一
九
九
五
年
の
四
月
で
す
。
そ

れ
か
ら
宣
言
文
の
実
現
に
向
け
て
、
動
き
出
し
た

の
で
す
。
毎
年
の
よ
う
に
海
外
に
出
か
け
て
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
年
に
行
っ

た
の
は
、
中
国
。
国
際
会
議
へ
の
参
加
と
、
黄
土

高
原
上
流
域
の
雨
水
利
用
の
調
査
に
入
り
ま
し

た
。
以
降
、
農
村
と
都
市
で
雨
水
利
用
の
国
際
交

流
を
し
て
い
こ
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

来
年
は
、
ア
ジ
ア
の
農
村
と
都
市
の
水
危
機
を
打

開
し
て
い
く
た
め
に
、
中
国
の
農
村
で
の
雨
水
利

用
と
、
日
本
の
都
市
の
雨
水
利
用
の
事
例
を
ま
と

め
、
日
中
で
共
同
出
版
す
る
予
定
で
す
。
ド
イ
ツ

と
は
、
技
術
開
発
に
関
す
る
交
流
を
し
て
い
ま
す
。

二
○
○
一
年
に
、
ド
イ
ツ
で
雨
水
利
用
の
大
き
な

国
際
会
議
が
あ
る
の
で
す
が
、
私
も
そ
の
実
行
委

員
の
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
雨

水
利
用
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
に
広
め
よ
う
と
い
う
も

の
で
す
。

「
市
民
の
会
」
の
ほ
う
の
大
き
な
仕
事
と
し
て

は
、
雨
の
暮
ら
し
と
文
化
を
集
大
成
し
よ
う
と
い

う
こ
と
で
、「
雨
の
事
典
」
を
作
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
着
手
し
て
二
年
に
な
り
ま
す
が
、
い
よ
い
よ

二
○
○
○
年
の
十
月
に
は
出
版
す
る
予
定
で
す
。

「
国
際
雨
水
セ
ン
タ
ー
」
を

目
指
し
て

こ
れ
か
ら
は
、
雨
水
利
用
を
社
会
の
仕
組

み
に
し
て
い
く
取
り
組
み
を
、
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
墨
田
区
は
平
成
五
年
か
ら

七
年
に
か
け
て
、
日
本
で
初
め
て
都
市
に
お
け
る

雨
水
利
用
の
普
及
に
伴
う
利
水
、
治
水
及
び
防
災

効
果
に
関
す
る
政
策
的
な
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

結
果
、
雨
水
利
用
を
一
定
案
件
の
も
と
で
普
及
し

て
い
く
と
、
そ
れ
ら
に
効
果
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
三
十
％
の
ビ
ル
や
住
宅

で
雨
水
利
用
を
導
入
し
て
い
く
と
、
約
一
カ
月
間

雨
が
降
ら
な
く
て
も
、
毎
日
二
千
四
百
ト
ン
の
水

が
利
用
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
区
民
一
人
当
た
り

十
一
リ
ッ
ト
ル
の
水
を
供
給
で
き
る
と
い
う
こ
と

に
ほ
か
な
ら
ず
、
防
災
的
に
も
意
義
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

区
は
こ
の
検
討
結
果
を
受
け
、
平
成
七
年
に
雨

水
利
用
推
進
指
針
を
作
成
、
同
年
に
雨
水
利
用
促

進
制
度
も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に

百
十
五
の
雨
水
タ
ン
ク
が
、
助
成
を
受
け
て
区
内

に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
区
内
の
雨
水
利

用
の
総
貯
水
量
は
、
約
八
千
ト
ン
に
な
っ
て
い
ま

す
。墨

田
区
に
は
、
毎
年
五
百
〜
千
人
ぐ
ら
い
の
人

が
、
国
内
外
か
ら
雨
水
利
用
の
視
察
に
や
っ
て
き

ま
す
。
墨
田
区
を
参
考
に
、
雨
水
利
用
に
取
り
組

む
自
治
体
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
墨
田
区

は
、
雨
水
利
用
を
一
層
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、

全
国
の
自
治
体
に
呼
び
か
け
、
自
治
体
レ
ベ
ル
で

雨
水
利
用
の
情
報
交
換
や
政
策
交
流
を
行
う
「
雨

水
利
用
自
治
体
担
当
者
連
絡
会
」
を
、
発
足
さ
せ

ま
し
た
。
現
在
ま
で
に
、
九
十
三
の
自
治
体
が
参

加
し
て
い
ま
す
。
墨
田
区
の
事
例
な
ど
を
参
考
に

し
て
、
雨
水
利
用
に
助
成
す
る
自
治
体
も
二
十
五

に
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
都
市
へ
の
人
口
集
中
が
開
発
途
上
国
を

中
心
に
急
速
に
進
み
、
二
○
二
五
年
に
は
世
界
の

人
口
の
三
分
の
二
が
、
都
市
に
住
む
こ
と
に
な
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
急
速
な
都
市
化
と
人
口
の

集
中
は
、
洪
水
と
水
不
足
を
深
刻
化
さ
せ
ま
す
。

私
は
、
そ
う
い
う
点
で
、
こ
れ
ま
で
雨
を
排
除
し

て
き
た
東
京
の
教
訓
と
雨
水
利
用
の
経
験
は
、
こ

れ
ら
の
問
題
を
解
決
し
て
い
く
上
で
き
っ
と
役
に

立
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
本
は
、
現
在
食
糧
の
多
く
を
、
世
界
中
か
ら

輸
入
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ほ
ど
雨
に
恵
ま
れ
、
食

糧
再
生
産
可
能
な
地
域
が
、
世
界
中
か
ら
食
料
を

買
い
あ
さ
る
と
い
う
の
は
、
何
か
お
か
し
い
と
思

い
ま
せ
ん
か
。
食
糧
を
作
る
に
は
大
量
の
水
を
必

要
と
し
ま
す
。
川
の
水
も
元
は
と
い
え
ば
す
べ
て

雨
で
す
か
ら
、
言
っ
て
み
れ
ば
日
本
は
「
世
界
の

雨
の
輸
入
国
」
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
雨
の
豊
か
な
国
が
、
世
界
中
の
雨
を

買
い
あ
さ
っ
て
い
い
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
二
十

一
世
紀
は
人
口
の
増
大
に
よ
り
、
食
糧
戦
争
が
心

配
さ
れ
て
い
ま
す
。
食
糧
戦
争
と
は
、
水
戦
争
に

ほ
か
な
ら
な
い
の
で
す
。
私
は
、
昨
年
八
月
ス
ト

ッ
ク
ホ
ル
ム
で
開
催
さ
れ
た
国
際
水
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
の
招
待
講
演
で
、「N

o
m
ore
Tanks

for

W
ar.Tanks

for
Peace.

」（
水
戦
争
の
た
め
の
戦
車

は
い
ら
な
い
。
平
和
の
た
め
の
雨
水
タ
ン
ク
を
）

と
訴
え
ま
し
た
。

今
後
、
雨
水
利
用
を
社
会
の
仕
組
み
に
し
て
い

く
取
り
組
み
を
、
国
際
的
な
も
の
に
ま
で
広
げ
、

水
戦
争
を
何
と
し
て
も
阻
止
し
て
い
き
た
い
。
そ

の
た
め
に
、
将
来
は
国
境
を
越
え
て
市
民
、
行
政

及
び
企
業
の
三
者
で
構
築
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
取
り
組
み
、「
国
際
雨
水
セ

ン
タ
ー
」
を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

隣家の雨樋�

貯水タンク�

雨樋連結パイプ�

路地尊本体�

手押しポンプ�

水の流れ�

ー雨水貯水井戸“路地尊”のしくみー
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【
雨
水
利
用
建
築
】

◆
雨
や
生
活
排
水
、
災
害
時
に
威
力
。
地

下
に
四
日
分
の
生
活
水
。
住
都
公
団
、
神

戸
に
復
興
住
宅
。
震
災
の
教
訓
を
生
か
し

て
雨
水
を
利
用
し
た
防
災
水
槽
を
復
興
住

宅
に
。
住
宅
・
都
市
整
備
公
団
は
阪
神
大

震
災
の
被
災
者
に
優
先
的
に
賃
貸
す
る
復

興
住
宅
の
新
築
に
あ
た
り
、
防
災
広
場
や

地
下
水
槽
な
ど
を
備
え
た
「
災
害
に
強
い

団
地
づ
く
り
」
に
着
手
す
る
。
全
国
で
も

初
の
試
み
で
、
九
七
年
度
に
完
成
を
目
指

す
神
戸
市
西
区
の
西
神
南
団
地
が
第
一
号

の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
る
。
広
場
に
は
地

下
水
槽
の
ほ
か
、
井
戸
や
噴
水
、
簡
易
ト

イ
レ
を
常
設
。
震
災
で
水
道
が
遮
断
さ
れ

た
場
合
で
も
四
日
分
程
度
の
水
が
確
保
で

き
る
。（

一
九
九
六
年
一
月
二
十
五
日
日
経
）

◆
太
陽
光
、
年
間
電
力
の
三
分
の
一
賄
う
。

雨
水
貯
水
し
ポ
ン
プ
で
ト
イ
レ
へ
。
メ
タ

ン
ガ
ス
　
生
ゴ
ﾐ
を
発
酵
さ
せ
火
力
に
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
日
常
生
活
に
も
っ
と

取
り
い
れ
よ
う
と
、
東
京
都
国
立
市
の
技

術
者
が
自
宅
を
舞
台
に
さ
ま
ざ
ま
な
実
験

に
取
り
組
み
、
活
用
し
て
い
る
。
南
側
の

屋
根
に
ズ
ラ
リ
と
並
ん
だ
太
陽
電
池
。
玄

関
の
そ
ば
に
は
雨
水
タ
ン
ク
。
裏
庭
に
回

る
と
メ
タ
ン
ガ
ス
の
発
生
装
置
。「
村
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
屋
さ
ん
」
を
自
称
す
る
、
東
京

都
国
立
市
の
桜
井
薫
さ
ん
の
自
宅
だ
。
太

陽
光
発
電
の
研
究
な
ど
を
行
う
個
人
企
業

「
エ
ル
ガ
」
の
代
表
。

（
一
九
九
六
年
二
月
二
十
日
読
売
）

◆
雨
水
・
排
水
。
雑
用
水
の
利
用
進
ま
ず
。

小
中
校
三
割
、
役
所
庁
舎
一
割
。
関
東
管

区
行
政
監
察
局
は
十
九
日
ま
で
に
、
都
内

の
雑
用
水
利
用
の
実
態
調
査
結
果
を
ま
と

め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
都
内
五
十
二
の

区
市
町
の
公
共
施
設
で
、
雨
水
や
排
水
と

い
っ
た
雑
用
水
の
利
用
施
設
を
設
置
し
て

い
る
の
は
、
小
中
学
校
が
九
十
九
施
設

（
全
体
の
三
十
・
二
％
）、
区
市
役
所
な
ど

の
庁
舎
が
三
十
五
施
設
（
同
十
・
七
％
）、

福
祉
施
設
が
三
十
三
施
設
（
同
十
・
一
％
）

な
ど
合
わ
せ
て
三
百
二
十
八
施
設
。
う
ち

三
百
三
施
設
が
雨
水
利
用
だ
っ
た
。

（
一
九
九
七
年
二
月
二
十
日
　
読
売
）

◆
名
古
屋
に
巨
大
な
ド
ー
ム
が
生
ま
れ
た
。

こ
れ
で
、
東
京
、
福
岡
を
加
え
た
四
大
都

市
圏
に
す
べ
て
そ
ろ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

雨
を
恵
み
に
変
え
る
点
で
、
ド
ー
ム
は
興

味
深
い
。
そ
れ
は
、
大
き
な
屋
根
に
受
け

た
雨
水
を
た
め
ト
イ
レ
や
植
木
な
ど
の
雑

用
水
に
使
う
「
都
会
の
ダ
ム
」
で
あ
る
。

雨
水
利
用
の
設
備
費
は
約
一
億
円
。
五
百

五
十
億
円
の
事
業
費
全
体
か
ら
み
れ
ば
、

さ
ほ
ど
で
も
な
い
。
そ
の
雨
水
に
よ
り
、

ド
ー
ム
全
体
で
使
う
雑
用
水
の
四
割
を
ま

か
な
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
一
九
九
七
年
三
月
十
三
日
　
朝
日
）

◆
環
境
・
省
エ
ネ
型
に
関
心
。「
雨
水
利
用

住
宅
」
五
十
六
％
。「
生
活
排
水
の
再
利
用

や
ソ
ー
ラ
ー
住
宅
に
関
心
が
あ
り
ま
す
」。

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
が
大
都
市
圏
の
夫
婦
を

対
象
に
生
活
と
環
境
に
つ
い
て
聞
い
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、
こ
ん
な
結
果
が
出
た
。

（
一
九
九
七
年
四
月
二
日
　
日
経
産
業
）

◆
太
陽
光
や
風
力
で
発
電
・
雨
水
を
池
に
。

都
営
の
実
験
住
宅
完
成
。
循
環
型
社
会
に

対
応
し
た
「
エ
コ
ピ
ア
実
験
住
宅
」。
小
動

物
が
生
息
で
き
る
よ
う
な
水
辺
空
間
を
再

現
し
た
公
園
も
造
ら
れ
た
。
雨
水
を
地
下

水
槽
に
た
め
、
そ
れ
を
風
力
発
電
と
屋
上

の
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
電
力
で
く
み
上
げ
て

池
に
回
し
て
お
り
、
周
辺
住
民
に
も
開
放

す
る
。
（
一
九
九
八
年
五
月
八
日
　
朝
日
）

【
行
政
に
よ
る
雨
水

利
用
の
取
り
組
み
】

◆
二
十
九
自
治
体
の
知
恵
交
換
。
雨
水
を

防
災
対
策
な
ど
に
積
極
的
に
活
用
し
て
い

る
全
国
二
十
九
の
自
治
体
が
集
ま
り
、
十

四
日
、
墨
田
区
役
所
で
「
雨
水
利
用
自
治

体
連
絡
会
」
の
初
会
合
を
開
い
た
。
各
自

治
体
の
担
当
者
か
ら
活
発
な
取
り
組
み
が

報
告
さ
れ
、
今
後
も
毎
年
、
連
絡
会
を
開

い
て
技
術
・
政
策
面
で
の
情
報
交
換
や
市

民
団
体
と
の
連
携
を
進
め
て
い
く
こ
と
を

決
め
た
。
こ
の
日
、
連
絡
会
に
参
加
し
た

自
治
体
は
、
都
内
か
ら
は
都
と
墨
田
、
千

代
田
、
台
東
、
世
田
谷
、
板
橋
、
練
馬
、

足
立
、
葛
飾
、
江
戸
川
の
九
区
と
三
鷹
、

小
金
井
、
多
摩
、
昭
島
の
四
市
。
こ
の
ほ

か
沖
縄
県
、
神
戸
市
な
ど
全
国
の
十
五
の

自
治
体
の
担
当
者
も
出
席
し
た
。

（
一
九
九
六
年
三
月
十
五
日
　
読
売
）

◆
両
国
の
国
技
館
に
雨
水
貯
留
装
置
を
つ

け
る
よ
う
に
提
案
し
、
二
年
前
に
墨
田
区

で
開
い
た
雨
水
利
用
東
京
国
際
会
議
の
事

務
局
長
を
務
め
た
同
区
環
境
対
策
課
主
査

の
村
瀬
誠
さ
ん
が
、
十
四
年
間
に
わ
た
る

雨
水
利
用
推
進
活
動
の
成
果
を
ま
と
め
た

論
文
で
、
薬
学
博
士
に
な
っ
た
。「
与
え
ら

れ
た
仕
事
を
石
こ
ろ
で
終
わ
ら
せ
る
か
、

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
に
変
え
る
か
は
本
人
の
取

り
組
み
方
次
第
と
い
う
こ
と
を
、
若
い
人

た
ち
に
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
村
瀬
さ

ん
。
こ
れ
か
ら
も
都
市
の
水
、
ゴ
ミ
問
題

解
決
の
処
方
せ
ん
を
世
界
に
発
信
し
て
い

く
と
い
う
。
国
際
雨
水
資
源
化
学
会
（
加

盟
四
十
一
ヵ
国
、
七
地
域
）
も
こ
の
取
り

組
み
に
注
目
、
雨
水
利
用
東
京
国
際
会
議

を
同
区
役
所
で
開
催
し
、
同
区
の
総
合
的

な
雨
水
利
用
の
考
え
方
が
、
世
界
的
に
も

重
要
な
指
針
だ
、
と
高
く
評
価
し
た
。
論

文
は
三
次
の
厳
し
い
審
査
を
経
て
合
格
し

た
。
主
査
を
務
め
た
小
山
泰
正
・
東
邦
大

名
誉
教
授
は
「
公
衆
衛
生
現
場
で
の
体
験

を
深
く
考
察
、
調
査
し
、
政
策
化
し
よ
う

と
し
た
も
の
。
そ
の
活
動
は
担
当
官
の
直

接
業
務
で
は
な
い
。
彼
の
問
題
発
見
能
力
、

解
決
能
力
、
先
見
性
が
衛
生
薬
学
の
分
野

で
社
会
科
学
的
に
優
れ
た
業
績
を
あ
げ
た
」

と
評
価
し
て
い
る
。
こ
れ
を
知
っ
た
北
斗

出
版
が
「
運
動
論
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
論
な

ど
を
、
論
文
と
合
わ
せ
て
本
に
し
た
い
」

と
申
し
出
て
、
単
行
本
「
環
境
シ
グ
ナ
ル
」

も
完
成
し
た
。

（
一
九
九
六
年
四
月
十
二
日
　
朝
日
）

◆
か
つ
て
神
田
川
の
水
源
と
し
て
豊
か
な

水
量
を
誇
っ
た
、
三
鷹
市
・
井
の
頭
公
園

内
の
井
の
頭
池
の
湧
き
水
を
取
り
戻
そ
う

と
、
都
と
三
鷹
市
は
、「
井
の
頭
池
・
神
田

川
湧
水
復
活
事
業
」
に
乗
り
出
す
。
ポ
ン

プ
ア
ッ
プ
し
た
地
下
水
の
給
水
を
さ
ら
に

増
や
し
、
今
後
五
年
間
に
四
千
三
百
基
の

雨
水
浸
透
ま
す
を
設
置
し
て
、
都
市
化
と

と
も
に
減
っ
た
わ
き
水
を
取
り
戻
す
計
画

だ
。
市
内
で
六
年
前
か
ら
運
動
を
続
け
て

い
る
「
市
政
研
究
会
・
湧
水
復
活
グ
ル
ー

プ
」
の
両
角
宗
武
代
表
は
「
池
が
昔
の
姿

を
取
り
戻
し
、
神
田
川
に
清
流
が
復
活
す

る
に
は
、
地
下
水
の
補
給
に
雨
水
浸
透
ま

す
の
設
置
が
加
わ
っ
て
こ
そ
、
効
果
が
あ

る
」
と
、
宅
地
内
の
ま
す
の
設
置
を
呼
び

か
け
て
い
る
。

（
一
九
九
六
年
五
月
十
二
日
　
朝
日
）

news storys of water

※ご紹介するのは、データベース化した水に関する新聞記事より、朝日、読売、日経、日経産業の記事の一部分です。どの記事も要約されたものです。
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◆
東
京
都
は
多
摩
地
域
で
下
水
道
を
活
用

し
た
新
し
い
取
り
組
み
を
始
め
る
。
府
中

市
と
国
立
市
の
処
理
場
で
雨
水
貯
水
池
を

整
備
す
る
な
ど
雨
水
対
策
を
強
化
す
る
一

方
、
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
で
二
〇
〇
〇

年
度
か
ら
再
生
水
供
給
を
始
め
、
節
水
型

都
市
づ
く
り
を
目
指
す
。

（
一
九
九
六
年
七
月
十
三
日
　
日
経
）

◆
雨
を
自
家
用
水
に
、
自
治
体
も
助
成
。

雨
水
を
自
宅
の
タ
ン
ク
な
ど
に
貯
め
て
、

洗
車
や
植
木
の
散
水
な
ど
の
雑
用
水
に
利

用
す
る
家
庭
が
増
え
て
い
る
。
阪
神
大
震

災
の
教
訓
や
こ
こ
数
年
夏
場
の
水
不
足
で
、

「
水
の
大
切
さ
」
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
背
景
に
あ
る
よ
う
だ
。
家

庭
や
民
間
施
設
へ
の
助
成
制
度
を
始
め
る

自
治
体
も
相
次
い
で
お
り
、
雨
を
身
近
な

水
資
源
と
し
て
見
直
す
動
き
が
今
後
広
が

り
そ
う
だ
。
東
京
都
墨
田
区
で
ス
ー
パ
ー

を
経
営
す
る
五
味
茂
さ
ん
夫
婦
は
今
年
一

月
に
新
築
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
の
地
下
に
、

千
五
百
ﾘ
ｯ
ﾄ
ﾙ
の
雨
水
貯
蔵
タ
ン
ク
を

入
れ
た
。
雨
水
は
マ
ン
シ
ョ
ン
の
壁
に
取

り
付
け
た
雨
ど
い
か
ら
集
め
ら
れ
、
屋
上

と
一
階
の
蛇
口
か
ら
散
水
で
き
る
。

（
一
九
九
六
年
八
月
十
七
日
　
日
経
）

◆
沖
縄
県
沖
縄
市
で
八
月
、
雨
水
利
用
に

関
心
の
あ
る
自
治
体
や
市
民
グ
ル
ー
プ
が

参
加
し
て
初
の
全
国
会
議
が
開
か
れ
る
。

「
雨
水
利
用
を
進
め
る
市
民
の
会
」（
東

京
・
墨
田
）
と
沖
縄
県
・
墨
田
区
な
ど
全

国
七
十
七
自
治
体
で
つ
く
る
「
雨
水
利
用

自
治
体
担
当
者
連
絡
会
」
が
連
携
し
た
も

の
で
、
慢
性
的
水
不
足
地
域
で
の
雨
水
の

利
用
策
な
ど
を
話
し
合
う
。
会
議
は
「
雨

水
フ
ェ
ア
ー
in
お
き
な
わ
」。

（
一
九
九
七
年
三
月
二
十
四
日
　
日
経
）

◆
東
京
都
墨
田
区
、
埼
玉
県
川
口
市
、
神

奈
川
県
鎌
倉
市
な
ど
全
国
八
十
三
の
自
治

体
が
集
ま
り
、
八
月
に
墨
田
区
で
「
雨
水

利
用
自
治
体
・
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開

か
れ
る
。
講
演
の
ほ
か
、
自
治
体
首
長
に

よ
る
サ
ミ
ッ
ト
、
海
外
の
研
究
者
ら
を
交

え
た
市
民
レ
ベ
ル
の
情
報
交
換
会
な
ど
を

実
施
。
墨
田
区
や
埼
玉
県
内
な
ど
の
雨
水

利
用
先
進
地
の
現
地
視
察
も
す
る
。
墨
田

区
は
九
十
四
年
に
「
雨
水
利
用
東
京
国
際

会
議
」
を
開
催
。
九
十
六
年
に
は
全
国
の

自
治
体
と
「
雨
水
利
用
自
治
体
連
絡
者
会
」

を
結
成
す
る
な
ど
、
雨
水
利
用
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

（
一
九
九
八
年
三
月
四
日
　
日
経
）

◆
雨
水
利
用
に
取
り
組
ん
で
い
る
墨
田
区

職
員
村
瀬
誠
さ
ん
が
十
日
か
ら
四
日
間
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
世

界
の
水
環
境
問
題
を
討
議
す
る
「
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
水
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
招
か
れ
、

世
界
各
地
の
研
究
者
ら
に
訴
え
る
。
主
催

は
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
水
財
団
。
毎
年
、
世

界
の
水
資
源
保
護
に
功
績
が
あ
っ
た
人
に

「
水
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
」
を
送
っ
て
い
る
こ
と

で
も
知
ら
れ
る
。

（
一
九
九
八
年
八
月
十
一
日
　
朝
日
）

◆
水
資
源
保
護
で
総
合
対
策
、
六
省
庁
が

大
綱
策
定
へ
。
水
の
水
源
保
護
の
た
め
の

開
発
規
制
や
く
み
上
げ
制
限
、
雨
水
利
用

促
進
の
た
め
の
補
助
な
ど
、
省
庁
ご
と
に

バ
ラ
バ
ラ
の
政
策
を
体
系
化
し
、
水
の
環

境
・
再
利
用
を
促
す
よ
う
な
社
会
シ
ス
テ

ム
づ
く
り
を
目
指
す
。

（
一
九
九
八
年
八
月
二
十
二
日
　
日
経
）

【
市
民
に
よ
る
雨
水

利
用
の
取
り
組
み
】

◆
「
雨
水
利
用
を
進
め
る
市
民
の
会
」（
墨

田
区
東
向
島
）
が
雨
水
利
用
を
テ
ー
マ
ー

に
、
今
年
初
め
て
全
国
か
ら
募
集
し
た
コ

ン
テ
ス
ト
の
川
柳
部
門
で
地
元
墨
田
区
の

主
婦
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
ほ
か
、
優

秀
賞
二
人
も
下
町
の
女
性
だ
っ
た
。
入
選

作
を
含
む
七
十
点
は
十
四
日
、「
す
み
だ
リ

バ
ー
サ
イ
ド
ホ
ー
ル
」
で
開
か
れ
る
「
雨

水
フ
ェ
ア
」
に
展
示
す
る
。
同
会
は
、
雨

水
を
た
め
て
植
木
へ
の
散
水
や
ト
イ
レ
の

水
洗
、
冷
房
用
の
水
な
ど
に
利
用
す
る
な

ど
雨
水
利
用
を
広
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

同
区
内
の
住
民
を
中
心
に
昨
年
四
月
に
結

成
さ
れ
た
。
最
優
秀
賞
は
「
な
み
な
み
と

露
地
尊
雨
と
情
を
貯
め
」
に
決
ま
っ
た
。

（
一
九
九
六
年
七
月
十
一
日
　
朝
日
）

◆
コ
ラ
ム
私
の
見
方
。
雨
水
利
用
、
沖
縄

を
先
進
地
に
。「
年
間
二
千
ミ
リ
も
の
雨
が

降
り
な
が
ら
渇
水
に
な
る
な
ん
て
、
犯
罪

的
で
す
よ
」。
沖
縄
は
今
年
、
本
土
復
帰
二

十
五
周
年
を
迎
え
た
が
、
こ
の
間
に
給
水

制
限
を
し
た
の
が
十
四
年
も
あ
っ
た
。「
乾

い
た
島
」
の
現
実
を
前
に
、
東
京
の
「
雨

水
利
用
を
進
め
る
市
民
の
会
」
事
務
局
、

村
瀬
誠
さ
ん
の
言
葉
を
か
み
し
め
て
い
る
。

島
の
地
質
が
サ
ン
ゴ
石
灰
壊
で
、
地
下
水

脈
に
海
水
が
入
っ
て
く
る
た
め
、
生
活
用

水
を
雨
水
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

住
宅
で
の
雨
水
利
用
に
取
り
組
む
那
覇
市

の
建
築
家
、
宇
栄
原
謙
さ
ん
の
試
算
で
は
、

沖
縄
県
民
の
一
人
ひ
と
り
が
家
庭
に
五
ト

ン
の
小
さ
な
雨
水
タ
ン
ク
を
造
っ
た
だ
け

で
も
、
県
内
最
大
の
福
地
ダ
ム
（
有
効
貯

水
容
量
五
二
〇
〇
万
ト
ン
）
の
半
分
近
く

に
あ
た
る
量
に
な
る
。

（
一
九
九
七
年
九
月
二
十
三
日
朝
日
）

◆
「
雨
水
利
用
を
進
め
る
市
民
の
会
」（
東

京
都
墨
田
区
）
は
、
雨
の
降
り
や
す
い
日

が
一
目
で
分
か
る
よ
う
に
傘
マ
ー
ク
を
つ

け
た
「
雨
暦
」
カ
レ
ン
ダ
ー
を
つ
く
り
、

十
九
日
か
ら
郵
送
で
販
売
す
る
。
全
国
を

十
六
地
域
に
分
け
、
過
去
三
十
年
で
雨
の

確
率
が
高
か
っ
た
約
五
十
日
を
マ
ー
ク
し

た
。「
梅
若
の
涙
雨
」
や
「
虎
（
と
ら
）
が

雨
」
な
ど
、
雨
に
ま
つ
わ
る
言
葉
や
エ
ッ

セ
ー
、
写
真
も
紹
介
し
て
い
る
。

（
一
九
九
七
年
十
一
月
十
九
日
　
朝
日
）

◆
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
西
カ
リ
マ
ン
タ
ン
で

は
、
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
の
影
響
で
乾
期
が
長

引
き
、
飲
料
水
の
確
保
問
題
が
深
刻
だ
。

そ
こ
で
雨
季
に
降
る
雨
水
を
た
め
る
タ
ン

ク
を
各
家
庭
に
設
置
し
よ
う
と
、
現
地
と

日
本
の
非
政
府
組
織
（N

G
O

）
が
寄
付
を

募
っ
て
い
る
。

（
一
九
九
八
年
八
月
四
日
　
日
経
）

◆
雨
降
り
や
す
い
日
、
一
目
で
分
か
る
暦
。

雨
水
の
有
効
活
用
を
提
唱
し
て
い
る
墨
田

区
の
市
民
グ
ル
ー
プ
「
雨
水
利
用
を
進
め

る
全
国
市
民
の
会
」
が
作
製
し
て
い
る

「
雨
暦
」
の
九
九
年
版
が
完
成
し
、
一
日
か

ら
郵
送
で
申
し
込
み
を
受
け
付
け
る
。

（
一
九
九
八
年
十
二
月
一
日
　
読
売
）

◆
村
瀬
誠
さ
ん
が
書
い
た
環
境
問
題
を
解

説
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
、
大
学
生
用
の

ド
イ
ツ
語
教
科
書
と
し
て
発
行
さ
れ
た
。

村
瀬
さ
ん
は
、
同
区
環
境
保
全
課
に
勤
務

し
な
が
ら
、「
雨
水
利
用
の
政
策
研
究
」
で

学
位
を
取
っ
た
雨
水
利
用
の
第
一
人
者
。

仲
間
か
ら
は
「
ド
ク
ト
ル
雨
水
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
。

（
一
九
九
八
年
十
二
月
七
日
　
朝
日
）

【
都
市
イ
ン
フ
ラ
と

し
て
の
雨
水
利
用
】

◆
ダ
ム
に
頼
ら
ぬ
節
水
の
工
夫
。
都
環
境

科
学
研
究
所
は
一
九
九
七
年
三
月
ま
で
の

三
年
間
、
三
鷹
市
の
住
宅
団
地
と
工
場
屋

根
、
調
布
市
内
の
中
央
自
動
車
道
の
雨
水

配
水
管
に
そ
れ
ぞ
れ
セ
ン
サ
ー
を
取
り
付

け
、
水
質
の
変
化
を
調
べ
た
。
か
ら
か
ら

天
気
の
後
、
雨
が
降
る
。
最
初
に
配
水
管

に
流
れ
出
て
く
る
水
か
ら
大
気
汚
染
物
質

が
多
く
検
出
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
降
の
大

半
は
あ
ま
り
汚
れ
て
い
な
い
、
と
の
デ
ー

タ
ー
が
得
ら
れ
た
。
汚
染
さ
れ
て
い
な
い

雨
水
を
地
下
浸
透
さ
せ
れ
ば
、
土
壌
の
浄

化
能
力
で
き
れ
い
に
な
る
。
地
下
水
を
育

て
、
湧
水
を
保
つ
の
に
効
果
的
と
い
う
。

調
査
を
担
当
し
た
嶋
津
暉
之
研
究
員
は

「
お
い
し
く
安
全
な
水
が
欲
し
い
な
ら
、
地

下
水
が
一
番
。
雨
水
を
浸
透
さ
せ
、
節
水

す
れ
ば
、
も
う
ダ
ム
は
い
ら
な
い
。
渇
水

時
も
農
業
用
水
で
し
の
げ
る
」。

（
一
九
九
八
年
一
月
八
日
　
朝
日
）

◆
運
輸
省
と
新
東
京
国
際
空
港
公
団
は
成

田
空
港
に
総
合
的
な
環
境
対
策
を
導
入
す

る
「
エ
コ
・
エ
ア
ポ
ー
ト
構
想
」
を
ま
と

め
た
。
地
表
を
滑
走
路
が
覆
う
こ
と
で
地

下
水
位
が
下
が
ら
な
い
よ
う
に
、
滑
走
路

わ
き
に
雨
水
の
浸
透
帯
を
設
け
る
。

（
一
九
九
八
年
五
月
二
十
七
日
　
朝
日
）

◆
落
合
下
水
処
理
場
か
ら
供
給
さ
れ
る
再

生
水
は
一
日
八
千
立
方
メ
ー
ト
ル
。
ト
イ

レ
の
洗
浄
水
の
ほ
か
、
様
々
な
雑
用
水
に

利
用
さ
れ
、
水
道
水
を
使
う
貴
重
な
水
資

源
と
な
っ
て
い
る
。
も
う
一
つ
、
節
水
型

の
都
市
づ
く
り
の
た
め
注
目
さ
れ
て
い
る

の
が
雨
水
利
用
だ
。
各
家
庭
や
ビ
ル
な
ど

で
溜
め
た
雨
水
は
ミ
ニ
ダ
ム
並
の
機
能
を

果
た
す
。

（
一
九
九
八
年
七
月
十
二
日
　
読
売
）
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食文化としての飲料水

飲
料
水
は
商
品
と
し
て
、
あ
た
り

ま
え
と
な
り
ま
し
た
。
人
々
は
飲
料

水
に
金
と
時
間
を
か
け
る
こ
と
を
、

い
と
わ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う

で
す
。
水
に
何
を
求
め
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
体
へ
の
い
た
わ
り
、
安

心
感
、
美
味
し
さ
…
。
こ
う
し
た
価

値
を
求
め
て
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ

ー
や
浄
水
器
へ
の
需
要
は
高
ま
り
、

記
事
も
多
数
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

中
で
も
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
へ
の

人
気
は
高
く
、
若
年
層
の
間
で
小
型

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
持
ち
歩
く
姿
が
、

一
つ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
し
て
生

ま
れ
、
普
及
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
へ
の
人
気

は
、
清
涼
飲
料
水
の
分
野
で
《
ニ
ア

ウ
ォ
ー
タ
ー
》
と
、
呼
ば
れ
る
薄
味

飲
料
の
新
商
品
群
を
登
場
さ
せ
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。こ
こ
で
は
、

日
本
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
協
会
を

訪
ね
「
食
文
化
と
し
て
の
飲
料
水
」

に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
し
た
。

テーマ 6 水と食文化－飲料水の変遷

福士祐次氏 日本ミネラルウォーター協会技術顧問

意
外
と
古
い

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
歴
史

福
士

少
し
、
日
本
の
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
の

歴
史
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
し
ょ
う
。
日
本
で
お

い
し
い
水
を
味
わ
う
と
い
う
点
で
は
、「
温
泉
水
」

「
酒
」「
茶
の
湯
」
と
し
て
の
利
用
が
ベ
ー
ス
に
あ

り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
は
す
で
に
神
田
上
水
、

玉
川
上
水
が
引
か
れ
、
江
戸
庶
民
も
お
い
し
い
水

を
享
受
し
て
い
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
そ
の
恩
恵

に
あ
ず
か
れ
な
か
っ
た
地
域
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
本
所
、
深
川
辺
り
の
、
海
面
下
の
地
域
の
人

た
ち
で
す
。
そ
の
不
足
を
、「
水
売
り
」
が
補
っ

た
の
で
す
。
品
川
に
あ
っ
た
井
戸
か
ら
も
、
水
を

取
っ
て
い
た
と
い
う
記
録
も
残
っ
て
い
ま
す
が
、

水
売
り
は
江
戸
の
風
物
詩
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。

そ
の
歴
史
が
あ
っ
て
、「
水
を
販
売
す
る
」
と

い
う
記
述
が
次
に
登
場
す
る
の
は
、
一
八
八
六

（
明
治
十
九
）
年
の
こ
と
で
す
。
川
西
市
平
野
に

源
泉
を
お
く
「
三
ツ
矢
平
野
水
」
が
、
瓶
詰
め
販

売
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
天
然
炭
酸
ガ
ス
を
含
む
、

ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
・
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
で

す
。
一
八
九
○
（
明
治
二
十
三
）
年
に
は
、
ウ
ィ

ル
キ
ン
ソ
ン
と
い
う
外
国
人
が
西
宮
市
生
瀬
を
源

泉
と
す
る
、
や
は
り
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
・
ミ
ネ
ラ

ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
売
り
出
し
て
い
ま
す
。
同
じ
頃
、

福
島
県
の
会
津
若
松
の
只
見
川
の
源
流
近
く
か
ら

湧
き
水
を
採
っ
て
瓶
に
詰
め
、
瓶
ど
お
し
を
荒
縄

で
縛
っ
て
牛
車
に
乗
せ
、
横
浜
の
居
留
地
ま
で
運

ん
だ
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。

―
す
る
と
、
や
は
り
外
国
人
向
け
の
商
品
だ
っ

た
わ
け
で
す
ね
。

福
士

そ
う
で
す
ね
。
江
戸
の
水
売
り
の
よ
う
な
、

庶
民
相
手
の
水
売
り
は
い
っ
た
ん
途
絶
え
て
い
た

よ
う
で
す
。
た
だ
、
日
本
人
で
も
ホ
テ
ル
な
ど
に

出
入
り
す
る
階
層
に
は
、
飲
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
う
い
う
背
景
が
あ
っ
て
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）

年
に
な
る
と
、
山
梨
県
下
部
町
を
源
泉
と
す
る
ミ

ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
が
売
り
出
さ
れ
ま
す
が
、
こ

れ
は
帝
国
ホ
テ
ル
の
犬
丸
会
長
の
尽
力
が
あ
っ
た

よ
う
に
聞
い
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
一
九
六
二

（
昭
和
三
十
七
）
年
頃
、
高
度
経
済
成
長
の
兆
し

が
見
え
る
頃
か
ら
消
費
量
が
増
え
て
い
き
、
一
九

六
七
（
昭
和
四
十
二
）
年
か
ら
の
ウ
イ
ス
キ
ー
の

水
割
り
の
大
流
行
に
つ
な
が
り
ま
す
。

家
庭
用
と
し
て
普
及
す
る
の
は
、
一
九
八
九

（
平
成
元
）
年
〜
九
○
（
平
成
二
）
年
に
な
っ
て

か
ら
で
す
。
需
要
が
、
爆
発
的
に
伸
び
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
今
聞
く
と
驚
か
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、

一
九
七
九
年
頃
に
は
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
は

「
奢し
ゃ

侈し

品
」
と
言
わ
れ
て
い
た
の
で
す
よ
。
そ
の

頃
か
ら
考
え
る
と
、
隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
ね
。

―
さ
て
現
在
の
話
に
な
り
ま
す
が
、
飲
料
水
に

コ
ス
ト
を
か
け
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
の
背
景
に

は
、
水
に
対
す
る
リ
ス
ク
感
覚
が
あ
る
よ
う
で
す
。

当
初
は
阪
神
大
震
災
の
よ
う
な
災
害
時
に
対
す
る

リ
ス
ク
で
あ
っ
た
も
の
が
、
徐
々
に
水
そ
の
も
の

に
対
す
る
リ
ス
ク
感
覚
に
移
っ
て
い
っ
た
よ
う
に

思
え
る
の
で
す
が
。

福
士

確
か
に
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
に
対
し
て
生

産
者
が
、
応
え
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
れ
と
、
消
費
者
全
体
が
健
康
志
向
に
な
っ
た
こ

と
も
大
き
な
原
因
で
す
。
今
で
は
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ

ォ
ー
タ
ー
が
奢
侈
品
だ
な
ん
て
言
う
人
は
、
い
な

interview
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い
で
し
ょ
う
ね
。
特
に
、
安
全
か
ど
う
か
の
判
断

は
、
個
人
レ
ベ
ル
で
は
調
べ
ら
れ
な
い
こ
と
で
す

か
ら
、
や
は
り
時
間
と
お
金
を
か
け
て
安
全
を
維

持
し
よ
う
と
い
う
、
業
界
全
体
の
品
質
管
理
意
識

が
重
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
見
地
か
ら
、
日
本
ミ

ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
協
会
が
活
動
し
て
き
た
わ
け

で
す
。

現
在
、
国
産
の
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
メ
ー
カ

ー
は
約
四
百
社
、
四
百
五
十
銘
柄
ぐ
ら
い
、
輸
入

で
は
五
十
銘
柄
ぐ
ら
い
あ
り
ま
す
。

容
器
が
需
要
を
産
み
だ
し
た
？

な
ぜ
急
激
に
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
輸

入
が
、
一
九
八
〇
年
代
に
伸
び
た
の
か
に
つ
い
て

も
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。
一
九
八
二
（
昭
和
五
十

七
）
年
に
清
涼
飲
料
水
の
食
品
衛
生
法
が
改
正
に

な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
法
改
正
は
清
涼
飲
料
界
に

と
っ
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
し
た
。
昔
の

食
品
衛
生
法
で
は
、
容
器
と
飲
料
水
製
造
法
と
が

セ
ッ
ト
に
な
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。「
ガ

ラ
ス
瓶
に
詰
め
る
時
に
は
こ
う
い
う
製
造
方
法
、

紙
容
器
の
と
き
は
こ
う
」、
と
い
う
よ
う
に
決
ま

っ
て
い
た
の
で
す
ね
。
そ
れ
が
、
飲
料
水
製
造
方

法
の
規
則
と
容
器
の
規
則
を
そ
れ
ぞ
れ
独
立
さ
せ

た
の
が
、
こ
の
時
の
食
品
衛
生
法
改
正
だ
っ
た
の

で
す
。
こ
こ
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
ガ
ラ
ス
瓶
等
と

同
様
に
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
厚
生

省
当
局
は
、
清
涼
飲
料
水
の
生
産
数
量
が
多
い
こ

と
で
、
ゴ
ミ
の
増
加
、
特
に
路
上
散
乱
（
ポ
イ
捨

て
）
を
危
惧
し
て
、
逡
巡
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ

れ
で
業
界
と
し
て
は
、
ポ
イ
捨
て
の
原
因
に
な
り

や
す
い
「
お
お
む
ね
一
リ
ッ
ト
ル
未
満
の
製
品
は

つ
く
り
ま
せ
ん
か
ら
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
利
用
さ

せ
て
下
さ
い
」
と
お
願
い
し
た
わ
け
で
す
。

こ
の
国
産
製
造
業
者
に
よ
る
自
主
規
制
に
乗
じ

た
形
で
、
規
制
に
縛
ら
れ
な
い
輸
入
業
者
が
小
型

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
作
っ
て
ど
ん
ど
ん
出
し
て
き

た
。
そ
の
時
に
、
輸
入
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
は

大
変
消
費
量
を
伸
ば
し
、
若
者
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

に
ま
で
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
、
み
な
さ
ん
の
ご

記
憶
に
新
し
い
と
思
い
ま
す
。
平
成
八
年
に
リ
サ

イ
ク
ル
法
が
制
定
さ
れ
、
使
用
済
み
容
器
の
行
き

先
が
は
っ
き
り
し
ま
し
た
の
で
、
そ
ろ
そ
ろ
一
般

経
済
原
則
に
戻
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
、
国

産
業
者
も
先
の
取
り
決
め
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
の
で
す
。

―
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
製
造
方
法
に
も
日

欧
の
違
い
が
あ
り
ま
す
ね

も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
。
日
本
と
ア
メ
リ
カ

の
考
え
方
は
比
較
的
近
い
の
で
す
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
は
ず
い
ぶ
ん
と
違
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
「
本

来
成
分
を
失
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
Ｅ
Ｕ
地

方
規
格
が
あ
り
、
殺
菌
、
除
菌
を
禁
じ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
本
来
成
分
を
失
っ
て
は
な
ら
な
い
の
か
と
い

う
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
た
ち
に
と
っ
て
ミ
ネ
ラ

ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
は
、
元
々
が
「
神
の
水
」
な
の
で

す
ね
。
し
か
し
、
現
在
は
日
本
と
同
様
テ
ー
ブ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
と
し
て
飲
用
さ
れ
て
、
消
費
量
が
増

し
て
き
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
加
熱
殺
菌
か
そ

れ
と
同
等
以
上
の
殺
菌
を
す
る
よ
う
に
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
言
い
よ
う
に
よ
っ
て
は
、
水
は

ビ
ー
ル
な
ど
の
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
に
比
べ
て
、
格

段
に
作
る
の
が
難
し
い
。
ビ
ー
ル
に
は
ア
ル
コ
ー

ル
は
も
ち
ろ
ん
、
ホ
ッ
プ
、
炭
酸
ガ
ス
な
ど
菌
の

繁
殖
を
抑
え
る
成
分
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
ま

す
し
、
pH
が
低
い
た
め
菌
を
抑
え
る
力
が
強
い
の

で
す
ね
。
水
に
は
そ
う
い
っ
た
成
分
が
入
っ
て
い

な
い
上
に
、
pH
が
高
い
か
ら
微
生
物
の
管
理
が
難

し
い
。
そ
れ
を
、
事
故
の
な
い
よ
う
に
安
全
な
製

品
に
維
持
し
て
い
く
と
い
う
の
は
、
と
て
も
努
力

の
い
る
こ
と
で
す
。

強
い
て
日
本
で
の
問
題
点
を
挙
げ
る
と
す
れ

ば
、
水
源
地
を
持
っ
て
い
れ
ば
誰
で
も
製
造
業
者

と
し
て
新
規
参
入
で
き
る
こ
と
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
、
他
の
業
者
が
泉
源
エ
リ
ア
に
入
れ
な
い

よ
う
な
規
制
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
誰
で
も
な

れ
る
日
本
の
場
合
、
個
々
で
責
任
を
持
っ
て
泉
源

を
守
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
Ａ
地
点
も
Ｂ
地
点

も
、
地
下
水
脈
で
つ
な
が
っ
て
い
れ
ば
同
じ
泉
源

で
す
か
ら
、
自
分
の
所
だ
け
の
汚
染
で
は
済
み
ま

せ
ん
か
ら
ね
。
と
に
か
く
現
在
国
際
規
格
を
作
ろ

う
と
努
力
し
て
は
い
る
の
で
す
が
、
こ
の
よ
う
に

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
に
対
す
る
考
え
方
が
違
う

た
め
に
、
な
か
な
か
共
通
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得

ら
れ
な
い
で
い
る
の
が
現
状
で
す
。

ニ
ア
ウ
ォ
ー
タ
ー

―
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
ニ
ア
ウ
ォ
ー
タ
ー
に

つ
い
て
は
ど
う
お
考
え
で
す
か
。

登
場
し
た
の
が
近
年
の
こ
と
で
、
ま
だ
検

討
す
る
だ
け
の
デ
ー
タ
が
出
て
い
な
い
状
態
で

す
。
ニ
ア
ウ
ォ
ー
タ
ー
と
い
う
の
は
、
従
来
に
な

い
機
能
性
を
う
た
っ
て
お
り
、
水
で
は
味
気
な
い

け
れ
ど
、
通
常
の
清
涼
飲
料
水
の
よ
う
に
は
味
が

濃
く
な
い
も
の
を
指
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
し

て
若
者
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
感
覚
に
訴
え
る
よ
う
な

ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ン
や
、
五
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
入
り
で
あ
る
な
ど
、
新
し
い
要
素
を

持
っ
た
清
涼
飲
料
水
で
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
業

界
と
し
て
の
正
式
な
定
義
付
け
は
ま
だ
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
で
す
ね
。
私
は
、
ニ
ア
ウ
ォ
ー
タ
ー
の

需
要
の
伸
び
が
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
消
費

量
を
脅
か
す
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
需
要
も
ほ
と

ん
ど
が
大
都
市
圏
に
集
中
し
て
お
り
、
首
都
圏
・

関
西
圏
で
四
分
の
三
ぐ
ら
い
で
、
こ
の
こ
と
は
雑

誌
の
売
り
上
げ
と
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
す
る
現
象
な

ん
で
す
ね
。
そ
う
考
え
る
と
、
ど
ち
ら
も
都
市
型

経
済
の
申
し
子
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ミネラルウォーターの消費構造の変遷
（清涼飲料関係統計資料・大蔵省関税局日本貿易統計）
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【
防
災
、
汚
染
な
ど

の
リ
ス
ク
と
水
】

◆
地
下
貯
水
タ
ン
ク
を
家
庭
用
な
ど
に
開

発
。
水
道
工
事
業
の
西
城
は
一
般
家
庭
や

病
院
、
学
校
向
け
に
緊
急
用
の
地
下
貯
水

タ
ン
ク
を
開
発
、
今
月
下
旬
か
ら
販
売
を

始
め
る
。
水
道
管
に
小
型
の
タ
ン
ク
を
取

り
付
け
て
平
時
は
水
道
水
を
循
環
、
震
災

な
ど
の
緊
急
時
に
断
水
し
て
も
数
日
間
は

新
鮮
な
飲
み
水
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
し

た
。
阪
神
大
震
災
で
は
各
地
で
給
水
シ
ス

テ
ム
が
破
壊
さ
れ
、
市
民
生
活
に
大
き
な

影
響
が
出
た
。
こ
れ
を
教
訓
に
、
飲
み
水

を
蓄
え
て
お
こ
う
と
い
う
需
要
が
あ
る
と

み
て
お
り
、
全
国
販
売
に
踏
み
切
る
。

（
一
九
九
五
年
十
二
月
十
三
日
　
日
経
産
業
）

◆
ふ
ろ
の
残
り
湯
、
飲
み
水
に
。
ロ
キ
テ

ク
ノ
。
非
常
用
の
浄
水
装
置
。
工
業
用
フ

ィ
ル
タ
ー
メ
ー
カ
ー
の
ロ
キ
テ
ク
ノ
は
プ

ー
ル
や
風
呂
の
残
り
水
を
飲
料
水
に
変
え

る
非
常
用
浄
水
装
置
を
開
発
、
販
売
を
始

め
た
。
セ
ラ
ミ
ッ
ク
製
フ
ィ
ル
タ
ー
な
ど

三
種
類
の
フ
ィ
ル
タ
ー
で
ろ
過
し
、
ご
み

や
細
菌
を
取
り
除
く
。

（
一
九
九
六
年
三
月
五
日
　
日
経
産
業
）

◆
水
道
機
工
は
小
型
で
運
び
や
す
い
非
常

用
の
浄
水
装
置
を
九
月
一
日
に
発
売
す
る
。

エ
ン
ジ
ン
駆
動
で
、
電
源
の
な
い
場
所
で

も
河
川
水
や
プ
ー
ル
水
を
短
時
間
で
飲
料

水
に
変
換
す
る
。
価
格
は
七
十
六
万
円
。

阪
神
大
震
災
な
ど
で
浄
水
装
置
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
小
型
機
で
需
要

を
掘
り
起
こ
す
。

（
一
九
九
六
年
八
月
二
十
八
日
　
日
経
）

◆
災
害
時
の
水
ま
か
せ
て
下
さ
い
。
東
レ

は
地
震
な
ど
の
災
害
発
生
時
に
飲
料
水
や

生
活
用
水
を
確
保
で
き
る
小
型
の
造
水
機

を
売
り
出
し
た
。
逆
浸
透
膜
を
使
い
河
川

水
の
ほ
か
海
水
を
飲
料
水
に
で
き
る
「
ト

レ
ス
キ
ュ
ー
Ａ
Ｗ
」
と
、
中
空
糸
膜
と
粒

状
活
性
炭
を
使
っ
た
「
ト
レ
ロ
ー
ム
Ｒ
Ｃ
」

の
二
種
類
で
、
い
ず
れ
も
ガ
ソ
リ
ン
で
駆

動
す
る
た
め
停
電
時
で
も
運
転
が
可
能
。

地
方
自
治
体
や
一
般
家
庭
な
ど
に
幅
広
く

販
売
す
る
。
ト
レ
ス
キ
ュ
ー
Ａ
Ｗ
は
海
水

を
淡
水
化
す
る
逆
浸
透
膜
を
使
い
、
塩
分

や
大
腸
菌
な
ど
を
除
去
す
る
。
海
水
で
一

日
七
千
二
百
リ
ッ
ト
ル
（
約
二
千
四
百
人

分
）、
河
川
水
や
井
戸
水
な
ど
か
ら
同
一
万

八
十
リ
ッ
ト
ル
の
飲
料
水
を
つ
く
る
こ
と

が
可
能
。

（
一
九
九
六
年
九
月
三
日
　
日
経
産
業
）

【
水
へ
の
思
い
・

こ
だ
わ
り
】

◆
水
道
の
水
に
三
分
の
一
不
満
。
ミ
ネ
ラ

ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
需
要
が
増
え
て
い
る
。

消
費
者
の
水
へ
の
意
識
は
変
わ
っ
た
の
か
。

今
回
は
マ
ン
デ
ー
日
経
の
読
者
百
八
十
四

人
に
「
お
い
し
い
水
」
に
つ
い
て
聞
い
た
。

（
一
九
九
六
年
九
月
三
十
日
　
日
経
）

◆
水
道
水
は
十
点
満
点
で
採
点
す
る
と
六

点
で
、
一
番
の
不
満
は
「
お
い
し
く
な
い
」

こ
と
。
東
京
・
大
阪
・
中
京
圏
の
六
百
人

を
対
象
に
し
た
「
水
に
関
わ
る
生
活
意
識

調
査
」
に
よ
る
と
、
水
道
水
へ
の
評
価
は

な
か
な
か
厳
し
い
。
水
に
関
わ
る
生
活
意

識
調
査
（
酢
製
造
の
ミ
ツ
カ
ン
が
首
都
圏
、

大
阪
圏
、
中
京
圏
の
六
百
人
に
ア
ン
ケ
ー

ト
）
（
一
九
九
八
年
九
月
十
一
日
　
読
売
）

◆
「
お
い
し
い
水
は
安
全
な
水
」
と
い
わ

れ
る
。
そ
れ
が
最
近
で
は
、
簡
単
に
手
に

入
ら
な
い
。
都
内
で
は
自
宅
に
わ
ざ
わ
ざ

井
戸
を
掘
る
人
た
ち
も
出
始
め
た
。

（
一
九
九
八
年
十
月
六
日
　
読
売
）

◆
都
水
道
局
は
都
内
の
水
道
モ
ニ
タ
ー
二

百
人
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
ま
と

め
た
。
水
道
水
に
求
め
る
も
の
の
第
一
位

は
「
安
全
性
」
で
、
回
答
の
八
十
五
％
に

上
が
り
、
昨
年
の
調
査
よ
り
約
十
五
ポ
イ

ン
ト
増
え
た
。「
給
水
の
安
定
性
」（
十
％
）、

「
お
い
し
さ
」（
二
％
）、
な
ど
二
位
以
下
を

断
然
引
き
離
し
て
い
る
。

（
一
九
九
八
年
十
二
月
十
一
日
　
朝
日
）

◆
ド
ッ
グ
フ
ー
ド
や
キ
ャ
ッ
ト
フ
ー
ド
で

は
不
足
し
が
ち
な
栄
養
分
を
補
い
、
気
に

な
る
に
お
い
も
消
す
ペ
ッ
ト
用
飲
料
水
が

一
月
末
か
ら
全
国
の
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で

売
り
出
さ
れ
て
い
る
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入

り
一．

五
リ
ッ
ト
ル
で
、
値
段
は
四
百
八

十
円
と
「
ヒ
ト
用
」
飲
料
水
よ
り
ぐ
っ
と

高
め
だ
。

（
一
九
九
八
年
十
二
月
三
十
一
日
　
朝
日
）

【
ミ
ネ
ラ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
】

◆
信
頼
回
復
狙
い
業
界
団
体
設
立
。
ま
ず

販
売
店
向
け
に
セ
ミ
ナ
ー
。
欧
州
産
天
然

水
輸
入
業
者
な
ど
。
欧
州
産
天
然
水
の
輸

入
販
売
な
ど
を
手
掛
け
る
五
社
は
十
七
日
、

業
界
団
体
「
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
ナ
チ
ュ
ラ

ル
・
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
協
会
」
を
設

立
し
た
と
発
表
し
た
。
昨
年
秋
の
異
物
混

入
騒
動
で
消
費
者
の
不
信
を
招
い
た
反
省

か
ら
、
品
質
管
理
へ
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
た
り
、
天
然
水
に
関
す
る
正
確
な
情
報

を
提
供
し
て
信
頼
の
回
復
を
目
指
す
。
会

長
に
は
「
ペ
リ
エ
」
や
「
バ
ル
ヴ
ェ
ー
ル
」

な
ど
の
欧
州
産
天
然
水
を
輸
入
販
売
す
る

ペ
リ
エ
・
ジ
ャ
ポ
ン
の
掘
芙
紗
子
副
社
長

が
就
任
し
た
。
加
盟
企
業
は
ペ
リ
エ
・
ジ

ャ
ポ
ン
の
ほ
か
、
伊
藤
忠
商
亊
、
三
菱
商

亊
、
日
本
酒
類
販
売
、
ダ
ノ
ン
・
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ブ
ラ
ン
ズ
・
ジ
ャ
パ
ン

の
合
計
五
社
。

（
一
九
九
六
年
一
月
十
八
日
　
日
経
産
業
）

◆
フ
ラ
ン
ス
の
水
を
訪
ね
て
。
立
夏
を
控

え
、「
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
」
の
広
告
が

目
に
つ
き
始
め
た
。

輸
入
品
の
六
割
を
占
め
る
フ
ラ
ン
ス
に
水

源
工
場
な
ど
を
訪
ね
た
。
フ
ラ
ン
ス
中
部

の
オ
ー
ベ
ル
ニ
ュ
地
方
は
、
標
高
千
八
百

メ
ー
ト
ル
級
の
穏
や
か
な
火
山
帯
ピ
ュ
イ

連
山
が
南
北
約
三
十
キ
ロ
に
わ
た
っ
て
走

る
。
斜
面
は
人
家
や
農
地
が
少
な
く
、
低

木
の
ブ
ナ
な
ど
が
覆
う
。
フ
ラ
ン
ス
で
五

指
に
入
る
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
メ
ー
カ

ー
「
ボ
ル
ヴ
ィ
ッ
ク
」
社
は
、
ピ
ュ
イ
連

山
北
部
の
ふ
も
と
ボ
ル
ヴ
ィ
ッ
ク
村
に
水

源
と
工
場
を
持
つ
。
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）

に
は
「
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
」
の
統
一

基
準
が
あ
る
。
そ
の
最
大
の
特
徴
は
、
日

本
の
よ
う
な
一
般
的
な
過
熱
や
フ
ィ
ル
タ

ー
濾
過
な
ど
の
殺
菌
・
除
菌
を
認
め
な
い

点
。「
生
き
て
い
る
水
を
そ
の
ま
ま
飲
む
」

と
い
う
考
え
が
根
底
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、

殺
菌
は
原
水
の
成
分
を
変
化
さ
せ
る
と
し

て
禁
じ
て
い
る
。
代
わ
り
に
、
病
原
性
微

生
物
が
入
っ
て
い
な
い
こ
と
、
生
菌
の
量

な
ど
を
厳
し
く
規
制
し
て
安
全
性
を
保
ち
、

水
源
も
汚
染
か
ら
保
護
さ
せ
る
。
統
一
基

準
を
満
た
し
て
い
る
製
品
か
ど
う
か
を
各

国
政
府
が
チ
ェ
ッ
ク
し
、
品
質
を
維
持
し

て
い
る
。

（
一
九
九
六
年
四
月
三
十
日
　
読
売
）

◆
フ
ラ
ン
ス
の
水
を
訪
ね
て
。
国
に
よ
り

異
な
る
規
格
。
日
本
で
は
「
水
」
を
容
器

詰
め
に
し
て
売
る
歴
史
が
浅
く
、
家
庭
向

け
の
製
品
が
出
回
る
よ
う
に
な
っ
て
ま
だ

十
数
年
。
し
か
も
「
清
涼
飲
料
」
と
し
て

歩
ん
で
き
た
。
そ
の
た
め
、
一
九
八
六
年

の
食
品
衛
生
法
改
正
で
、
ろ
過
除
菌
や
一

定
条
件
下
の
無
殺
菌
・
無
除
菌
が
認
め
ら

れ
る
ま
で
、
加
熱
殺
菌
が
事
実
上
の
義
務

だ
っ
た
。
さ
ら
に
複
雑
な
の
が
呼
び
名
だ
。

農
水
省
は
九
〇
年
、「
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ

ー
類
」
の
品
質
表
示
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
設

定
し
た
。
無
機
塩
類
を
含
ん
だ
地
下
水
の

う
ち
で
、
加
熱
殺
菌
が
沈
殿
・
ろ
過
除
菌

し
た
も
の
は
「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ミ
ネ
ラ
ル
ウ

ォ
ー
タ
ー
」、
そ
れ
以
外
の
オ
ゾ
ン
殺
菌
処

news storys of water

※ご紹介するのは、データベース化した水に関する新聞記事より、朝日、読売、日経、日経産業の記事の一部分です。どの記事も要約されたものです。
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理
や
成
分
調
整
な
ど
し
た
も
の
は
「
ミ
ネ

ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
」、
地
下
水
以
外
の
水
を

使
っ
た
も
の
は
「
ボ
ト
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
」

な
ど
。
Ｅ
Ｕ
で
は
「
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ

ー
」
と
言
え
ば
「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ミ
ネ
ラ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
」
を
指
し
、
し
か
も
無
殺

菌
・
無
除
菌
で
あ
る
。

消
費
者
は
殺
菌
の
扱
い
の
違
う
二
種
の

「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
」
を

口
に
す
る
こ
と
に
な
る
。「
国
に
よ
り
価
値

観
に
違
い
が
あ
り
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ

ー
を
殺
菌
処
理
の
方
法
だ
け
で
統
一
し
て

定
義
は
で
き
な
い
」
と
話
す
の
は
全
国
清

涼
飲
料
工
業
会
技
術
委
員
の
福
田
正
彦
さ

ん
。
海
外
の
水
事
情
に
詳
し
い
「
日
水
コ

ン
中
央
研
究
所
」
所
長
の
小
島
貞
男
さ
ん

は
、「
成
分
表
示
に
目
を
配
り
、
飲
み
方
に

も
配
慮
を
」
と
呼
び
か
け
る
。

（
一
九
九
六
年
五
月
二
日
　
読
売
）

◆
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
、
か
ね
さ
が
参

入
。
み
そ
の
原
料
に
も
利
用
。
み
そ
を
主

力
と
す
る
食
品
メ
ー
カ
ー
の
か
ね
さ
は
ミ

ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
市
場
に
参
入
す
る
。

ま
ず
青
森
県
の
五
所
川
原
市
と
浪
岡
町
に

ま
た
が
る
梵
珠
（
ぼ
ん
じ
ゅ
）
山
系
の
水

を
使
用
し
た
商
品
を
九
月
に
発
売
す
る
。

（
一
九
九
六
年
七
月
十
六
日
　
日
経
産
業
）

◆「
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
売
り
込
め
」。

学
生
に
よ
る
学
生
の
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
コ

ン
テ
ス
ト
が
八
月
末
に
都
内
で
開
か
れ
、

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
大
学
生
約
百
人
が
販

売
戦
略
づ
く
り
に
知
恵
を
出
し
合
っ
た
。

主
催
し
た
ア
イ
セ
ッ
ク
東
京
大
学
委
員
会

は
、
学
生
・
企
業
間
の
交
流
事
業
な
ど
を

行
っ
て
い
る
学
生
組
織
。
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

の
仕
事
を
学
生
に
体
験
し
て
も
ら
う
と
と

も
に
、
企
業
担
当
者
と
の
接
触
の
場
を
設

け
て
就
職
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
狙

い
だ
。
戦
略
の
決
定
前
に
は
、
業
界
団
体

を
訪
問
し
た
り
、
プ
ロ
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
も
受
け
、「
主
婦
を

狙
っ
て
、
販
売
の
重
点
を
ス
ー
パ
ー
に
移

せ
」「
ス
ポ
ー
ツ
市
場
に
展
開
し
て
ブ
ラ
ン

ド
名
を
確
立
」
な
ど
様
々
な
実
践
的
売
り

上
げ
倍
増
案
が
提
案
さ
れ
た
。

（
一
九
九
六
年
九
月
十
日
　
読
売
）

◆
オ
フ
ィ
ス
向
け
サ
ー
ビ
ス
、
ミ
ネ
ラ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
扱
う
。
オ
フ
ィ
ス
コ
ー
ヒ
ー

サ
ー
ビ
ス
最
大
手
の
ダ
イ
オ
ー
ズ
（
東

京
・
港
、
大
久
保
真
一
社
長
）
は
企
業
の

福
利
厚
生
用
に
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
の

オ
フ
ィ
ス
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
。
熱
湯
と

冷
水
が
出
る
専
用
給
水
機
を
顧
客
企
業
に

リ
ー
ス
し
、
定
期
的
に
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー

タ
ー
を
配
達
す
る
。
安
全
で
お
い
し
い
飲

料
水
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
対

応
、
五
年
間
で
売
上
高
十
五
億
円
の
事
業

に
育
成
す
る
。
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
は

「
富
士
山
嶺
の
自
然
水
」
で
、
同
社
の
Ｐ
Ｂ

（
自
主
企
画
）
商
品
。

（
一
九
九
六
年
十
月
三
日
　
日
経
産
業
）

◆
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
各
社
が
新
た

な
利
用
分
野
と
し
て
、
炊
飯
・
調
理
用
需

要
の
開
拓
に
乗
り
出
し
た
。「
水
道
水
が
お

い
し
く
な
い
」
な
ど
の
理
由
で
、
ご
飯
を

炊
い
た
り
、
み
そ
汁
や
煮
物
を
作
る
の
に

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
を
使
う
消
費
者
が
増

え
て
い
る
こ
と
が
背
景
。「
炊
飯
用
」
と
銘

打
っ
た
新
商
品
が
登
場
し
、
コ
メ
や
和
食

用
だ
し
が
当
た
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
打
つ

企
業
も
相
次
い
で
い
る
。
定
着
す
れ
ば
大

量
消
費
が
見
込
め
る
分
野
と
あ
っ
て
、
売

り
込
み
に
懸
命
だ
。

（
一
九
九
七
年
十
月
二
十
九
日
　
日
経
）

◆
江
戸
の
名
物
は
水
売
り
。
時
代
は
先
祖

返
り
し
た
の
か
。
神
田
川
沿
い
に
あ
る
椿

山
荘
（
文
京
区
）。「
明
治
」
の
雰
囲
気
を

残
す
庭
園
の
一
角
か
ら
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ

ー
タ
ー
を
「
出
荷
」
し
て
い
る
。
敷
地
の

ほ
ぼ
中
央
に
古
香
井
（
こ
こ
う
せ
い
）
と

呼
ば
れ
る
井
戸
が
あ
る
。
タ
ン
ク
ロ
ー
リ

ー
で
小
田
原
市
に
運
び
、
瓶
詰
め
し
て
い

る
。
カ
ル
シ
ウ
ム
と
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
多
い

の
が
特
徴
だ
。「
Ｎ
ｏ．

１
」
と
い
う
名
前

だ
。
製
造
す
る
日
本
水
質
研
究
所
の
打
田

輝
一
専
務
は
「
ミ
ネ
ラ
ル
分
が
多
い
の
は

秩
父
山
系
の
石
灰
岩
層
を
じ
っ
く
り
と
浸

透
し
て
、
東
京
の
地
下
深
く
を
流
れ
て
き

た
か
ら
。
自
然
の
神
秘
さ
も
感
じ
ま
す
」。

（
一
九
九
八
年
一
月
十
三
日
　
朝
日
）

◆
サ
ン
ト
リ
ー
は
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

の
生
産
設
備
を
増
強
す
る
。
主
力
拠
点
の

白
州
工
場
敷
地
内
に
生
産
ラ
イ
ン
を
新
設
、

生
産
能
力
を
二
倍
に
す
る
。
同
社
の
ミ
ネ

ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
「
南
ア
ル
プ
ス
の
天
然

水
」
は
シ
ェ
ア
二
割
強
を
し
め
る
ト
ッ
プ

ブ
ラ
ン
ド
。
九
七
年
の
販
売
量
は
千
二
百

万
ケ
ー
ス
で
九
五
年
比
で
ほ
ぼ
二
倍
と
な

り
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
二
千
万
ケ
ー
ス
の

販
売
を
見
込
ん
で
い
る
。

（
一
九
九
八
年
二
月
八
日
　
日
経
）

◆
農
水
省
。
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
や
ス
ポ

ー
ツ
飲
料
に
も
原
材
料
や
賞
味
期
限
、
保

存
方
法
な
ど
の
品
質
表
示
が
義
務
付
け
ら

れ
る
見
通
し
と
な
っ
た
。
農
林
物
資
規
格

調
査
会
（
農
相
の
諮
問
機
関
）
基
本
問
題

委
員
会
が
十
五
日
に
発
表
す
る
中
間
報
告

に
、
農
水
省
の
日
本
農
林
規
格
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
）

に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
品
目
に
つ
い
て
も

表
示
基
準
を
定
め
、
品
質
表
示
を
義
務
付

け
る
こ
と
を
盛
り
込
む
。

（
一
九
九
八
年
五
月
十
五
日
　
日
経
）

◆
カ
ル
ピ
ス
は
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

「
エ
ビ
ア
ン
」
の
オ
フ
ィ
ス
向
け
需
要
を
開

拓
す
る
。
飲
用
の
効
果
を
訴
え
る
た
め
、

四
月
に
「
チ
ー
ム
エ
ビ
ア
ン
」
を
結
成
。

マ
ラ
ソ
ン
の
谷
川
真
理
選
手
な
ど
三
人
の

ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
、
試
合
前
の
調
整
期
間

や
競
技
中
に
「
エ
ビ
ア
ン
」
を
飲
ん
で
も

ら
い
、
順
天
堂
大
の
高
岡
郁
夫
助
教
授
が

心
拍
数
計
測
や
血
液
採
取
し
て
各
選
手
の

体
調
を
確
認
す
る
。

（
一
九
九
八
年
五
月
十
九
日
　
日
経
産
業
）

◆
ド
イ
ツ
の
大
手
清
涼
飲
料
水
メ
ー
カ
ー
、

ゲ
ロ
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
・
ブ
ル
ネ
ン
が
地
元

の
飲
料
水
販
売
業
者
５
社
と
組
ん
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
飲
料
水
の
販

売
・
宅
配
サ
ー
ビ
ス
を
試
験
的
に
開
始
し

た
。
（
九
八
年
七
月
十
三
日
　
日
経
産
業
）

◆
個
人
消
費
の
低
迷
を
よ
そ
に
、
ミ
ネ
ラ

ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
市
場
は
拡
大
を
続
け
て
い

る
。
九
七
年
の
消
費
量
は
七
九
万
四
千
キ

ロ
リ
ッ
ト
ル
と
過
去
最
高
を
記
録
し
た
。

人
気
の
背
景
は
健
康
志
向
の
高
ま
り
や
水

道
水
へ
の
不
信
感
の
反
映
と
か
。
お
仕
着

せ
の
「
水
道
文
化
」
か
ら
個
別
仕
様
の

「
ボ
ト
ル
文
化
」
へ
。

（
一
九
九
八
年
七
月
十
四
日
　
日
経
）

◆
日
本
人
は
水
が
タ
ダ
だ
と
思
っ
て
い
る
、

と
い
わ
れ
て
来
た
。
で
も
最
近
で
は
、
店

頭
で
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
買
う
習
慣

は
す
っ
か
り
定
着
。
大
阪
名
物
の
一
つ
で

も
あ
っ
た
ま
ず
い
水
道
水
も
「
お
い
し
い

水
は
じ
め
ま
し
た
」
と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

（
一
九
九
八
年
十
月
三
十
日
　
朝
日
）

◆
ブ
ル
ボ
ン
は
通
信
販
売
で
点
字
表
示
付

き
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入
り
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ

ー
タ
ー
の
販
売
を
始
め
た
。
同
時
に
点
字

の
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
作
製
、
視
覚
障

害
者
で
も
申
込
し
や
す
い
よ
う
に
し
た
。

（
一
九
九
八
年
十
一
月
二
十
四
日
　
日
経
産
業
）

◆
東
京
都
や
建
設
省
が
、
浄
水
場
の
汚
濁

の
激
し
い
川
の
水
が
流
入
す
る
の
を
防
ぐ

流
水
保
全
水
路
を
整
備
し
た
り
、
高
度
浄

水
処
理
施
設
を
整
備
し
た
り
、
高
度
浄
水

処
理
施
設
の
導
入
な
ど
水
道
水
の
水
質
良

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
安
全
性
や
味
に

対
す
る
市
民
の
関
心
が
高
ま
る
中
、「
水
道

水
は
ま
ず
い
」
と
い
う
汚
名
は
返
上
で
き

る
だ
ろ
う
か
。
九
〇
年
に
入
っ
て
消
費
量

が
急
速
に
伸
び
て
い
る
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー

タ
ー
。
サ
ン
ト
リ
ー
が
今
年
三
月
に
首
都

圏
の
男
女
五
百
人
に
行
っ
た
調
査
で
は
、

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
飲
む
き
っ
か
け

は
「
お
い
し
い
水
が
飲
み
た
く
て
」
が
七

十
五．

四
％
、「
水
道
水
に
不
安
」
が
三
十

七．

二
％
に
上
が
っ
て
い
る
。

（
一
九
九
八
年
十
二
月
十
二
日
　
日
経
）

◆
都
水
道
局
が
東
京
の
水
道
水
に
関
し
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。
そ
れ
に
よ

る
と
安
心
度
と
満
足
度
が
ほ
ぼ
同
じ
割
合

に
な
っ
て
い
る
。
不
満
の
理
由
を
尋
ね
る

と
、
特
に
二
十
三
区
内
で
は
「
お
い
し
く

な
い
」
と
い
う
不
満
が
強
か
っ
た
。
五
人

に
二
人
は
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
購
入

し
て
お
り
、
三
軒
に
一
軒
が
家
庭
用
浄
水

器
を
使
っ
て
い
る
。
お
い
し
い
水
が
タ
ダ

で
飲
め
る
時
代
は
少
し
ず
つ
都
民
か
ら
遠

の
い
て
い
る
よ
う
だ
。

（
一
九
九
八
年
十
二
月
十
三
日
　
読
売
）

【
飲
料
水
と
し
て
の

地
下
水
】

◆
水
質
汚
濁
防
止
法
が
改
正

五
月
二
十
八
日
、
水
質
汚
濁
防
止
法
改
正

案
が
成
立
し
た
。
一
九
九
七
年
四
月
以
降
、

都
道
府
県
知
事
は
有
害
物
質
で
土
壌
を
汚

染
し
た
企
業
に
浄
化
措
置
を
命
令
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
の
環
境
規
制
も
企

業
責
任
を
厳
し
く
追
及
す
る
米
国
の
「
ス

ー
パ
ー
フ
ァ
ン
ド
法
」
に
近
づ
い
て
お
り
、

土
壌
汚
染
の
リ
ス
ク
管
理
を
徹
底
し
な
い

と
、
企
業
経
営
に
手
痛
い
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
か
ね
な
い
。「
い
く
ら
が
ん
ば
っ
て
浄
化

し
て
も
、
地
下
水
を
汚
し
た
事
実
は
消
え

な
い
。
今
も
身
の
縮
む
よ
う
な
思
い
で
事

業
を
続
け
て
い
る
の
で
、
そ
っ
と
し
て
お

い
て
ほ
し
い
」。
あ
る
半
導
体
メ
ー
カ
ー
総

務
部
長
の
言
葉
だ
。
地
下
水
は
拡
散
す
る
。

周
辺
の
井
戸
水
か
ら
環
境
基
準
を
上
回
る

ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
が
検
出
さ
れ
た
。

市
の
調
査
で
汚
染
源
と
さ
れ
た
こ
の
企
業

は
、
汚
染
土
壌
の
除
去
な
ど
の
対
策
に
加

え
、
数
千
万
円
の
賠
償
金
を
住
民
側
に
支

払
っ
た
。

（
一
九
九
六
年
六
月
五
日
　
日
経
産
業
）

◆
大
地
は
巨
大
な
濾
過
器
。
水
資
源
は
い

ま
。
豊
か
な
清
水
、
地
中
深
く
に
。
少
な

く
な
っ
た
井
戸
の
使
用
。
狛
江
市
岩
戸
南

の
造
り
酒
屋
「
土
屋
酒
造
」。
社
長
の
土
屋

省
三
さ
ん
が
、
太
い
ホ
ー
ス
か
ら
ほ
と
ば

し
り
出
る
井
戸
水
を
手
で
す
く
う
。
一
八

七
三
年
（
明
治
六
）
の
創
業
以
来
、
敷
地

内
か
ら
出
る
こ
の
水
だ
け
で
酒
を
造
っ
て

き
た
。「
地
元
の
水
で
造
る
か
ら
特
徴
の
あ

る
酒
が
出
来
る
。
そ
の
辺
が
、
ど
こ
で
作

っ
て
も
品
質
が
同
じ
大
メ
ー
カ
ー
の
ビ
ー

ル
や
洋
酒
と
の
違
い
で
し
ょ
う
」。
地
下
百

五
十
メ
ー
ト
ル
の
深
井
戸
と
、
六
、
七
メ

ー
ト
ル
の
浅
井
戸
。
そ
の
水
を
醸
造
用
や

冷
却
用
に
使
う
。
出
荷
す
る
酒
は
一
・
八

リ
ッ
ト
ル
瓶
で
年
に
約
八
万
三
千
本
。
仕

込
み
の
最
盛
期
に
は
、
日
に
一
万
リ
ッ
ト

ル
の
水
が
必
要
に
な
る
。
酒
造
り
に
使
う

水
の
条
件
は
厳
し
い
。
酒
は
水
に
含
ま
れ

る
鉄
分
を
嫌
う
。
反
面
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

や
カ
ル
シ
ウ
ム
を
適
度
に
含
ん
だ
、
や
や

硬
い
水
が
い
い
。
浅
井
戸
の
水
に
は
汚
染

の
恐
れ
も
付
き
ま
と
う
。
し
か
し
、
深
井

戸
の
方
は
、
何
十
年
、
あ
る
い
は
数
百
年

も
か
け
て
大
地
深
く
し
み
込
み
、
自
然
の

巨
大
な
フ
ィ
ル
タ
ー
に
よ
っ
て
ろ
過
さ
れ
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た
清
ら
か
な
水
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
こ
に

酒
蔵
が
作
ら
れ
た
。
台
東
区
上
野
桜
木
の

豆
腐
店
「
藤
屋
」
で
も
、
毎
日
の
豆
腐
造

り
に
は
井
戸
水
を
使
っ
て
き
た
。「
東
京
で

最
も
お
い
し
い
水
道
水
」
と
言
わ
れ
る
昭

島
市
の
水
。
都
内
で
は
、
地
下
水
を
百
％

使
っ
て
い
る
た
だ
一
つ
の
水
道
水
と
し
て

知
ら
れ
る
。

（
一
九
九
六
年
九
月
十
日
　
読
売
）

◆
知
る
人
ぞ
知
る
う
ま
い
水
。
栃
木
県
・

尚
仁
沢
湧
水
。
関
東
平
野
の
最
北
に
位
置

す
る
栃
木
県
塩
谷
町
に
、
一
日
に
四
万
ト

ン
以
上
も
の
水
が
わ
く
と
い
う
尚
仁
沢
湧

水
が
あ
る
。
水
は
、
山
の
斜
面
の
岩
の
間

か
ら
こ
ん
こ
ん
と
、
あ
る
い
は
ほ
と
ば
し

る
よ
う
に
わ
き
、
沢
の
水
を
急
速
に
増
や

す
。
一
九
八
五
年
、
環
境
庁
の
全
国
名
水

百
選
に
選
ば
れ
た
。
そ
の
水
の
う
ま
さ
が
、

都
会
の
住
民
に
口
コ
ミ
で
伝
わ
り
続
け
て

い
る
。（
一
九
九
六
年
十
月
六
日
　
朝
日
）

◆
目
に
は
ど
れ
も
同
じ
よ
う
に
映
る
。
実

際
に
味
は
ど
う
違
う
の
か
。
上
野
・
不
忍

池
周
辺
の
環
境
問
題
に
取
り
組
む
「
不
忍

池
を
愛
す
る
会
」
は
、
九
種
類
を
舌
に
こ

ろ
が
し
て
み
た
。
会
の
事
務
局
を
務
め
る

秋
山
真
芸
実
さ
ん
は
「
い
い
水
を
五
感
で

確
か
め
た
か
っ
た
」
と
話
す
。
井
戸
水
は
、

会
が
本
格
的
に
水
質
な
ど
を
調
べ
た
六
十

カ
所
か
ら
選
ん
だ
。
会
員
ら
五
十
人
が
投

票
し
、
二
十
人
が
「
う
ま
い
」
と
選
ん
だ

の
は
、
谷
中
墓
地
の
近
く
に
あ
る
松
田
光

史
さ
ん
の
家
の
井
戸
水
だ
っ
た
。「
武
蔵
野

台
地
や
多
摩
丘
陵
は
自
然
の
巨
大
な
ダ
ム

の
役
割
を
果
た
す
」
と
、
千
葉
大
学
の
新

藤
静
夫
教
授
（
地
球
科
学
）
は
説
明
す
る
。

（
一
九
九
八
年
一
月
十
四
日
　
朝
日
）

◆
板
橋
区
の
区
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
地

元
の
井
戸
や
湧
き
水
の
現
状
な
ど
に
つ
い

て
住
民
か
ら
聞
き
取
り
調
査
結
果
を
小
冊

子
「
井
戸
・
湧
水
の
今
昔
」
に
ま
と
め
た
。

（
一
九
九
八
年
九
月
二
十
三
日
　
読
売
）

◆
座
間
市
は
市
民
の
飲
料
水
の
約
八
割
を

占
め
る
地
下
水
を
保
護
す
る
た
め
「
地
下

水
を
保
全
す
る
条
例
」
を
施
行
す
る
。
井

戸
の
設
置
者
に
市
へ
の
届
け
出
を
義
務
づ

け
、
有
害
物
質
の
使
用
を
規
制
す
る
な
ど

の
内
容
。

（
一
九
九
八
年
十
二
月
一
日
　
日
経
）

◆
環
境
庁
は
二
十
九
日
、
土
壌
･
地
下
水

汚
染
の
調
査
・
対
策
指
針
を
ま
と
め
、
都

道
府
県
に
通
知
し
た
。

（
一
九
九
九
年
一
月
三
十
日
　
朝
日
）

【
浄
水
器
】

◆
携
帯
用
の
浄
水
器

ト
ー
メ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
携
帯
用
浄

水
器
「
Ｄ
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
（
商
品
名
）」
を
来

月
中
旬
か
ら
発
売
す
る
。
ポ
リ
容
器
に
水

を
入
れ
手
で
押
す
だ
け
で
浄
化
さ
れ
る
。

容
器
の
キ
ャ
ッ
プ
に
医
療
用
具
な
ど
で
使

わ
れ
る
中
空
糸
膜
フ
ィ
ル
タ
ー
を
活
用
、

細
菌
を
除
去
す
る
と
い
う
。
災
害
時
や
ア

ウ
ト
ド
ア
レ
ジ
ャ
ー
で
の
利
用
を
見
込
ん

で
い
る
。
初
年
度
十
万
本
の
販
売
を
見
込

ん
で
い
る
。

（
一
九
九
六
年
一
月
十
四
日
　
日
経
産
業
）

◆
緊
急
時
用
の
浄
水
装
置
開
発
。
三
菱
レ

イ
ヨ
ン
な
ど
。
昨
年
一
月
の
阪
神
大
震
災

後
、
被
災
地
で
飲
み
水
や
生
活
用
水
の
水

不
足
が
問
題
と
な
っ
た
が
、
三
菱
レ
イ
ヨ

ン
と
ポ
ン
プ
メ
ー
カ
ー
の
石
川
島
芝
浦
機

械
は
、
緊
急
時
に
河
川
や
プ
ー
ル
な
ど
の

水
を
水
道
水
と
ほ
ぼ
同
等
ま
で
浄
化
で
き

る
装
置
を
共
同
で
開
発
、
発
売
開
始
し
た
。

（
一
九
九
六
年
四
月
三
日
　
読
売
）

◆
光
当
た
る
と
水
浄
化
。
電
線
製
造
装
置

メ
ー
カ
ー
の
加
藤
機
械
製
作
所
（
愛
知
県
）

は
、
光
を
当
て
る
と
容
器
の
中
に
入
っ
た

水
を
浄
化
す
る
機
能
が
あ
る
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
施
し
た
陶
器
を
開
発
、
販
売
を
始
め

た
。
こ
の
製
品
は
二
酸
化
チ
タ
ン
の
光
触

媒
機
能
を
応
用
し
た
も
の
で
、
水
道
水
の

カ
ル
キ
臭
の
原
因
で
あ
る
塩
素
や
発
が
ん

物
質
と
い
わ
れ
る
ト
リ
ハ
ロ
メ
タ
ン
を
分

解
す
る
。

（
一
九
九
六
年
五
月
一
日
　
日
経
産
業
）

◆
オ
ゾ
ン
水
で
Ｏ
１
５
７
殺
菌
。
環
境
浄

化
機
器
メ
ー
カ
ー
の
虹
技
（
本
社
・
神
戸

市
）
は
、
病
原
性
大
腸
菌
Ｏ
（
オ
ー
）
１

５
７
な
ど
の
殺
菌
に
効
果
が
あ
る
と
す
る

オ
ゾ
ン
水
生
成
器
「
ア
ク
ア
ピ
ュ
ア
２
」

の
販
売
に
乗
り
出
す
。
オ
ゾ
ン
ガ
ス
発
生

装
置
を
内
蔵
し
、
水
道
水
に
ガ
ス
を
溶
解

す
る
。

（
一
九
九
六
年
八
月
三
十
一
日
　
朝
日
）

◆
ボ
イ
ラ
ー
大
手
の
三
浦
工
業
は
十
月
、

家
庭
用
の
軟
水
器
を
発
売
す
る
。
硬
水
か

ら
金
属
イ
オ
ン
を
除
去
す
る
装
置
で
、
日

本
の
家
庭
で
は
あ
ま
り
普
及
し
て
い
な
い

が
、
消
費
者
の
水
質
へ
の
関
心
が
高
ま
る

な
か
成
長
を
見
込
む
。
初
年
度
五
千
台
の

販
売
を
目
指
す
。

（
一
九
九
六
年
九
月
二
十
七
日
　
日
経
産
業
）

◆
夏
の
季
節
商
品
か
ら
日
常
品
へ
と
定
着
。

近
ご
ろ
の
浄
水
器
事
情
。
昨
年
１
年
間
で

三
百
四
十
万
台
売
れ
る
。
浄
水
器
は
こ
れ

ま
で
は
数
度
ブ
ー
ム
が
あ
っ
た
。
一
九
八

一
年
か
ら
三
年
間
で
売
れ
行
き
は
十
倍
以

上
に
な
り
、
八
四
年
に
は
約
百
四
十
万
台

に
達
し
た
。
し
か
し
、
厚
生
省
が
「
浄
水

器
を
使
わ
な
い
間
に
雑
菌
が
繁
殖
す
る
」

と
指
摘
し
た
こ
と
で
、
売
れ
行
き
が
止
ま

っ
た
。
そ
の
後
、
雑
菌
対
策
と
し
て
カ
ル

キ
臭
を
除
く
活
性
炭
に
加
え
て
、
除
菌
作

用
が
あ
る
中
空
繊
維
も
使
う
方
式
が
主
流

に
な
っ
た
。
昨
年
一
年
間
で
三
百
四
十
万

台
が
売
れ
、
浄
水
器
協
議
会
の
昨
年
春
の

調
査
で
は
、
普
及
率
は
全
国
平
均
で
約
二

四
％
。
中
で
も
首
都
圏
や
大
阪
府
で
は
三

五
％
前
後
と
、
す
っ
か
り
日
常
品
と
な
っ

て
い
る
。
形
の
上
か
ら
は
大
き
く
分
け
て
、

①
蛇
口
に
本
体
を
取
り
付
け
る
「
直
結
型
」

②
流
し
台
な
ど
に
置
い
た
本
体
と
蛇
口
を

ホ
ー
ス
で
結
ぶ
「
据
え
置
き
型
」
③
台
所

の
下
に
取
り
付
け
る
「
ア
ン
ダ
ー
シ
ン
ク

型
」
の
三
種
類
が
あ
る
。

（
一
九
九
六
年
九
月
二
十
八
日
　
朝
日
）

◆
浄
水
能
力
ア
ッ
プ
。
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ

ー
、
東
芝
。
水
道
水
の
残
留
塩
素
が
九

九
％
除
去
で
き
る
と
い
う
。

（
一
九
九
六
年
十
二
月
二
十
五
日
　
日
経
）

◆
ア
ル
カ
リ
イ
オ
ン
水
生
成
器
を
低
価
格

で
。
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
。

（
一
九
九
七
年
五
月
七
日
　
日
経
産
業
）

◆
松
下
電
工
が
六
月
一
日
に
売
り
出
す
家

庭
用
浄
水
器
「
Ｔ
Ｋ
７
６
１
（
愛
称
ピ
ュ

ア
ミ
ズ
ト
ピ
ア
）」
は
、
こ
れ
ま
で
取
り
除

け
な
か
っ
た
有
害
物
質
の
重
金
属
イ
オ
ン

を
除
去
す
る
ほ
か
、
ト
リ
ハ
ロ
メ
タ
ン
や

農
薬
の
代
表
的
な
成
分
シ
マ
ジ
ン
も
除
去

で
き
る
と
い
う
。

（
一
九
九
七
年
五
月
三
十
一
日
　
朝
日
）

◆
Ｙ
Ｕ
Ａ
Ｓ
Ａ
は
十
七
日
、
電
池
に
使
う

素
材
を
応
用
し
た
携
帯
型
の
簡
易
浄
水
袋

「
飲
め
ー
る
」
を
発
売
し
た
。
袋
の
上
部
か

ら
プ
ー
ル
の
水
や
井
戸
水
な
ど
を
注
げ
ば
、

病
原
性
大
腸
菌
「
Ｏ
（
オ
ー
）
１
５
７
」

や
微
生
物
な
ど
を
取
り
除
き
、
飲
料
水
が

で
き
る
。

（
一
九
九
七
年
十
二
月
十
八
日
　
日
経
）

◆
こ
こ
数
年
横
ば
い
傾
向
が
続
く
家
庭
用

浄
水
器
市
場
。
都
市
部
な
ど
で
の
需
要
が

一
巡
し
た
た
め
で
、
国
内
需
要
は
九
一
年

以
降
、
三
百
三
十
万
ー
三
百
六
十
万
台
で

推
移
。
需
要
の
主
体
は
取
り
換
え
用
カ
ー

ト
リ
ッ
ジ
に
移
り
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た

状
況
下
、
シ
ェ
ア
を
伸
ば
し
て
い
る
東
レ
、

三
菱
レ
イ
ヨ
ン
の
二
大
メ
ー
カ
ー
は
九
七

年
か
ら
九
八
年
に
新
モ
デ
ル
を
投
入
、
新

た
な
需
要
喚
起
に
乗
り
出
し
た
。

（
一
九
九
八
年
二
月
二
十
五
日
　
日
経
産
業
）

◆
京
都
生
協
の
「
コ
ー
プ
パ
リ
テ
ィ
」
店

に
四
月
に
開
設
さ
れ
た
ク
ッ
キ
ン
グ
ウ
ォ

ー
タ
ー
（
調
理
用
水
）
の
自
動
販
売
機
に

は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
持
っ
た
組
合
員
が

次
々
に
訪
れ
て
、
水
を
買
っ
て
い
く
。

（
一
九
九
八
年
七
月
九
日
　
読
売
）

◆
環
境
危
機
開
発
の
水
商
は
集
合
住
宅
や

ビ
ル
な
ど
に
貯
水
槽
の
赤
水
防
止
装
置

「
エ
コ
ー
ル
活
水
器
」
を
開
発
、
製
造
を
始

め
た
。

（
一
九
九
八
年
八
月
二
十
五
日
　
日
経
産
業
）

◆
業
務
用
浄
水
器
販
売
の
ミ
ネ
ボ
ッ
ク
ス

は
、
水
の
自
動
販
売
機
を
製
造
、
販
売
す

る
。
紙
コ
ッ
プ
一
杯
の
浄
水
が
十
円
で
飲

め
る
。

（
一
九
九
八
年
十
月
七
日
　
日
経
産
業
）

◆
浄
水
器
協
議
会
が
国
に
先
駆
け
て
浄
水

器
の
独
自
規
格
を
作
っ
た
。
浄
水
器
は
四

軒
に
一
軒
の
割
合
で
家
庭
に
普
及
。

（
一
九
九
九
年
三
月
二
日
　
読
売
）

【
ニ
ア
ウ
ォ
ー
タ
ー
】

◆
水
の
よ
う
に
の
め
る
が
、
わ
ず
か
に
甘

さ
が
あ
り
、
栄
養
分
も
補
給
で
き
る
。
こ

ん
な
う
た
い
文
句
の
水
感
覚
飲
料
が
相
次

い
で
で
登
場
し
て
い
る
。
清
涼
飲
料
各
社

が
有
望
分
野
と
み
て
続
々
と
商
品
を
投
入

し
始
め
て
い
る
。
茶
系
飲
料
や
ミ
ネ
ラ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
の
人
気
が
高
ま
り
、
消
費
者

の
う
す
味
感
覚
が
鮮
明
に
な
り
つ
つ
あ
る

飲
料
市
場
。
ニ
ア
ウ
ォ
ー
タ
ー
（
水
に
近

い
）
と
い
う
新
た
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
で
き

る
の
で
は
、
と
期
待
す
る
声
も
で
は
じ
め

た
。

（
一
九
九
八
年
三
月
三
十
一
日
　
日
経
産
業
）

◆
機
能
性
飲
料
水
「
オ
ー
・
プ
ラ
ス
」
ア

サ
ヒ
飲
料
。
甘
さ
抑
え
、
清
涼
感
。
健
康

志
向
の
若
者
と
ら
え
る
。
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ

ー
タ
ー
は
味
気
な
い
が
、
コ
ー
ラ
や
ジ
ュ

ー
ス
と
い
っ
た
清
涼
飲
料
水
だ
と
糖
分
が

多
く
健
康
面
に
不
安
が
残
る
。
そ
ん
な
消

費
者
の
声
を
反
映
し
、
ビ
タ
ミ
ン
や
カ
ル

シ
ウ
ム
な
ど
を
水
に
加
え
た
機
能
性
清
涼

飲
料
水
が
よ
く
売
れ
て
い
る
。

（
一
九
九
八
年
五
月
三
日
　
日
経
）

◆
水
の
よ
う
に
薄
味
で
ご
く
ご
く
飲
め
る

「
ニ
ア
ウ
ォ
ー
タ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
清
涼
飲

料
が
昨
年
か
ら
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
。

消
費
者
の
薄
味
し
好
や
、
体
に
良
い
低
カ

ロ
リ
ー
飲
料
を
の
み
タ
イ
ト
の
意
識
の
高

ま
り
が
背
後
に
あ
る
。

（
一
九
九
八
年
十
一
月
二
十
四
日
　
日
経
産
業
）
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―
―
編
集
後
記
―
―

▼
新
聞
に
報
道
さ
れ
た
い
ろ
い
ろ
な
活
動
事
例
と
共

に
、「
独
自
の
水
と
の
つ
き
あ
い
方
」
を
続
け
て
い
る

方
々
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
一
言
で
「
水
」
と
い
っ

て
も
多
種
多
様
な
切
り
口
が
あ
る
も
の
で
す
。

▼
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
え
て
下
さ
っ
た
方
々
の
お
話

に
共
通
し
て
い
る
の
が
、「
今
こ
そ
水
を
総
合
的
に
、

幅
広
く
と
ら
え
ね
ば
」
と
い
う
思
い
で
す
。
い
つ
で

も
身
近
に
あ
る
と
思
っ
て
い
た
「
水
」
も
、
実
は
専

門
分
野
毎
に
取
り
扱
わ
れ
、
い
つ
の
ま
に
か
、
暮
ら

し
か
ら
遠
ざ
か
り
つ
つ
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

あ
ら
た
め
て
「
人
と
水
と
の
つ
き
あ
い
方
」
を
、
く●

ら
し

●

●

の
視
点
で
全
体
的
に
と
ら
え
直
し
て
み
る
こ
と

の
大
切
さ
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

ミ
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文
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ー
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